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　大学生活を有意義なものにし、自らのキャリアデザインを実践するためには、明確な目的・目標を

定めて4年間の学修計画を立て、自らの学修の到達度を確認しながら計画的に履修を進めていくこと

が大切です。したがって、以下に記載する【履修の基本的な制度と仕組み】を有効に活用して「なり

たい自分」の実現につなげてください。

　本書には、本大学のカリキュラムを構成している全学共通科目（基礎共通科目、国際言語文化科目、

外国語科目、保健体育科目およびキャリア創生共通科目）、各学部・学科の専門教育科目等について、

その選択、履修、単位修得の方法を具体的に説明しています。これらは学修を進めていくうえで理解

しておかなければならない事柄ですので、繰り返し熟読し、理解に努めてください。

【履修の基本的な制度と仕組み】

甲南大学は「人物教育率先」の建学の理念のもと、各学部・学科に

おいて教育基本方針を定め、それぞれの基本方針に基づき、卒業認定・

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー（DP））※1 および教育課程

編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー（CP））※2 を定めています。

　これらの方針および学則※3 に定められた人材養成上の目的と学生

に修得させるべき能力等の教育目標に基づき、段階的、系統的に授業

科目を配置、構成したものを教育課程（カリキュラム）といいます。

　各学部・学科のカリキュラムには、DPに紐づいた到達目標が設定

されています。到達目標と各科目の対応関係は、カリキュラムマップ※4

や各科目のシラバスに示されています。また、カリキュラムは、各学

部・学科のカリキュラムツリー※5で示されるように、卒業までの課程

が編成され、系統的な学修ができるように構成されています。効果的

な学修を進めるにあたっては、到達目標を踏まえて身につけたい知識

や能力を確認した上で、毎年度の履修計画をきちんと立てて系統的に

履修するようにしてください。

　さらに、本学では、自らの学修の到達度を確認しながら計画的に履

修を進めていけるように、自身の成長の過程を見える化・蓄積するツ

ール「学修ポートフォリオ」を用意するとともに、社会で必要とされ

る汎用的な能力を測定する「ジェネリックスキル測定」を行っています。

また、成績評価では表れにくい一人ひとりの学生がもつ力を評価認定

する「KONANサーティフィケイト制度」など、各自の学修やキャリ

アデザインに活かせる独自の制度や仕組みが設けられています。これ

らを積極的に活用することによって、大学生活をより有意義なものにし、

自らのキャリアデザインを実践していただくことを期待しています。

※1　卒業認定・学位授与の
方針（ディプロマ・ポリシー
（DP））
大学、学部・学科等の教育基
本方針に基づき、どのよう
な力を身に付けた者に卒業
を認定し、学位を授与する
のかを定める基本的な方針
であり、学生の学修成果の
目標ともなるもの。

※2　教育課程編成・実施の
方針（カリキュラム・ポリシ
ー（CP））
ディプロマ・ポリシーの達
成のために、どのような教
育課程を編成し、どのよう
な教育内容・方法を実施し、
学修成果をどのように評価
するのかを定める基本的な
方針。

※3　学則
大学の修学において必要な
事項を定めた規則。

※4　カリキュラムマップ
卒業認定・学位授与の方針
と到達目標及び各科目の関
係性を示す科目表等を指す。

※5　カリキュラムツリー
カリキュラムの全体を俯瞰
的に把握し、順次性・体系性
を意識して履修するための
ツールとなるもの。

は　じ　め　に
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1．授業科目について

（1）授業科目の種類

　授業科目には「カリキュラム体系」、「履修方法」、「授業方法」、「授業時期・期間」による 4つの

分類がある。

①　カリキュラム体系による分類

　本大学の授業科目は、全学部対象に開設している基礎共通科目、国際言語文化科目、外国語科

目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、単位互換科目、西宮市大学共通単位講座および各学

部・学科の専門教育科目、資格取得希望者のために開設している教職・図書館学・公認心理師・

日本語教員養成課程に関する科目、留学生を対象に開設している日本語特設科目、国際交流科目

に分かれている。

全 学 共 通 科 目 学 部・ 学 科 固 有 の 科 目

基礎共通科目・国際言語文化科目 専 門 教 育 科 目

外国語科目
基礎外国語科目

中級・上級外国語科目 資 格 取 得 の た め の 科 目

保健体育科目
基礎体育学演習 教職・図書館学・公認心理師・

日本語教員養成課程に関する科目

生涯スポーツ

キャリア創生共通科目 外 国 人 留 学 生 対 象 科 目

単位互換科目 日本語特設科目

西宮市大学共通単位講座 国際交流科目

②　履修方法による分類

科目分類 分　類　内　容
必修科目 卒業するために必ず単位を修得しなければならない科目

選択必修科目
区分された授業科目群のなかから、定められた単位数以上を修得しな
ければならない科目
定められた単位数を超えて修得した単位は自由選択科目として卒業単
位に算入される

自由選択科目 必修・選択必修科目以外で単位を修得することができる科目
修得した単位は卒業単位に算入される

そ の 他 自由に選んで単位を修得できるが、卒業単位として算入されない科目

③　授業方法による分類

授業方法 内　　容

講　義 主に担当教員の口頭での解説や板書などにより、知識や技術などを学
ぶ授業

演　習 担当教員の指導のもと、学生が研究・発表・討議を行うことを主眼と
した少人数の授業

実　験 学んだ知識や技術などを実験室などで試薬や機材などを実際に用いて
学ぶ授業

実　習 学んだ知識や技術などを実地またはパソコンなどの実物にあたって学
ぶ授業

実　技 保健体育科目などの技術や演技を実際に行う授業
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（その他の授業方法）

○アクティブ・ラーニング

　�　課題発見、問題解決を取り入れた授業や、ディスカッション（意見交換）、ディベート（討論）、

グループワーク、プレゼンテーション、フィールドワークなど、授業への能動的な参加を取り

入れた授業方法を「アクティブ・ラーニング」という。

○実践的教育

　�　経営者、技術者、研究者、行政官などの実務家や学外での実務経験がある教員、または多様

な企業等で実務経験がある講師による授業や、インターンシップや実習・研修を中心に位置づ

けた授業を「実践的教育」という。

○ �Web を活用した授業

　�　感染症等のため対面での授業ができない場合など、Web を活用した授業を実施する場合が

ある。Web を活用した授業には、主にオンデマンド型とリアルタイム型がある。

④　授業時期・期間による分類

名　　称 授業期間（時期） 履修登録の時期 成績の公開時期
通年科目 4月から翌年 1月まで 前期 学年末（3月）
前期科目 4月から 7月まで 前期 前期末（9月）
後期科目 9月から翌年 1月まで 前期または後期 学年末（3月）
集中科目 夏期または冬期休業中 前期 学年末（3月）

（2）授業科目の履修

①　配当年次

　授業科目には「配当年次」が定められている。これは、履修モデルに基づいて履修するのに

ふさわしい年次を表している。つまり、配当年次が 3年次の授業科目を履修するためには、1・

2年次の学修による知識・経験が必要だということである。逆に言えば、1年次、2年次の授業

科目はより専門的な学修をするうえであらかじめ履修しておくべき科目だといえる。したがって、

自身の年次より高い配当年次の授業科目を履修することはできない。自身の年次以下の科目の中

から選択し、履修すること。

②　授業科目の選択

　必修科目は卒業するために必ず修得しなければならないことは前にも述べたが、低年次に配当

されている必修科目は学部・学科の基礎的な科目である。これらの単位を修得できないと、より

専門的な授業科目を理解することは難しくなるので、必ず配当された年次で修得するように努める

こと。

　選択必修科目は区分された授業科目群の中から、決められた単位数以上を修得しなければなら

ない科目である。定められた単位数を超えて修得した単位は自由選択科目として卒業単位に算入
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される。必要単位数を早期に充足しておけば余裕をもって科目選択を行うことができるが、逆に

4年次まで充足できないでいると、余分に登録しておかなければ安心できないという事態に陥る

ことになってしまう。配当年次に従って早期に充足するように努めること。

　必修科目と選択必修科目以外の科目は一部の実習・実験科目を除いて自由に選択・履修するこ

とができる。自由に選択・履修できる科目のうち卒業単位に含まれる科目を自由選択科目と呼ん

でいる。自由選択科目に含まれる授業科目は学部・学科によって異なるので所属する学部・学科

のページを参照すること。なお、卒業単位に含まれる単位数には、上限が定められているので注

意すること。

③　クラス指定科目

　外国語科目および保健体育科目のうち、必修科目である基礎外国語および基礎体育学演習は、

履修クラスが指定されている。このほか専門教育科目のなかにも学部・学科・学年等によってク

ラスが指定されている授業科目がある。これらの授業科目は、必ず指定されたクラスで履修しな

ければならない。

④　他学部・他学科科目の履修について

　他学部および他学科の科目は、原則として 2年次から履修することができる。自身の入学年度

の専門教育科目表に記載の配当年次に従って履修すること。該当する入学年度にない専門教育科

目は履修できない。また、履修を認めていない科目があるので注意すること。	

2．単位制について

（1）「単位」とは

　「単位」とは、大学設置基準に基づいて学修時間を数値で表したもので、45 時間の学修をもっ

て 1単位とする。この 45 時間のなかには予習と復習の時間が含まれているが、授業科目の種類に

よって大学で行う時間数と予習・復習時間の割合が異なる。例えば講義科目の場合、大学の授業、

予習、復習それぞれ 15 時間で 1単位になる。毎週 1回あたりの授業は 90 分を基本としており、こ

れを 2時間と計算する。したがって、半期（15 週）30 時間の授業では予習、復習を加えると 90 時

間になり 2単位ということになる。このほか、授業を 30 時間、予習、復習をそれぞれ 15 時間と計

算する演習科目、授業を 45 時間と計算する実験科目などがあり、これらの組み合わせによる授業

科目もある。

　本学の授業科目の単位数は学則第 11 条の規定に基づき、次のような計算方法をとっている。

①　講義および演習科目

　・15 時間の授業をもって、1単位とするもの。

例：哲学、中級ドイツ語Ⅰ、法社会学Ⅰ等

　・20 時間の授業をもって、1単位とするもの。

例：微分積分及び演習Ⅰ等
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　・30 時間の授業をもって、1単位とするもの。

例：講読演習Ⅰ a、College English Listening 等

②　実験、実習および実技科目

　・30 時間の授業をもって、1単位とするもの。

例：ラボラトリー・フィジックスⅠ、基礎生物学実験、基礎体育学演習等

　・45 時間の授業をもって、1単位とするもの。

例：機能分子化学実験 1、地学実験等

③　卒業論文、卒業研究及び卒業実験等の授業科目

　�　審査等により、学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、こ

れらに必要な学修等を考慮して各学部・学科で単位数が定められている。

（2）単位の認定

　履修登録期間内に科目を登録し、試験やレポートなどにより合格の評価を得ると、当該科目の

単位が認定され、単位を修得することになる。これを「学修」という。

3．履修科目の単位制限について

　各年度において履修できる授業科目の単位数には制限が定められている。この単位数を超えて授業

科目を履修登録することはできない。この制限は、単位制度の趣旨に沿った十分な学修量を確保する

ことを目的としている。前項で説明したとおり、1単位は 45 時間の学修によって成っている。一週

間に実行不可能な学修量に相当する授業科目を履修しても成果は上がらない。授業の事前・事後の学

修を念頭に置いて履修登録することが肝要である。

　制限に含まれる科目、含まれない科目は入学年度や学部・学科等によって異なるので、自身の入学

年度の履修要項に記載されている各学部の「単位制限に関する内規」に従うこと。

4．卒業の資格と学位

（1）卒業要件

　卒業するためには、修業年限を満たし、学則に定められた単位を修得しなければならない。修業

年限とは卒業に必要な年数で 4年の在学年数が必要である。なお、休学期間は在学年数に含まれない。

（2）卒業に必要な単位数

　卒業に必要な単位数は、以下のとおり定められている。卒業するまでの間に、定められた単位を

修得しなければ卒業することはできない。
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基礎共通科目または国際言語文化科目	 （文系学部）18 単位
	 （理系学部）16 単位
外国語科目	  8 単位
保健体育科目	  2 単位
専門教育科目	 学部・学科によって異なる（98～102 単位）

○　基礎共通科目・国際言語文化科目

　基礎共通科目は 1コース、国際言語文化科目は文系学部対象 4コース・理系学部対象 1コー

スを開設している。基礎共通科目または国際言語文化科目のどちらかを選択した上で、コース

を選択する。卒業するためには選んだコースから文系学部は 18 単位以上、理系学部は 16 単位

以上修得しなければならない。

○　外国語科目

　College English 4 単位と、基礎ドイツ語、基礎フランス語、基礎中国語、基礎韓国語または

大学日本語入門（外国人留学生対象）のうちから 1外国語 4単位、あわせて 8単位を修得しな

ければならない。

○　保健体育科目

　基礎体育学演習 2単位を修得しなければならない。

○　専門教育科目

　学部、学科によって異なるが、98～102 単位の間で定められている。専門教育科目には必修、

選択必修など他にも履修要件が定められている。詳細は所属する学部・学科のページを確認す

ること。

（3）学士の学位

　本大学を卒業した者には、その学部・学科に応じて、以下の学位が授与される。

学　　部 学　　科 学　　位

文 学 部

日本語日本文学科 学士（文　学）
英語英米文学科 学士（文　学）
社会学科 学士（社会学）
人間科学科 学士（文　学）
歴史文化学科 学士（文　学）

理工学部
物理学科 学士（理学）又は学士（理工学）
生物学科 学士（理　学）

機能分子化学科 学士（理工学）
経済学部 経済学科 学士（経済学）
法 学 部 法学科 学士（法　学）
経営学部 経営学科 学士（経営学）

知能情報学部 知能情報学科 学士（工学）、学士（理学）
又は学士（情報学）

マネジメント創造学部 マネジメント創造学科 学士（マネジメント）
フロンティアサイエンス学部 生命化学科 学士（理工学）
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甲南大学学則（抄）

第 1章　総　　　則

第 1条　本大学は、教育基本法（平成 18 年法律第 120 号）及び学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）

に則り、学術の府として広くかつ深く学芸を教授研究するとともに、学生一人ひとりの天賦の特性

を啓発し人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを目的とする。

第 2章　組　　　織

第 2条　本大学は、学部及び大学院よりなる。

第 3条　本大学に次の学部・学科を置く。

学　　　部 学　　　　科

文 学 部

日 本 語 日 本 文 学 科

英 語 英 米 文 学 科

社 会 学 科

人 間 科 学 科

歴 史 文 化 学 科

理 工 学 部

物 理 学 科

生 物 学 科

機 能 分 子 化 学 科

経 済 学 部 経 済 学 科

法 学 部 法 学 科

経 営 学 部 経 営 学 科

知 能 情 報 学 部 知 能 情 報 学 科

マ ネ ジ メ ン ト 創 造 学 部 マ ネ ジ メ ン ト 創 造 学 科

フロンティアサイエンス学部 生 命 化 学 科
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第 3条の 2　各学部・学科における人材養成上の目的と学生に修得させるべき能力等の教育目標は次

のとおりとする。

学部 学科 人材養成上の目的と学生に修得させるべき能力等の教育目標
文 学 部 幅広く深い教養を基盤に、人文科学の専門分野における調査、研究技量を磨く経験を通

して、問題を見出し、考え、成果を言葉で表現する力を形成する。それによつて、仕事
を含む人生の様々な活動に発生する問題を主体的に解決できる人材を社会に送り出す。

日 本 語
日本文学科

古典・近現代文学・日本語学・日本語教育学等のバランスの取れた教育・
研究を通して、社会での活動の基盤である日本語の理解力・表現力を鍛え
ることを目標とする。

英 語 英 米
文 学 科

実践的語学教育と並行して英語学及び英米の文化・文学の教育を行い、英
語圏文化の深い理解に裏打ちされた英語運用能力を持つ人材を育成し、国
際化する社会の要請に応える。

社 会 学 科 情報化、国際化の進展によつて急速に変化し、多様性や不確実性が高まつ
ている社会の中で必要とされる「自ら調査・分析・表現・発信する実証
的・実践的な態度と能力」を涵養する。

人間科学科 心理学、哲学、芸術学の知を関連づけながら、理論と実践の両面から「人
間とは何か」を探求することにより、社会の諸問題を多角的に捉え、柔軟
に問題解決できる人材育成を目指す。

歴 史 文 化
学 科

人類がこれまで蓄積してきた有形・無形の文化遺産及び歴史の中における
生活の場としての環境と人類との交流について歴史学、地理学・民俗学の
分野から探求し、これら各分野を横断する総合的立場から教育を行う。

理工学部 自然科学の強固な学問的土台を身につけて、純粋理学と応用科学を融合させることので
きる能力を養い、時代の変化や科学・技術の新たな展開に対応して創造性を発揮できる
人材の育成を目指す。

物 理 学 科 時代の変化や科学・技術の新たな展開に対応して、問題の解決に果敢に挑
み、創造性を発揮し、国際社会に貢献できる人材の養成を目的とし、物理
学の基本的な知識及び論理的思考法・手法を講義と実験・実習科目による
相補的な積み上げ方式によつて修得させ、卒業研究を通して総合的な問題
解決能力を養う。

生 物 学 科 今日の社会が直面する生命や環境等に関わる諸問題を正しく理解し、それ
らの解決に貢献できる国際的視野を持つた人材の養成を目的とし、そのた
めに必要な現代生物学の専門知識と技術及びそれらを充分に活用するため
の思考力を修得させる。

機 能 分 子
化 学 科

科学技術に携わる者に求められる責任感と倫理観を有し、化学の専門知識
並びに自然科学に対する柔軟な思考力を身につけた人材の養成を目的と
し、化学の基礎的な知識・豊富な経験に基づく課題設定能力・解決能力を
得て、現代社会の要請に応えることのできる能力を獲得させる。

経済学部 経 済 学 科 経済学の学習を通じて、変化の激しい経済社会で充実した活動ができる知
性と創造力を備えた人材を養成する。これらの人材養成上、学生が修得す
べき能力として、経済・社会問題を的確に捉える能力、筋道を立てて問題
を考える能力、自らの力で解決策を示す能力を求める。

法 学 部 法 学 科 法曹・行政・経済をはじめ社会の様々な分野で指導的な役割を担うことが
できる人材を養成するため、学生の個性尊重を旨として、法及び政治に関
する専門知識の修得と思考力の涵養を通じて、個々の学生の論理的な思考
力と柔軟な応用力を培うことを教育目標とする。
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学部 学科 人材養成上の目的と学生に修得させるべき能力等の教育目標

経営学部 経 営 学 科 ヒト・モノ・カネ・情報等からなる組織（企業）の存続・発展のあり方に
ついて、自律的な洞察力を有し、社会に資するビジネスパーソンの養成を
目的とする。このために学生が修得すべき能力として、次の各能力を求め
る。
（1）幅広い教養に裏付けられた経営学の知識・理解力
（2）各種スキルと論理的思考力に支えられた経営問題の発見・説明・解決力
（3）ビジネスパーソンに必要な社会的協調力と自発的遂行力及び倫理的責
任力

（4）トータルな人間性と豊かな個性に基づいた社会的貢献力

知能情報
学 部

知 能 情 報
学 科

人間力をベースに、感性・知性で高度国際情報社会におけるリーダーシッ
プがとれる人材の育成を目指す。そのため、数学的基礎学力、知能情報学
における専門知識、効果的な発表能力並びにコミュニケーション能力の修
得を目標とする。

マネジメント
創造学部

マネジメント
創 造 学 科

自ら学ぶ力を涵養し、営利、非営利、パブリックなどいずれの分野にあつ
ても、社会的責任を創造的に果たしていくマネジメント能力を開発し、世
界に貢献しうる人物育成を目指す。

フロンティア
サイエンス
学 部

生命化学科 教育・研究対象の中心に「生命化学」を据え、バイオテクノロジー、ナノ
テクノロジー及びそれらの融合領域であるナノバイオに関する知識と技能
を修得させることにより、社会の発展、福祉の増進のためとくに生命化学
分野におけるフロンティア開発に資する人材を養成する。

第 4条　省略

第 5条　大学院に関する規程は、別に定める。

第 3章　授業科目及び履修方法

第6条　本大学の授業科目を、基礎共通科目、国際言語文化科目、外国語科目、保健体育科目、キャ

リア創生共通科目、単位互換科目、西宮市大学共通単位講座、日本語特設科目、国際交流科目、リ

カレント教育科目及び専門教育科目に分ける。

2　文学部、理工学部、経済学部、法学部、経営学部及び知能情報学部における基礎共通科目、国際

言語文化科目、外国語科目、保健体育科目及びキャリア創生共通科目の授業科目及び単位数は、別

表第 1のとおりとする。ただし、基礎共通科目と国際言語文化科目は、そのいずれかを履修するも

のとする。

3　フロンティアサイエンス学部における基礎共通科目、国際言語文化科目、外国語科目、保健体育

科目及びキャリア創生共通科目の授業科目及び単位数は、別表第 1のとおりとする。

4　単位互換科目及び西宮市大学共通単位講座の授業科目及び単位数は、別表第 1のとおりとする。

5　日本語特設科目及び国際交流科目の授業科目及び単位数は、別表第 1のとおりとする。

6　リカレント教育科目の授業科目及び単位数は、別表第 1のとおりとする。

7　文学部、理工学部、経済学部、法学部、経営学部及び知能情報学部における専門教育科目の授業

科目、単位数、必修・選択必修等の区別は、別表第 2の（1）のとおりとする。

8　マネジメント創造学部の授業科目及び単位数は、別表第 2の（3）のとおりとする。
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9　フロンティアサイエンス学部における専門教育科目の授業科目、単位数、必修・選択必修等の区

別は、別表第 2の（4）のとおりとする。

10　卒業に必要な単位数は、別表第 2の（1）、別表第 2の（3）及び別表第 2の（4）のとおりとする。

第 7条　本大学の修業年限は、4年とする。

第 8条　中学校及び高等学校の教育職員免許状を得るために必要な教科及び教職に関する科目（教科

に関する専門的事項の科目を除く。）の授業科目及び単位数は、別表第 3のとおりとする。

第 9条　教育職員免許状を得るための資格を得ようとする者は、別に定める教育職員養成課程に関す

る規程に従い、必要な単位を修得しなければならない。

2　本大学において、取得できる免許状の種類及び免許教科は、次のとおりとする。

学 部 学 科 免 許 教 科 免 許 状 の 種 類

文 学 部

日本語日本文学科 国 語 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

英 語 英 米 文 学 科 英 語 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

社 会 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
公 民 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

人 間 科 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
地 理 歴 史

高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
公 民

歴 史 文 化 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
地 理 歴 史 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

理 工 学 部
物 理 学 科
生 物 学 科
機 能 分 子 化 学 科

理 科 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

経 済 学 部 経 済 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
地 理 歴 史

高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
公 民

法 学 部 法 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
地 理 歴 史

高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
公 民

経 営 学 部 経 営 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
公 民

高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
商 業

知能情報学部 知 能 情 報 学 科
数 学 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

情 報 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

第 10 条　図書館司書又は学校図書館司書教諭の資格を得ようとする者は、別表第 4の（1）に定めると

ころに従い、必要な専門教育科目の単位を修得しなければならない。
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第 10 条の 2　博物館学芸員の資格を得ようとする者は、別表第 4の（2）に定めるところに従い、必要

な専門教育科目の単位を修得しなければならない。

第 10 条の 3　公認心理師の受験資格を得るために大学において必要な科目を修めようとする者は、別

表第4の（3）に定めるところに従い、必要な専門教育科目の単位を修得しなければならない。

第 11 条　各授業科目の単位数は、1単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもつて構成

することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を

考慮して、次の基準により単位数を計算する。

（1）講義及び演習については、15 時間から 30 時間までの範囲の授業をもつて 1単位とする。

（2）実験、実習及び実技については、30 時間から 45 時間までの範囲の授業をもつて 1単位とする。

（3）一つの授業科目のなかで、講義、演習、実験、実習又は実技のうち 2以上の方法の併用により

行う場合の授業科目については、その組み合せに応じ、前 2号に規定する基準を考慮して定める

時間の授業をもつて 1単位とする。

2　前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究及び卒業実験等の授業科目については、これらの

学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修等を

考慮して単位数を定めることができる。

第 11 条の 2　授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用に

より行うものとする。

2　本大学は、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所

で履修させることができる。

3　本大学は、第１項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定により、多様な

メディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても、同様

とする。

4　本大学は、第１項の授業の一部を、校舎及び附属施設以外の場所で行うことができる。

第 11 条の 3　学生に対して、授業の方法及び内容並びに１年間の授業の計画をあらかじめ明示する

ものとする。

2　学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たつては、客観性を確保するため、学生に対してその

基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがつて適切に行うものとする。

第 4章　試験及び学士の学位

第12条　学生は、学期の初めに履修を希望する授業科目を届け出て承認を得なければならない。

第 12 条の 2　教育上有益と認めるときは、他の大学（外国の大学を含む。）との協議に基づき、学生

に当該大学の授業科目を履修させることがある。

2　前項により修得した単位は、60 単位を限度として、本大学において修得した単位とみなすこと

ができる。
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3　第 1項の規定に基づく外国留学（以下「留学」という。）に関しては、この学則に定めるものの

ほか別に定める。

第 13 条　単位の認定は、試験その他適当な方法による。ただし、実験、実習、演習、体育の実技等は、

平常の成績によることができる。

2　授業科目の成績の評価は、秀（ＡＡ）・優（Ａ）・良（Ｂ）・可（Ｃ）・不可（Ｄ）の 5種とし、その評点は、

100 点を満点として次のとおり定める。
�
―
―
―
�
―
―
―
�

合　格

秀	（AA）	 90 点以上

優	（ A ）	 80 点以上 90 点未満

良	（ B ）	 70 点以上 80 点未満

可	（ C ）	 60 点以上 70 点未満

不可（ D ）	 60 点未満	 不合格

第 14 条　試験は、原則として学期末又は学年末に行う。

第 15 条　削除

第 16 条　4年以上在学して第 6条に掲げられた所定の授業科目及び履修方法により卒業に必要な単

位数を修得した者には、学部教授会及び合同教授会の審議を経て、学長が卒業を認定し、卒業証

書・学位記を授与する。

2　本大学に 3年以上在学した学生が、別に定める規程に従い卒業に必要な単位を優秀な成績で修得

したと認められる場合には、第 7条に規定する修業年限の特例扱いとして学部教授会及び合同教授

会の審議を経て、学長が卒業を認定し、卒業証書・学位記を授与することができる。

第 16 条の 2　前条第 1項の定めにかかわらず、卒業に必要な要件を満たした者が目標とする進路、

資格等を獲得するために卒業を保留し、引き続き在学を希望した場合、学部教授会及び合同教授会

の審議を経て、学長は卒業の延期を許可することができる。

2　卒業の延期に関する事項については、別に定める。
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第 17 条　本大学を卒業した者には、学部及び学科に応じて、次のとおり学士の学位を授与する。

文 学 部 日本語日本文学科 学士（文　学）

英 語 英 米 文 学 科 学士（文　学）

社 会 学 科 学士（社会学）

人 間 科 学 科 学士（文　学）

歴 史 文 化 学 科 学士（文　学）

理 工 学 部 物 理 学 科 学士（理　学）又は学士（理工学）

生 物 学 科 学士（理　学）

機 能 分 子 化 学 科 学士（理工学）

経 済 学 部 経 済 学 科 学士（経済学）

法 学 部 法 学 科 学士（法　学）

経 営 学 部 経 営 学 科 学士（経営学）

知 能 情 報 学 部 知 能 情 報 学 科 学士（工学）、学士（理学）

又は学士（情報学）

マ ネ ジ メ ン ト 創 造 学 部 マネジメント創造学科 学士（マネジメント）

フロンティアサイエンス学部 生 命 化 学 科 学士（理工学）

第 5章　学年、学期及び休業日

第18条　学年は、4月 1日に始まり翌年 3月 31 日に終わる。

第 19 条　学年は、前期・後期の 2学期に分ける。

前期　4月  1 日～9月 16 日

後期　9月 17 日～3月 31 日

第 20 条　休業日を次のとおり定める。

（1）日曜日

（2）国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休日

（3）本学園創立記念日（4月 21 日）

（4）夏期休業日、冬期休業日は学年暦によるものとする。

2　学長は、学年暦編成上必要ある場合は、前項の休業日を授業日に変更することができる。

3　学長は、必要に応じ臨時に授業を休止又は変更することができる。
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第6章　入学、転学部、留学、休学、除籍及び退学

第21条　入学の時期は、学年初めとする。

第 22 条　本大学の第 1年次に入学する資格のある者は、次の各号のいずれかに該当するものとする。

（1）高等学校又は中等教育学校の卒業者

（2）通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当す

る学校教育を修了した者を含む。）

（3）外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣

の指定した者

（4）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該

課程を修了した者

（5）文部科学大臣の指定した者

（6）高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第 1号）による高等学校卒業程度認

定試験に合格した者（同規則附則第 2条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和 26

年文部省令第 13 号）により大学入学資格検定に合格した者を含む。）

（7）その他相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると学長が認めた者

第 23 条　入学は、選考によつて学長が決定する。

第 24 条　選考によつて入学を決定された者は、所定の期日までに入学に必要な手続をしなければな

らない。

第 25 条　本大学への編入学を願い出る者があるときは、選考の上、学長は、これを許可することが

できる。

2　編入学についての細則は、別に定める。

第 26 条　本大学を卒業し、さらに本大学の他の学部及び学科に学士入学を願い出る者があるときは、

選考の上、学長は、これを許可することができる。

2　学士入学についての細則は、別に定める。

第 27 条　他の学部へ転学部を願い出る者があるときは、選考の上、学長は、これを許可することが

できる。

2　転学部についての細則は、別に定める。

第 27 条の 2　第 12 条の 2の規定に基づく留学を希望する者は、願い出て学長の許可を受けなければ

ならない。

2　前項により留学をした期間は、第 16 条及び第 29 条に規定する在学期間に算入する。

第 28 条　疾病その他やむを得ない理由により休学を願い出る者があるときは、学長はこれを許可す

ることができる。

2　疾病のため修学に適さないと認められる者については、学長が休学を命ずることがある。
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3　海外渡航の期間が 6箇月以上にわたるときは、休学しなければならない。

4　休学の期間は、継続して 2年を、通算して 4年を超えることができない。

5　休学期間中に復学を願い出る者があるときは、学長は、これを許可することができる。

6　休学の期間は、第 16 条及び次条に規定する在学期間に算入しない。

第 29 条　本大学に在学する期間は、8年を超えることができない。

2　在学期間が 8年を超える場合は、除籍する。

第 30 条　学費を納付しない者は、除籍する。ただし、1年以内に復籍を願い出たとき、又は 1年経

過後再入学を願い出たときは、審議の上、学長は、これを許可することができる。

第 30 条の 2　死亡又は行方不明となつた者は、除籍する。

第 31 条　疾病その他やむを得ない理由によつて退学しようとするときは、学長の許可を受けなけれ

ばならない。

第 32 条　前条により退学した者が再入学を願い出たときは、選考の上、学長は、これを許可するこ

とができる。

第 33 条　他の大学へ入学又は転学を願い出ようとする者は、学長の許可を受けなければならない。

第 7章　科目等履修生、研究生、聴講生、特別聴講生及び高大連携聴
講生

第34条　特定の授業科目について履修を願い出る者があるときは、選考の上、学長は、科目等履修

生として許可することができる。

2　科目等履修生規程については、別に定める。

第 34 条の 2　本大学専任教員の指導を受け、特定の事項について研究をしようとする者があるときは、

選考の上、学長は、研究生として許可することができる。

2　研究生規程については、別に定める。

第 34 条の 3　特定の授業科目について聴講を願い出る者があるときは、選考の上、学長は、聴講生

として許可することができる。

2　聴講生規程については、別に定める。

第 34 条の 4　他の大学との協議に基づき、本大学の授業科目を履修させる場合には、選考の上、学

長は、特別聴講生として許可することができる。

第 34 条の 5　甲南高等学校との協議及び教育委員会又は高等学校との協定に基づき、当該高校生が

本大学が指定する授業科目の聴講を願い出る場合は、選考の上、学長は、高大連携聴講生として許

可することができる。

2　高大連携聴講生については、別に定める。
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第 7 章の 2　特別の課程

第 34 条の 6　学校教育法に規定する本大学の学生以外の者を対象とした特別の課程として、履修証

明プログラムを編成することができる。

2　履修証明プログラムに関し必要な事項は、別に定める。

第 7章の 3　外国人留学生

第 34 条の 7　出入国管理及び難民認定法（昭和 26 年政令第 319 号）に定める留学という在留資格の

取得を必要とする者が、本大学に入学しようとする場合は、選考の上、学長は、外国人留学生とし

て、これを許可することができる。

2　外国人留学生の受入れについては、別に定める。

第 8章　賞　　　罰

第 35 条　学業、人物、文化芸術、運動等の分野において優秀な者は表彰する。

第 36 条　学生に本大学の規則に違反し、又は学生の本分にもとる行為があると認めたときは、合同

教授会の審議を経て、学長が懲戒を決定する。

2　学生の懲戒に関する規程は、別に定める。

第 37 条　懲戒処分は、訓告、停学及び退学とする。退学は、次の各号のいずれかに該当する者につ

いて行う。

（1）性行不良で改善の見込みがないと認められる者

（2）学力劣等で成業の見込みがないと認められる者

（3）正当な理由がなくて出席が常でない者

（4）本大学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者
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第 9 章　入学受験料、科目等履修生検定料、研究生申請料、聴講生
検定料、履修証明プログラム検定料、入学金、授業料、施
設設備費、設備充実費、教育充実費、研究資料費、実験費、
実習費、復籍料、在籍料、学修在籍料、科目等履修料、研
究生登録料及び聴講料及び履修証明プログラム履修料

第38条　本大学に入学を願い出る者は、別表第 5に定める入学受験料を納付しなければならない。

2�　本大学に科目等履修生を願い出る者は、別表第 5に定める科目等履修生検定料を納付しなければ

ならない。

3�　研究生を願い出る者は、別表第 5に定める研究生申請料を納付しなければならない。

4�　聴講生を願い出る者は、別表第 5に定める聴講生検定料を納付しなければならない。

5�　履修証明プログラムの履修を願い出る者は、別表第 5に定める履修証明プログラム検定料を納付

しなければならない。

第 39 条　本大学に入学を許可された者は、別表第 6に定める入学金を納付しなければならない。

第 40 条　学生は、別表第 7の（1）に定める授業料及び施設設備費を納付しなければならない。実験又

は実習を要する授業科目を履修する者は、別表第 7の（2）に定める実験費又は別表第 7の（3）に定め

る実習費を納付しなければならない。

2　理工学部及び知能情報学部学生は、別表第 7の（1）に定める設備充実費を納付しなければならな

い。

3�　マネジメント創造学部学生は、別表第 7の（1）に定める教育充実費を納付しなければならない。

4�　フロンティアサイエンス学部学生は、別表第 7の（1）に定める設備充実費及び教育充実費を納付

しなければならない。

5　文学部人間科学科 1年次学生は、別表第 7の（1）に定める研究資料費を納付しなければならない。

6　休学中の者は、別表第 7の（4）に定める在籍料を納付しなければならない。

7�　第 30 条により復籍を許可された者は、復籍料を納付しなければならない。

 8　第 16 条の 2により卒業の延期を許可された者は、別表第 7の（6）に定める学修在籍料を納付しな

ければならない。

第 41 条　科目等履修生は、別表第 7の（5）に定める科目等履修料を納付しなければならない。

第 41 条の 2　研究生は、別表第 7の（5）に定める研究生登録料を納付しなければならない。

第 41 条の 3　聴講生は、別表第 7の（5）に定める聴講料を納付しなければならない。

第 41 条の 4　履修証明プログラム生は、別表第 7の（7）に定める履修料を納付しなければならない。

第 42 条　入学金、授業料、施設設備費、設備充実費、教育充実費、研究資料費、実験費、実習費、

復籍料、在籍料、学修在籍料、科目等履修料、研究生登録料、聴講料、履修証明プログラム履修料

等の学費及び入学受験料、科目等履修生検定料、研究生申請料、聴講生検定料、履修証明プログラ

ム検定料の徴収については、別に定める。
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第 43 条　既納の学費、入学受験料、科目等履修生検定料、研究生申請料、聴講生検定料及び履修証

明プログラム検定料は、返還しない。

2　入学許可を得た者で、指定の期日までに入学手続きの取消しを願い出たものについては、前項に

かかわらず、入学金又はこれに相当する金額を除く学費を返還することがある。

　　　（第 10 章～第 19 章、別表第 1～第 7及び附則は省略）

別表第 1については、全学共通科目の項を参照のこと。

別表第 2については、各学部専門教育科目の項を参照のこと。

別表第 3については、教職に関する科目の項を参照のこと。

別表第 4の（1）については、図書館学に関する専門教育科目の項を参照のこと。

別表第 4の（2）については、文学部 人間科学科、文学部 歴史文化学科、理工学部 物理学科、又は理

工学部 生物学科の博物館学芸員養成課程の項を参照のこと。

別表第 4の（3）については、公認心理師に関する専門教育科目の項を参照のこと。
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2022年度甲南大学学則変更内容…
　

　以下の科目は、学則変更に伴って、2022年度に新設・廃止・科目分割・名称変更等した科目である。
2022年度入学生は、新名称でのみ履修できる。廃止科目および旧名称での履修はできない。

Ⅰ．基礎共通科目
変更内容 新名称 単位 旧名称 単位
新 設 AI・データサイエンス入門 2

Ⅱ．キャリア創生共通科目
変更内容 新名称 単位 旧名称 単位
新 設 知的財産とイノベーションⅠ 2

新 設 知的財産とイノベーションⅡ 2

Ⅲ．文学部
1. 全学科　専門教育科目

変更内容 新名称 単位 旧区分
配 置 変 更 横 断 演 習 Ⅰ 2 文学部　共通・関連科目
配 置 変 更 横 断 演 習 Ⅱ 2 文学部　共通・関連科目

2. 人間科学科、歴史文化学科

変更内容 新名称 単位 旧名称 単位
新 設 倫 理 学 基 礎 論 2
新 設 応 用 倫 理 学 2
廃 止 倫 理 思 想 基 礎 論 Ⅰ 2
廃 止 倫 理 思 想 基 礎 論 Ⅱ 2

Ⅳ．理工学部
1. 物理学科

変更内容 新名称 単位 旧名称 単位
名 称 変 更 量子エレクトロニクス 2 レ ー ザ ー 光 学 2
名 称 変 更 光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 光・量子エレクトロニクス 2
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全 学 共 通 科 目

2. 生物学科

変更内容 新名称 単位 旧名称（旧区分） 単位
新 設 線 形 代 数 A 2
新 設 線 形 代 数 B 2
新 設 E n g l i s h  R e g i o n s Ⅰ 2
新 設 E n g l i s h  R e g i o n s Ⅱ 2

配 置 変 更 博物館情報・メディア論 2 生物学科専門教育科目
（ 博 物 館 学 芸 員 科 目 ）

配 置 変 更 博 物 館 展 示 論 2 生物学科専門教育科目
（ 選 択 必 修 科 目 C1）

廃 止 線 形 代 数 及 び 演 習 Ⅰ 2
廃 止 線 形 代 数 及 び 演 習 Ⅱ 2

Ⅴ．知能情報学部
変更内容 新名称 単位 旧名称 単位
廃 止 I T とコミュニケーション 2
廃 止 オペレーションズリサーチ 2
廃 止 数式処理プログラミング 2
名 称 変 更 集 合 と 論 理 2 集 合 と 位 相 Ⅰ 2
廃 止 集 合 と 位 相 Ⅱ 2
廃 止 符 号 理 論 2
廃 止 確 率 シ ス テ ム 工 学 2
廃 止 確 率 過 程 論 2

Ⅵ．教職に関する専門教育科目
変更内容 新名称 単位 旧名称 単位
名 称 変 更 教育の方法・技術（ICTの活用含む） 2 教 育 の 方 法 ・ 技 術 2



全 学 共 通 科 目

基 礎 共 通 科 目

国際言語文化科目

外 国 語 科 目

保 健 体 育 科 目

キャリア創生共通科目

単 位 互 換 科 目

西宮市大学共通単位講座
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全学共通科目

授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

基
礎
共
通
科
目

人
文
科
学
系

Ａ
群　

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

哲学 2 1 ○
倫理学 2 1 ○
心理学 2 1 ○
歴史学 2 1 ○
文学 2 1 ○
哲学プラクティス 2 1 ○
女性学 2 1 ○
現代の芸術 2 1 ○
宗教学 2 1 ○

Ｂ
群　

人
間
を
学
ぶ

生態人類学 2 1 ○
環境と文学 2 1 ○
芸術と社会 2 1 ○
生命と倫理 2 1 ○
人権（同和）の問題 2 1 ○
感情・人格心理学 2 1 ○
スポーツと身体知 2 1 ○

カリキュラムマップ

到　達　目　標
対応する卒業認
定・学位授与の方
針 ( 大学）の番号

A 論理的思考力、伝えたい内容を適切に表現し伝達する能力、問題解決力を身につける。（5）（6）

B 他者と協調・協働し、自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観
を身につける。 （1）

C 大学における学びの基盤となる基礎的読解力や文章表現力などを習得する。 （3）
D 外国語によるコミュニケーション能力や国際・異文化を理解する能力を身につける。 （3）
E 心身両面の健康に配慮する姿勢を身につける。 （1）（3）
F 情報を読み解き活用する力を身につける。 （3）

G 知への興味や関心を引き出し、物事を深く考えるための知的基盤形成を促す教養を身に
つける。 （3）

H 天賦の特性と身につけた知識を社会でどのように生かしていくのかを考える力を身につ
ける。 （2）（6）

授業科目表（全学共通科目）　 〔2022 年度（令和 4年度）の入学生に適用〕

卒業認定・学位授与の方針

　甲南大学（以下「本学」という）では、学則第１条に定める、学術の府として広くかつ深く学芸を教授研究
するとともに、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを
目的としています。
　その実現のために、４年以上在学し本学の学位プログラムの課程を修め、各学部所定の必要単位数を修得す
ることを通して、下記の能力・資質を身につけ、それらを社会生活において総合的に活用できる人材を養成す
ることを教育目標としています。

（1）�自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観を意識することができ、自らを律し、
他者と協調・協働することができます。

（2）天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3）�人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し得る基本的

な技能及び自己の健康増進に関する技能を有しています。
（4）専攻分野に関して基本的な知識を修得しています。
（5）自己の意見を分かりやすく主体的に説明する能力を有しています。
（6）�事象の中から問題を発見して論理的に考察し、収集した情報を整理・分析し、それらを総合して問題解

決を図る意志と能力を有しています。
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

基
礎
共
通
科
目

人
文
科
学
系

Ｃ
群　

文
化
を
学
ぶ

ことばと社会 2 1 ○
コミュニケーション論 2 1 ○
イメージと文化 2 1 ○
日本語の諸相 2 1 ○
比較文化 2 1 ○
芸術学基礎論 2 1 ○
現代思想 2 1 ○
近現代の文学 2 1 ○
日本研究 2 1 ○
越境する文化と文学 2 1 ○
伝統文化を学ぶ 2 1 ○

Ｄ
群　

歴
史
を
学
ぶ

社会思想史 2 1 ○
歴史と文化 2 1 ○
文学と歴史 2 1 ○
地域と文化 2 1 ○
芸術史 2 1 ○
歴史とメディア 2 1 ○
国際化の歴史 2 1 ○
生活の歴史 2 1 ○

社
会
科
学
系

Ａ
群　

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

社会学 2 1 ○
法学 2 1 ○
経済学 2 1 ○
経営学 2 1 ○
政治学 2 1 ○
地理学 2 1 ○
国際関係論 2 1 ○

Ｂ
群　

経
済
を
学
ぶ

産業と経済 2 1 ○
企業と情報 2 1 ○
歴史と経済 2 1 ○
現代社会と企業 2 1 ○
世界と経済 2 1 ○
暮らしと経済 2 1 ○
福祉と経済 2 1 ○
社会とファイナンス 2 1 ○
スポーツと経済 2 1 ○

Ｃ
群　

社
会
を
学
ぶ

現代社会論 2 1 ○
現代都市論 2 1 ○
公共哲学 2 1 ○
環境人間学 2 1 ○
社会福祉論 2 1 ○
家族関係論 2 1 ○
歴史と社会 2 1 ○
ボランティア論 2 1 ○
グローバリゼーションと文化 2 1 ○
地域連携入門 2 1 ○
地域とメディア 2 1 ○

Ｄ
群　

法
と
政
治
を
学
ぶ

日本国憲法 2 1 ○
社会生活と法 2 1 ○
現代政治論 2 1 ○
法と情報 2 1 ○
環境法学 2 1 ○
家族関係と法 2 1 ○
少子高齢社会と法 2 1 ○
財産と法 2 1 ○
消費者問題 2 1 ○
市場と法 2 1 ○
組織と法 2 1 ○
まちづくりと行政 2 1 ○
地域創生 2 1 ○
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

基
礎
共
通
科
目

自
然
科
学
系

Ａ
群　

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

数学 2 1 ○
物理学 2 1 ○
化学 2 1 ○
生物学 2 1 ○
地学 2 1 ○
生命化学 2 1 ○

Ｂ
群

自
然
の
歴
史
を
学
ぶ

地球の歴史 2 1 ○
生物の歴史 2 1 ○
自然と人間 2 1 ○
自然科学史 2 1 ○
技術の歴史 2 1 ○
環境と地理 2 1 ○

Ｃ
群　

現
代
科
学
を
学
ぶ

現代生活と物理学 2 1 ○
現代生活と生物学 2 1 ○
現代生活と数理科学 2 1 ○
現代生活と最先端科学 2 1 ○
核と環境 2 1 ○
環境の化学 2 1 ○
大気と海洋 2 1 ○
国際化と情報ネットワーク 2 1 ○
国際社会における最先端科学 2 1 ○
現代生活と生命化学 2 1 ○
健康と生命科学 2 1 ○

Ｄ
群　

情
報
を
学
ぶ

知能情報 2 1 ○
生体情報 2 1 ○
感性情報 2 1 ○
生命情報 2 1 ○
認知科学 2 1 ○

学
際
融
合
系

情報社会のセキュリティ 2 1 ○
食品科学 2 1 ○
身体の健康科学 2 1 ○ ○
トレーニング論 2 1 ○ ○ ○
スポーツにおける健康管理 2 1 ○ ○
保健衛生 2 1 ○
基礎スポーツ健康科学 2 1 ○ ○
癒しの諸相 2 1 ○
自己の探求 2 1 ○
スポーツ文化論 2 1 ○
心の健康科学 2 1 ○
生涯スポーツ論 2 1 ○ ○
環境教育の実践 2 1 ○
ケアの倫理 2 1 ○
人体の構造と機能及び疾病 2 1 ○
フロントランナー講座 2 1 ○
ライフプラン教育 2 1 ○
社会を読み解く（クリティカルシンキング） 2 1 ○ ○ ○ ○
文章表現論 2 1 ○ ○ ○ ○

導入共通
科目

甲南大学と平生釟三郎 2 1 ○ ○
共通基礎演習 2 1 ○ ○ ○ ○
IT基礎 2 1 ○ ○ ○
AI・データサイエンス入門 2 1 ○ ○ ○
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

国
際
言
語
文
化
科
目

言語と文化Ⅰ　ドイツ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
言語と文化Ⅱ　ドイツ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
言語と文化Ⅰ　フランス 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
言語と文化Ⅱ　フランス 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
言語と文化Ⅰ　中国 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
言語と文化Ⅱ　中国 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
言語と文化Ⅰ　韓国 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
言語と文化Ⅱ　韓国 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
国際理解A 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際理解B 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際理解C 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際理解D 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際理解English 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
外国語総論（ヨーロッパ編） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
外国語総論（アジア編） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ドイツ語圏でのコミュニケーション入門 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
フランス語圏でのコミュニケーション入門 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
中国語圏でのコミュニケーション入門 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
韓国語圏でのコミュニケーション入門 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
English for Science 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
Science Presentation 2 1 ○ ○ ○
Science Writing 2 1 ○ ○ ○ ○
Science News Ⅰ 2 1 ○ ○ ○ ○
Science News Ⅱ 2 1 ○ ○ ○ ○
世界のサイエンス事情Ⅰ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
世界のサイエンス事情Ⅱ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本の文化事情Ⅰ 2 2 ○ ○
日本の文化事情Ⅱ 2 1 ○ ○
日本理解Ⅰ 2 2 ○ ○
日本理解Ⅱ 2 1 ○ ○

外
国
語
科
目

英
語
・
第
2
外
国
語

College English Reading and Writing 2 1 ○ ○
College English Listening 1 1 ○
College English Speaking 1 1 ○ ○
基礎ドイツ語Ⅰ 2 1 ○
基礎ドイツ語Ⅱ 2 1 ○
基礎フランス語Ⅰ 2 1 ○
基礎フランス語Ⅱ 2 1 ○
基礎中国語Ⅰ 2 1 ○
基礎中国語Ⅱ 2 1 ○
基礎韓国語Ⅰ 2 1 ○
基礎韓国語Ⅱ 2 1 ○
大学日本語入門Ⅰ 2 1 ○ ○
大学日本語入門Ⅱ 2 1 ○ ○
中級英語 Speaking 4 2 ○ ○
中級英語 Presentation 4 2 ○ ○
中級英語 Listening 4 2 ○
中級英語Reading 4 2 ○ ○ ○
中級英語Writing 4 2 ○ ○
中級英語 Pronunciation 2 2 ○
中級英語ＴＯＥＩＣ 4 2 ○
中級英語ＴＯＥＦＬ 4 2 ○ ○
中級英語Global Topics Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○
中級英語Global Topics Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

外
国
語
科
目

英
語
・
第
2
外
国
語

中級英語 Life Topics Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○
中級英語 Life Topics Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○
中級英語Career English Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
中級英語Career English Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
中級ドイツ語Ⅰ 4 2 ○ ○ ○
中級ドイツ語Ⅱ 4 2 ○
中級ドイツ語Ⅲ 4 2 ○
中級ドイツ語Ⅳ 4 2 ○ ○
中級フランス語Ⅰ 4 2 ○ ○ ○
中級フランス語Ⅱ 4 2 ○
中級フランス語Ⅲ 4 2 ○
中級フランス語Ⅳ 4 2 ○ ○
中級中国語Ⅰ 4 2 ○ ○ ○
中級中国語Ⅱ 4 2 ○
中級中国語Ⅲ 4 2 ○
中級中国語Ⅳ 4 2 ○ ○
中級韓国語Ⅰ 4 2 ○ ○ ○
中級韓国語Ⅱ 4 2 ○
中級韓国語Ⅲ 4 2 ○
中級韓国語Ⅳ 4 2 ○ ○
大学日本語中級Ⅰ 4 2 ○ ○
大学日本語中級Ⅱ 4 2 ○ ○
上級英語ＴＯＥＩＣ 4 3・4 ○
上級英語Global Topics Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○ ○ ○
上級英語Global Topics Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○ ○
上級英語 Life Topics Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
上級英語 Life Topics Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
上級英語Career English Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
上級英語Career English Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
上級ドイツ語Ⅰ 4 3・4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
上級ドイツ語Ⅱ 4 3・4 ○ ○ ○ ○ ○
上級フランス語Ⅰ 4 3・4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
上級フランス語Ⅱ 4 3・4 ○ ○ ○ ○ ○
上級中国語Ⅰ 4 3・4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
上級中国語Ⅱ 4 3・4 ○ ○ ○ ○ ○
上級韓国語Ⅰ 4 3・4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
上級韓国語Ⅱ 4 3・4 ○ ○ ○ ○ ○
大学日本語上級Ⅰ 4 3・4 ○ ○
大学日本語上級Ⅱ 4 3・4 ○ ○

海
外
語
学
講
座
・
留
学
支
援
科
目

海外語学講座Ⅰ 4 1 ○ ○
海外語学講座Ⅱ 4 1 ○ ○
海外語学講座Ⅲ 2 1 ○ ○
English Regions Ⅰ 2 1 ○ ○
English Regions Ⅱ 2 1 ○ ○
English Regions Ⅲ 2 2 ○ ○
English Regions Ⅳ 2 2 ○ ○
German Studies Ⅰ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
German Studies Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
German Studies Ⅲ 2 2 ○ ○
German Studies Ⅳ 2 2 ○ ○
French Studies Ⅰ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
French Studies Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
French Studies Ⅲ 2 2 ○ ○
French Studies Ⅳ 2 2 ○ ○
Chinese Studies Ⅰ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

外
国
語
科
目

海
外
語
学
講
座
・

留
学
支
援
科
目

Chinese Studies Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
Chinese Studies Ⅲ 2 2 ○ ○
Chinese Studies Ⅳ 2 2 ○ ○
Korean Studies Ⅰ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
Korean Studies Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
Korean Studies Ⅲ 2 2 ○ ○
Korean Studies Ⅳ 2 2 ○ ○

保
健
体
育
科
目

基礎体育学演習 2 1 ○ ○ ○

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

生涯スポーツ・バドミントンⅠ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・バドミントンⅡ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・硬式テニスⅠ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・硬式テニスⅡ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・卓球Ⅰ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・エアロビクスⅠ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・ゴルフⅠ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・ゴルフⅡ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・健康柔道Ⅰ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・健康柔道Ⅱ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・バスケットボールⅠ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・バスケットボールⅡ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・バレーボールⅠ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・バレーボールⅡ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・フットサルⅠ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・フットサルⅡ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・レクレーショナルスポーツⅠ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・レクレーショナルスポーツⅡ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・ジョギングⅠ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・トレーニング実習Ⅰ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・トレーナー実習Ⅰ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・フィットネス実習Ⅰ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・スキーⅠ 1 2 ○ ○ ○
生涯スポーツ・スキーⅡ 1 2 ○ ○ ○

キ
ャ
リ
ア
創
生
共
通
科
目

　
　

共通応用演習Ⅰ 2 3 ○ ○ ○
共通応用演習Ⅱ 2 3 ○ ○ ○
文理融合総合研究 8 4 ○ ○ ○ ○

キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
系

ベーシック・キャリアデザイン 2 1 ○
インターンシップ 2 1 ○
キャリアゼミ 2 2 ○
プラクティカル・キャリアデザイン 2 3 ○
アドバンスト・キャリアデザイン 2 4 ○

ビ
ジ
ネ
ス
系

入門マネジメント 2 2 ○
実践マネジメント 2 2 ○
入門パーソナルファイナンス 2 2 ○
応用パーソナルファイナンス 2 2 ○
入門ビジネス会計 2 2 ○
実践ビジネス会計 2 2 ○
入門商業簿記Ⅰ 2 2 ○
入門商業簿記Ⅱ 2 2 ○
中級簿記 4 2 ○
工業簿記 4 2 ○
上級簿記Ⅰ 2 2 ○
上級簿記Ⅱ 2 2 ○
上級財務諸表論Ⅰ 2 2 ○
上級財務諸表論Ⅱ 2 2 ○
上級工業簿記 2 2 ○
上級原価計算 2 2 ○
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

キ
ャ
リ
ア
創
生
共
通
科
目

政
策
・
法
務
系

ビジネスを支える法の世界 2 3 ○
入門ビジネス法務 2 2 ○
実践ビジネス法務 2 2 ○
入門民法　財産法編Ⅰ 2 2 ○
入門民法　財産法編Ⅱ 2 2 ○
実践民法Ⅰ 2 3 ○
実践民法Ⅱ 2 3 ○
実践民法Ⅲ 2 3 ○
実践民法Ⅳ 2 3 ○
実践民法Ⅴ 2 3 ○
実践民法Ⅵ 2 3 ○
入門商法　会社法編 2 2 ○ ○
証券市場と法 2 3 ○ ○
金融取引と法 2 3 ○ ○
証券業と法 2 3 ○ ○
公共政策論Ⅰ 2 2 ○
公共政策論Ⅱ 2   2 ○
知的財産とイノベーションⅠ 2 2 ○ ○
知的財産とイノベーションⅡ 2 2 ○ ○

情
報
系

IT応用 2 1 ○ ○
情報通信テクノロジⅠ 2 1 ○ ○
情報通信テクノロジⅡ 2 1 ○ ○
ICTセキュリティ 2 2 ○ ○
基本情報技術 2 3 ○ ○
統計基礎Ⅰ 2 1 ○ ○
統計基礎Ⅱ 2 2 ○ ○
統計活用情報分析Ⅰ 2 2 ○ ○
統計活用情報分析Ⅱ 2 2 ○ ○

国
際
系

グローバル・コミュニケーションⅠ 4 2 ○ ○
グローバル・コミュニケーションⅡ 4 2 ○ ○
エリアスタディーズⅠ 2 1 ○ ○
エリアスタディーズⅡ 2 1 ○ ○
エリアスタディーズⅢ 2 1 ○ ○
エリアスタディーズⅣ 2 1 ○ ○
エリアスタディーズⅤ 2 1 ○ ○
エリアスタディーズⅥ 2 1 ○ ○
エリアスタディーズⅦ 2 1 ○ ○
エリアスタディーズⅧ 2 1 ○ ○
エリアスタディーズⅨ 2 1 ○ ○
エリアスタディーズⅩ 2 1 ○ ○
世界の中の日本Ⅰ 2 2 ○ ○
世界の中の日本Ⅱ 2 2 ○ ○
海外ボランティアⅠ 4 1 ○ ○ ○
海外ボランティアⅡ 2 1 ○ ○ ○
海外インターンシップ 4 2 ○ ○

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

地
域
連
携
系

実践ボランティアⅠ 1 1 ○ ○
実践ボランティアⅡ 1 1 ○ ○
地域ファシリテイト 2 2 ○ ○
地域プロジェクトⅠ 2 1 ○ ○
地域プロジェクトⅡ 2 1 ○ ○

福祉・
スポーツ健康
科学系

応用スポーツ健康科学 2 2 ○ ○ ○
障害者・障害児心理学 2 3・4 ○ ○ ○
福祉心理学 2 2 ○ ○ ○
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基
礎
共
通
／
国
際
言
語

基礎共通科目と国際言語文化科目
　私たちが生きる現代社会においては、個人をとりまく環境や価値観が急速に多様化し、個人が抱え

る個別の問題を所属する学部固有の専門的知識だけで解決することが次第に難しくなってきている。

語学や異文化理解力、それに現代社会や経済を読み解くための基礎知識を含めた多様な教養を身につ

けることこそが、問題の解決にとって何より必要不可欠である。こうした状況を踏まえて、学部で身

につけるべき体系的な専門的知識以外に、専門外の多様な基本的知識や概念をある定まった視点に立

って体系的・系統的に修得するために設けられたのが、本学独自の『基礎共通科目』と『国際言語文

化科目』である。

　学則では『基礎共通科目』または『国際言語文化科目』のいずれか一方を履修することが卒業要件

に定められており、いずれの科目を履修するかは、１年次に選択しなければならない。

　1年次の 6月に『基礎共通科目』または『国際言語文化科目』のいずれかを選択し、『国際言語文

化科目』を選択した場合には、『A　国際文化コース』、『B　国際コミュニケーションコース』、『C－

1　ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語インテンシブコース』または『C－ 2　英語インテンシ

ブコース』から 1コースを選択するため、履修希望コースの登録を行う。

　なお、『C－ 2　英語インテンシブコース』は、定員を設けているので、履修希望者が定員を超え

た場合は抽選により決定するが、「英語集中コース」の学生が同コースを希望した場合、優先的に登

録を受け付ける。

　この登録の結果、各自の卒業に必要となる科目が決定する。決定されたコースの変更は一切認めない。

　履修は 1年次後期より開始する。ただし、『導入共通科目』の履修は 1年次前期より開始する。

理工学部・知能情報学部

　1年次の 4月に『基礎共通科目』または『国際言語文化科目』のいずれかを選択する。『国際言語文

化科目』を選択した場合には、『D　理系国際言語文化コース』への履修希望コースの登録を行う。な

お、『D　理系国際言語文化コース』は、定員を設けているので、履修希望者が定員を超えた場合は抽

選により決定する。

　この登録の結果、各自の卒業に必要となる科目が決定する。決定されたコースの変更は一切認めない。

　履修は 1年次前期より開始する。

文学部・経済学部・法学部・経営学部
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外国人留学生（正規留学生）

【文学部、経済学部、法学部及び経営学部】

　国際言語文化科目『E　外国人留学生国際文化コース』を選択しなければならない。

　履修は 1年次後期より開始する。ただし、『導入共通科目』の履修は 1年次前期より開始する。

【理工学部及び知能情報学部】

　1年次の 4月に『基礎共通科目』または『国際言語文化科目』のいずれかを選択する。『国際言語

文化科目』を選択した場合には、『D　理系国際言語文化コース』への履修希望コースの登録を行う。

なお、『D　理系国際言語文化コース』は、定員を設けているので、履修希望者が定員を超えた場合

は抽選により決定する。

　履修は 1年次前期より開始する。
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基礎共通科目の概要
　私たちが生きる現代社会においては、つねに唯一の正しい答えがあるとは限らない。複数の答えが

ある場合や、そもそも答えのない場合さえある。こうした社会を生きる上で、正しいと思われる判断

を行うには、正確な情報に基づき、論理的に思考し、結論を導くことが何より重要であるが、そのた

めには専門的・体系的な専門知識に加えて、幅広い教養が必要なことはいうまでもない。基礎共通科

目は、そうした広範な教養を身につけることを主たる目的としたものである。

　基礎共通科目においては、科学系統群により幅広く基礎教養を学ぶことができるよう、授業科目を

人文科学系、社会科学系、自然科学系の 3系統と、学際融合系をあわせた 4つの系統に分け、各科学

系の授業科目の中からそれぞれ 4単位以上、また学際融合系科目の中から 2単位以上を修得するよう

定めている。

　人文科学系、社会科学系、自然科学系の 3系統については、科目の内容に応じてさらに 4つの「群」

に分けており、様々な知識をバランス良く身につけるためには、各「群」から各 1科目 2単位以上を

修得することが望まれる。なお、各系統のA群はリベラルアーツとしているが、これは古代ギリシャ

に起源をもち、自由七科（文法、修辞、論理、算術、幾何、天文、音楽）を基本とする「人を自由に

する学問」にちなむ名称であり、各系統の基本的な領域の科目を配置している。

　学部で履修する専門科目以外に、こうした基礎共通科目の履修を通して、社会で生きていくうえで

の広範な教養や知識を身につけることができる環境が整っている。また、一部の科目では実社会にお

いて豊富な経験を積んだ実務家教員が担当するなど、学問の追及と実践的教育のバランスを考慮した

カリキュラムとしている。したがって、卒業必要単位の修得に止まるのではなく、各自の専門分野と

の関連から、あるいはより広い学びへの知的好奇心から、基礎共通科目を積極的に履修してほしい。

　各系統の構成は以下に示すが、科目の内容については、シラバスをよく読んで履修すること。

Ⅰ . 人文科学系

　本領域は、人間の精神や文化を主な研究対象とする人文科学に属する科目を、A群：リベラルア

ーツ、B群：人間を学ぶ、C群：文化を学ぶ、D群：歴史を学ぶ　の 4つの群に分けて配置している。

Ⅱ . 社会科学系

　本領域は、人間集団や社会の在り方を主な研究対象とする社会科学に属する科目を、A群：リベ

ラルアーツ、B群：経済を学ぶ、C群：社会を学ぶ、D群：法と政治を学ぶ　の 4つの群に分けて配

置している。
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Ⅲ . 自然科学系

　本領域は、自然界の様々な現象を研究対象とする自然科学に属する科目を、A群：リベラルアーツ、

B群：自然の歴史を学ぶ、C群：現代科学を学ぶ、D群：情報を学ぶ　の 4つの群に分けて配置して

いる。

Ⅳ . 学際融合系

　複数の要素を併せ持つため、単純に 3つの科学系統のひとつに当てはめることのできない、学際的、

融合的な科目群である。

Ⅴ . 導入共通科目

　導入共通科目は、高校までの勉強を大学での「学び」へとスムーズに繋ぐとともに、甲南大学学生

としての自覚と誇りを身につけることを目的としたものであって、初年次導入教育として重要な意味

をもっている。2018 年度以降入学の本学学生は、卒業するための要件として、導入共通科目の中か

ら 1科目 2単位以上を修得しなければならない。

　修得しなければならない導入共通科目は学部によって異なるので、注意すること。

文学部・経済学部・法学部・経営学部
	

理工学部・知能情報学部

　「甲南大学と平生釟三郎」	 　「甲南大学と平生釟三郎」

　「共通基礎演習」	 　「共通基礎演習」　　　

　「IT基礎」　　　	 　「AI・データサイエンス入門」の 3科目
　「AI・データサイエンス入門」の 4科目

「甲南大学と平生釟三郎」

　甲南大学創立者である平生釟三郎や甲南を巣立っていった人物等について、毎回異なる講師が様々

な角度からとりあげる。また、卒業生に登壇いただき、自らの在学時の様子や現在の状況について語

っていただくことにより、甲南大学の建学の精神と教育理念、さらには伝統を認識し、甲南大学で学

ぶことの意味を考える科目である。

「共通基礎演習」

　甲南大学の建学の精神や教育理念について認識を深め、“甲南大学での学び”の意義を考え、学生

生活を“より良き”ものとし、社会人へとつながる生活のスタンスを形成し、自らのキャリア創生

（人生のデザイン）に対する認識を醸成していくことを目的とした科目である。学部をこえた少人数

のグループを作り、ひとつのテーマを共同で研究する方法をとるため、履修者数に制限を設けている。 なお、

導入教育という趣旨から、1年次のみを対象とし、2年次以上の履修は原則として認めない。
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「IT 基礎」（文系学部対象）

　学部学生が専門科目を履修する際や社会人になってから必要となる、情報活用や情報発信に関する

基礎的能力の向上を目標としたものである。実習設備に限りがあるため、履修者数に制限を設けている。

「AI・データサイエンス入門」

　今日の社会において新たに求められつつある、情報を集め、整理し、分析し、新しい価値を生み出

すための、数理・A I・データサイエンスの基礎知識を学ぶ科目である。コンピュータを用いた基礎的

な実習、データを扱うためのセキュリティや、最新の研究トピックにも触れながら学びを深める。
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基礎共通科目　授業科目表� 〔2022 年度（令和 4年度）の入学生に適用〕

人文科学系 社会科学系 自然科学系

授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

A
群

【リベラルアーツ】
哲 学
倫 理 学
心 理 学
歴 史 学
文 学
哲 学 プ ラ ク テ ィ ス
女 性 学
現 代 の 芸 術
宗 教 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2

【リベラルアーツ】
社 会 学
法 学
経 済 学
経 営 学
政 治 学
地 理 学
国 際 関 係 論
　
　

2
2
2
2
2
2
2

【リベラルアーツ】
数 学
物 理 学
化 学
生 物 学
地 学
生 命 化 学
　
　

2
2
2
2
2
2

B
群

【人間を学ぶ】
生 態 人 類 学
環 境 と 文 学
芸 術 と 社 会
生 命 と 倫 理
人権（同和）の問題
感 情 ・ 人 格 心 理 学
ス ポ ー ツ と 身 体 知

2
2
2
2
2
2
2

【経済を学ぶ】
産 業 と 経 済
企 業 と 情 報
歴 史 と 経 済
現 代 社 会 と 企 業
世 界 と 経 済
暮 ら し と 経 済
福 祉 と 経 済
社会とファイナンス
ス ポ ー ツ と 経 済

2
2
2
2
2
2
2
2
2

【自然の歴史を学ぶ】
地 球 の 歴 史
生 物 の 歴 史
自 然 と 人 間
自 然 科 学 史
技 術 の 歴 史
環 境 と 地 理
　
　

2
2
2
2
2
2

C
群

【文化を学ぶ】
こ と ば と 社 会
コミュニケーション論
イ メ ー ジ と 文 化
日 本 語 の 諸 相
比 較 文 化
芸 術 学 基 礎 論
現 代 思 想
近 現 代 の 文 学
日 本 研 究
越境する文化と文学
伝 統 文 化 を 学 ぶ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

【社会を学ぶ】
現 代 社 会 論
現 代 都 市 論
公 共 哲 学
環 境 人 間 学
社 会 福 祉 論
家 族 関 係 論
歴 史 と 社 会
ボ ラ ン テ ィ ア 論
グローバリゼーションと文化
地 域 連 携 入 門
地 域 と メ デ ィ ア

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

【現代科学を学ぶ】
現 代 生 活 と 物 理 学
現 代 生 活 と 生 物 学
現代生活と数理科学
現代生活と最先端科学
核 と 環 境
環 境 の 化 学
大 気 と 海 洋
国際化と情報ネットワーク
国際社会における最先端科学
現代生活と生命化学
健 康 と 生 命 科 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

D
群

【歴史を学ぶ】
社 会 思 想 史
歴 史 と 文 化
文 学 と 歴 史
地 域 と 文 化
芸 術 史
歴 史 と メ デ ィ ア
国 際 化 の 歴 史
生 活 の 歴 史

2
2
2
2
2
2
2
2

【法と政治を学ぶ】
日 本 国 憲 法
社 会 生 活 と 法
現 代 政 治 論
法 と 情 報
環 境 法 学
家 族 関 係 と 法
少 子 高 齢 社 会 と 法
財 産 と 法
消 費 者 問 題
市 場 と 法
組 織 と 法
ま ち づ く り と 行 政
地 域 創 生

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

【情報を学ぶ】
知 能 情 報
生 体 情 報
感 性 情 報
生 命 情 報
認 知 科 学

2
2
2
2
2
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学際融合系
授業科目 単位

情報社会のセキュリティ 2
食 品 科 学 2
身 体 の 健 康 科 学 2
ト レ ー ニ ン グ 論 2
スポーツにおける健康管理 2
保 健 衛 生 2
基 礎 ス ポ ー ツ 健 康 科 学 2
癒 し の 諸 相 2
自 己 の 探 求 2
ス ポ ー ツ 文 化 論 2
心 の 健 康 科 学 2
生 涯 ス ポ ー ツ 論 2
環 境 教 育 の 実 践 2
ケ ア の 倫 理 2
人体の構造と機能及び疾病 2
フ ロ ン ト ラ ン ナ ー 講 座 2
ラ イ フ プ ラ ン 教 育 2
社会を読み解く（クリティカルシンキング） 2
文 章 表 現 論 2

導入共通科目
【文学部・経済学部・法学部・経営学部】

授業科目 単位
甲 南 大 学 と 平 生 釟 三 郎 2
共 通 基 礎 演 習 2
Ｉ Ｔ 基 礎 2
A I・データサイエンス入門 2

【理工学部・知能情報学部】
授業科目 単位

甲 南 大 学 と 平 生 釟 三 郎 2
共 通 基 礎 演 習 2
A I・データサイエンス入門 2

【履修方法】
　1　�文学部、経済学部、法学部および経営学部の学生は、次に定めるとおり 18 単位を修得しな

ければならない。
　　（1）人文科学系、社会科学系、自然科学系の授業科目の中から、それぞれ 4単位以上
　　（2）学際融合系の授業科目の中から、2単位以上
　　（3）�導入共通科目「甲南大学と平生釟三郎」「共通基礎演習」「IT 基礎」「AI・データサイ

エンス入門」の中から、2単位以上
　2　�理工学部および知能情報学部の学生は、次に定めるとおり 16 単位を修得しなければならな

い。
　　（1）人文科学系、社会科学系、自然科学系の授業科目の中から、それぞれ 4単位以上
　　（2）学際融合系の授業科目の中から、2単位以上
　　（3）�導入共通科目「甲南大学と平生釟三郎」「共通基礎演習」「AI・データサイエンス入門」

の中から、2単位以上

〔『基礎共通科目』履修上の注意事項〕

履修に際しては、ひとつの群に偏らず、A、B、C、Dの各群からバランスよく履修することが望ましい。
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国際言語文化科目の概要
　「国際言語文化科目」は、21 世紀にふさわしい国際舞台で活躍できる人材育成のために設置された

科目である。外国語教育を通して国際理解・異文化理解を深め、「国際人」としての教養を高め、自己

表現能力を養い、世界の人々と共生できる資質を育成することがこの科目の目的である。

　地球規模での協力・協調が求められる国際化時代がすでに到来している。世界の人々と共存し、多

文化社会で共生していくためには、母語とは異なった言語を学び、自国の文化とは異なった文化を理

解して、その言語で日本文化や自分の考え方を表現できる能力を身につけることが、さまざまな分野

で求められている。今後、さらに加速化されるであろう国際化、グローバル化の時代においては、複

数の外国語の運用能力を持ち、異文化間調整能力を身につけることの重要性がさらに大きくなってい

くと思われる。「国際言語文化科目」は英語および第 2外国語の運用能力を養成し、また、英語および

第 2外国語とその言語圏の文化、歴史、生活習慣、考え方、日本との関わりなどを学び、広い世界観

を養うことを目指している。一部の科目では、実社会において豊富な経験を積んだ実務家をゲストス

ピーカーとして招聘し、実践的教育を考慮したカリキュラムとなっている。また、さらにもう一つの

外国語を学び、その言語圏で適切にコミュニケーションを図るための方法や、外国語を学ぶのに有意

義な知識（言語の歴史、言語学習に関する理論など）に関する講義を受講することもできる。

A　国際文化コース

　1年次で履修した第 2外国語の学習を発展させると同時に、言葉の背景にある歴史や文化を学び、

ものの考え方や行動様式も理解し、併せてグローバルな問題に目を向け、広い世界観を育む国際理解

の態度を養う。

Ｂ　国際コミュニケーションコース

　第 2外国語の基礎的な言語運用能力を向上させるとともに、英語で自分の考えを発表する自己表現

能力を開発する。さらに、第 2外国語・英語・日本語という 3つの言語が織りなすトライアングル的

構造の中で複眼的な視野をもって異文化を理解すると同時に、世界の人々と積極的にコミュニケーシ

ョンを図る能力を伸ばすため、さらに、もう一つの外国語を学び、その言語圏で適切にコミュニケー

ションを図るための方法を学んだり、外国語を学ぶのに有意義な知識（言語の歴史、言語学習に関す

る理論など）も得ることができる。
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C―1　ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語インテンシブコース

　German/French/Chinese/Korean Studies や中級科目を主として履修することで、集中的に第 2外

国語を学ぶ。実践的な第 2外国語の能力を伸ばし、当該言語に関する各種の資格取得なども射程に入

れる。それとともに、当該言語圏に関する知識や事情も併せて身につけるという総合的な学習を目指

す。また、第 2外国語圏への長期、短期の留学を目指す者のためのコースでもある。

C―2　英語インテンシブコース

　中級英語科目、English Regions Ⅰ ･ Ⅱおよび国際理解English をまとめて履修することで、集中

的に英語力を向上させる。実践的な英語運用能力を伸ばすことはもちろんであるが、語学習得に必須

の教養・知識も併せて身につけるという総合的な学習を通して、語学に関する各種の資格取得なども

射程に入れる。また、3年次以降で英語の上級科目の履修を希望する者や海外への長期、短期の留学

を目指す者にも適している。

D　理系国際言語文化コース

　科学技術に関する英語文献や研究書の講読を行う上で必要となる言語運用能力の基礎を築くと共に、

英語で研究発表できる自己表現能力を開発する。実践的な言語運用能力を伸ばすことはもちろんであ

るが、英語圏、ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語圏の国際的な科学技術に関する情報・知識も

併せて身につける。各国・地域の重要な産業や科学事情等についても理解を深める。

E　外国人留学生国際文化コース

　文系学部の外国人留学生（正規留学生）を対象に、効率的かつ効果的に日本語や国際文化科目の内

容を集約的に学ぶ。
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国際言語文化科目授業科目表� 〔2022 年度（令和 4年度）の入学生に適用〕

授 業 科 目 単位 備　　　　考 
A　国際文化コース

外　

国　

語　

科　

目

中 級 ド イ ツ 語 Ⅰ
中 級 ド イ ツ 語 Ⅱ
中 級 ド イ ツ 語 Ⅲ
中 級 フ ラ ン ス 語 Ⅰ
中 級 フ ラ ン ス 語 Ⅱ
中 級 フ ラ ン ス 語 Ⅲ
中 級 中 国 語 Ⅰ
中 級 中 国 語 Ⅱ
中 級 中 国 語 Ⅲ
中 級 韓 国 語 Ⅰ
中 級 韓 国 語 Ⅱ
中 級 韓 国 語 Ⅲ

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

基礎外国語科目の単位を修得した科目
で、左記の科目の中から 4単位以上を
選択必修

18
単
位
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
際
文
化
科
目

言 語 と 文 化 Ⅰ� ド イ ツ
言 語 と 文 化 Ⅱ� ド イ ツ
言 語 と 文 化 Ⅰ� フ ラ ン ス
言 語 と 文 化 Ⅱ� フ ラ ン ス
言 語 と 文 化 Ⅰ� 中　　　国
言 語 と 文 化 Ⅱ� 中　　　国
言 語 と 文 化 Ⅰ� 韓　　　国
言 語 と 文 化 Ⅱ� 韓　　　国

2
2
2
2
2
2
2
2

2 単位以上選択必修
ただし、言語と文化Ⅰ・Ⅱは第 2外国語
に対応する科目に限る。

国 際 理 解 Ａ
国 際 理 解 Ｂ
国 際 理 解 Ｃ
国 際 理 解 Ｄ

2
2
2
2

2 単位以上選択必修

導
入
共
通

科　
　

目

甲 南 大 学 と 平 生 釟 三 郎
共 通 基 礎 演 習
Ｉ Ｔ 基 礎
AI・ デ ー タ サ イ エ ン ス 入 門

2
2
2
2

2 単位以上選択必修

B　国際コミュニケーションコース

外　

国　

語　

科　

目

中 級 ド イ ツ 語 Ⅰ
中 級 ド イ ツ 語 Ⅱ
中 級 ド イ ツ 語 Ⅲ
中 級 フ ラ ン ス 語 Ⅰ
中 級 フ ラ ン ス 語 Ⅱ
中 級 フ ラ ン ス 語 Ⅲ
中 級 中 国 語 Ⅰ
中 級 中 国 語 Ⅱ
中 級 中 国 語 Ⅲ
中 級 韓 国 語 Ⅰ
中 級 韓 国 語 Ⅱ
中 級 韓 国 語 Ⅲ

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

基礎外国語科目の単位を修得した科目
で、左記の科目の中から 4単位以上を選
択必修

18
単
位
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中 級 英 語 S p e a k i n g
中 級 英 語 P r e s e n t a t i o n
中 級 英 語 L i s t e n i n g
中 級 英 語 W r i t i n g

4
4
4
4

4 単位以上選択必修中 級 英 語 L i f e  T o p i c s Ⅰ…
中 級 英 語 L i f e  T o p i c s Ⅱ

2
2

留
学
支

援
科
目

E n g l i s h    R e g i o n s Ⅰ
E n g l i s h    R e g i o n s Ⅱ

2
2

国
際
文
化
科
目

国 際 理 解 E n g l i s h
外 国 語 総 論（ ヨ ー ロ ッ パ 編 ）
外 国 語 総 論（ ア ジ ア 編 ）
ドイツ語圏でのコミュニケーション入門
フランス語圏でのコミュニケーション入門
中国語圏でのコミュニケーション入門
韓国語圏でのコミュニケーション入門

2
2
2
2
2
2
2

2 単位以上選択必修
ただし、ドイツ語圏・フランス語圏・中国
語圏・韓国語圏でのコミュニケーション入
門は第 2外国語に対応する科目以外とする。

導
入
共
通

科　
　

目

甲 南 大 学 と 平 生 釟 三 郎
共 通 基 礎 演 習
Ｉ Ｔ 基 礎
AI・ デ ー タ サ イ エ ン ス 入 門

2
2
2
2

2 単位以上選択必修
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授 業 科 目 単位 備　　　　考 
C―1　ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語インテンシブコース

外　

国　

語　

科　

目

中 級 ド イ ツ 語 Ⅰ
中 級 ド イ ツ 語 Ⅱ
中 級 ド イ ツ 語 Ⅲ
中 級 ド イ ツ 語 Ⅳ
中 級 フ ラ ン ス 語 Ⅰ
中 級 フ ラ ン ス 語 Ⅱ
中 級 フ ラ ン ス 語 Ⅲ
中 級 フ ラ ン ス 語 Ⅳ
中 級 中 国 語 Ⅰ
中 級 中 国 語 Ⅱ
中 級 中 国 語 Ⅲ
中 級 中 国 語 Ⅳ
中 級 韓 国 語 Ⅰ
中 級 韓 国 語 Ⅱ
中 級 韓 国 語 Ⅲ
中 級 韓 国 語 Ⅳ

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

基礎外国語科目の単位を修得した科目で、
左記の科目の中から 8単位以上選択必
修

18
単
位
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

留
学
支
援
科
目

G e r m a n    S t u d i e s Ⅰ
G e r m a n    S t u d i e s Ⅱ
F r e n c h    S t u d i e s Ⅰ
F r e n c h    S t u d i e s Ⅱ
C h i n e s e    S t u d i e s Ⅰ
C h i n e s e    S t u d i e s Ⅱ
K o r e a n    S t u d i e s Ⅰ
K o r e a n    S t u d i e s Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2

ただし、German,French,Chinese,Korean 
Studies Ⅰ・Ⅱは第 2外国語に対応する
科目に限る。

国
際
文
化

科　
　

目

国 際 理 解 Ａ
国 際 理 解 Ｂ
国 際 理 解 Ｃ
国 際 理 解 Ｄ

2
2
2
2

導
入
共
通

科　
　

目

甲 南 大 学 と 平 生 釟 三 郎
共 通 基 礎 演 習
Ｉ Ｔ 基 礎
AI・ デ ー タ サ イ エ ン ス 入 門

2
2
2
2

2 単位以上選択必修

C―2　英語インテンシブコース

外　

国　

語　

科　

目

中 級 英 語 S p e a k i n g
中 級 英 語 P r e s e n t a t i o n
中 級 英 語 W r i t i n g
中級英語 P r o n u n c i a t i o n
中 級 英 語 T O E F L
中級英語 G l o b a l　T o p i c s Ⅰ
中級英語 G l o b a l　T o p i c s Ⅱ
中 級 英 語 L i f e    T o p i c s Ⅰ
中 級 英 語 L i f e    T o p i c s Ⅱ

4
4
4
2
4
2
2
2
2

18
単
位
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

留
学
支

援
科
目

E n g l i s h    R e g i o n s Ⅰ
E n g l i s h    R e g i o n s Ⅱ

2
2

国
際
文
化

科　
　

目
国 際 理 解 E n g l i s h 2

導
入
共
通

科　
　

目

甲 南 大 学 と 平 生 釟 三 郎
共 通 基 礎 演 習
Ｉ Ｔ 基 礎
AI・ デ ー タ サ イ エ ン ス 入 門

2
2
2
2

2 単位以上選択必修
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授 業 科 目 単位 備　　　　考 
D　理系国際言語文化コース

国
際
言
語
科
目

E n g l i s h 　f o r　 S c i e n c e
S c i e n c e 　P r e s e n t a t i o n
S c i e n c e 　 W r i t i n g
S c i e n c e 　 N e w s Ⅰ
S c i e n c e 　 N e w s Ⅱ
世 界 の サ イ エ ン ス 事 情 Ⅰ
世 界 の サ イ エ ン ス 事 情 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2

4 単位以上選択必修

16
単
位
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
際
文
化
科
目

国 際 理 解 Ａ
国 際 理 解 Ｂ
国 際 理 解 Ｃ
国 際 理 解 Ｄ
国 際 理 解 E n g l i s h
言 語 と 文 化 Ⅰ� ド イ ツ
言 語 と 文 化 Ⅱ� ド イ ツ
言 語 と 文 化 Ⅰ� フ ラ ン ス
言 語 と 文 化 Ⅱ� フ ラ ン ス
言 語 と 文 化 Ⅰ� 中　　　国
言 語 と 文 化 Ⅱ� 中　　　国
言 語 と 文 化 Ⅰ� 韓　　　国
言 語 と 文 化 Ⅱ� 韓　　　国

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ただし、言語と文化Ⅰ・Ⅱは第2外国語に対
応する科目に限る。

導
入
共
通

科　
　

目

甲 南 大 学 と 平 生 釟 三 郎
共 通 基 礎 演 習
AI・ デ ー タ サ イ エ ン ス 入 門

2
2
2

2 単位以上選択必修

E　外国人留学生国際文化コース
外
国
語
科
目

大 学 日 本 語 中 級 Ⅰ
大 学 日 本 語 中 級 Ⅱ
大 学 日 本 語 上 級 Ⅰ
大 学 日 本 語 上 級 Ⅱ

4
4
4
4

4 単位以上選択必修
18
単
位
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
際
文
化
科
目

日 本 の 文 化 事 情 Ⅰ
日 本 の 文 化 事 情 Ⅱ
日 本 理 解 Ⅰ
日 本 理 解 Ⅱ

2
2
2
2

2 単位以上選択必修

国 際 理 解 Ａ
国 際 理 解 Ｂ
国 際 理 解 Ｃ
国 際 理 解 Ｄ
国 際 理 解 E n g l i s h

2
2
2
2
2

2 単位以上選択必修

導
入
共
通

科　
　

目

甲 南 大 学 と 平 生 釟 三 郎
共 通 基 礎 演 習
Ｉ Ｔ 基 礎
AI・ デ ー タ サ イ エ ン ス 入 門

2
2
2
2

2 単位以上選択必修

履修方法
　各コースの履修条件にしたがって、A、B、C－ 1、C－ 2、Eの各コースは 18 単位、Dコースは
16 単位を修得しなければならない。なお、対応する学部・コースの扱いは以下のとおりとする。

（1�）文学部、経済学部、法学部及び経営学部の学生は、A、B、C－ 1または C－ 2から 1コースの
み選択することができる。ただし、外国人留学生（正規留学生）入学試験に合格して入学した学生は、
Eコースのみ選択することができる。

（2）理工学部及び知能情報学部の学生は、Dコースのみ選択することができる。

　　各コースにおける導入共通科目は、2単位以上修得しなければならない。
　また、国際言語文化科目各コースの所定単位を超えて修得した単位を、卒業必要単位に充てること
はできない。



― 40 ― ― 41 ―

基
礎
共
通
／
国
際
言
語

〔『国際言語文化科目』履修上の注意事項〕

1．履修条件として示されている「基礎外国語科目の単位を修得した科目」とは「1年次に選択し単

位を修得した第 2外国語科目」のことである。

2．中級英語を履修するにはCollege English 3 科目 4単位を、中級ドイツ語・フランス語・中国語・

韓国語（第 2外国語）を履修するには基礎ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語（第 2外国語）

　2科目 4単位を修得していること。

3．各自が登録しているコースに含まれる科目のうち、国際言語文化科目の所定の単位を超えて修得

した単位は、卒業必要単位に充てることはできない。

　各自が登録しているコースに含まれる科目のうち、国際言語文化科目の所定の単位を超えて修得し

た単位は、卒業必要単位に充てることはできない。

外国人留学生（正規留学生）

　大学日本語中級を履修するには大学日本語入門 2科目 4単位を、大学日本語上級を履修するには大

学日本語中級 4単位を修得していること。

◆国際言語文化科目修了の証明書の発行について

　国際言語文化科目を履修し、所定の単位を修得した者には、卒業時に国際言語文化科目修了の証明

書を発行する。

文学部・経済学部・法学部・経営学部

理工学部・知能情報学部
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外 国 語 科 目
� 〔2018 年度（平成 30 年度）以降の入学生に適用〕

学年
名称 1　年　次 2年次以上 3・4　年　次

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

英　
　
　
　

語

Sk i l l - b a s e d

College English Reading 
and Writing
College English Listening
College English Speaking

2

1
1

中級英語 Sp e a k i n g
中級英語Presentation
中級英語 Li s t en i ng
中級英語 R e a d i n g
中級英語W r i t i n g
中級英語 Pronunciation

4
4
4
4
4
2

Test Preparation
中級英語 T O E I C
中級英語T O E F L

4
4
上級英語 T O E I C 4

Content-based

中級英語Global Topics Ⅰ
中級英語Global Topics Ⅱ
中級英語Life Topics Ⅰ
中級英語Life Topics Ⅱ
中級英語Career English Ⅰ
中級英語Career English Ⅱ

2
2
2
2
2
2

上級英語Global Topics Ⅰ
上級英語Global Topics Ⅱ
上級英語Life Topics Ⅰ
上級英語Life Topics Ⅱ
上級英語Career English Ⅰ
上級英語Career English Ⅱ

2
2
2
2
2
2

第　
　

2　
　

外　
　

国　
　

語

ド イ ツ 語

基 礎 ド イ ツ 語 Ⅰ
基 礎 ド イ ツ 語 Ⅱ

2
2
中 級 ド イ ツ 語 Ⅰ
中 級 ド イ ツ 語 Ⅱ
中 級 ド イ ツ 語 Ⅲ
中 級 ド イ ツ 語 Ⅳ

4
4
4
4

上 級 ド イ ツ 語 Ⅰ
上 級 ド イ ツ 語 Ⅱ

4
4

フ ラ ン ス 語

基礎フランス語Ⅰ
基礎フランス語Ⅱ

2
2
中級フランス語Ⅰ
中級フランス語Ⅱ
中級フランス語Ⅲ
中級フランス語Ⅳ

4
4
4
4

上級フランス語Ⅰ
上級フランス語Ⅱ

4
4

中 国 語

基 礎 中 国 語 Ⅰ
基 礎 中 国 語 Ⅱ

2
2
中 級 中 国 語 Ⅰ
中 級 中 国 語 Ⅱ
中 級 中 国 語 Ⅲ
中 級 中 国 語 Ⅳ

4
4
4
4

上 級 中 国 語 Ⅰ
上 級 中 国 語 Ⅱ

4
4

韓 国 語

基 礎 韓 国 語 Ⅰ
基 礎 韓 国 語 Ⅱ

2
2
中 級 韓 国 語 Ⅰ
中 級 韓 国 語 Ⅱ
中 級 韓 国 語 Ⅲ
中 級 韓 国 語 Ⅳ

4
4
4
4

上 級 韓 国 語 Ⅰ
上 級 韓 国 語 Ⅱ

4
4

日 本 語
大学日本語入門Ⅰ
大学日本語入門Ⅱ

2
2
大学日本語中級Ⅰ
大学日本語中級Ⅱ

4
4
大学日本語上級Ⅰ
大学日本語上級Ⅱ

4
4
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学年
名称 1　年　次 2　年　次

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

海外語学講座・
留 学 支 援 科 目

海 外 語 学 講 座 Ⅰ
海 外 語 学 講 座 Ⅱ
海 外 語 学 講 座 Ⅲ
English Regions Ⅰ
English Regions Ⅱ
German  Studies Ⅰ
French  Studies Ⅰ
Chinese  Studies Ⅰ
Korean  Studies Ⅰ

4
4
2
2
2
2
2
2
2

English Regions Ⅲ
English Regions Ⅳ
German Studies Ⅱ
German Studies Ⅲ
German Studies Ⅳ
French  Studies Ⅱ
French  Studies Ⅲ
French  Studies Ⅳ

2
2
2
2
2
2
2
2

Chinese Studies Ⅱ
Chinese Studies Ⅲ
Chinese Studies Ⅳ
Korean S tud i e s Ⅱ
Korean S tud i e s Ⅲ
Korean S tud i e s Ⅳ

2
2
2
2
2
2

1．外国語科目の卒業に必要な単位数は、College English 4 単位および基礎ドイツ語、基礎フランス

語、基礎中国語、基礎韓国語のうち、いずれか 1外国語 4単位。あわせて 8単位である。

2．第 2 外国語は、ドイツ語、フランス語、中国語および韓国語の中から、各自が 1 年次の 4 月に

　1外国語を選択して、第 2外国語として履修しなければならない。

3．2年次以上において、１年次に選択した外国語以外の外国語科目（以下 ｢第 3外国語｣ という）

の履修を認める。ただし、「第 3外国語」として修得した基礎外国語科目の単位を、外国語科目の

卒業必要単位数に充てることはできない。

　なお、「第 3外国語」として履修する場合に限り、当該外国語の第 3外国語中級科目履修資格基

準に記載された基準を満たす者は、中級外国語科目から履修を認める。

第 3外国語中級科目履修資格基準：
言　語 検定試験 基準の対象とするレベル・級

ドイツ語
ドイツ語技能検定試験（独検） 5級以上

ヨーロッパ言語共通参照枠 A1以上

フランス語
フランス語技能検定試験（仏検） 5級以上

ヨーロッパ言語共通参照枠 A1以上

中国語

中国語検定試験（中検） 4級

漢語水平考試（HSK） 1級

中国語コミュニケーション能力検定（TECC） E級

実用中国語技能検定試験 準 4級

ビジネス中国語検定 BCT（A）

韓国語
韓国語能力試験 1級以上

ハングル能力検定試験 5級以上

※�各検定試験は過去 3年間以内に受験した者に限る。ただし、ドイツ語・フランス語については
この限りでない。
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4．「海外語学講座Ⅰ～Ⅲ」は、夏期・春期休業期間を利用した短期留学で、「海外語学講座Ⅰ」は英語、「海

外語学講座Ⅱ・Ⅲ」は第 2外国語（または第 3外国語）の講座として開講する。なお、海外語学講座は、

国際情勢の急変などによって中止することがある。「海外語学講座」の履修を希望する者は、ガイダン

スに出席すること。

　各講座の履修資格は、次のとおりである。

□海外語学講座Ⅰ：1年次以上の学部生および大学院生

□海外語学講座Ⅱ・Ⅲ：次のいずれかに該当する者

・該当する言語の基礎科目Ⅰ・Ⅱを履修中、または、すでに修得した者

・該当する言語の以下のいずれかの条件を満たす者

ド イ ツ 語：「独検5級以上」、「ヨーロッパ言語共通参照枠のA1以上」

フランス語：「仏検5級以上」、「DELF A1以上」、「TCFまたはTEFレベル1以上」

中　国　語：�「中国語検定試験4級以上」、「HSK（漢語水平考試）1級以上」、「中国語コミュ

ニケーション能力検定Gレベル以上」

韓　国　語：「ハングル能力検定試験5級以上」、「韓国語能力試験1級以上」

5．中級外国語科目・上級外国語科目・海外語学講座・留学支援科目の修得単位の取扱いは、入学年

度や学部・学科によって異なるので、この点留意すること。

6．中級外国語科目・上級外国語科目の履修を希望する者は、3月下旬から事前登録を行わなければ

ならない。クラスの定員を超えて登録があった場合は、抽選によって履修者を決定する。

　　なお、履修を希望する者は「中級・上級外国語ガイダンス」で履修条件や各科目の内容を確かめ

ること。

7．編入学生が中級外国語科目・上級外国語科目の履修を希望する場合は、『履修ガイドブック』に記

載の期日までに国際言語文化センター事務室に申し出ること。

8．日本語科目（大学日本語入門Ⅰ・Ⅱ、大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ、大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ）は、外国

人留学生（正規留学生）のみ履修することができる。卒業に必要な単位数は、College English 4 単

位および大学日本語入門 4単位あわせて 8単位である。
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Ⅰ．英　　　語

1．College Englishは必修科目である。各自指定されたクラスで履修しなければならない。Webによ

るプレイスメントテストを実施し、習熟度別クラス編成を行う。クラス分けを行うための「College 

Englishプレイスメントテスト｣ は、必ず受けなければならない。

2．College Englishの再履修は、クラスが指定されている。原則として指定されたクラスで履修する

こと。

　　なお、再履修者だけのクラスを「College English Reading and Writing」、「College English 

Listening」、「College English Speaking」に設ける。この再履修者クラスの履修を希望する者は、国

際言語文化センター事務室に申し込むこと。

1．中級英語は、College Englishを履修し、さらに英語を学びたいという者のための科目で、College 

English 4単位を修得した者が履修できる。

2．中級英語は、それぞれ内容の異なった科目から構成されている。英語の総合的な実力を養うため

には、できるだけ多くの科目を履修することが望ましい。

3．中級英語は、PS（中級準備）クラス・MS（中級）クラス・TS（中級アドバンス）クラスの3つ

の学力レベル別編成を行っている。

1．上級英語は、中級英語の単位を修得し、さらに上級の英語を学びたいという者のための科目である。

2．上級英語はそれぞれ内容の異なった科目から構成されている。英語の総合的な実力を養うために

は、多くの科目を履修することが望ましい。

3．「上級英語TOEIC」はTS（上級アドバンス）クラスとTSクラスより少しレベルの低いPS（上級）

クラスを設けている。「上級英語TOEIC」のTSクラスを履修するには、TOEIC 450点以上を取得

していることが望ましい。

4．上級英語の履修条件は次のとおりである。

上級英語を履修するためには、上級英語に対応する中級英語（例えば、「上級英語TOEIC」を

履修するには「中級英語TOEIC」）の単位を修得していること。ただし、中級英語を 8 単位以

上修得した者は、上級英語のいずれの科目でも履修できる。

College English

中　級　英　語

上　級　英　語
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1．「English RegionsⅠ」、「English RegionsⅡ」は、総合的な英語能力と異文化意識の向上を目的とし

た半期科目で、英語が母国語、または第一公用語で話される国や地域に関して深く学ぶ科目である。

2．「English RegionsⅢ」、「English RegionsⅣ」は、留学先で取得した単位の読み替え用の科目である。

1．英語圏への留学を希望する者は、1年次に「英語集中コース」を選択することができる。

2．1年次で、「英語集中コース」に関心のある者は、所定の手続きを行うこと。

3．このコースでは、1年次の前期に集中的に「College English Reading and Writing」（2単位）、「College 

English Listening」（1単位）、「College English Speaking」（1単位）を履修し、College English 4単位

修得者は1年次後期に「中級英語Writing」（4単位）または「中級英語Presentation」（4単位）を履修

することができる。ただし、「College English Reading and Writing」、「College English Listening」、

「College English Speaking」のうち、1科目でも未修得または3科目全ての成績評価が『可』の場合

は、1年次後期以降の英語集中コース科目を履修することはできない。

4．2年次においては、前期に、「中級英語Speaking」（4単位）、「中級英語TOEFL」（4単位）、「中級英語

Global TopicsⅠ・Ⅱ」（各2単位）の中から自由に選択して履修できるが、集中的に英語の学習を継続

するために、週4回（8単位）以上の履修を勧める。ただし、1年次後期に「中級英語Writing」、「中

級英語Presentation」を2科目とも未修得の場合は、2年次以降の英語集中コース科目を履修するこ

とはできない。

5．「英語集中コース」の学生が国際言語文化科目「C－2英語インテンシブコース」の履修を希望す

る場合、優先的に登録を受け付ける。

履修モデル「英語集中コース」

1年次 2年次

前期：College English 3 科目
前期：中級英語 Speaking
　　　中級英語TOEFL
　　　中級英語Global Topics Ⅰ・Ⅱ後期：中級英語Writing

　　　中級英語 Presentation

留学支援科目

英語集中コース



― 46 ― ― 47 ―

外
　
国
　
語

Ⅱ．ドイツ語

1．基礎ドイツ語は、クラスが指定されている。各自指定されたクラスで履修しなければならない。

また、「基礎第2外国語履修免除制度」を実施しており、申請を希望する者は、所定の手続きを行

うこと。

2．基礎ドイツ語の再履修は、クラスが指定されている。原則として指定されたクラスで履修する

こと。

1．中級ドイツ語は、基礎ドイツ語4単位を修得した者が履修できる。

2．中級ドイツ語は、それぞれ内容の異なった4科目（Ⅰ～Ⅳ）から構成されている。ドイツ語の総合

的な実力を養うためには多くの科目を履修することが望ましい。

3．半期で集中的に学習するクラスとして、前期に「中級ドイツ語Ⅱ」（4単位）、後期に「中級ドイツ

語Ⅰ」（4単位）を開講している。半期留学や「海外語学講座Ⅱ」の履修を予定している者、集中的に

ドイツ語を学習したい者を対象としているが、それ以外の学生も基礎ドイツ語4単位を修得していれ

ば履修できる。

1．上級ドイツ語は、中級ドイツ語4単位を修得した者が履修できる。

2．上級ドイツ語は、中級ドイツ語を履修し、さらにそれを発展させようとする者のためのプログラ

ムで、それぞれ内容の異なった2科目（Ⅰ・Ⅱ）から構成されている。ドイツ語の総合的な実力をさ

らに向上させるためには、2科目とも履修することが望ましい。

1．「German StudiesⅠ」、「German StudiesⅡ」は、ドイツ語圏への留学に意欲ある学生を対象に、ド

イツ語圏の社会や文化についてできる限りドイツ語を用いて学ぶ科目で、言語運用能力の向上と留

学の実現を支援することを目的とする。

2．「German StudiesⅢ」、「German StudiesⅣ」は、留学先で取得した単位の読み替え用の科目である。

3．以下の科目を履修する場合は、各科目の履修条件に従って履修しなければならない。

授業科目 履　修　条　件

German Studies Ⅰ 基礎ドイツ語Ⅰおよび基礎ドイツ語Ⅱを履修中、または修得していること

German Studies Ⅱ 基礎ドイツ語Ⅰおよび基礎ドイツ語Ⅱを修得していること

基 礎 ド イ ツ 語

中 級 ド イ ツ 語

上 級 ド イ ツ 語

留 学 支 援 科 目
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Ⅲ．フランス語

1．基礎フランス語は、クラスが指定されている。各自指定されたクラスで履修しなければならない。

また、「基礎第2外国語履修免除制度」を実施しており、申請を希望する者は、所定の手続きを行う

こと。

2．基礎フランス語の再履修は、クラスが指定されている。原則として指定されたクラスで履修する

こと。

1．中級フランス語は、基礎フランス語4単位を修得した者が履修できる。

2．中級フランス語は、それぞれ内容の異なった4科目（Ⅰ～Ⅳ）から構成されている。フランス語の

総合的な実力を養うためには、多くの科目を履修することが望ましい。

3．半期で集中的に学習するクラスとして、前期に「中級フランス語Ⅱ」（4単位）、後期に「中級フラ

ンス語Ⅰ」（4単位）を開講している。半期留学や「海外語学講座Ⅱ」の履修を予定している者、集中

的にフランス語を学習したい者を対象としているが、それ以外の学生も基礎フランス語4単位を修得

していれば履修できる。

1．上級フランス語は、中級フランス語4単位を修得した者が履修できる。

2．上級フランス語は、中級フランス語を履修し、さらにそれを発展させようとする者のためのプロ

グラムで、それぞれ内容の異なった2科目（Ⅰ・Ⅱ）から構成されている。フランス語の総合的な実

力をさらに向上させるためには、2科目とも履修することが望ましい。

1．「French StudiesⅠ」、「French StudiesⅡ」は、フランス語圏への留学に意欲ある学生を対象に、

フランス語圏の社会や文化についてできる限りフランス語を用いて学ぶ科目で、言語運用能力の向

上と留学の実現を支援することを目的とする。

2．「French StudiesⅢ」、「French StudiesⅣ」は、留学先で取得した単位の読み替え用の科目である。

3．以下の科目を履修する場合は、各科目の履修条件に従って履修しなければならない。

授業科目 履　修　条　件

French Studies Ⅰ 基礎フランス語Ⅰおよび基礎フランス語Ⅱを履修中、または修得している
こと

French Studies Ⅱ 基礎フランス語Ⅰおよび基礎フランス語Ⅱを修得していること

基礎フランス語

中級フランス語

上級フランス語

留 学 支 援 科 目
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Ⅳ．中　国　語

1．基礎中国語は、クラスが指定されている。各自指定されたクラスで履修しなければならない。

　また、「基礎第2外国語履修免除制度」を実施しており、申請を希望する者は、所定の手続きを行

うこと。

2．基礎中国語の再履修は、クラスが指定されている。原則として指定されたクラスで履修すること。

1．中級中国語は、基礎中国語4単位を修得した者が履修できる。

2．中級中国語は、それぞれ内容の異なった4科目（Ⅰ～Ⅳ）から構成されている。中国語の総合的な

実力を養うためには多くの科目を履修することが望ましい。

3．半期で集中的に学習するクラスとして、前期に「中級中国語Ⅱ」（4単位）、後期に「中級中国語Ⅰ」

（4単位）を開講している。半期留学や「海外語学講座Ⅱ」の履修を予定している者、集中的に中国

語を学習したい者を対象としているが、それ以外の学生も基礎中国語4単位を修得していれば履修で

きる。

1．上級中国語は、中級中国語4単位を修得した者が履修できる。

2．上級中国語は、中級中国語を履修し、さらにそれを発展させようとする者のためのプログラムで、

それぞれ内容の異なった2科目（Ⅰ・Ⅱ）から構成されている。中国語の総合的な実力をさらに向上

させるためには、2科目とも履修することが望ましい。

1．「Chinese StudiesⅠ」、「Chinese StudiesⅡ」は、中国語圏への留学へ意欲的な学生を対象に、中国

語圏の社会や文化についてできる限り中国語を用いて学ぶ科目で、言語運用能力の向上と留学の実

現を支援することを目的とする。

2．「Chinese StudiesⅢ」、「Chinese StudiesⅣ」は、留学先で取得した単位の読み替え用の科目である。

3．以下の科目を履修する場合は、各科目の履修条件に従って履修しなければならない。

授業科 履　修　条　件

Chinese Studies Ⅰ 基礎中国語Ⅰおよび基礎中国語Ⅱを履修中、または修得していること

Chinese Studies Ⅱ 基礎中国語Ⅰおよび基礎中国語Ⅱを修得していること

基 礎 中 国 語

中 級 中 国 語

上 級 中 国 語

留 学 支 援 科 目
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Ⅴ．韓　国　語

1．基礎韓国語は、クラスが指定されている。各自指定されたクラスで履修しなければならない。

　また、「基礎第2外国語履修免除制度」を実施しており、申請を希望する者は、所定の手続きを行

うこと。

2．基礎韓国語の再履修は、クラスが指定されている。原則として指定されたクラスで履修すること。

1．中級韓国語は、基礎韓国語4単位を修得した者が履修できる。

2．中級韓国語は、それぞれ内容の異なった4科目（Ⅰ～Ⅳ）から構成されている。韓国語の総合的な

実力を養うためには多くの科目を履修することが望ましい。

3．半期で集中的に学習するクラスとして、前期に「中級韓国語Ⅱ」（4単位）、後期に「中級韓国語Ⅰ」

（4単位）を開講している。半期留学や「海外語学講座Ⅱ」の履修を予定している者、集中的に韓国

語を学習したい者を対象としているが、それ以外の学生も基礎韓国語4単位を修得していれば履修で

きる。

1．上級韓国語は、中級韓国語4単位を修得した者が履修できる。

2．上級韓国語は、中級韓国語を履修し、さらにそれを発展させようとする者のためのプログラムで、

それぞれ内容の異なった2科目（Ⅰ・Ⅱ）から構成されている。韓国語の総合的な実力をさらに向上

させるためには、2科目とも履修することが望ましい。

1．「Korean StudiesⅠ」、「Korean StudiesⅡ」は、韓国語圏への留学へ意欲的な学生を対象に、韓国

語圏の社会や文化についてできる限り韓国語を用いて学ぶ科目で、言語運用能力の向上と留学の実

現を支援することを目的とする。

2．「Korean StudiesⅢ」、「Korean StudiesⅣ」は、留学先で取得した単位の読み替え用の科目である。

3．以下の科目を履修する場合は、各科目の履修条件に従って履修しなければならない。

授業科目 履　修　条　件

Korean Studies Ⅰ 基礎韓国語Ⅰおよび基礎韓国語Ⅱを履修中、または修得していること

Korean Studies Ⅱ 基礎韓国語Ⅰおよび基礎韓国語Ⅱを修得していること

基 礎 韓 国 語

中 級 韓 国 語

上 級 韓 国 語

留 学 支 援 科 目
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Ⅵ．日　本　語

1．大学日本語入門は、クラスが指定されている。各自指定されたクラスで履修しなければならない。

2．大学日本語入門の再履修は、クラスが指定されている。原則として指定されたクラスで履修する

こと。

1．大学日本語中級は、大学日本語入門4単位を修得した者が履修できる。

2．大学日本語中級は、大学日本語入門を履修し、さらにそれを発展させようとする者のためのプロ

グラムで、それぞれ内容の異なった2科目（Ⅰ・Ⅱ）から構成されている。

1．大学日本語上級は、大学日本語中級4単位を修得した者が履修できる。

2．大学日本語上級は、大学日本語中級を履修し、さらにそれを発展させようとする者のためのプロ

グラムで、それぞれ内容の異なった2科目（Ⅰ・Ⅱ）から構成されている。

大 学 日 本 語 入 門

大 学 日 本 語 中 級

大 学 日 本 語 上 級
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保健体育科目
　保健体育科目は、1年次を対象にした「基礎体育学演習」と、2年次以上を対象とした生涯スポー

ツが開設されている。

Ⅰ　基礎体育学演習（必修科目）
授業科目 単位 配当年次

基礎体育学演習 2 1

科目履修上の諸注意

1．「基礎体育学演習」は通年の必修科目である。卒業までに 2単位を修得しなければならない。

2．前期は男女別の指定したクラス、後期は種目毎のクラスにより授業が行われる。

3．�前期は、各自指定されたクラスで受講しなければならない。後期は、種目選択により決定したク

ラスで受講しなければならない。

4．�障がい、病気、怪我などにより、通常クラスでの実技に参加が難しい場合は、状況に応じて個別

の対応を行う。個別対応の希望がある場合は、その状況が生じた時点で全学教育推進機構事務室

（3号館 1階）に申し出ること。

5．�再履修者は、原則として指定されたクラスで履修しなければならない。詳細は履修ガイドブック

を確認すること。

6．この科目を履修するためには、原則として本学指定の定期健康診断を受診していなければならない。

7．�この科目は、岡本校地と六甲アイランド総合体育施設との移動時間が含まれるため、登録上 1・2

限連続して実施されることになっている。しかし、授業を受講するのは 1限または 2限となる。た

だし、指定された日については、1・2限連続で授業を行う場合がある。

�
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Ⅱ　生涯スポーツ（選択科目）

授　業　科　目 単位 配当
年次

生涯スポーツ・バレーボールⅠ 1 2

生涯スポーツ・バレーボールⅡ 1 2

生涯スポーツ・フットサルⅠ 1 2

生涯スポーツ・フットサルⅡ 1 2

生涯スポーツ・レクレーショナルスポーツⅠ 1 2

生涯スポーツ・レクレーショナルスポーツⅡ 1 2

生涯スポーツ・ジョギングⅠ 1 2

生 涯 ス ポ ー ツ・ トレーニング実習Ⅰ 1 2

生涯スポーツ・トレーナー実習Ⅰ 1 2

生涯スポーツ・フィットネス実習Ⅰ 1 2

生 涯 ス ポ ー ツ・ ス キ ー Ⅰ 1 2

生 涯 ス ポ ー ツ・ ス キ ー Ⅱ 1 2

授　業　科　目 単位 配当
年次

生涯スポーツ・バドミントンⅠ 1 2

生涯スポーツ・バドミントンⅡ 1 2

生涯スポーツ・硬式テニスⅠ 1 2

生涯スポーツ・硬式テニスⅡ 1 2

生 涯 ス ポ ー ツ ・ 卓 球 Ⅰ 1 2

生涯スポーツ・エアロビクスⅠ 1 2

生 涯 ス ポ ー ツ・ ゴ ル フ Ⅰ 1 2

生 涯 ス ポ ー ツ・ ゴ ル フ Ⅱ 1 2

生涯スポーツ・ 健康柔道Ⅰ 1 2

生涯スポーツ・ 健康柔道Ⅱ 1 2

生涯スポーツ・バスケットボールⅠ 1 2

生涯スポーツ・バスケットボールⅡ 1 2

科目履修上の諸注意

以下の科目については、履修条件に従って履修すること。

授業科目 履　修　条　件

生涯スポーツ・（各種目） 「基礎体育学演習」の単位を修得済みであること

1．�文学部、経済学部および経営学部の学生は、専門教育科目として 2単位まで卒業必要単位数に充

てることができる。それ以外の学部の学生は、この科目を卒業必要単位として含めることはでき

ないが、履修することはできるので積極的に履修してほしい。

2．この科目を履修するためには、原則として本学指定の定期健康診断を受診していなければならない。

3．�各生涯スポーツの名称Ⅰ、Ⅱは便宜上のものであり、スポーツの技術レベルを示すものではない。

授業では、個々のレベルに応じた指導がされる。

4．�「生涯スポーツ・スキーⅠ、Ⅱ」および「生涯スポーツ・ゴルフⅠ、Ⅱ」はそれぞれ同時に履修す

ることはできない。
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◆　履修モデル「スポーツ・健康プログラム」

　�　「スポーツ・健康プログラム」は、甲南大学の全学共通科目から厳選した科目で構成される独自

のプログラムである。このプログラムにエントリーし、指定された科目を修得することにより、ス

ポーツを生活の一部として定着・活性化させ、地域に健康社会を根付かせるためのサポートができ

る知識を身につけた「スポーツ・健康プログラム修了生」として認定される。

　�　なお、下表に定める対象科目を修得してからエントリーしても認定は可能であるが、プログラム

参加者を把握してサポートを行っているため、積極的なエントリーが望ましい。

　対象科目と必要単位数は以下のとおりである。

履修モデル「スポーツ・健康プログラム」　　　         〔2021 年度（令和 3年度）以降の入学生に適用〕

科　目　区　分 授　業　科　目 単位 必要単位数

【参考】
「コーチング
アシスタント」
資格取得に
必要な科目

保健体育科目 基礎体育学演習 2 2 単位 ◯

基
礎
共
通
科
目

学際融合系 基礎スポーツ健康科学 2 2 単位 ◯

人文科学系（B群） スポーツと身体知 2

6 単位以上

社会科学系（B群） スポーツと経済 2

自然科学系（C群） 健康と生命科学 2

学際融合系

身体の健康科学 2

トレーニング論 2

スポーツにおける健康管理 2

スポーツ文化論 2

生涯スポーツ論 2

キャリア創生共通科目 応用スポーツ健康科学 2

2 単位以上

◯

保健体育科目
生涯スポーツⅠ 1

生涯スポーツⅡ 1

キャリア創生共通科目 共通応用演習Ⅰ（※） 2 2 単位

※「共通応用演習Ⅰ」は指定クラスを履修し、単位を修得すること。 14 単位以上 3科目 6単位

【参考】に示した 3科目を修得すれば、「スポーツ・健康プログラム」の修得に関係なく、次項で紹

介する「コーチングアシスタント」資格の取得が可能である。
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◆　JSPO公認「コーチングアシスタント」資格の取得
（1�）「コーチングアシスタント」資格とは

•�  �JSPO（日本スポーツ協会）の「公認スポーツ指導者資格」において「スポーツ指導者基礎資格」

に位置づけられる資格である。

•�  �地域におけるスポーツグループやサークル等において、上位資格者の補佐として、基礎的

なスポーツ指導や運営にあたることができる能力の証である。

•�  �「コーチングアシスタント」資格取得後、競技別指導や健康・体力づくり指導などの専門分

野に関する上位資格へとステップアップする道も開けている。

（2）大学での資格取得

　JSPOで実施しているスポーツ指導者養成講習会と同じカリキュラムを大学で履修すること

で、講習・試験の一部またはすべてが免除される「免除適応コース」があり、甲南大学は「共

通科目 Iコース」の承認校となっている。在学中の資格取得が可能であるため、希望する学生

は計画を立てて履修すること。

（3）資格取得の要件

① JSPOで承認された甲南大学の科目は以下の 3科目である。

•�  「基礎体育学演習」

※ただし、健康リテラシーの授業内容をすべて受講し、確認テストを受けていること。

•�  基礎共通科目「基礎スポーツ健康科学」

•�  キャリア創生共通科目「応用スポーツ健康科学」

②�上記 3科目を修得し、大学から JSPOへの書類申請をおこなうことで、JSPOの講習を受講

せずにオンライン試験を受験することができ、合格して手続きを行えば「コーチングアシス

タント」資格が授与される。

③�手続きの詳細は、「基礎体育学演習」の授業で説明され、My KONANにも掲示されるので、

確認すること。
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キャリア創生共通科目の概要
　キャリア創生共通科目には、社会で必要とされる多様な実践的応用能力、例えば、法律・会計 ･財

務・マネジメントに関する実務知識や、I Tリテラシー、英語で学ぶビジネスなど、多種多様な科目

が設けられている。

　これらの科目を専門教育科目と並行して学ぶことにより、社会で活躍するための有用な能力を手に

入れることができる。また、これらの科目をうまく組み合わせて履修することにより、将来の資格取

得に役立てることもできるようになっている。

　キャリア創生共通科目は､ 社会で活躍するフィールドを広げる、すなわちキャリアの広がりを創り

出していくことを目的とした、大学と社会を繋ぐ科目である。

　したがって、教員も実社会において豊富な経験を積んだ実務家が担当するなど、実践的な教育を行

う科目も多数含まれる。

Ⅰ．生涯を通じた就業力を培う科目群

　一人ひとりの学生が自分自身を深く見つめ、目的意識をもって学修を継続し、深化させ、生涯

を通じた就業力を培い、豊かな人生設計を行うことができるようになることを目標としている。

【全学部対象科目】

授 業 科 目 つながる力

共通応用演習Ⅰ
共通応用演習Ⅱ

学系を超えたこの科目は、これまでに身につけた知識や経験や能力を
応用的・実践的なものへとブラッシュアップし、社会人へとつながる
生活のスタンスを形成し、自らのキャリア創生に対する認識を醸成す
ることを目的とする。

【文理融合コース（理工学部物理学科）および学際科学コース（フロンティアサイエンス学部 生命化学科）対象科目】

授 業 科 目 つながる力

文理融合総合研究 自然科学の基礎教養を活かし人文・社会科学系の分野で活躍できる力

キャリアデザイン系

授 業 科 目 つながる力

ベーシック・キャリアデザイン 学部での学びと進路や就職とのつながりについて考え
るための力

インターンシップ 就労体験により、社会で求められる知識や能力を認識
し、職業観・就業意識を培う。

キャリアゼミ 様々な仕事や働き方について理解するとともに、職業
観や人生観を深めるための力

プラクティカル・キャリアデザイン インターンシップ・就職活動を中心に将来の進路の描
き方を実践的に学ぶための力

アドバンスト・キャリアデザイン 社会人として求められる基本的な意識、知識、関係構
築、行動について習得するための力
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Ⅱ．働くための力を磨く科目群

　社会に出て働き、賃金を得て、生活をしていくためには、様々な知識や能力が求められる。

　例えば、企業が儲かっているのか損をしているのかを会計の情報（決算書）から読み解くこと

や、経営者・出資者・取引先・従業員といった、企業の活動にかかわる人々の間での争いを予防

するための法律知識などは、社会で活動するうえで不可欠な力である。

　また、当たり前のようにパソコンやタブレットを使う情報社会において、企画や計画を進めて

いくうえで必要な統計結果を分かりやすくまとめる方法など、社会で活かせる基礎的能力を学ぶ。

ビ ジ ネ ス 系 　21 世紀型高度ビジネス人材を目指して

　　商品を売る側と買う側から、またサービスを求める側と提供する側から、儲けとお金について知る。

授 業 科 目 つながる力・資格

入門マネジメント
実践マネジメント ビジネスやマネジメントの意義を理解する力

入門ビジネス会計
実践ビジネス会計 ビジネス会計検定

入門パーソナルファイナンス
応用パーソナルファイナンス ファイナンシャルプランナー

入門商業簿記Ⅰ
入門商業簿記Ⅱ 日商簿記検定 3級

中級簿記
工業簿記 日商簿記検定 2級

上級簿記Ⅰ
上級簿記Ⅱ
上級財務諸表論Ⅰ

日商簿記検定１級
　→　税理士試験
　　　公認会計士試験

上級財務諸表論Ⅱ ビジネス会計検定
　→　公認会計士試験

上級工業簿記
上級原価計算

日商簿記検定１級
　→　公認会計士試験

政 策 ・ 法 務 系 　企業や官公庁で働くための実践的な学び

　企業や官公庁で働くため、また公務員試験や資格取得に向けて、必要となる政策や法務に関す

る知識を学ぶ。

授 業 科 目 つながる力
ビジネスを支える法の世界

ビジネス関連の法務を理解する力入門ビジネス法務
実践ビジネス法務
入門商法　会社法編

企業活動の基本となる商法に関する基礎と実践を理解す
る力

証券市場と法
金融取引と法
証券業と法
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授 業 科 目 つながる力・資格
入門民法　財産法編Ⅰ

社会の様々な分野に関連する民法に関する基礎と実践を
理解する力
　公務員試験：地方公務員（上級）、国家公務員Ⅱ種など
　資格取得：宅地建物取引士、行政書士など
　建築・不動産関係、銀行・金融機関などの業務
　＊科目の対応については下記【補足説明】を参照

入門民法　財産法編Ⅱ
実践民法Ⅰ
実践民法Ⅱ
実践民法Ⅲ
実践民法Ⅳ
実践民法Ⅴ
実践民法Ⅵ

公共政策論Ⅰ
公共政策論Ⅱ

社会の仕組みと課題解決のための政策立案を理解し、実
践に結びつける力
地方公務員、国家公務員

知的財産とイノベーションⅠ
知的財産とイノベーションⅡ

文系・理系を問わず各自の専門性や必要性に適合した知
的財産に関する知識やその利活用スキルを社会の発展に
役立つように駆使できる力

情　報　系　社会で求められる基礎的能力の習得

　パソコンやタブレットを活用し、ビジネス界で活躍するための基礎的能力を育成する。

授　業　科　目 つながる力・資格

ＩＴ応用 ウェブデザイン技能検定 3級
Web デザイナー検定

情報通信テクノロジⅠ
情報通信テクノロジⅡ ＩＴパスポート

基本情報技術
ICTセキュリティ

基本情報技術者試験
情報セキュリティマネジメント試験

統計基礎Ⅰ 統計検定
統計基礎Ⅱ
統計活用情報分析Ⅰ
統計活用情報分析Ⅱ

データサイエンスの基礎能力

Ⅲ．活躍する世界を広げる科目群

　大学を卒業後、社会人として活躍する舞台は職場だけではない。地域社会の取り組みや被災地支

援、あるいは健康な社会をつくる活動への参加など、社会に貢献する機会はたくさんある。また、

【補足説明】民法は社会生活を基礎付ける幅広い領域をもつため、8科目を設けている。民法の基礎から重要
な論点まで体系的に学ぶことができるが、学びたい分野を選択して学ぶこともできる。そこで民法の 8科目
について、公務員試験や資格取得など履修者の目的に応じて重要と考えられるものを例示すると、以下の通
りである。
○地方公務員（上級）を目指す場合
　入門民法　財産法編Ⅰ・Ⅱのほか、実践民法Ⅰを必修分野とし、その他にも広く学ぶことが望ましい。
○宅地建物取引士や建築・不動産関係の仕事を目指す場合
　入門民法　財産法編Ⅰ・Ⅱのほか、実践民法Ⅰ～Ⅳが関連し、とくに実践民法Ⅰ・Ⅳが重要分野である。
○行政書士、国家公務員Ⅱ種（民法を選択する場合）を目指す場合
民法に関して幅広く体系的に学んでおくことが必要である。入門民法　財産法編Ⅰ・Ⅱ、実践民法Ⅰ～
Ⅵを計画的に学ぶことを勧める。
○銀行・金融機関などを目指す場合
　入門民法　財産法編Ⅰ・Ⅱのほか、実践民法Ⅱ・Ⅲが重要な分野である。
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グローバル化がますます進展し、仕事でもプライベートでも海外で活躍・活動する機会が増えるこ

とであろう。このような環境のなかで、様々なシチュエーションで力を発揮することが求められる

ようになる。

　卒業後の活躍の場を広げるためには、机に向かうだけでなく、街に、フィールドに、世界に飛び

出し学ぶことが大切である。人生を豊かなものにするためにも、自らの世界を広げる力を身につけ

ることが必要である。

国　際　系 　世界に通用するグローバル人材の育成

　　語学運用力を身につけ、日本と世界を理解し、異文化の中でも活用できる力を身につける。

授　業　科　目 つながる力・資格

グローバル・コミュニケーションⅠ 英語でコミュニケートする力

グローバル・コミュニケーションⅡ 英語によるビジネスコミュニケーション力
TOEIC

エリアスタディーズⅠ～Ⅹ 異文化理解
世界の中の日本Ⅰ 日本についての理解
世界の中の日本Ⅱ 国際関係と国際問題を考える力
海外ボランティアⅠ 人々の交流や地域への貢献を通じて、

国際理解を深め、行動する力海外ボランティアⅡ
海外インターンシップ 語学力、コミュニケーション力、協調性

ボランティア・地域連携系 　社会で活躍する場を広げる

　被災地支援や街のイベントなど、地域で活動するための基本的な知識や課題の解決方法を身

につける。

授　業　科　目 つながる力

実践ボランティアⅠ
実践ボランティアⅡ
地域ファシリテイト
地域プロジェクトⅠ
地域プロジェクトⅡ

地域の課題を解決するため、関係する人々と協力しな
がら考え、行動するための力
コーディネートする力

…
福祉・スポーツ健康科学系 　福祉・スポーツを通じた地域・社会貢献

　高齢者福祉や障がい者（児）福祉、社会的養護に必要な心理学の知識を身につけ、地域における
福祉活動を支える力を身につけるとともに、スポーツ指導・運営に関する実践力を高め、地域にお
けるスポーツ活動を支える力を身につける。

授 業 科 目 つながる資格

応用スポーツ健康科学 日本スポーツ協会公認コーチングアシスタント資格

障害者・障害児心理学 公認心理師資格

福祉心理学 公認心理師資格
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キャリア創生共通科目
キャリア創生共通科目　授業科目表　　　　　　　　　　　〔2022 年度（令和 4年度）の入学生に適用〕

授　業　科　目 単
位

配当
年次 備　考

共 通 応 用 演 習 Ⅰ
共 通 応 用 演 習 Ⅱ
文 理 融 合 総 合 研 究

2
2
8

3
3
4 ※ 1

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
系

ベーシック・キャリアデザイン
イ ン タ ー ン シ ッ プ
キ ャ リ ア ゼ ミ
プラクティカル・キャリアデザイン
アドバンスト・キャリアデザイン

2
2
2
2
2

1
1
2
3
4

※ 2

ビ　

ジ　

ネ　

ス　

系

入 門 マ ネ ジ メ ン ト
実 践 マ ネ ジ メ ン ト
入門パーソナルファイナンス
応用パーソナルファイナンス
入 門 ビ ジ ネ ス 会 計
実 践 ビ ジ ネ ス 会 計
入 門 商 業 簿 記 Ⅰ
入 門 商 業 簿 記 Ⅱ
中 級 簿 記
工 業 簿 記
上 級 簿 記 Ⅰ
上 級 簿 記 Ⅱ
上 級 財 務 諸 表 論 Ⅰ
上 級 財 務 諸 表 論 Ⅱ
上 級 工 業 簿 記
上 級 原 価 計 算

2
2
2
2
2
2
2
2
4
4
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

政
策
・
法
務
系

ビジネスを支える法の世界
入 門 ビ ジ ネ ス 法 務
実 践 ビ ジ ネ ス 法 務
入 門 民 法　 財 産 法 編 Ⅰ
入 門 民 法　 財 産 法 編 Ⅱ
実 践 民 法 Ⅰ
実 践 民 法 Ⅱ
実 践 民 法 Ⅲ
実 践 民 法 Ⅳ
実 践 民 法 Ⅴ
実 践 民 法 Ⅵ
入 門 商 法　 会 社 法 編
証 券 市 場 と 法
金 融 取 引 と 法
証 券 業 と 法
公 共 政 策 論 Ⅰ
公 共 政 策 論 Ⅱ
知的財産とイノベーションⅠ
知的財産とイノベーションⅡ

2
2
2
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2
2
2

3
2
2
2 
2 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
2 
3 
3 
3 
2 
2 
2
2

授　業　科　目 単
位

配当
年次 備　考

情　

報　

系

I T 応 用
情 報 通 信 テ ク ノ ロ ジ Ⅰ
情 報 通 信 テ ク ノ ロ ジ Ⅱ
I C Tセ キ ュ リ テ ィ
基 本 情 報 技 術
統 計 基 礎 Ⅰ
統 計 基 礎 Ⅱ
統 計 活 用 情 報 分 析 Ⅰ
統 計 活 用 情 報 分 析 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
2
3
1
2
2
2

国　

際　

系

グローバル・コミュニケーションⅠ
グローバル・コミュニケーションⅡ
エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅰ
エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅱ
エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅲ
エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅳ
エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅴ
エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅵ
エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅶ
エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅷ
エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅸ
エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅹ
世 界 の 中 の 日 本 Ⅰ
世 界 の 中 の 日 本 Ⅱ
海 外 ボ ラ ン テ ィ ア Ⅰ
海 外 ボ ラ ン テ ィ ア Ⅱ
海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ

4
4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
2
4

2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
2

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
連
携
系

実 践 ボ ラ ン テ ィ ア Ⅰ
実 践 ボ ラ ン テ ィ ア Ⅱ
地 域 フ ァ シ リ テ イ ト
地 域 プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ
地 域 プ ロ ジ ェ ク ト Ⅱ

1
1
2
2
2

1
1
2
1
1

福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
系

応 用 ス ポ ー ツ 健 康 科 学
障 害 者・ 障 害 児 心 理 学
福 祉 心 理 学

2
2
2

2
3・4
2

※ 1 理工学部物理学科文理融合コースおよびフロンティアサイエンス学部生命化学科学際科学コース対象科目。
※ 2配当年次は学部によって異なることがあるので、各学部の専門教育科目表で確認すること。
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科目履修上の諸注意

1．キャリア創生共通科目の修得単位の取扱いは、入学年度や学部・学科によって異なるので、必ず、
所属する学部・学科のページを参照すること。

2．下表の科目については、各科目の履修条件に従って履修すること。
　「日商簿記検定 2級合格者と同等のレベル」を有する者は、『履修ガイドブック』の指示に従って
手続きを行うこと。

授　業　科　目 履　　修　　条　　件

上 級 簿 記 Ⅰ

「中級簿記」の単位を修得済みであること、または日商簿記検定2級合格者
と同等のレベルを有していること。
経営学部ビジネス・リーダー養成プログラムAPコース所属学生について
は、原則として「APアカウンティング・プラクティスⅠ」および「APアカウ
ンティング・プラクティス演習Ⅰ」の単位を修得済みであること。

上 級 簿 記 Ⅱ

「中級簿記」の単位を修得済みであること、または日商簿記検定2級合格者
と同等のレベルを有していること。
経営学部ビジネス・リーダー養成プログラムAPコース所属学生について
は、原則として「APアカウンティング・プラクティスⅠ」および「APアカウ
ンティング・プラクティス演習Ⅰ」の単位を修得済みであること。

上 級 財 務 諸 表 論 Ⅰ

「中級簿記」の単位を修得済みであること、または日商簿記検定2級合格者
と同等のレベルを有していること。
経営学部ビジネス・リーダー養成プログラムAPコース所属学生について
は、原則として「APアカウンティング・プラクティスⅠ」および「APアカウ
ンティング・プラクティス演習Ⅰ」の単位を修得済みであること。

上 級 財 務 諸 表 論 Ⅱ

「中級簿記」の単位を修得済みであること、または日商簿記検定2級合格者
と同等のレベルを有していること。
経営学部ビジネス・リーダー養成プログラムAPコース所属学生について
は、原則として「APアカウンティング・プラクティスⅠ」および「APアカウ
ンティング・プラクティス演習Ⅰ」の単位を修得済みであること。

上 級 工 業 簿 記

「工業簿記」の単位を修得済みであること、または日商簿記検定2級合格者
と同等のレベルを有していること。
経営学部ビジネス・リーダー養成プログラムAPコース所属学生について
は、原則として「APアカウンティング・プラクティスⅡ」および「APアカウ
ンティング・プラクティス演習Ⅱ」の単位を修得済みであること。

上 級 原 価 計 算

「工業簿記」の単位を修得済みであること、または日商簿記検定2級合格者
と同等のレベルを有していること。
経営学部ビジネス・リーダー養成プログラムAPコース所属学生について
は、原則として「APアカウンティング・プラクティスⅡ」および「APアカウ
ンティング・プラクティス演習Ⅱ」の単位を修得済みであること。

情報通信テクノロジⅡ 「情報通信テクノロジⅠ」の単位を修得済みであること。

応用スポーツ健康科学 基礎共通科目「基礎スポーツ健康科学」の単位を修得済みであること。
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単位互換科目
　本大学と甲南女子大学とは、両大学の研究・教育上の環境を考慮し、両大学が特色ある教育をより

充実させることを目的として単位互換協定を締結している。本大学では、それに基づき、甲南女子大

学の授業科目を履修することができる。

　履修を許可された者は、甲南女子大学の「科目等履修生」として同大学の授業科目を履修すること

になる。人数は１学期 30 名以内（先着順）とする。

　対象学部は、経済学部、法学部、経営学部であり、甲南女子大学で履修できる授業科目、単位認定

方法、出願方法等の詳細は、『履修ガイドブック』で確認すること。

西宮市大学共通単位講座
　西宮市に所在する 8大学・短期大学は、相互の協力・交流を通じて教育課程の充実を図るとともに、

学生の幅広い視野の育成と学習意欲の向上を目指して、「共通単位講座」を開講している。

　本講座には、センター科目が提供され、加盟大学に所属する学生は、各大学の定める範囲において、

「単位互換履修生」として開講科目を履修し、単位を取得することができる。

　対象学部は、文学部、理工学部、経済学部、経営学部であり、「共通単位講座」の概要は『履修ガ

イドブック』で確認すること。

大学コンソーシアムひょうご神戸単位互換制度
　単位互換制度とは、「単位互換事業に関する包括協定」を締結している兵庫県下の 34 大学・短期大

学（2021 年度）の学生が、他大学の開放科目を履修できる制度です。誰でも受講することができま

すが本学の卒業必要単位には認定されません。



専 門 教 育 科 目

文 学 部
理 工 学 部
経 済 学 部
法 学 部
経 営 学 部
知 能 情 報 学 部



文 学 部



文 学 部
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教育基本方針

　幅広い教養を身につけながら、専門分野での研究能力を磨き、問題を見出し、深く考え、その
成果を言葉で表現する力を身につけます。それを通じて、仕事を含む人生のさまざまな問題を主
体的に解決できるようになることをめざします。　　　

卒業認定・学位授与の方針

　甲南大学では、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を
実現することを目的としています。文学部の教育基本方針のもと、卒業必要単位数 130 単位以上（基
礎共通科目又は国際言語文化科目 18 単位　外国語科目 8 単位　保健体育科目 2 単位　専門教育科
目 102 単位以上）を修得し、次の能力・資質を身につけた学生に学士（文学）又は学士（社会学）
の学位を授与します。

（1） �自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観を意識することができ、自
らを律し、他者と協調・協働することができます。

（2） 天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3） �人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し

得る基本的な技能及び自己の健康増進に関する技能を有しています。
（4） 世界に通用する国際教養力を有しています。
（5） 人文科学の諸分野に関して基本的な知識を修得しています。
（6） 自己の意見を分かりやすく主体的に説明する能力を有しています。
（7） 的確な問いをたてて問題解決を図る意志と能力を有しています。
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 1�．文学部学生は、所属学科について学則によって定められた単位を修得しなければならない。

 2�．文学部では、次のような履修登録科目の単位制限が実施されている。履修計画を慎重、かつ十分

に検討した上で履修科目を選択すること。 

文学部履修登録科目の単位制限に関する内規

〔令和 4 年 2 月 12 日　改正〕

【令和 4 年度以降入学生に適用】
　文学部の学生が履修する授業科目において、登録単位制限を受ける単位数は次のとおりとする。
また、前期履修登録及び後期履修登録を合わせた単位数に対して登録単位制限を受けるものと
する。
 1　文学部の学生が履修登録できる授業科目の単位数は次のとおりとする。

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

48 単位以内
（基礎共通科目及び
国際言語文化科目の
単位数は 8 単位以内）

48 単位以内 48 単位以内 48 単位以内

 2　次に掲げる科目については、前項の単位制限を受けない。
（1）　文学部各学科の専門教育科目にある「卒業研究」
（2）　文学部専門教育科目の共通・関連科目表にあるキャリア科目
（3）　�外国語科目にある海外語学講座・留学支援科目（国際言語文化科目を選択した者が履修す

るコース中の留学支援科目を除く。）
（4）　�教育職員免許状を得るために必要な教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項

の科目及び文学部専門教育科目を除く。）
（5）　図書館司書となる資格を得るために必要な図書館学に関する専門教育科目のうち A 群の科目
（6）　学校図書館司書教諭となる資格を得るために必要な図書館学に関する専門教育科目
（7）　公認心理師に関する専門教育科目のうち A 群の科目
（8）　�キャリア創生共通科目にある「エリアスタディーズⅠ〜Ⅹ」、「海外ボランティアⅠ・Ⅱ」、「海外

インターンシップ」
（9） 卒業単位に算入されない他大学等との単位互換協定に基づく科目

（中略・平成 30 年度以前入学生適用表　略）

（改廃）
　この内規の改廃は、合同教授会の審議を経て、学長が決定する。

　　附　則
　この内規は　令和 4 年 4 月 1 日から施行する。

注：博物館学芸員養成課程は、人間科学科及び歴史文化学科の学生のみ履修できる。
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3．文学部卒業研究　審査基準について

　卒業研究の成果と口頭試問の結果に基づいて、以下の項目について総合的に判断し、主査 1 名、

副査 1 名による評価を行う。60 点以上（100 点満点）を得た者を合格とする。

（1）テーマの妥当性

研究課題が、関連する知識と資料調査等に基づいて、指導教員との相談を経て決定され、意義

のあるものとなっていること。

（2）方法の適切性

研究分野における適切な研究方法を用いていること。作品制作等の場合は、分野および課題に

適した方法を用いていること。

（3）内容の豊かさ

分析および考察、素材の収集と整理などが充実しており、内容が十分練られたものであること。

（4）表現能力

論文、作品等の体裁が整い、内容が適切に伝わるものとなっていること。また、試問において

内容を分かりやすく説明でき、質問に正確かつ端的に答えられること。

 4．留学について

　本学の留学制度を利用して留学する場合には、必ず学科主任に履修相談をすること。

 5．文学部共通科目について

　文学部では、各学科において専門科目が設けられており、専門分野について深く学ぶことができ

る。また、他学科の専門科目や、５学科が共同で開講している科目、他学部の科目も履修できる。

これらの科目を履修することにより、深い専門性に加え、幅広い分野について学ぶことが可能であ

る。

ⅰ 横断科目

　文学部では５つの学科がそれぞれに専門に応じた演習を展開している。それに対し、この「横

断演習」は５学科を横断して実施されるプロジェクト型の授業科目である。

　募集・履修等の詳細については履修指導等で説明するので、必ず参加すること。

授業科目 開講部局
横断演習Ⅰ

文学部
横断演習Ⅱ

ⅱ 地域連携講座科目

　地域連携講座科目は、文学部の各学科の専門科目として開講されているもので、文学部のすべ

ての学生に開かれた科目群である。

　これらの科目は、できるだけ多くの学生が、さまざまな地域に関心を抱き、将来的には地域と

かかわる他の活動とも連携しながら、地域において活躍することを目的としている。また、地域

からのゲスト・スピーカーによる授業や、地域住民が聴講できる公開授業の実施も予定している。
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授業科目 開講部局
関 西 の こ と ば と 文 学 日 本 語 日 本 文 学 科
地 域 社 会 論

社 会 学 科Ｎ Ｐ Ｏ ／ Ｎ Ｇ Ｏ 論
メ デ ィ ア 文 化 論
阪 神 文 化 論

歴 史 文 化 学 科観 光 文 明 学 Ⅰ
観 光 文 明 学 Ⅱ

ⅲ 国際交流科目

　「言語・文学・教育」、「歴史・宗教・地理」、「経済・経営」、「芸術・文化・社会」、「国際関係・

法学・政治」という様々な観点から日本理解を促進することを目的としている。外国人留学生を

対象に英語で開講される科目であるが、留学生とともにグローバルな観点から日本社会の諸側面

を学び、視野を広げることができるため、文学部の学生にはぜひ履修してほしい。

　なお、詳細な手続等に関しては履修要項「国際交流科目」のページ、シラバスを確認すること。

授業科目 開講部局
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 1

国 際 交 流 セ ン タ ー

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 2
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 3
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 4
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 5
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 6
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 7
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 8
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 9
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 10
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 11
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 12
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 13
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 14

 ⅳ キャリア科目・キャリア関連科目

　キャリア関連科目は、文学部の各学科および共通・関連科目として開講されている専門科目の

うち、社会生活と密接に係わる基礎知識を身につけることで、卒業後の進路選択やキャリア形成

に役立つと思われる科目群である。キャリア科目とあわせて履修することで、社会に目を向け、

卒業後の生き方を考える際のヒントを与えてくれる。他学科の科目であっても、興味のある授業

を積極的に履修することが望ましい。

　なお、自学科の科目表にない科目の配当年次は、開講部局の科目表を参照すること。
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　（キャリア関連科目）＊所属する学科の専門科目または他学科科目として卒業単位に含まれる。

授業科目 開講部局
ビジネス・ イングリッシュⅠ・ Ⅱ 英語英米文学科
現 代 家 族 論

社 会 学 科
発展研究 B（ライフスタイルと政策Ⅰ）
人 間 環 境 論 Ⅰ ・ Ⅱ

人 間 科 学 科社 会 ・ 集 団 ・ 家 族 心 理 学
教 育 ・ 学 校 心 理 学
現 代 史 Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ

歴 史 文 化 学 科
観 光 文 明 学 Ⅰ ・ Ⅱ
初 級 マ ク ロ 経 済 学 経 済 学 部
労 働 法 Ⅰ 法 学 部
経 営 学 総 論

経 営 学 部経 営 労 務 論
マ ー ケ テ ィ ン グ 総 論

（キャリア科目）＊ �2 単位まで自由選択科目として卒業単位に含まれる。ただし、履修単位の

制限を受けない。�  

授業科目 開講部局
ベ ー シ ッ ク・ キ ャ リ ア デ ザ イ ン

共 通 教 育 セ ン タ ー
イ ン タ ー ン シ ッ プ
キ ャ リ ア ゼ ミ
プラクティカル・キャリアデザイン
アドバンスト・ キャリアデザイン

ⅴ 言語基礎科目

　言語基礎科目は、一般的に「西洋古典語」と呼ばれるラテン語と古典ギリシア語からなる科目

群である。これらの言語は、今日のヨーロッパ諸言語の源流として位置づけられている。また、

その西洋古典語による古典文化は今もなお「ヨーロッパ的なもの」を形作る基盤であり続けてい

る。その古典語文法を学ぶことによって、今日のヨーロッパ文化の理解を深めることを目的とし

て設けられた科目群である。

　基本的に「ラテン語入門」は奇数年、「ギリシア語入門」は偶数年に開講される。

授業科目 開講部局
ギ リ シ ア 語 入 門

文 学 部
ラ テ ン 語 入 門

ⅵ 社会科学基礎科目

　社会科学基礎科目は、文学部の学生に身につけてもらいたい経済学、法学、政治学、経営学の

基礎的な知識や考え方を学ぶ科目群である。社会生活を送る上での知識として役立つのみならず、
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各学科の専門科目とともに履修することで、多角的な見方・考え方を身につけることにもつながる。

　なお、自学科の科目表にない科目の配当年次は、開講部局の科目表を参照すること。

授業科目 開講部局
初 級 マ ク ロ 経 済 学

経 済 学 部

初 級 ミ ク ロ 経 済 学
経 済 史
労 働 経 済 Ⅰ
労 働 経 済 Ⅱ
社 会 経 済 思 想 Ⅰ
社 会 経 済 思 想 Ⅱ
憲 法 Ⅰ

法 学 部憲 法 Ⅱ
労 働 法 Ⅰ
経 営 学 総 論

経 営 学 部経 営 労 務 論
マーケティング総論

ⅶ 教職関連科目

　教職関連科目は、教育職員養成課程に関連する科目群である。教育や学習に関わるテーマにつ

いて、将来、教員として働く際に必要となる内容を中心に学ぶ。文学部の卒業生には、教員とし

て活躍している先輩がいる。これらの科目は、教育職員養成課程に登録していない人も履修する

ことができる。各課程の詳細については、『履修要項』の「教職に関する専門教育科目」や『教

職ガイドブック』などで確認すること。

授業科目 開講部局
教 育 心 理

教 職 に 関 す る
専 門 教 育 科 目

教 育 相 談
教 育 史
教 育 社 会 行 政 論
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日本語日本文学科
教育基本方針

　世界の中での日本文化の価値と意義を知り、広い視点から自国の文化を見直すとともに、世界に向けて発信するために、
日本語と日本文学について、多面的かつ深く学ぶことを目標とします。また、日本語の高度な理解力と運用能力・表現
能力を身につけることで、実社会のさまざまな分野で活躍することをめざします。　　　

卒業認定・学位授与の方針

　甲南大学では、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを目的と
しています。日本語日本文学科の教育基本方針のもと、卒業必要単位数 130 単位以上（基礎共通科目又は国際言語文化
科目 18 単位 外国語科目 8 単位 保健体育科目 2 単位 専門教育科目 102 単位以上）を修得し、次の能力・資質を身につ
けた学生に学士（文学）の学位を授与します。

（1） �教養ある社会人として責任感と倫理観を持ち、現代社会の発展に貢献する意志と能力を有するとともに、自らを
律し、他者と協調・協働することができます。

（2） 天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3） �人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し得る基本的な技能及

び自己の健康増進に関する技能を有しています。	
（4） 世界に発信し得る、日本語と日本文学に関する知識と常識を有しています。
（5） 自らの考えを分かりやすく表現し、他者に伝える力を有しています。
（6） 的確な問いをたてて問題解決を図る意志と能力を有しています。

教育課程編成・実施の方針

　文学部日本語日本文学科では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力・資質などを修得させるために、基礎共通科
目、国際言語文化科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、専門教育科目及びその他必要とする科目
を体系的に編成し、講義、演習、実習若しくは実技のいずれか又はこれらを適切に組み合わせた授業を開講します。特
に、文学部及び本学科では、①学生一人ひとりの顔が見える少人数クラス、②基礎・応用・発展の積み上げ方式による
段階的学修、③研究リテラシー、問題解決能力、専門分野の知識の 3 本柱による系統的学修の考え方で教育課程を編成し、
実施します。
　また、卒業認定・学位授与の方針と各科目の関係性及び到達目標を示すカリキュラムマップ、カリキュラムの体系性・
系統性を示すカリキュラムツリーを提示し、カリキュラムの構造をわかりやすく明示します。
　カリキュラムは、各科目において学生が修得した GPA 及び、到達目標に定める学生の知識・能力の修得状況を集計し、
その集計値を検証することにより見直し・改善を行います。
　教育内容、教育方法、学修成果の評価については以下のように定めます。

１）教育内容
（1） 初年次における基礎演習を必修とし、基礎的な読解力と表現力を養成します。
（2） �外国語によるコミュニケーション能力や異文化理解について学ぶ科目、心身両面の健康に対する配慮を学ぶ科目、

情報を読み解く力について学ぶ科目を配置します。
（3） �全学共通科目である、建学の理念と専攻分野以外の領域を含む幅広い基礎的な知識を学ぶ基礎共通科目、異文化

理解について学ぶ国際言語文化科目を配置します。
（4） �専攻分野に関する知識及び論理的思考力を習得するため、初年次段階から年次進行に合わせて段階的に高度化す

る専門科目を体系的に配置します。
（5） �キャリア教育により、日本語・日本文学に関する知識を社会で生かす力を養うとともに地域連携講座科目を通じ

て、地域との結びつきを形成する能力を養成します。
（6） 在学中の学修成果を集大成する仕組みとそれを評価する取組みとして、卒業研究を配置します。

２）教育方法
（1） �１）に掲げた教育内容を身につけるために、講義、演習、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用

により授業を実施します。
（2） �論理的思考力、伝えたい内容を適切に表現し伝達する能力、問題解決力を養成するとともに、他者と協調・協働し、

自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観について学ぶために、学生一人ひとりの顔がわ
かる少人数で学生参加型の実習、演習などを重視したクラス編成を行います。

（3） �授業の実施においては、考える力や洞察力を涵養するために、発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習、
グループ・ディスカッション、ディベートなどを中心としたアクティブ・ラーニングを積極的に活用します。

（4） �成績評価を G P A で表示するとともに、学位プログラムごとの到達目標と各科目の関係を明確にし、知識・能力
の習得状況を学修ポートフォリオを通じて学生にフィードバックします。

３）学修成果の評価
  　学生の学修成果についての評価方法を各科目のシラバスで示し、その方法に従って評価します。
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

必
修
科
目

日本文学概論Ⅰ　 2 1 ○ ○ ○
日本文学概論Ⅱ　 2 1 ○ ○ ○
日本語学概論Ⅰ　 2 1 　 ○ ○ ○
日本語学概論Ⅱ　 2 1 　 ○ ○ ○
基礎演習Ⅰ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
基礎演習Ⅱ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
演習Ⅰ a 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
演習Ⅰ b 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
演習Ⅱ a 2 3 　 　 ○ ○ ○ ○
演習Ⅱ b 2 3 ○ ○ ○ ○
研究演習 2 4 　 　 ○ ○ ○ ○
卒業研究　 8 4 　  ○ ○ ○ ○

以上 30 単位必修

基
礎
科
目

日本語表現法Ⅰ 2 1 　 ○ ○
日本語表現法Ⅱ 2 1 　 ○ ○
日本文学史Ⅰ a　 2 1 ○ ○ ○
日本文学史Ⅰ b　 2 1 ○ ○ ○
日本文学史Ⅱ a　 2 1 ○ ○
日本文学史Ⅱ b　 2 1 ○ ○
漢文学Ⅰ a 2 1 　 ○ ○
漢文学Ⅰ b 2 1 　 ○ ○
漢文学Ⅱ a 2 2 　 ○ ○
漢文学Ⅱ b 2 2 　 ○ ○
日本語史Ⅰ　 2 2 　 ○ ○
日本語史Ⅱ　 2 2 　 ○ ○
日本語文法論Ⅰ　 2 2 　 ○ ○
日本語文法論Ⅱ　 2 2 　 ○ ○

Ⓐ以上のうち 16 単位以上選択必修

コ
ー
ス
科
目

日
本
文
学
コ
ー
ス
科
目

古
典
文
学
科
目

上代文学講読Ⅰ 2 1 ○ ○
上代文学講読Ⅱ 2 1 ○ ○
中古文学講読Ⅰ　 2 1 ○ ○
中古文学講読Ⅱ　 2 1 ○ ○
中世文学講読Ⅰ　 2 1 ○ ○
中世文学講読Ⅱ　 2 1 ○ ○
近世文学講読Ⅰ 2 1 ○ ○
近世文学講読Ⅱ 2 1 ○ ○

カリキュラムマップ

到　達　目　標
対 応 す る 卒 業 認
定・学位授与の方
針（学科）の番号

A 日本文学について分析するために必要となる基礎的知識を獲得する。 （4）
B 日本語について分析するために必要となる基礎的知識を獲得する。 （4）
C 自らの考えを分かりやすく表現し、他者に伝える力を身につける。 （5）
D 的確な問いをたてて問題解決を図る能力を培う。 （2）（4）
E さまざまな時代の文章を的確に理解するための基礎的な読解力を養う。 （4）
F 日本語を用いて論理を構成し文章で他者を説得できる能力を身につける。 （5）
G 日本語と日本文学に対する知識を応用し、社会で生かすことのできる力を養う。 （1）（3）
H 情報を的確に取捨選択し、有効に活用する能力を養う。 （6）
I 研究リテラシーを体得し、日本語と日本文学に関する高度な分析能力を身につける。 （5）

J 日本語を通じて社会とのつながりを保持し、地域の連携を深めることのできる能力を身
につける。 （1）（4）

専門教育科目表（日本語日本文学科） 〔2022 年度（令和 4 年度）の入学生に適用〕
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

コ
ー
ス
科
目

日
本
文
学
コ
ー
ス
科
目

古
典
文
学
科
目

上代文学研究 2 3 ○ ○ ○
中古文学研究　 2 3 ○ ○ ○
中世文学研究　 2 3 ○ ○ ○
近世文学研究 2 3 ○ ○

Ⓑ以上のうち 8 単位以上選択必修

近
現
代
文
学
科
目

近代文学講読Ⅰ 2 1 ○ ○
近代文学講読Ⅱ 2 1 ○ ○
近代文学講読Ⅲ 2 2 ○ ○
近代文学講読Ⅳ 2 2 ○ ○
現代文学講読Ⅰ 2 1 ○ ○
現代文学講読Ⅱ 2 1 ○ ○
現代文学講読Ⅲ 2 2 ○ ○
現代文学講読Ⅳ 2 2 ○ ○
近代文学研究 2 3 ○ ○
現代文学研究 2 3 ○ ○

Ⓒ以上のうち 6 単位以上選択必修

文
学
共
通
科
目

古典と現代Ⅰ 2 2 ○ ○
古典と現代Ⅱ 2 2 ○ ○
文学と表現Ⅰ　 2 2 ○ ○
文学と表現Ⅱ　 2 2 ○ ○
文学と風土Ⅰ 2 2 ○ ○
文学と風土Ⅱ　 2 2 ○ ○
日本文学特殊講義Ⅰ　 2 3 ○ ○
日本文学特殊講義Ⅱ　 2 3 ○ ○
比較文学特殊講義　 2 2 ○ ○

Ⓕ日本文学コース選択者は以上より 32 単位以上選択必修

日
本
語
コ
ー
ス
科
目

日
本
語
学
科
目

日本語音声学Ⅰ　 2 2 　 ○ ○
日本語音声学Ⅱ　 2 2 　 ○ ○
日本語語彙論Ⅰ　 2 2 　 ○ ○
日本語語彙論Ⅱ　 2 2 　 ○ ○
社会言語学Ⅰ 2 2 　 ○ ○ ○
社会言語学Ⅱ 2 2 　 ○ ○ ○
現代日本語研究Ⅰ 2 2 　 ○ ○
現代日本語研究Ⅱ 2 2 　 ○ ○
日本語学特殊講義Ⅰ　 2 2 　 ○ ○
日本語学特殊講義Ⅱ　 2 2 　 ○ ○
マスコミ言語研究Ⅰ 2 2 　 ○ ○ ○
マスコミ言語研究Ⅱ 2 2 　 ○ ○ ○
言語学概論Ⅰ 2 1 　 ○ ○
言語学概論Ⅱ 2 1 　 ○ ○
対照言語学Ⅰ　 2 2 　 ○ ○
対照言語学Ⅱ　 2 2 　 ○ ○

Ⓓ以上のうち 8 単位以上選択必修

日
本
語
教
育
科
目

日本語教育概論Ⅰ　 2 1 　 　 ○ ○
日本語教育概論Ⅱ　 2 1 　 　 ○ ○
日本語教育研究Ⅰ　 2 2 　 ○ ○
日本語教育研究Ⅱ　 2 2 　 ○ ○
日本語教授法研究Ⅰ　 2 3 　 ○ ○
日本語教授法研究Ⅱ　 2 3 　 ○ ○
日本語教育特殊講義　 2 3 　 ○ ○
日本事情　 2 3 　 ○ ○
日本語教授法実習Ⅰ 2 3 　 　 ○ ○
日本語教授法実習Ⅱ 2 4 　 　 　 ○ ○

Ⓖ日本語コース選択者は以上より 26 単位以上選択必修
Ⓗ以上のうち 40 単位以上選択必修
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

関
連
科
目

横断演習Ⅰ		  2 1 　 ○ ○ 　 　
横断演習Ⅱ 2 1 　 ○ ○ 　
日本文化の諸相　 2 2 　 ○ ○
日本の芸能　 2 2 　 ○ ○
こどもの文学・文化 2 2 ○ ○
ことばの研究 2 2 　 ○ ○
メディア・リテラシー 2 2 　 ○ ○ ○
日本語表現研究Ⅰ　 2 2 　 ○ ○
日本語表現研究Ⅱ　 2 2 　 ○ ○
国語科教材研究 2 3 　 ○ ○
国語教育研究 2 3 　 ○ ○
関西のことばと文学 2 2 ○ ○ ○
演習Ⅲ a 2 4 　 　 ○ ○ ○ ○
演習Ⅲ b 2 4 ○ ○ ○ ○
書道　 2 2 　 ○ ○ ○
英米文化探訪 I 2 2 ○ ○
英米文化探訪Ⅱ 2 2 ○ ○
英米文化研究 I 2 3 ○ ○
英米文化研究Ⅱ 2 3 ○ ○
民俗学の諸問題 4 2 ○ ○
社会心理学 2 2 ○ ○
社会意識論 2 2 ○ ○
文化人類学 2 2 ○ ○
多文化共生論 2 2 ○ ○
日本文化史 2 2 ○ ○
情報社会論 2 2 ○ ○
コミュニケーション研究 2 3 ○ ○
メディア研究 2 3 ○ ○
現代文化論 2 2 ○ ○
地理学・民俗学資料研究Ⅰ 2 2 ○ ○
地理学・民俗学資料研究Ⅱ 2 2 ○ ○
古文書学Ⅰ 2 3 ○ ○
古文書学Ⅱ 2 3 ○ ○
IT 応用 2 1 ○ ○ ○
地域社会論 2 2 ○ ○
NPO／NGO 論 2 2 ○ ○
メディア文化論 2 2 ○ ○
阪神文化論 2 1 ○ ○

Ⓔ以上のうち 6 単位以上選択必修
卒業必要単位数　102 単位以上
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【卒業必要単位数】

1�.文学部日本語日本文学科の学生は、次に定めるところに従って合計 130 単位以上修得しなければ

ならない。

基礎共通科目または国際言語文化科目 18 単位
外国語科目 8 単位
保健体育科目 2 単位
専門教育科目 102 単位以上
　　　必修科目 30 単位
　　　選択必修科目　　　Ⓐより 16 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ⓑより 8 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ⓒより 6 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ⓓより 8 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ⓔより 6 単位以上
　　　　　　　　　　　　ⒽよりⒷⒸⒹも含めて 40 単位以上
　　　自由選択科目

　合　計 130 単位以上

2�．日本文学コース科目・日本語コース科目の選択必修単位数については、次の①〜③に従うものと

する。

①�古典文学科目 8 単位以上選択必修、近現代文学科目 6 単位以上選択必修、日本語学科目 8 単位

以上選択必修（日本文学コース・日本語コース共通）

②�日本文学コースを選択したものについては、日本文学コース科目 32 単位以上（古典文学科目 8

単位以上、近現代文学科目 6 単位以上を含む。）、日本語学科目 8 単位以上、併せて 40 単位以上

選択必修

③�日本語コースを選択したものについては、日本語コース科目 26 単位以上（日本語学科目 8 単位

以上を含む。）、古典文学科目 8 単位以上選択必修、近現代文学科目 6 単位以上、併せて 40 単位

以上選択必修

3�．次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修

または選択必修のいずれの単位数にも充てることはできない。

①文学部他学科の専門教育科目および共通・関連科目（ただしキャリア科目は 2 単位以内）

②�中級・上級外国語（国際言語文化科目を選択した者が履修するコース中の中級外国語を除く）

については、16 単位以内

③�海外語学講座・留学支援科目（国際言語文化科目を選択した者が履修するコース中の留学支援

科目を除く）については、8 単位以内

④生涯スポーツについては、2 単位以内

⑤�関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目およびキャリア創生共通科目（キャリアデザイ

ン系科目は除く）については、あわせて 16 単位以内
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Ⅰ.日本語日本文学科の特徴

 1．日本語日本文学科について

　日本語日本文学科では、日本語と日本文学について多面的に学ぶことを目標としている。日本語

は、これまで培われてきた日本文化の幹であり、日本文学はその稔りである。日本語と日本文学を

深く学ぶことは、世界の中での日本文化の価値と意義を知ることであり、広い視点から自国の文化

を見直すという作業の第一歩でもある。

　また、実社会に通用する日本語の高度な理解力と表現力を身につけることも、日本語日本文学科

の学修の目標の一つである。

　日本語コースでは、日本語学の基礎を身につけるとともに、日本語の意味や文法、日本語教育の

方法、方言のあり方、日本語の表現技法について研究し、私たちがふだん意識せずに使っている日

本語を新しい視点から見直す。日本文学コースでは、古典から近現代にわたるさまざまな時代や多

様なジャンルの作品や文学的事象を研究し、日本文学を総合的に把握するとともに、イメージの比

較研究など文化領域に開かれた学修も行っている。

　日本語と日本文学を切り離すことができないように、二つのコースは、たがいに密接に関連して

いる。日本語と日本文学のどちらの学修に重点を置くか、卒業研究のテーマを何にするかというこ

とを基本にコースを選択できるように配慮している（「Ⅲ．コース制について」参照）。

　カリキュラム表に見られるとおり、専門領域の充実に努めてきたが、関連する領域の学修もでき

るように学科独自の特色ある科目（「マスコミ言語研究Ⅰ・Ⅱ」など）や、地域に根差した科目（「関

西のことばと文学」）も設けている。また日本語教員養成課程が設けられており、外国人に対する

日本語教育に必要な知識と技法を学ぶことができる。

 2．日本語日本文学科の教育課程

　1 年次では「日本語学概論」「日本文学概論」などの科目で日本語や日本文学についての基礎を

学ぶ。また、少人数の「基礎演習」では、文献の調べ方やレポート作成に関する基礎的な技法を習

得し、表現や理解の能力を鍛える。「基礎演習」は、専門分野に関連しつつ展開されるので、2 年

次からの学修のよい導きとなるだろう。

　2 年次から「演習Ⅰａ、Ⅰｂ」（ゼミ）に所属し、それぞれの指導教員のもとで、専門的な研究

を行う上での基礎を身につけ、実践的な方法を学ぶ。課題を決めて、研究発表に臨み、具体的に研

究の実際にふれることができる。

　3 年次では、引き続き「演習Ⅱａ、Ⅱｂ」（ゼミ）での学修を中心にして、より進んだ専門性を

身につける。卒業研究で取り組むテーマを見つけることも課題の一つである。

　最終学年の 4 年次では卒業研究（卒業論文）を作成し、4 年間の学びの集大成とする。「研究演習」

では、卒業研究作成の基礎となる事項を指導する。

　一貫した少人数の演習によって、研究の基礎から高度な技法にいたるまで、懇切な指導を行って

いることが、日本語日本文学科の特色である。また、演習を中核とした専門領域の学修を通じて、
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実社会に出ても評価される表現と理解の力を鍛えることも日本語日本文学科の特色の一つである。

Ⅱ.科目履修上の諸注意

 1．所属する年次をこえる配当年次の授業科目は履修できない。

 2．中級および上級外国語科目を履修する場合は、外国語科目の項に従うこと。

 3．日本語日本文学科の学生が他学科の 1 年次配当専門教育科目を履修できるのは、2 年次以降とす

る。また、他学科の学生が、日本語日本文学科の 1 年次配当専門教育科目を履修できるのは、同じ

く 2 年次以降とする。ただし、「日本語教育概論Ⅰ・Ⅱ」に限り、他学科 1 年次生の履修を認める。

 4．日本語日本文学科の学生は、4 年次において卒業研究を行い、その成果を卒業論文として学科主

任に提出しなければならない。提出期日は『履修ガイドブック』等を参照すること。

 5．下記の科目については、履修条件に従って履修すること。

授業科目 履　修　条　件

日 本 語 教 授 法 実 習 Ⅰ
日 本 語 教 授 法 実 習 Ⅱ

「日本語文法論Ⅰ」・「日本語文法論Ⅱ」・「日本語教育
概論Ⅰ」・「日本語教育概論Ⅱ」の 8 単位ならびに、「日
本語学概論Ⅰ」・「日本語学概論Ⅱ」もしくは「日本語
教授法研究Ⅰ」・「日本語教授法研究Ⅱ」の 4 単位と併
せて 12 単位を修得していること。

（1）「日本語教授法実習Ⅰ・Ⅱ」クラスについて

　「日本語教授法実習Ⅰ・Ⅱ」は①国内実習、②国外実習のうち、いずれかのクラスを選択して

履修する。②クラスは、後期分の授業を夏季休暇中に海外で集中的に行う。海外での実習に参加

できない者は①クラスを選択すること。なお、各クラスの説明は 4 月の第 1 回目の授業で行う。

（2）国外実習参加者の渡航費、宿泊費は自己負担とする。

Ⅲ.コース制について

　日本語日本文学科では、専門教育科目の履修についてコース制を設けている。　

　1 年次の前期履修登録の際に、日本文学コースか、日本語コースのどちらかを選択する。

　選択したコースについては、2～4 年次の前期履修登録の際に変更することができる。ただし、4 年

次にコース変更を希望する際には、前期履修登録開始までに指導主任に相談すること。



― 79 ―

文
　
学
　
部



― 80 ―

文
　
学
　
部

卒　　　　　　　　　業

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

演習科目 日本語コース科目 日本文学コース科目

対照言語学Ⅱ
対照言語学Ⅰ

マスコミ言語研究Ⅱ
マスコミ言語研究Ⅰ
日本語学特殊講義Ⅱ
日本語学特殊講義Ⅰ
現代日本語研究Ⅱ
現代日本語研究Ⅰ
社会言語学Ⅱ
社会言語学Ⅰ
日本語語彙論Ⅱ
日本語語彙論Ⅰ
日本語音声学Ⅱ
日本語音声学Ⅰ

日本語文法論Ⅱ

日本語文法論Ⅰ

日本語史Ⅱ

日本語史Ⅰ

言語学概論Ⅱ

言語学概論Ⅰ

日本語教育概論Ⅱ

日本語教育概論Ⅰ

研究演習

日本語教授法実習Ⅱ

日本語教授法実習Ⅰ
近世文学研究

中世文学研究

中古文学研究

上代文学研究

現代文学研究

演習Ⅲb

演習Ⅲa

国語科教材研究 国語教育研究

英米文化研究Ⅰ・Ⅱ コミュニケーション研究

メディア研究

日本文化の諸相

こどもの文学・文化

日本語表現研究Ⅰ・Ⅱ

書　道

民俗学の諸問題

社会意識論

多文化共生論

情報社会論

地域社会論

メディア文化論

横断演習Ⅰ・Ⅱ

NPO／ NGO論

ことばの研究

メディア・リテラシー

関西のことばと文学

英米文化探訪Ⅰ・Ⅱ

社会心理学

文化人類学

日本文化史

現代文化論

IT応用 阪神文化論

地理学・民俗学資料研究Ⅰ・Ⅱ

日本の芸能

古文書学Ⅰ・Ⅱ

近代文学研究

日本文学特殊講義Ⅱ

日本文学特殊講義Ⅰ

日本事情

日本語教育特殊講義

日本語教授法研究Ⅱ

日本語教授法研究Ⅰ

演習Ⅱb

演習Ⅱa

比較文学特殊講義 現代文学講読Ⅳ

現代文学講読Ⅲ

近代文学講読Ⅳ

近代文学講読Ⅲ

文学と風土Ⅱ

文学と風土Ⅰ

文学と表現Ⅱ

文学と表現Ⅰ

古典と現代Ⅱ

古典と現代Ⅰ

近世文学講読Ⅱ

現代文学講読Ⅱ

現代文学講読Ⅰ

近代文学講読Ⅱ

近代文学講読Ⅰ

近世文学講読Ⅰ

中世文学講読Ⅱ

中世文学講読Ⅰ

中古文学講読Ⅱ

中古文学講読Ⅰ

上代文学講読Ⅱ

上代文学講読Ⅰ

漢文学Ⅰb 日本文学史Ⅰb

漢文学Ⅰa

日本文学史Ⅱb

日本文学史Ⅰa

日本語表現法Ⅱ

日本文学史Ⅱa

漢文学Ⅱb

漢文学Ⅱa

基礎科目

基礎科目

演習Ⅰb

演習Ⅰa

日本語教育研究Ⅱ

日本語教育研究Ⅰ

卒　業　研　究

基礎 応用 発展

基礎演習Ⅱ

日本語学概論Ⅱ

日本語学概論Ⅰ

日本文学概論Ⅱ

日本文学概論Ⅰ

基礎演習Ⅰ

必修科目

関連科目

日本語表現法Ⅰ

文学部 日本語日本文学科 カリキュラムツリー
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卒　　　　　　　　　業

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

演習科目 日本語コース科目 日本文学コース科目

対照言語学Ⅱ
対照言語学Ⅰ

マスコミ言語研究Ⅱ
マスコミ言語研究Ⅰ
日本語学特殊講義Ⅱ
日本語学特殊講義Ⅰ
現代日本語研究Ⅱ
現代日本語研究Ⅰ
社会言語学Ⅱ
社会言語学Ⅰ
日本語語彙論Ⅱ
日本語語彙論Ⅰ
日本語音声学Ⅱ
日本語音声学Ⅰ

日本語文法論Ⅱ

日本語文法論Ⅰ

日本語史Ⅱ

日本語史Ⅰ

言語学概論Ⅱ

言語学概論Ⅰ

日本語教育概論Ⅱ

日本語教育概論Ⅰ

研究演習

日本語教授法実習Ⅱ

日本語教授法実習Ⅰ
近世文学研究

中世文学研究

中古文学研究

上代文学研究

現代文学研究

演習Ⅲb

演習Ⅲa

国語科教材研究 国語教育研究

英米文化研究Ⅰ・Ⅱ コミュニケーション研究

メディア研究

日本文化の諸相

こどもの文学・文化

日本語表現研究Ⅰ・Ⅱ

書　道

民俗学の諸問題

社会意識論

多文化共生論

情報社会論

地域社会論

メディア文化論

横断演習Ⅰ・Ⅱ

NPO／ NGO論

ことばの研究

メディア・リテラシー

関西のことばと文学

英米文化探訪Ⅰ・Ⅱ

社会心理学

文化人類学

日本文化史

現代文化論

IT応用 阪神文化論

地理学・民俗学資料研究Ⅰ・Ⅱ

日本の芸能

古文書学Ⅰ・Ⅱ

近代文学研究

日本文学特殊講義Ⅱ

日本文学特殊講義Ⅰ

日本事情

日本語教育特殊講義

日本語教授法研究Ⅱ

日本語教授法研究Ⅰ

演習Ⅱb

演習Ⅱa

比較文学特殊講義 現代文学講読Ⅳ

現代文学講読Ⅲ

近代文学講読Ⅳ

近代文学講読Ⅲ

文学と風土Ⅱ

文学と風土Ⅰ

文学と表現Ⅱ

文学と表現Ⅰ

古典と現代Ⅱ

古典と現代Ⅰ

近世文学講読Ⅱ

現代文学講読Ⅱ

現代文学講読Ⅰ

近代文学講読Ⅱ

近代文学講読Ⅰ

近世文学講読Ⅰ

中世文学講読Ⅱ

中世文学講読Ⅰ

中古文学講読Ⅱ

中古文学講読Ⅰ

上代文学講読Ⅱ

上代文学講読Ⅰ

漢文学Ⅰb 日本文学史Ⅰb

漢文学Ⅰa

日本文学史Ⅱb

日本文学史Ⅰa

日本語表現法Ⅱ

日本文学史Ⅱa

漢文学Ⅱb

漢文学Ⅱa

基礎科目

基礎科目

演習Ⅰb

演習Ⅰa

日本語教育研究Ⅱ

日本語教育研究Ⅰ

卒　業　研　究

基礎 応用 発展

基礎演習Ⅱ

日本語学概論Ⅱ

日本語学概論Ⅰ

日本文学概論Ⅱ

日本文学概論Ⅰ

基礎演習Ⅰ

必修科目

関連科目

日本語表現法Ⅰ

〔2022年度（令和4年度）の入学生に適用〕
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英語英米文学科
教育基本方針

　実践的語学教育と並行して英語学及び英米の文化・文学の教育をおこないます。英語圏文化の深い理解に裏打ちされ
た英語運用能力を持つ人材を育成し、グローバル化する社会の要請に応えます。

卒業認定・学位授与の方針

　甲南大学では、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを目的と
しています。英語英米文学科の教育基本方針のもと、卒業必要単位数 130 単位以上（基礎共通科目又は国際言語文化科
目 18 単位　外国語科目 8 単位　保健体育科目 2 単位　専門教育科目 102 単位以上）を修得し、次の能力・資質を身に
つけた学生に学士（文学）の学位を授与します。

（1） �自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観を意識することができ、自らを律し、他者と協
調・協働することができます。

（2） 天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3） �人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し得る基本的な技能及

び自己の健康増進に関する技能を有しています。
（4） 世界に通用する国際教養力を有しています。
（5） 英米文化を語るのに必要な常識と、文学、歴史学、言語学に関する基礎的な専門知識を有しています。
（6） 「ことば」を使って論理的に思考し、他者に伝える力を有しています。
（7） 的確な問いをたてて問題解決を図る意志と能力を有しています。

教育課程編成・実施の方針

　文学部英語英米文学科では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力・資質などを修得させるために、基礎共通科
目、国際言語文化科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、専門教育科目及びその他必要とする科目
を体系的に編成し、講義、演習、実習若しくは実技のいずれか又はこれらを適切に組み合わせた授業を開講します。特
に、文学部及び本学科では、①学生一人ひとりの顔が見える少人数クラス、②基礎・応用・発展の積み上げ方式による
段階的学修、③研究リテラシー、問題解決能力、専門分野の知識の３本柱による系統的学修の考え方で教育課程を編成し、
実施します。また、卒業認定・学位授与の方針と各科目の関係性及び到達目標を示すカリキュラムマップ、カリキュラ
ムの体系性・系統性を示すカリキュラムツリーを提示し、カリキュラムの構造をわかりやすく明示します。
　カリキュラムは、各科目において学生が修得した GPA 及び、到達目標に定める学生の知識・能力の修得状況を集計し、
その集計値を検証することにより見直し・改善を行います。
　教育内容、教育方法、学修成果の評価については以下のように定めます。

１）教育内容
（1） 初年次における基礎演習を必修とし、基礎的な読解力及び表現力を養成します。
（2） �外国語によるコミュニケーション能力や異文化理解について学ぶ科目、心身両面の健康に対する配慮を学ぶ科目、

情報を読み解く力について学ぶ科目を配置します。
（3） �全学共通科目である、建学の理念と専攻分野以外の領域を含む幅広い基礎的な知識を学ぶ基礎共通科目、異文化

理解について学ぶ国際言語文化科目を配置します。
（4） �英米文学・文化及び英語学についての幅広い専門科目群を選択必修とし、文学・歴史学・言語学に関する知識と

理解を涵養します。
（5） 少人数のゼミで質問力や問題解決能力などの社会人基礎力を育成します。
（6） 多様な留学制度を通してグローバルな視点を育成します。
（7） �各自の天賦の特性と専攻分野に関する知識を社会でどのように生かしていくのかを考えるとともに、社会で活用

できる力を身につけるため、キャリア教育並びにキャリア形成支援を１年次から４年次まで継続的に実施します。
（8） �卒業研究（卒業論文）により、（i） 問題を設定する能力、（ii） 資料・調査に基づき中長期プロジェクトを推進する力、

（iii） それらを総合した論考を一定の長さの論文としてまとめ読み手に伝える能力を涵養し、在学中の学びの集大
成とします。

２）教育方法
（1） �１）に掲げた教育内容を身につけるために、講義、演習、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用

により授業を実施します。
（2） �論理的思考力、伝えたい内容を適切に表現し伝達する能力、問題解決力を養成するとともに、他者と協調・協働し、

自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観について学ぶために、学生一人ひとりの顔がわ
かる少人数で学生参加型の実習、演習などを重視したクラス編成を行います。

（3） �授業の実施においては、考える力や洞察力を涵養するために、発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習、
グループ・ディスカッション、ディベートなどを中心としたアクティブ・ラーニングを積極的に活用します。

（4） �成績評価を G P A で表示するとともに、学位プログラムごとの到達目標と各科目の関係を明確にし、知識・能力
の習得状況を学修ポートフォリオを通じて学生にフィードバックします。

３）学修成果の評価
  　学生の学修成果についての評価方法を各科目のシラバスで示し、その方法に従って評価します。
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カリキュラムマップ

到　達　目　標
対 応 す る 卒 業 認
定・学位授与の方
針（学科）の番号

A グローバル社会に対応できる教養・知識・常識を身につける。 （1）（2）
B 将来、社会人として働くことを意識し、キャリア形成の基礎を固める。 （1）（2）
C 論理的な思考を通して、自分の意見を他者に有効に伝える能力を身につける。 （6）（7）
D 課題を見いだし、問題解決を図る意思と能力を身につける。 （6）（7）
E 英語圏文化と日本文化を理解し、比較の視座を養う。 （3）（5）
F 英語の運用能力を身につける。 （4）（6）
G 言語学の基礎的な専門知識を身につけ、ことばを科学的な視点で分析できる。 （3）
H 文化的・歴史的背景をふまえ、英語圏の文学作品を理解する。 （3）
I 英語運用能力の他に、留学の前後に役立つ知識・能力・教養などを身につける。 （4）（7）
J 特定のトピックについてリサーチし、それを論理的に文章化する。 （6）（7）

専門教育科目表（英語英米文学科） 〔2022 年度（令和 4 年度）の入学生に適用〕

授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

必
修

英米文化・文学入門 4 1 ○ ○ ○ ○
英語学入門 4 1 ○ ○ ○ ○
基礎演習Ⅰａ 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
基礎演習Ⅰｂ 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
基礎演習Ⅱａ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
基礎演習Ⅱ b 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Qualifying Test 2 4 ○ ○ ○ ○
セミナーⅠａ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
セミナーⅠｂ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
セミナーⅡａ 2 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
セミナーⅡ b 2 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
卒業研究 8 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 単位必修

英
語
英
米
文
化
・
文
学

A
群
︵
文
化
︶

英米文化探訪Ⅰ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
英米文化探訪Ⅱ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
ブリティッシュ・スタディーズⅠ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ブリティッシュ・スタディーズⅡ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アメリカン・スタディーズⅠ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
アメリカン・スタディーズⅡ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
英米文化研究Ⅰ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英米文化研究Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

B
群
︵
文
学
︶

文学探訪 a 2 1 ○ ○ ○ ○
文学探訪 b 2 1 ○ ○ ○ ○
イギリス文学思潮史Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
イギリス文学思潮史Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
アメリカ文学思潮史Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
アメリカ文学思潮史Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
英米文学研究Ⅰ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英米文学研究Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⒶＡ群、Ｂ群から各 8 単位以上選択必修

英
語
学

英語の文法 2 2 ○ ○ ○ ○
英語の音声 2 2 ○ ○ ○ ○
英語の意味 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語の歴史 2 2 ○ ○ ○ ○
英語のレキシコン 2 2 ○ ○ ○ ○
英語の獲得と理解 2 2 ○ ○ ○ ○
英語学講座Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

英
語
学

英語学講座Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○
英語学講座Ⅲ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語学講座Ⅳ 2 2 ○ ○ ○ ○
英語学研究Ⅰ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語学研究Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ⓑ 12 単位以上選択必修

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

C
群

講読演習Ⅰａ 1 1 ○ ○ ○ ○
講読演習Ⅰｂ 1 1 ○ ○ ○ ○
講読演習Ⅱａ 1 2 ○ ○ ○ ○
講読演習Ⅱ b 1 2 ○ ○ ○ ○
講読演習Ⅲａ 1 3 ○ ○ ○ ○
講読演習Ⅲ b 1 3 ○ ○ ○ ○

D
群

英作文Ⅰａ 1 1 ○
英作文Ⅰｂ 1 1 ○
英作文Ⅱａ 1 2 ○
英作文Ⅱ b 1 2 ○
英作文Ⅲａ 1 3 ○
英作文Ⅲ b 1 3 ○

E
群

イングリッシュ・フォーラムⅠａ 1 1 ○ ○ ○ ○
イングリッシュ・フォーラムⅠｂ 1 1 ○ ○ ○ ○
イングリッシュ・フォーラムⅡａ 1 2 ○ ○ ○ ○
イングリッシュ・フォーラムⅡ b 1 2 ○ ○ ○ ○
イングリッシュ・フォーラムⅢａ 1 3 ○ ○ ○ ○
イングリッシュ・フォーラムⅢ b 1 3 ○ ○ ○ ○

Ⓒ C、D、E 群から各 2 単位以上計 12 単位以上選択必修　

英
語
英
米
文
化
文
学
そ
の
他

F
群
︵
英
語
力
強
化
︶

ボキャブラリー・ビルディングⅠ 2 1 ○
ボキャブラリー・ビルディングⅡ 2 1 ○
ワークショップⅠ a 2 2 ○ ○
ワークショップⅠ b 2 2 ○ ○
ワークショップⅡａ 2 3 ○ ○
ワークショップⅡ b 2 3 ○ ○
ワークショップⅢａ 2 3 ○ ○
ワークショップⅢ b 2 3 ○ ○
時事英語Ⅰ 2 1 ○ ○ ○ ○
時事英語Ⅱ 2 1 ○ ○ ○ ○
ＣＡＬＬⅠ 2 2 ○ ○
ＣＡＬＬⅡ 2 2 ○ ○
ビジネス・イングリッシュⅠ 1 3 ○ ○ ○
ビジネス・イングリッシュⅡ 1 3 ○ ○ ○
翻訳セミナーⅠ 2 3 ○ ○ ○ ○
翻訳セミナーⅡ 2 3 ○ ○ ○ ○

G
群
︵
留
学
関
連
︶

Japan in English Ⅰ 2 1 ○ ○ ○ ○
Japan in English Ⅱ 2 1 ○ ○ ○ ○
留学特別講座Ⅰ 4 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
留学特別講座Ⅱ 4 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
留学特別講座Ⅲ 4 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
English Studies Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
English Studies Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
English Studies Ⅲ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
English Studies Ⅳ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
English Studies Ⅴ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
English Studies Ⅵ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
English Studies Ⅶ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
English Studies Ⅷ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ⓓ 14 単位以上選択必修
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

関
連
科
目 

IT 応用 2 1 ○
日本語教育概論Ⅰ 2 1 ○ ○
日本語教育概論Ⅱ 2 1 ○ ○
日本事情 2 3 ○ ○ ○
比較文化論 2 2 ○ ○ ○ ○
社会人類学 2 2 ○ ○
メディア哲学 2 2 ○ ○
芸術表象論 2 2 ○
融合フォーラム（死生学） 2 1 ○
融合フォーラム（ジェンダー） 2 3・4 ○ ○ ○ ○
関西のことばと文学 2 2 ○
地域社会論 2 2 ○
ＮＰＯ／ＮＧＯ論 2 2 ○ ○
メディア文化論 2 2 ○
阪神文化論 2 1 ○
西洋史研究Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
西洋史研究Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
西洋社会史 2 2 ○ ○
横断演習Ⅰ 2 1 ○ ○ 　
横断演習Ⅱ 2 1 ○ ○ 　

Ⓔ 4 単位以上選択必修
卒業必要単位数　102 単位以上

【卒業必要単位数】

1�.�文学部英語英米文学科の学生は、次に定めるところに従って合計 130 単位以上修得しなければな

らない。

基礎共通科目または国際言語文化科目 18 単位

外国語科目 8 単位

保健体育科目 2 単位

専門教育科目 102 単位以上

　　　必修科目 30 単位

　　　選択必修科目　　　Ⓐより 16 単位以上

　　　　　　　　　　　　Ⓑより 12 単位以上

　　　　　　　　　　　　Ⓒより 12 単位以上

　　　　　　　　　　　　Ⓓより 14 単位以上

　　　　　　　　　　　　Ⓔより 4 単位以上

　　　自由選択科目

　合　計 130 単位以上
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2．�次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修

または選択必修のいずれの単位数にも充てることはできない。

①文学部他学科の専門教育科目および共通・関連科目（ただしキャリア科目は 2 単位以内）

②�中級・上級外国語（国際言語文化科目を選択した者が履修するコース中の中級外国語を除く）

については、16 単位以内

③�海外語学講座・留学支援科目（国際言語文化科目を選択した者が履修するコース中の留学支援

科目を除く）については、8 単位以内

④生涯スポーツについては、2 単位以内

⑤�関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目およびキャリア創生共通科目（キャリアデザイ

ン系科目は除く）については、あわせて 16 単位以内
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Ⅰ.英語英米文学科の特徴

　英語英米文学科では、英語圏の、具体的にはイギリスとアメリカの文化・文学・言語にわたって

多面的に学ぶことを目標としている。英語という外国語の学習を通して文化・文学・言語を学ぶこ

とによって、学識を深め、広い視野をもち、健全な判断力と論理的思考を涵養し、創立者平生釟三

郎の言葉にある「世界に通用する人材」の育成を目指している。この目標を達成するために、英語

英米文学科の専門教育科目に関るカリキュラムは、イギリス文化・文学、アメリカ文化・文学、英

語を言語学的に研究する英語学に分けられている。

　1 年次においては入門科目（英米文化・文学入門、英語学入門）によって、2 年次以降の専門教

育科目の基礎を学ぶ。2 年次においては、それを発展させた科目群ⒶⒷを設置し、イギリス文化・

文学、アメリカ文化・文学、英語学について万遍なく学べるように工夫してある。このような科

目を履修することによって、学生はそれぞれの興味に応じて、3 年次で「セミナー」を選び専門を

決定し、それが 4 年次の「卒業研究」へと連結することになる。そして、3、4 年次の「セミナー」

での研究を通じて「卒業研究」のテーマを設定し、4 年間の集大成として論文形式にまとめること

になる。

　また、英語英米文学科においては英語力養成に特段の力を入れている。上段で述べた英語英米文

学についての研究は、確固たる英語力あるいはコミュニケーション能力に支えられてこその初期の

目標を達成することが可能であることは言うを俟たないからである。この領域の科目群は、リーデ

ィング、ライティング及びスピーキングに関する科目群Ⓒと英語英米文化文学その他の科目群Ⓓで

まとめられている。前者においては読み書き話す技能を向上させ、後者においては「時事英語」「ビ

ジネス・イングリッシュ」「CALL」「翻訳セミナー」等によって多角的な英語力を涵養することを

目指す。英語力養成に関する方向付けは、必修科目「Qualifying Test」によって具現化されている。

同科目は、英語力テスト、アクティブ・ラーニング、TOEIC スコアに基づき、英語英米文学科を

卒業する者としてふさわしい英語力があるかを総合的に判断したうえで、成績評価をする。同科目

合格に向けて「ワークショップ」を設けて支援体制を整えている。

　甲南大学は、国際交流に積極的に取り組んできたことが全国的に高い評価を得ている。国際交流

センターでも多様な制度を設けているが、留学希望者の多くが英語英米文学科の学生であることに

鑑み、学科においても「留学特別講座」、「Japan in English」を設置して留学支援体制を充実させ

ている。更に、留学した学生が履修上有利になるように「English Studies」を初めとして単位換算

の幅を拡大している。

　英語英米文学科においては、英語英米文学に関する専門および英語力養成科目を必修、あるいは

選択必修としながら、一方ではある一定の範囲で自由な履修形態を可能にしている。このカリキュ

ラム構成上の柔軟性は甲南の自由闊達な学風を反映していると言える。
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Ⅱ.科目履修上の諸注意

 1．履修条件について

　下表の科目については、各科目の履修条件に従って履修すること。

授業科目 履　修　条　件
セ ミ ナ ー Ⅰ a

「基礎演習Ⅰ a」および「基礎演習Ⅰ b」の単位を修得
していること。

セ ミ ナ ー Ⅰ b
セ ミ ナ ー Ⅱ a
セ ミ ナ ー Ⅱ b

 2．所属する年次をこえる配当年次の授業科目は履修できない。

 3．卒業研究

　英語英米文学科の 4 年次学生は、「卒業研究」を履修しなければならない。「卒業研究」は原則

として、セミナー担当教員の指導を受けるものとし、卒業研究の成果を提出しなければならない。

卒業研究の提出予定者は、卒業研究のテーマを所定の用紙に記入し、指導主任の確認印を必ず添

付して提出すること。提出期日は、『履修ガイドブック』を確認すること。論文についての試問

を 2 月に行う。

 4．セミナー

（1）�　「セミナーⅠ a、Ⅰ b」は 3 年次、「セミナーⅡ a、Ⅱ b」は 4 年次で履修し、「セミナー

Ⅰ a」、「セミナーⅠ b」、「セミナーⅡ a」、「セミナーⅡ b」の順に履修するものとする。なお、

これらの科目を 2 科目以上同時に履修することはできない。ただし、4 年次生か本学の留学

制度で留学した者で「セミナーⅠ a」または「セミナーⅠ b」が未履修の者は、事情によっ

ては複数の科目を履修できる場合もあるので、履修登録前に必ず学科主任に相談すること。

（2）�　2 年次生は 3 年次に履修する「セミナーⅠ a、Ⅰ b」を 12 月に予備登録を行う。細部につ

いては 10 月の説明会で発表する。

 5．基礎演習Ⅰ・Ⅱ

（1）�　「基礎演習Ⅰ a、Ⅰ b」は 1 年次、「基礎演習Ⅱ a、Ⅱ b」は 2 年次で履修し、「基礎演習

Ⅰ a」、「基礎演習Ⅰ b」、「基礎演習Ⅱ a」、「基礎演習Ⅱ b」の順に履修するものとする。なお、

これらの科目を 2 科目以上同時に履修することはできない。ただし、4 年次生の場合は、事

情によっては複数の科目を同時に履修することができる場合もあるので、複数科目の履修を

希望するものは履修登録前に必ず学科主任に相談すること。

（2）�　「基礎演習Ⅰ a、Ⅰ b」の履修を 2、3、4 年次で希望する場合、また、「基礎演習Ⅱ a、Ⅱ b」

を 3、4 年次で希望する場合は、履修登録前に必ず学科主任の承認を得て指定されたクラスで

履修すること。

（3）�　「基礎演習Ⅰ a、Ⅰ b」を修得していないものは「セミナーⅠ a、Ⅰ b、Ⅱ a、Ⅱ b」を履

修することができないので注意すること。ただし、4 年次生の場合は、学科主任の承認が得

られれば「基礎演習Ⅰ a、Ⅰ b」とセミナー科目を同時に履修することができる場合もあるので、
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同時履修を希望するものは履修登録前に必ず学科主任に相談すること。

 6．クラス指定、または人数制限のある科目

（1）　「ボキャブラリー・ビルディングⅠ、Ⅱ」は、指定されたクラスの履修登録をすること。

（2）�　次の科目の履修登録は、抽選または先着順で行う。抽選の際受付期間は通常の履修登録期

間と異なるので注意すること。なお、各クラスの定員は My KONAN を参照すること。

「時事英語Ⅰ、Ⅱ」「CALL Ⅰ、Ⅱ」「留学特別講座Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」

「イングリッシュ・フォーラムⅠa、Ⅰb、Ⅱa、Ⅱb、Ⅲa、Ⅲb」

「英作文Ⅰa、Ⅰb、Ⅱa、Ⅱb、Ⅲa、Ⅲb」

「講読演習Ⅰa、Ⅰb、Ⅱa、Ⅱb、Ⅲa、Ⅲb」

「ワークショップⅠa、Ⅰb、Ⅱa、Ⅱb、Ⅲa、Ⅲb」

 7．Qualifying Test

　「Qualifying Test」は、授業タスクのポイントと TOEIC スコアを換算したポイントの合計で

単位が認定される。TOEIC で高得点を取る必要があるので、C～F 群の科目に取り組むなかで、

学生生活の早い段階から準備することが望ましい。
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卒　　　　　　　　　業

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

演習科目
英語力向上 専門教育

海外留学・学内留学 英語のスキル 英語学 英米文化 英米文学
関連科目

日本事情

比較文化論

社会人類学

メディア哲学

芸術表象論

関西のことばと文学

地域社会論

NPO／NGO論

メディア文化論

西洋史研究Ⅰ・Ⅱ

西洋社会史

阪神文化論

融合フォーラム（死生学）
日本語教育概論Ⅰ・Ⅱ

横断演習Ⅰ
横断演習Ⅱ

IT応用

セミナーⅡa・Ⅱb

English Studies Ⅰ～Ⅷ ワークショップ　Ⅱa・Ⅱb・Ⅲa・Ⅲb

イングリッシュ・フォーラムⅢa・Ⅲb

ビジネス・イングリッシュⅠ・Ⅱ

翻訳セミナーⅠ・Ⅱ

英作文Ⅲa・Ⅲb

講読演習Ⅲa・Ⅲb

ワークショップⅠa・Ⅰb

イングリッシュ・フォーラムⅡa・Ⅱb

CALLⅠ・Ⅱ

英作文Ⅱa・Ⅱb

講読演習Ⅱa・Ⅱb

英語の文法

英語の音声

英語の意味

英語の歴史

英語のレキシコン

英語の獲得と理解

英語学講座Ⅰ～Ⅳ

英語学入門

英米文化探訪Ⅰ・Ⅱ

英米文化・文学入門

文学探訪a・b

英語学研究Ⅱ

英語学研究Ⅰ

英米文学研究Ⅱ

英米文学研究Ⅰ

英米文化研究Ⅱ

英米文化研究Ⅰ

アメリカン・
スタディーズⅠ・Ⅱ

ブリティッシュ・
スタディーズⅠ・Ⅱ

アメリカ文学思潮史Ⅱ

アメリカ文学思潮史Ⅰ

イギリス文学思潮史Ⅱ

イギリス文学思潮史Ⅰ留学特別講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

（留学のための英語集中コース）
中級英語： Speaking, TOEFL, 

Global Topics I・Ⅱ

Japan in EnglishⅠ･Ⅱ

（留学のための英語集中コース）
College English: Reading and
Writing, Listening, Speaking

中級英語: Presentation, Writing  

ボキャブラリー・ビルディングⅠ・Ⅱ
イングリッシュ・フォーラムⅠa・Ⅰb

時事英語Ⅰ･Ⅱ
英作文Ⅰa・Ⅰb

講読演習Ⅰa・Ⅰb

Qualifying Test

セミナーⅠa・Ⅰb

基礎演習Ⅱa・Ⅱb

基礎演習Ⅰa・Ⅰb

卒業研究

卒論提出全員TOEIC600点以上のレベル

基礎 応用 発展

融合フォーラム
（ジェンダー）

太字：必修科目

留　学

文学部 英語英米文学科 カリキュラムツリー
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卒　　　　　　　　　業

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

演習科目
英語力向上 専門教育

海外留学・学内留学 英語のスキル 英語学 英米文化 英米文学
関連科目

日本事情

比較文化論

社会人類学

メディア哲学

芸術表象論

関西のことばと文学

地域社会論

NPO／NGO論

メディア文化論

西洋史研究Ⅰ・Ⅱ

西洋社会史

阪神文化論

融合フォーラム（死生学）
日本語教育概論Ⅰ・Ⅱ

横断演習Ⅰ
横断演習Ⅱ

IT応用

セミナーⅡa・Ⅱb

English Studies Ⅰ～Ⅷ ワークショップ　Ⅱa・Ⅱb・Ⅲa・Ⅲb

イングリッシュ・フォーラムⅢa・Ⅲb

ビジネス・イングリッシュⅠ・Ⅱ

翻訳セミナーⅠ・Ⅱ

英作文Ⅲa・Ⅲb

講読演習Ⅲa・Ⅲb

ワークショップⅠa・Ⅰb

イングリッシュ・フォーラムⅡa・Ⅱb

CALLⅠ・Ⅱ

英作文Ⅱa・Ⅱb

講読演習Ⅱa・Ⅱb

英語の文法

英語の音声

英語の意味

英語の歴史

英語のレキシコン

英語の獲得と理解

英語学講座Ⅰ～Ⅳ

英語学入門

英米文化探訪Ⅰ・Ⅱ

英米文化・文学入門

文学探訪a・b

英語学研究Ⅱ

英語学研究Ⅰ

英米文学研究Ⅱ

英米文学研究Ⅰ

英米文化研究Ⅱ

英米文化研究Ⅰ

アメリカン・
スタディーズⅠ・Ⅱ

ブリティッシュ・
スタディーズⅠ・Ⅱ

アメリカ文学思潮史Ⅱ

アメリカ文学思潮史Ⅰ

イギリス文学思潮史Ⅱ

イギリス文学思潮史Ⅰ留学特別講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

（留学のための英語集中コース）
中級英語： Speaking, TOEFL, 

Global Topics I・Ⅱ

Japan in EnglishⅠ･Ⅱ

（留学のための英語集中コース）
College English: Reading and
Writing, Listening, Speaking

中級英語: Presentation, Writing  

ボキャブラリー・ビルディングⅠ・Ⅱ
イングリッシュ・フォーラムⅠa・Ⅰb

時事英語Ⅰ･Ⅱ
英作文Ⅰa・Ⅰb

講読演習Ⅰa・Ⅰb

Qualifying Test

セミナーⅠa・Ⅰb

基礎演習Ⅱa・Ⅱb

基礎演習Ⅰa・Ⅰb

卒業研究

卒論提出全員TOEIC600点以上のレベル

基礎 応用 発展

融合フォーラム
（ジェンダー）

太字：必修科目

留　学

〔2022年度（令和4年度）の入学生に適用〕



― 92 ―

文
　
学
　
部

社 会 学 科
教育基本方針

　情報化、国際化の急速な進展によって、未来に対する予測がますます困難になってきた社会環境の中で、自ら世界と
人の動きをよく見聞きし、考え、新たな未来を切り開いていく行動力を持った人物を育むことを目標とします。

卒業認定・学位授与の方針

　甲南大学では、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを目的と
しています。社会学科の教育基本方針のもと、卒業必要単位数 130 単位以上（基礎共通科目又は国際言語文化科目 18
単位　外国語科目 8 単位　保健体育科目 2 単位　専門教育科目 102 単位以上）を修得し、次の能力・資質を身につけた
学生に学士（社会学）の学位を授与します。

（1） �自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観を意識することができ、自らを律し、他者と協
調・協働することができます。

（2） 天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3） �人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し得る基本的な技能及

び自己の健康増進に関する技能を有しています。
（4） 国際的教養に裏付けられた世界に通用する行動力を有しています。
（5） 社会学・人類学の諸分野に関する知識と常識を有しています。
（6） �多様な社会文化現象を読み解き、自らの考えを適切な手段によって表現し、他者に伝える力を有しています。
（7） 的確な問いをたてて問題解決を図る意志と能力を有しています。

教育課程編成・実施の方針

　文学部社会学科では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力・資質などを修得させるために、基礎共通科目、国際
言語文化科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、専門教育科目及びその他必要とする科目を体系的
に編成し、講義、演習、実習若しくは実技のいずれか又はこれらを適切に組み合わせた授業を開講します。特に、文学
部及び本学科では、①学生一人ひとりの顔が見える少人数クラス、②基礎・応用・発展の積み上げ方式による段階的学修、
③研究リテラシー、問題解決能力、専門分野の知識の３本柱による系統的学修の考え方で教育課程を編成し、実施します。
　また、卒業認定・学位授与の方針と各科目の関係性及び到達目標を示すカリキュラムマップ、カリキュラムの体系性・
系統性を示すカリキュラムツリーを提示し、カリキュラムの構造をわかりやすく明示します。
　カリキュラムは、各科目において学生が修得した GPA 及び、到達目標に定める学生の知識・能力の修得状況を集計し、
その集計値を検証することにより見直し・改善を行います。
　教育内容、教育方法、学修成果の評価については以下のように定めます。

１）教育内容
（1）初年次における基礎演習を必修とし、基礎的な読解力および表現力を育成します。
（2）�外国語によるコミュニケーション能力や異文化理解について学ぶ科目、心身両面の健康に対する配慮を学ぶ科目、

情報を読み解く力について学ぶ科目を配置します。
（3）�全学共通科目である、建学の理念と専攻分野以外の領域を含む幅広い基礎的な知識を学ぶ基礎共通科目、異文化

理解について学ぶ国際言語文化科目を配置します。
（4）少人数のゼミで質問力や問題解決能力などの社会人基礎力を育成します。
（5）�専攻分野に関する知識及び論理的思考力を習得するため、初年次段階から年次進行に合わせて段階的に高度化す

る専門科目を体系的に配置します。
（6）�各自の天賦の特性と専攻分野に関する知識を社会でどのように生かしていくのかを考えるとともに、社会で活用

できる力を身につけるため、キャリア教育並びにキャリア形成支援を１年次から４年次まで継続的に実施します。
（7）地域連携講座科目を通じて、地域の中で自己と他者を総合的に捉える力を養います。
（8）卒業研究により、在学中に学んだことを集大成します。

２）教育方法
（1）講義、演習、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により授業を実施します。
（2）�論理的思考力、伝えたい内容を適切に表現し伝達する能力、問題解決力を養成するとともに、他者と協調・協働

し、自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観について学ぶために、学生一人ひとりの顔
がわかる少人数で学生参加型の実習・演習などを重視したクラス編成を行います。 

（3）�授業の実施においては、考える力や洞察力を涵養するために、発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習、
グループ・ディスカッション、ディベートなどを中心としたアクティブ・ラーニングを積極的に活用します。 

（4）�成績評価を G P A で表示するとともに、学位プログラムごとの到達目標と各科目の関係を明確にし、知識・能力
の習得状況を学修ポートフォリオを通じて学生にフィードバックします。

３）学修成果の評価
 　学生の学修成果についての評価方法を各科目のシラバスで示し、その方法に従って評価します。 
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J K L

必
修
科
目

研究法入門演習 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
社会調査基礎演習 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
共通演習 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
ゼミナール１ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
ゼミナール２ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○
ゼミナール３ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○
ゼミナール４ 2 4 ○ ○ ○ ○ ○
卒業研究 8 4 ○ ○ ○ ○ ○

以上 22 単位必修

基
本
科
目

社会人間学 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
社会学概論 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
文化人類学 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
多文化共生論 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会心理学 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
社会意識論 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会調査法 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
家族社会学 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会人口論 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
文化社会学 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
コミュニケーション研究 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
メディア研究 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
ＮＰＯ／ＮＧＯ論 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
都市空間論 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
阪神文化論 2 1 ○ ○ ○ ○ ○

Ⓐ以上のうち 18 単位以上選択必修
応
用
領
域

計量社会学 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
社会統計学 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
フィールドワーク研究 2 2 ○ ○ ○ ○ ○

カリキュラムマップ

到　達　目　標
対 応 す る 卒 業 認
定・学位授与の方
針（学科）の番号

A 的確かつ有益な問いを立て、その解決を図る意思と発想をはぐくむ。 （7）
B 既成の情報や旧来の常識を批判し、新しい視点や考え方を打ち出す姿勢をはぐくむ。 （3）（5）（6）
C 多様な価値と文化を理解・共感し、他者に関わる感性と協働する姿勢をはぐくむ。 （4）（5）（6）
D 少人数での対話型教育に基づき、綜合的（ジェネリックな）思考力を培う。 （1）（3）（5）（6）

E 野外調査、メディア制作、具体的な課題解決など（アクティブ・ラーニング）を介して、
実践的行動力を培う。 （6）（7）

F 論文執筆や研究制作により、学びの成果を集大成する。 （5）（6）（7）
G 専門諸分野における理論を学び、頑健に思索する力を身につける。 （5）（6）
H 専門諸分野における方法を学び、明晰に分析する力を身につける。 （5）（6）

I 現代社会が抱える諸問題を理解し、普遍かつ不偏に行動する力を身につける。 （1）（2）（5）（6）
（7）

J 関連領域の学問を修め、幅広い教養を培う。 （3）（5）
K メディアリテラシーや外国語運用能力を高め、グローバルなコミュニケーション能力を培う。（4）（6）

L 個人と学問と社会の結びつきを理解し、社会人・職業人・生活人としての倫理ならびに
行動力を培う。

（1）（2）（3）（5）
（6）（7）

専門教育科目表（社会学科）　 〔2022 年度（令和 4 年度）の入学生に適用〕
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J K L

応
用
領
域

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

政
策

現代家族論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ライフコース論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
生活福祉論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
福祉事業論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
社会・集団・家族心理学 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
教育・学校心理学 2 2 ○ ○ ○ ○ ○

文
化
と
共
生

比較文化論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
社会運動論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
市民社会論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
社会人類学 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
融合フォーラム（ジェンダー） 2 3・4 ○ ○ ○ ○ ○
現代思想 2 3 ○ ○ ○ ○ ○

く
ら
し
と
地
域

考現学研究 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
現代文化論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
環境文化論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
地域社会論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
観光文明学Ⅰ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○
観光文明学Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○

組
織
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ソーシャル・キャピタル論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
社会ネットワーク論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
集団組織論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
社会階層論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
労働経済Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
労働経済Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

と
表
現

メディア文化論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
映像文化論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
創作過程論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報社会論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
芸術社会史 2 3 ○ ○ ○ ○ ○
サウンドスケープ研究 2 2 ○ ○ ○ ○ ○

Ⓑ以上のうち 34 単位以上選択必修

発
展
研
究

社会調査実践研究 4 3 ○ ○ ○ ○ ○
量的データ解析 2 3 ○ ○ ○ ○ ○
発展研究Ａ（社会理論の可能性） 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
発展研究Ｂ（ライフスタイルと政策Ⅰ） 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
発展研究Ｂ（ライフスタイルと政策Ⅱ） 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
発展研究Ｃ（文化と共生Ⅰ） 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
発展研究Ｃ（文化と共生Ⅱ） 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
発展研究Ｄ（くらしと地域Ⅰ） 2 3 ○ ○ ○ ○ ○
発展研究Ｄ（くらしと地域Ⅱ） 2 3 ○ ○ ○ ○ ○
発展研究Ｅ（組織とネットワークⅠ） 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
発展研究Ｅ（組織とネットワークⅡ） 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
発展研究Ｆ（メディアコミュニケーションと表現Ⅰ） 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
発展研究Ｆ（メディアコミュニケーションと表現Ⅱ） 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ⓒ以上のうち 6 単位以上選択必修

関
連
科
目

横断演習Ⅰ 2 1 ○ ○ ○ ○ 　 　 　
横断演習Ⅱ 2 1 ○ ○ ○ ○ 　 　 　
日本史概説Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本史概説Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
アジア史概説Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
アジア史概説Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
西洋史概説Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
西洋史概説Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本史研究Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
日本史研究Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J K L

関
連
科
目

アジア史研究Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
アジア史研究Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
西洋史研究Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
西洋史研究Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
人文地理Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
人文地理Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
法律学概論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
政治学入門 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
政治学原論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
地誌Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
地誌Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
民俗学の諸問題 4 2 ○ ○ ○ ○ ○
自然地理学 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
関西のことばと文学 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
IT 応用 2 1 ○ ○ ○ ○ ○

卒業必要単位数　102 単位以上

【卒業必要単位数】

1�.�文学部社会学科の学生は、次に定めるところに従って合計 130 単位以上修得しなければならない。

基礎共通科目または国際言語文化科目 18 単位
外国語科目 8 単位
保健体育科目 2 単位
専門教育科目 102 単位以上
　　　必修科目 22 単位
　　　選択必修科目　　　Ⓐより 18 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ⓑより 34 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ⓒより 6 単位以上
　　　自由選択科目

　合　計 130 単位以上

2．�次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修

または選択必修のいずれの単位数にも充てることはできない。

①文学部他学科の専門教育科目および共通・関連科目（ただしキャリア科目は 2 単位以内）

②�中級・上級外国語（国際言語文化科目を選択した者が履修するコース中の中級外国語を除く）

については、16 単位以内

③��海外語学講座・留学支援科目（国際言語文化科目を選択した者が履修するコース中の留学支

援科目を除く）については、8 単位以内

④生涯スポーツについては、2 単位以内

⑤�関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目およびキャリア創生共通科目（キャリアデザ

イン系科目は除く）については、あわせて 10 単位以内
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Ⅰ.社会学科のカリキュラムの特徴

 １．社会学科の教育目標

　情報化や国際化の進展により、社会は急速に変化し、多様性・不確実性が高まっている。こう

した時代において必要とされる、みずからの手で調べ、分析し、表現・発信するという実証的・

実践的な調査マインドを涵養し、同時に、さまざまな文化の場所を語るためのボキャブラリーを

涵養しながら、「社会を読み解く力」を身につける、それが甲南大学文学部社会学科の教育目標

である。

 2．社会学科が育てたい人物像

　社会学科では、

（1�）複雑な社会の中で、みずから調べ、問題を発見し、成果を表現・発信できる「調査リテラシ

ー」と「メディアリテラシー」を有する人

（2�）既成の情報やこれまでの常識にとらわれず、それらを批判的に検討し、また多様な価値観を

理解することで、新しい視点や考え方を打ち出していく姿勢を有する人

（3�）上記のリテラシーや姿勢を備え、社会と関わりコミュニケーションをはかる感性と力を有す

る人を育成すべく、以下のようにカリキュラムを編成している。

 3．社会学科カリキュラムの基本ポイント

（1）応用領域における 5 つの科目群

　応用領域を、

　➢　「ライフスタイルと政策」

　➢　「文化と共生」

　➢　「くらしと地域」

　➢　「組織とネットワーク」

　➢　「メディアコミュニケーションと表現」

という 5 つの科目群に分け、学べる内容をイメージしやすく編成している。ここには社会学科

専門科目だけではなく、他学部・他学科の科目も積極的に取り入れている。

（2）社会調査関連科目／社会調査工房プロジェクト

　調査教育の積み重ねを経た集大成として、3 年次に「社会調査実践研究」を設定している。また、

「社会調査基礎演習」を皮切りに、「社会調査実践研究」を経て社会調査士資格を取得するため、

「社会調査法」「計量社会学」「社会統計学」「フィールドワーク研究」「量的データ解析」とい

った社会調査関連科目を段階的に配置した。

　また社会学科には、「社会調査工房」というものがあり、社会調査教育の自学自習用として「社

会調査工房オンライン」という e-learning コンテンツが用意されている。これは授業外学習を

支援するためのものである。課題の作成、ゼミナールでの発表や卒業研究に積極的に利用する

ことをすすめる。
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　ちなみに、実証的・実践的な調査マインドというものは何も文字や数値だけで構成されるも

のではない。社会調査工房では、マルチメディア室を中心に、映像・画像編集などのメディア・

コミュニケーション系実習・講義を支援するための設備や機器が配置され、調査記録の編集な

どのフィールド調査教育の支援を行っている。

（3）顔の見える教育－ゼミナール

　社会学科では、先駆的に 20 年以上前からゼミナールを 2 年次より設けている。これは単な

る少人数クラスの授業ではなく、個々人の関心・志向、創意・工夫にもとづく自由研究の場で

あり、学生相互の、教員－学生間の対話の場である。学んできたことを積極的に語ってほしい。

　１年次は、１人でも多くの先生の授業に参加し、多様な考えに触れてみて、次年度のゼミナ

ールの選択に臨んでほしい。

（4）ゆるやかな段階的・構造的な科目構成

　1 年次配当科目 を「基本科目群」とし、導入・基礎科目として位置づけた上で、2 年次以降

を個別分野の知識とスキルを深める「応用領域科目群」、3 年次以降をそれまでの知識とスキ

ルをもとに様々な特定テーマを少人数クラスで考える「発展研究科目群」とし、5 領域を立体

的に配置している。すなわち、履修レベルを明確にし、履修学年に偏りが出ないような構成に

向け、専門科目を編成している。下図を参照に、漫然と履修登録をせず、計画的に履修をし、「社

会を読み解く力」「文化を語る力」を身につけてほしい。

「社会調査法」
「計量社会学」
「社会統計学」

「フィールドワーク研究」
「社会調査実践研究」

「ゼミナール 1
「共通演習」

」
「ゼミナール 2」
「ゼミナール 3」
「ゼミナール 4」

組
織
と
ネ
ト
ワ

ク

社
会
調
査
工
房
／
社
会
調
査
工
房
オ
ン
ラ
イ
ン

く
ら
し
と
地
域

文
化
と
共
生

「研究法入門演習」
「社会調査基礎演習」

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
表
現

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
政
策
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Ⅱ.科目履修上の諸注意

1.下表の科目については、履修条件に従って履修すること。

授業科目 履　修　条　件

量 的 デ ー タ 解 析 「社会統計学」の単位を修得していること。

2.所属する年次をこえる配当年次の授業科目は履修できない。

3.�科目によっては通常の履修登録とは異なり、抽選によって履修登録を行うもの、特別な手続き

が必要なものがあるので、My KONAN を参照すること。

4.�社会学科 4 年次の学生は、「卒業研究」を履修した上で、その研究成果を提出し、審査を受け

なければならない。提出期日等は、『履修ガイドブック』を参照すること。

「社会調査士資格制度」について

制度の目的と沿革

　21 世紀に入り、各地域における社会と文化は様々な局面で大きくそして速く変化しつつある。また、

今までに経験したことのない複雑な問題も多く発生している。本学の社会学科での教育は、こうした

現代の社会と文化を独自の視点から分析し、さらに問題の解決について考える力を養うことを目的と

している。

　そのような分析力と問題解決力を向上させるためには、社会や文化に関する理論および先行研究に

ついて学ぶだけでなく、実際に自分が社会や文化の「現場」に足をはこびあるいは身をおいてみて、

見たり聞いたり感じること、そして、その体験を表現したり科学的に分析する「社会調査」の学習と

実践の場が必要である。

　また、社会調査に関する知識と技法は、世論調査をおこなうマスコミ、各種の実態調査をおこなう

研究機関やシンクタンク、住民を対象に多くの調査を実施する国や地方自治体等の行政関係機関だけ

でなく、商品やサービスの市場動向をより細かく的確に分析・企画し、営業方針を決定・提案する力

がますます求められている一般企業で将来働く人にとっても今や必須のものである。

　本学の社会学科では、以上の観点から、社会学・人類学の実習を重視し、社会調査の理論と技法の

修得をカリキュラムの軸にすえることを伝統としてきた。また、社会的にも社会調査の重要性が再認

識されるのを受けて、2002 年度からは本学科独自に「社会調査士養成課程」を開設した。

　そして、全国の大学の関連学部学科でも、本学科と同じような社会調査士資格の制度創設の気運が

高まる中で、2003 年 11 月には日本社会学会を中心に関連学会が参加する「一般社団法人　社会調査

協会」（2008 年 12 月、社会調査士資格認定機構より改組）が設立され、社会調査士は全国資格となった。

これにともない、本学独自の社会調査士養成課程は終了し、全国資格のためのカリキュラムとして生

まれかわった。また、社会調査士資格を取得した上で、大学院修士課程を修了した人は「専門社会調

査士」資格をさらに取得することもできる。
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　なお、甲南大学からの社会調査士の輩出数は、 全国的にもトップレベルの実績であり、本学科の特

徴のひとつにもなっている。

　 ｢社会調査士資格｣「専門社会調査士」についての詳細は、社会調査協会のホームページ（http://

jasr.or.jp/）も参照すること。

社会調査士資格を取得するために

　社会調査士資格は、学部卒業を要件とし、社会調査に関する基礎的な知識・技能、相応の応用力と

倫理観を身につけていることを認定するものである。この資格を取得するために、本学科で取得が求

められている科目群は次のとおり。

《2018 年度以降の入学生》

社会調査士（キャンディデイト）資格について

　社会調査士（キャンディデイト）とは、社会調査協会が「大学卒業時に社会調査士資格を取得する

見込みである」ことを証明するもので、在学中の就職や進学にむけた活動にも社会調査士の資格が役

立つように設けているものである。

　ただし、このキャンディデイト資格を正式の資格に変更するためには、卒業時に再度申請する必要

があり、またキャンディデイト資格を取得しなくても卒業時に正式の資格を取得できるので、キャン

ディデイト資格が必要か考えた上で申請すること。

　申請手続きについては、『履修ガイドブック』を参照すること。

社会調査士（キャンディデイト）資格を取得するために必要な条件
以下の条件をすべて満たす必要がある。

（1）申請時に、3 年次以上であること
（2）申請時までに、必要科目（上に記載の表参照）を 3 科目以上単位取得していること
（3）（2）の単位取得済み科目と申請時に履修中の必要科目の合計が、5 科目以上であること
※（2）（3）についての科目の数え方
・�「フィールドワーク研究」と「量的データ解析」は選択制のため両方取得（あるいは履修中）

の場合でも 1 科目と数える。

調査士科目区分 科　目　名 配当年次 単位数 履修要件
A 社会調査法 1 2 必修
B 社会調査基礎演習 1 2 必修
C 計量社会学 2 2 必修
D 社会統計学 2 2 必修
F フィールドワーク研究 2 2 選択必修
E 量的データ解析 3 2 選択必修
G 社会調査実践研究 3 4 必修

	 必修科目	 5 科目	 12 単位
	 選択必修科目	 1 科目	  2 単位 
	 　　 計	 6 科目	 14 単位　以上



― 100 ―

文
　
学
　
部

文学部 社会学科 カリキュラムツリー
卒　　　　　　　　　業

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

社会調査士関連科目 実習・演習科目 関連科目基本科目・応用領域・発展研究

日本史概説Ⅰ・Ⅱ

アジア史概説Ⅰ・Ⅱ

西洋史概説Ⅰ・Ⅱ

日本史研究Ⅰ・Ⅱ

アジア史研究Ⅰ・Ⅱ

西洋史研究Ⅰ・Ⅱ

人文地理Ⅰ・Ⅱ

法律学概論

政治学原論

地誌Ⅰ・Ⅱ

民俗学の諸問題

自然地理学

関西のことばと文学

IT応用

横断演習Ⅰ

横断演習Ⅱ

政治学入門

社会調査実践研究

フィールドワーク研究

計量社会学

共通演習

ゼミナール３

ゼミナール２

ゼミナール４

発展研究B
（ライフスタイルと政策Ⅰ）

発展研究C
（文化と共生Ⅰ）

発展研究A
（社会理論の可能性）

発展研究D
（くらしと地域Ⅰ）

発展研究D
（くらしと地域Ⅱ）

発展研究E
（組織とネットワークⅠ）

発展研究E
（組織とネットワークⅡ）

発展研究F
（メディアコミュニケーションと表現Ⅰ）

発展研究F
（メディアコミュニケーションと表現Ⅱ）

発展研究B
（ライフスタイルと政策Ⅱ）

現代家族論

ライフコース論

生活福祉論

福祉事業論

家族社会学
文化社会学 都市空間論 ＮＰＯ/ＮＧＯ論

文化人類学 社会心理学

多文化共生論 社会意識論

メディア研究

コミュニケーション研究

社会人間学

社会学概論

阪神文化論

社会人口論

社会・集団・家族心理学

教育・学校心理学

比較文化論

社会運動論

現代思想

考現学研究

現代文化論

環境文化論

観光文明学Ⅱ

ソーシャル・キャピタル論

社会ネットワーク論

集団組織論

労働経済Ⅱ

メディア文化論

映像文化論

創作過程論

観光文明学Ⅰ 労働経済Ⅰ

サウンドスケープ研究

発展研究C
（文化と共生Ⅱ）

卒業研究

ゼミナール１

研究法入門演習

社会調査基礎演習

社会統計学

社会調査法

量的データ解析

社会学科専門教育科目

必修科目 基本科目 応用領域 発展研究

他学科・他学部開講科目（応用領域の他学科・他学部開講科目のうち
「社会・集団・家族心理学」「教育・学校心理学」「サウンドスケープ研究」「労働経済Ⅰ」以外は3年次配当科目）

ライフスタイル
と政策

くらし
と地域

組織と
ネットワーク

発
展
研
究

応
用
領
域

基
本
科
目

メディアコミュニケーション
と表現

文化と共生

地域社会論 社会階層論 情報社会論

芸術社会史

市民社会論

社会人類学

融合フォーラム
（ジェンダー）
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卒　　　　　　　　　業

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

社会調査士関連科目 実習・演習科目 関連科目基本科目・応用領域・発展研究

日本史概説Ⅰ・Ⅱ

アジア史概説Ⅰ・Ⅱ

西洋史概説Ⅰ・Ⅱ

日本史研究Ⅰ・Ⅱ

アジア史研究Ⅰ・Ⅱ

西洋史研究Ⅰ・Ⅱ

人文地理Ⅰ・Ⅱ

法律学概論

政治学原論

地誌Ⅰ・Ⅱ

民俗学の諸問題

自然地理学

関西のことばと文学

IT応用

横断演習Ⅰ

横断演習Ⅱ

政治学入門

社会調査実践研究

フィールドワーク研究

計量社会学

共通演習

ゼミナール３

ゼミナール２

ゼミナール４

発展研究B
（ライフスタイルと政策Ⅰ）

発展研究C
（文化と共生Ⅰ）

発展研究A
（社会理論の可能性）

発展研究D
（くらしと地域Ⅰ）

発展研究D
（くらしと地域Ⅱ）

発展研究E
（組織とネットワークⅠ）

発展研究E
（組織とネットワークⅡ）

発展研究F
（メディアコミュニケーションと表現Ⅰ）

発展研究F
（メディアコミュニケーションと表現Ⅱ）

発展研究B
（ライフスタイルと政策Ⅱ）

現代家族論

ライフコース論

生活福祉論

福祉事業論

家族社会学
文化社会学 都市空間論 ＮＰＯ/ＮＧＯ論

文化人類学 社会心理学

多文化共生論 社会意識論

メディア研究

コミュニケーション研究

社会人間学

社会学概論

阪神文化論

社会人口論

社会・集団・家族心理学

教育・学校心理学

比較文化論

社会運動論

現代思想

考現学研究

現代文化論

環境文化論

観光文明学Ⅱ

ソーシャル・キャピタル論

社会ネットワーク論

集団組織論

労働経済Ⅱ

メディア文化論

映像文化論

創作過程論

観光文明学Ⅰ 労働経済Ⅰ

サウンドスケープ研究

発展研究C
（文化と共生Ⅱ）

卒業研究

ゼミナール１

研究法入門演習

社会調査基礎演習

社会統計学

社会調査法

量的データ解析

社会学科専門教育科目

必修科目 基本科目 応用領域 発展研究

他学科・他学部開講科目（応用領域の他学科・他学部開講科目のうち
「社会・集団・家族心理学」「教育・学校心理学」「サウンドスケープ研究」「労働経済Ⅰ」以外は3年次配当科目）

ライフスタイル
と政策

くらし
と地域

組織と
ネットワーク

発
展
研
究

応
用
領
域

基
本
科
目

メディアコミュニケーション
と表現

文化と共生

地域社会論 社会階層論 情報社会論

芸術社会史

市民社会論

社会人類学

融合フォーラム
（ジェンダー）

〔2022年度（令和4年度）の入学生に適用〕
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人 間 科 学 科
教育基本方針

　心理学・哲学・芸術学の知を関連づけながら「人間とは何か」を探求することにより、社会の問題を多角的に捉え、
柔軟に解決することのできる人物の育成をめざします。

卒業認定・学位授与の方針

　甲南大学では、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを目的と
しています。人間科学科の教育基本方針のもと、卒業必要単位数 130 単位以上（基礎共通科目又は国際言語文化科目 18
単位　外国語科目 8 単位　保健体育科目 2 単位　専門教育科目 102 単位以上）を修得し、次の能力・資質を身につけた
学生に、学士（文学）の学位を授与します。

（1） �自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観を意識することができ、自らを律し、他者と協
調・協働することができます。

（2） 天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3） �人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し得る基本的な技能及

び自己の健康増進に関する技能を有しています。
（4） 世界に通用する国際教養力を有しています。
（5） 各専門分野（心理学分野、哲学・芸術学分野）において研究、実践、表現等を行う能力を有しています。
（6） 自らの考えを適切な手段によって表現し、他者に伝える力を有しています。
（7） 的確な問いをたてて、時代性・地域性をふまえて問題解決を図る意志と能力を有しています。

教育課程編成・実施の方針

　文学部人間科学科では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力・資質などを修得させるために、基礎共通科目、国
際言語文化科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、専門教育科目及びその他必要とする科目を体系
的に編成し、講義、演習、実習若しくは実技のいずれか又はこれらを適切に組み合わせた授業を開講します。特に、文
学部及び本学科では、①学生一人ひとりの顔が見える少人数クラス、②基礎・応用・発展の積み上げ方式による段階的
学修、③研究リテラシー、問題解決能力、専門分野の知識の３本柱による系統的学修の考え方で教育課程を編成し、実
施します。
　また、卒業認定・学位授与の方針と各科目の関係性及び到達目標を示すカリキュラムマップ、カリキュラムの体系性・
系統性を示すカリキュラムツリーを提示し、カリキュラムの構造をわかりやすく明示します。
　カリキュラムは、各科目において学生が修得した GPA 及び、到達目標に定める学生の知識・能力の修得状況を集計し、
その集計値を検証することにより見直し・改善を行います。
　教育内容、教育方法、学修成果の評価については以下のように定めます。

１）教育内容
（1）�初年次から２年次にかけての基礎演習を必修とし、基礎的な読解力及び表現力を向上させるとともに、専門分野

への導入を行います。
（2）�外国語によるコミュニケーション能力や異文化理解について学ぶ科目、心身両面の健康に対する配慮を学ぶ科目、

情報リテラシーを学ぶ科目を配置します。
（3）�専攻分野以外の領域と建学の理念を含む幅広い基礎的な知識を学ぶ基礎共通科目、異文化理解について学ぶ国際

言語文化科目を配置します。
（4）�少人数のゼミで質問力や問題解決能力などの社会人基礎力を育成しながら、専門分野の研究、実践、表現等の能

力を鍛えます。
（5）�専攻分野に関する知識及び論理的思考力を習得するため、初年次段階から年次進行に合わせて段階的に高度化す

る専門科目を体系的に配置します。
（6）�各自の天賦の特性と専攻分野に関する知識を社会でどのように生かしていくのかを考えるとともに、社会で活用

できる力を身につけるため、キャリア教育並びにキャリア形成支援を１年次から４年次まで継続的に実施します。
（7）地域連携講座科目を通じて、地域の中で自己と他者を総合的に捉える力を養います。 
（8）卒業研究（卒業論文）により、在学中に学んだことを集大成します。

２）教育方法
（1）�１）に掲げた教育内容を身につけるために、講義、演習、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用

により授業を実施します。
（2）�論理的思考力、伝えたい内容を適切に表現し伝達する能力、問題解決力を養成するとともに、他者と協調・協働

し、自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観について学ぶために、学生一人ひとりの顔
がわかる少人数で学生参加型の実習・演習などを重視したクラス編成を行います。 

（3）�授業の実施においては、考える力や洞察力を涵養するために、発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習、
グループ・ディスカッション、ディベートなどを中心としたアクティブ・ラーニングを積極的に活用します。

（4）�成績評価を G P A で表示するとともに、学位プログラムごとの到達目標と各科目の関係を明確にし、知識・能力
の習得状況を学修ポートフォリオを通じて学生にフィードバックします。

３）学修成果の評価
 　学生の学修成果についての評価方法を各科目のシラバスで示し、その方法に従って評価します。 
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

必
修
科
目

人間科学入門 2 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
人間科学基礎演習Ⅰ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
人間科学基礎演習Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
人間科学基礎演習Ⅲ 2 2 ○ ○ ○
演習Ⅰ 4 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
演習Ⅱ 4 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
卒業研究 8 4 ○ ○ ○ ○ ○

以上 24 単位必修

融
合
科
目

融合フォーラム（死生学） 2 1 ○ ○ ○
融合フォーラム（ジェンダー） 2 2 ○ ○ ○ ○
融合フォーラム（文化と自然） 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
融合フォーラム（ファンタジー） 2 3・4 ○ ○ ○
西洋古典文化論 2 1 ◯ ◯ ◯ ◯
西洋人間科学思想入門Ⅰ 2 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
西洋人間科学思想入門Ⅱ 2 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
アート・ワークショップ入門 2 1 ○ ○ ○
心理学と哲学 2 2 ◯ ◯ ◯ ◯
心理学と芸術 2 2 ◯ ◯ ◯ ◯
環境学入門 2 2 ○ ○ ○ ○
身体論 2 2 ○ ○
トラウマ学 2 2 ○ ○ ○ ○
芸術療法 2 3・4 ○ ○ ○ ○
防災心理学 2 3・4 ○ ○ ○

Ⓐ以上のうち 12 単位以上選択必修

基
礎
科
目

心理学概論 2 1 ○ ○ ○
こころの科学 2 1 ○ ○ ○ ○
発達心理学 2 1 ○ ○ ○
学習・言語心理学 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
哲学入門 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
倫理学基礎論 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
応用倫理学 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
西洋美術史 2 1 ○ ○
日本美術史 2 1 ○ ○ ○
文学思想史 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
欧文講読基礎Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
欧文講読基礎Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
平和学 2 2 ◯ ◯ ◯ ◯
芸術社会史 2 2 ○ ○ ○
心理学史Ⅰ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○
心理学史Ⅱ 2 3 ○ ○ ○

Ⓑ以上のうち 12 単位以上選択必修

カリキュラムマップ

到　達　目　標
対 応 す る 卒 業 認
定・学位授与の方
針（学科）の番号

A 基礎的な読解力および文章表現力を向上させる。 （6）
B 質問力や問題解決能力などの社会人基礎力を育む。 （1）（7）
C 専門分野以外の領域を教養として学び、知への興味や関心を培う。 （3）（7）
D 外国語によるコミュニケーション能力や情報リテラシーを養う。 （4）（6）
E 大学での学びを自分の将来と結びつけて考える力を養う。 （2）（6）（7）
F 地域の中で自己と他者を総合的に捉える力を養う。 （1）（7）
G 世界に通用する国際教養力を身につける。 （3）（4）
H 心理学分野、または、哲学・芸術学分野において研究、実践、表現等を行う能力を鍛える。 （5）
I 専門分野における自らの考えを適切な手段によって表現し、他者に伝える力を養う。 （6）
J 専門分野において、的確な問いをたてて問題解決を図る意志と能力を培う。 （5）（7）

専門教育科目表（人間科学科） 〔2022 年度（令和 4 年度）の入学生に適用〕
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

展
開
科
目

分
野
共
通

欧文講読Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○
欧文講読Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○
欧文講読Ⅲ 2 3・4 ○ ○ ○
欧文講読Ⅳ 2 3・4 ○ ○ ○
演習Ⅲ 4 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

哲
学
分
野

現代思想 2 2 ○ ○ ○
環境学 2 2 ○ ○ ○ ○
宗教思想史 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
日本哲学史 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
メディア哲学 2 2 ○ ○
ヒューマンライツ 2 2 ◯ ◯ ◯ ◯
西洋史概説Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
西洋史概説Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
西洋社会史 2 2 ◯ ◯ ◯
哲学思想史 2 3 ○ ○ ○ ○
比較思想史 2 3・4 ○ ○ ○ ○
人間環境論 I 2 3 ○ ○ ○ ○
人間環境論Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ ○
倫理思想史 2 3 ○ ○ ○ ○

芸
術
学
分
野

サウンドスケープ研究 2 1 ○ ○
視覚メディア論 2 1 ○ ○
マンガ・アニメ史 2 1 ◯ ◯ ◯
モダンアート研究 2 2 ○ ○ ○
映像表現研究 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
サブカルチャー研究 2 2 ○ ○ ○
芸術表象論 2 2 ○ ○
アート・ワークショップ実践 2 2 ○ ○ ○
現代芸術研究 2 3 ○ ○ ○
身体表現研究 2 3・4 ○ ○ ○
現代芸術ワークショップ 2 3 ○ ○ ○ ○
デザイン・ワークショップ入門 2 3 ○ ○ ○ ○ ○
デザイン・ワークショップ実践 2 3 ○ ○ ○ ○ ○
言語表現論 2 3・4 ○ ○ ○

心
理
学
分
野

心理学統計法 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
発達臨床心理学 2 1 ○ ○ ○
心理学実験実習 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
心理療法 2 2 ○ ○ ○ ○
力動的心理学 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
臨床心理学概論 2 2 ○ ○ ○ ○
社会・集団・家族心理学 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
心理検査法 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
心理学研究法 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
教育・学校心理学 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
精神疾患とその治療 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
神経・生理心理学 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
心理的アセスメント 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
心理尺度構成法実習 2 3 ○ ○ ○
心理調査計画法 2 2 ○ ○ ○
心理地域援助 4 3・4 ○ ○ ○ ○ ○
知覚・認知心理学 2 3・4 ○ ○ ○
健康・医療心理学 2 3・4 ○ ○ ○ ○ ○

Ⓒ以上のうち 32 単位以上選択必修
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

関
連
科
目

日本文学史Ⅱ a 2 2 ◯ ◯ ◯
日本文学史Ⅱ b 2 2 ◯ ◯ ◯
ＮＰＯ／ＮＧＯ論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
メディア文化論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
地域社会論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
社会心理学 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
社会意識論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
現代史Ⅰ 2 2 ◯ ◯ ◯
現代史Ⅱ 2 2 ◯ ◯ ◯
比較文学特殊講義 2 3 ◯ ◯ ◯ ◯
アメリカ文学思潮史Ⅰ 2 3 ◯ ◯ ◯
アメリカ文学思潮史Ⅱ 2 3 ◯ ◯ ◯
イギリス文学思潮史Ⅰ 2 3 ◯ ◯ ◯
イギリス文学思潮史Ⅱ 2 3 ◯ ◯ ◯
ソーシャル・キャピタル論 2 3 ◯ ◯ ◯
西洋史研究Ⅰ 2 3 ◯ ◯ ◯
西洋史研究Ⅱ 2 3 ◯ ◯ ◯
横断演習Ⅰ 2 1 　 ◯ ◯ ◯ 　
横断演習Ⅱ 2 1 　 ◯ ◯ ◯ 　

資
格
科
目

博
物
館
学
芸
員
資
格
科
目

生涯学習概論 2 1 ○ ○ ○ ○
博物館概論 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
博物館教育論 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
考古学Ⅰ 2 1 ○ ○
考古学Ⅱ 2 1 ○ ○
歴史と美術 2 2 ○ ○ ○
博物館経営論 2 2 ○ ○ ○ ○
博物館資料論 2 2 ○ ○ ○ ○
博物館実習 I 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
民俗学の諸問題 4 2 ○ ○ ○ ○ ○
環境生物学 2 2 ○ ○ ○ ○
生態学 2 2 ○ ○ ○ ○
博物館展示論 2 3 ○ ○ ○ ○
博物館資料保存論 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
博物館情報・メディア論 2 3 ○ ○ ○ ○
博物館実習Ⅱ 1 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
博物館実習Ⅲ 1 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○

教
職
科
目

IT 応用 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
政治学入門 2 1 ○ ○ ○ ○
社会人間学 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
社会学概論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
文化人類学 2 2 ○ ○ ○
多文化共生論 2 2 ○ ○ ○
メディア研究 2 2 ◯ ◯ ◯ ◯
コミュニケーション研究 2 2 ◯ ◯ ◯ ◯
政治学原論 2 2 ○ ○ ○ ○
法律学概論 2 2 ○ ○ ○ ○
アジア史概説Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
アジア史概説Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
人文地理 I 2 2 ○ ○ ○
人文地理Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
地誌Ⅰ 2 2 ◯ ◯ ◯
地誌Ⅱ 2 2 ◯ ◯ ◯
日本史概説Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
日本史概説Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
自然地理学 2 2 ○ ○ ○

卒業必要単位数 102 単位以上
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【卒業必要単位数】

1�.�文学部人間科学科の学生は、次に定めるところに従って合計 130 単位以上修得しなければなら

ない。

基礎共通科目または国際言語文化科目 18 単位
外国語科目 8 単位
保健体育科目 2 単位
専門教育科目 102 単位以上
　　　必修科目 24 単位
　　　選択必修科目　　　Ⓐより 12 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ⓑより 12 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ⓒより 32 単位以上
　　　自由選択科目

　合　計 130 単位以上

2．�次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修

または選択必修のいずれの単位数にも充てることはできない。

①文学部他学科の専門教育科目および共通・関連科目（ただしキャリア科目は 2 単位以内）

②�中級・上級外国語（国際言語文化科目を選択した者が履修するコース中の中級外国語を除く）

については、16 単位以内

③�海外語学講座・留学支援科目（国際言語文化科目を選択した者が履修するコース中の留学支援

科目を除く）については、8 単位以内

④生涯スポーツについては、2 単位以内

⑤�関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目およびキャリア創生共通科目（キャリアデザイ

ン系科目は除く）については、あわせて 10 単位以内
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Ⅰ．人間科学科の特徴

1．人間科学科の理念

　文学部人間科学科は、人間の内面に着目しつつ現代世界の諸問題にアプローチする学科である。

心理学、哲学、芸術学の知を関連づけながら「人間とは何か」を探究することで、家族や学校、

環境やメディアやアートといった社会のことがらに広く関心を持ち、そこに見られる問題を解決

する力を育てる。カリキュラムは複数の学問分野を有機的に結ぶ「融合科目群」を中心に、学生

それぞれの関心を基礎から応用へと展開するよう設計されている。国家資格の公認心理師に必要

な科目の学習を援助するだけでなく、思想や文化を含む、より幅広い視野で人間を捉えるための

学びを支援する。

Ⅱ．科目履修上の諸注意

1．所属する年次をこえる配当年次の授業科目は履修できない。

2．卒業研究

　人間科学科 4 年次の学生は「卒業研究」を履修登録した上で、その研究論文を人間科学科主

任に提出しなければならない。提出期日等については、『履修ガイドブック』を参照すること。

3．その他

　他学科、他学部学生が人間科学科の必修科目の履修を申し込む場合は、各担当教員の了承を

得た場合に限り履修できる。また、その他の科目についても、履修を制限することがあるので、

シラバスで確認すること。

Ⅲ．人間科学科の卒業生が取得できる資格について

①「博物館学芸員」（「博物館学芸員養成課程」のページを参照。）

②「環境再生医」

 　環境再生医は、NPO 自然環境復元協会認定の資格である。自然環境の再生のため、現状を

診察（調査、診断）し、処方（対策の計画）を立て、治療（施術、施工）を行い、さらにはケ

アー（維持管理）を行う自然環境の“専門医”である。本学の所定の単位を修得すれば認定さ

れる。

③「認定心理士」

　1990 年から日本心理学会が基礎資格として位置付け、認定を開始した資格である。大学で

心理学に関する標準的な基礎知識と基礎技術を修得していることを認定する資格で、「心理学」

という名称が使われていない学部学科を卒業した場合でも、心理学に関する標準的な単位を修

得していることが証明できる。また、2016 年 3 月に、心理調査に関連する専門科目を履修し

た認定心理士の資格として認定心理士（心理調査）も制定されており、これを取得することも

可能である。ただし、これらの資格は、心理学の専門職につながるものではなく、国家資格で
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ある「公認心理師」とは別の資格である。日本心理学会が定めた内容に対応する所定の科目の

単位を修得した上で、原則として卒業後に申請し、資格を得ることができる。

資格の詳細については人間科学科および日本心理学会のウェブページを参照すること。

人間科学科ウェブページ ： https://www.konan-u.ac.jp/faculty/letters/human/nintei.html

日本心理学会ウェブページ ： http://www.psych.or.jp/qualification/documents_new/

Ⅳ．人間科学科を卒業した後さらに条件を満たすことで取得できる資格について

「公認心理師」

　公認心理師の資格を得るためには、（1）大学で必要とされる科目を修めて卒業し、（2）大学

院において必要とされる科目を修めて修了するか、もしくは文部科学省令・厚生労働省令で定

めた施設において定められたプログラムを終了したうえで、（3）国家試験に合格しなくてはな

らない。詳細については「公認心理師に関する専門教育科目」を参照すること。
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博物館学芸員養成課程（文学部人間科学科　対象）

　博物館学芸員は、博物館で資料の収集、保管、調査研究そして展示等に携わる専門職員である。

ここでの博物館とは、美術館、自然誌（史）博物館、歴史・考古・民族（民俗）の博物館、郷土館、

記念館、動植物園、水族館などを幅広く含んでいる。これらの博物館は社会教育・生涯教育のため

の施設であるため、学芸員は研究者と教育者という二つの性格を持っている。

　学芸員資格は、学士の称号を有し、法令によって定められた単位を大学で修得することによって

得ることができる。本学では文学部人間科学科・歴史文化学科と理工学部物理学科・生物学科の専

門科目のなかに学芸員に関わる科目を設けており、所定の単位を修得した者に対しては、大学が学

芸員の資格を授与する。学芸員は魅力ある専門職であるが、博物館に学芸員として就職することは

簡単ではない。しかし学芸員の課程で学び、資格を得ることによって調査・研究の能力を高め、社

会活動の実践力を身につけることは、一般の企業で調査・企画に従事したり、ボランティアなどの

社会活動を行う際に活用できるであろう。

（1）学芸員課程の履修

 1�．学芸員資格を取得するためには、1 年次から 4 年次までの各年度で行われるガイダンスを受講し、

1 年次後半に学芸員課程登録をする必要がある。

 2�．2 年次以降、（a）歴史文化領域コース、（b）美術領域コース、（c）環境領域コースの 3 コース

から１つを選択して履修する。1 年次後半にガイダンスを受講し、学芸員課程登録とともにコー

スを選択する必要がある。

 3�.　学芸員課程は、大学での講義・学内実習と博物館・美術館での館園実習とに分けられる。講

義・学内実習は一般の授業と同じように履修すること。館園実習は大学が推薦する実習受け入れ

施設で行う。

 4．学内実習・館園実習の履修には、所定の実習費を納める必要がある。

 5．館園実習については以下の点に注意すること。

①�　館園実習を履修するまでに、それ以外の必修科目をすべて修得しておく必要がある。

②�　実習を受け入れてくれる施設は極めて限られており、貴重な文化財や美術品を取り扱う場合

もある。そのため実習希望者については、人間科学科の専門科目および学芸員養成課程の必修

科目・選択必修科目の成績と面接によって審査し、実習施設を紹介する。

③�　実習施設への申し込みの後に実習を辞退することや、実習途中で取り止めることは認めない。

④�　実習の期間は実習施設によって異なる。多くは 4 年次夏休みだが、4 年次の前期・後期の授

業期間になる場合もある。そのため実習日程に応じて、事前指導等の日程は変更になることが

ある。
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（2）学芸員課程に必要な科目

［2021 年度（令和 3 年度）以降の入学生に適用］
注 1.学芸員養成課程には、歴史文化領域コース、美

術領域コース、環境領域コースの3つがある。学科の

専門性に応じ、人間科学科の学生は歴史文化領域コース、

美術領域コース、環境領域コースのいずれかを選択す

ること。

注 2.必修科目のうち、博物館概論、博物館資料論、博

物館資料保存論、博物館展示論、博物館実習Ⅰ、博物

館実習Ⅱ、博物館実習Ⅲは複数クラス開講されるので、

指定のクラスを履修すること。

注 3．選択必修科目について、歴史文化領域コース及び

美術領域コースは科目群ＡＢＣＤ、環境領域コースは

科目群ＡＥＦＧＨを履修することが望ましい。（ＧＨに

ついては、高度の数学的知識が要求されるので人間科

学科の学生は注意すること）

注４．生物学臨海実習は、生物学科の学生のみを対象

とする。

（3）学芸員課程のスケジュール

　学芸員課程の 4 年間のスケジュールは、おおよそ以下の通りである。実施の日時などは、その

都度連絡するので、My KONAN の掲示に注意すること。

1 年 次
4 月 新入生ガイダンス
前期 仮登録
12 月～1 月 課程登録

2 年 次 4 月 課程登録者へのガイダンス

3 年 次
4 月 課程登録者へのガイダンス
12 月～1 月 館園実習希望者への面接
1 月〜3 月 館園実習予定者の発表

4 年 次
6 月〜7 月 館園実習の事前指導
7 月〜9 月頃 館園実習（「博物館実習Ⅲ」およそ 7 日間）
卒業時 学芸員課程の修了証明書の授与

授 業 科 目 単位 必要単位数
生 涯 学 習 概 論
博 物 館 概 論
博 物 館 経 営 論
博 物 館 資 料 論
博 物 館 資 料 保 存 論
博 物 館 展 示 論
博 物 館 教 育 論
博物館情報・メディア論
博 物 館 実 習 Ⅰ
博 物 館 実 習 Ⅱ
博 物 館 実 習 Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1

必修
11 科目 19 単位

日 本 文 化 史
ア ジ ア 文 化 史
阪 神 文 化 論

2
2
2

Ａ

選択必修Ａ～H の
科目群について、
1 群 4 単 位 以 上、
かつ 2 群 8 単位以
上

歴 史 と 美 術
西 洋 美 術 史
日 本 美 術 史
モ ダ ン ア ー ト 研 究
現 代 芸 術 研 究

2
2
2
2
2

Ｂ

考 古 学 Ⅰ
考 古 学 Ⅱ

2
2 Ｃ

民 俗 学 の 諸 問 題 4 Ｄ
環 境 学 入 門
環 境 学
人 間 環 境 論 Ⅰ
人 間 環 境 論 Ⅱ

2
2
2
2

Ｅ

環 境 教 育 の 実 践
環 境 生 物 学
生 態 学
生 物 学 臨 海 実 習

2
2
2
2

Ｆ

地 学 通 論 Ⅰ
地 学 通 論 Ⅱ

2
2 Ｇ

物 理 学 通 論 Ⅰ
物 理 学 通 論 Ⅱ
基 礎 物 理 学 Ⅰ
基 礎 物 理 学 Ⅱ

2
2
2
2

H
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文学部 人間科学科 カリキュラムツリー

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

防災心理学

健康・医療心理学 心理尺度構成法実習

心理地域援助 哲学思想史

倫理思想史

比較思想史

人間環境論Ⅱ人間環境論Ⅰ心理学史Ⅱ

知覚・認知心理学

心理学史Ⅰ

心理的アセスメント

教育・学校心理学

精神疾患とその治療

神経・生理心理学

社会・集団・家族心理学

心理学実験実習

心理学統計法

学習・言語心理学

心理学概論

発達臨床心理学

必修科目 融合科目 基礎科目 展開科目 関連科目 資格科目 公認心理師科目 分野融合領域

哲学入門

応用倫理学 サウンドスケープ研究 視覚メディア論

マンガ・アニメ史 日本美術史

文学思想史 西洋美術史

倫理学基礎論

こころの科学

発達心理学

トラウマ学

融合フォーラム（死生学） 西洋人間科学思想入門Ⅰ 西洋人間科学思想入門Ⅱ アート・ワークショップ入門西洋古典文化論

人間科学基礎演習Ⅲ

人間科学基礎演習Ⅱ

人間科学入門

人間科学基礎演習Ⅰ

演  習  Ⅲ

演  習  Ⅰ

卒業研究

演  習  Ⅱ

心理学と哲学

心理学と芸術 欧文講読基礎Ⅰ 欧文講読基礎Ⅱ

融合フォーラム（ジェンダー） 融合フォーラム（文化と自然） 環境学入門 身体論

心理学研究法

臨床心理学概論

心理調査計画法

心理療法

力動的心理学

心理検査法 西洋社会史

メディア哲学

日本哲学史

ヒューマンライツ

平和学

西洋史概説Ⅱ

西洋史概説Ⅰ

現代思想

宗教思想史

環境学

芸術療法 欧文講読Ⅱ

身体表現研究

現代芸術研究

映像表現研究

芸術表象論

芸術社会史

言語表現論

デザイン・ワークショップ
実践

サブカルチャー研究

アート・ワークショップ
実践

欧文講読Ⅳ

イギリス文学思潮史Ⅰ・Ⅱ
博物館展示論

博物館実習Ⅲ

博物館資料保存論

博物館情報・メディア論

博物館実習Ⅱ

民俗学の諸問題
社会人間学
社会学概論
文化人類学

多文化共生論
日本史概説Ⅰ・Ⅱ

アジア史概説Ⅰ・Ⅱ
メディア研究

コミュニケーション研究
地誌Ⅰ・Ⅱ
自然地理学

人文地理Ⅰ・Ⅱ
法律学概論
政治学原論
歴史と美術
環境生物学

生態学
博物館経営論
博物館資料論
博物館実習Ⅰ

博物館教育論

政治学入門

考古学Ⅰ・Ⅱ

博物館概論

生涯学習概論

IT応用

アメリカ文学思潮史Ⅰ・Ⅱ

西洋史研究Ⅰ・Ⅱ

ソーシャル・キャピタル論

比較文学特殊講義

現代史Ⅰ・Ⅱ

日本文学史Ⅱa・Ⅱb

地域社会論

社会心理学

社会意識論

ＮＰＯ／ＮＧＯ論

メディア文化論

横断演習Ⅱ

横断演習Ⅰ

欧文講読Ⅲ

欧文講読Ⅰ融合フォーラム（ファンタジー）

関連科目

資格科目

人間科学科専門科目
他学科開講科目

芸術学分野哲学分野 心理学分野

デザイン・ワークショップ
入門

現代芸術ワークショップ

モダンアート研究

卒　　　　　　　　　業
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〔2022年度（令和4年度）の入学生に適用〕

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

防災心理学

健康・医療心理学 心理尺度構成法実習

心理地域援助 哲学思想史

倫理思想史

比較思想史

人間環境論Ⅱ人間環境論Ⅰ心理学史Ⅱ

知覚・認知心理学

心理学史Ⅰ

心理的アセスメント

教育・学校心理学

精神疾患とその治療

神経・生理心理学

社会・集団・家族心理学

心理学実験実習

心理学統計法

学習・言語心理学

心理学概論

発達臨床心理学

必修科目 融合科目 基礎科目 展開科目 関連科目 資格科目 公認心理師科目 分野融合領域

哲学入門

応用倫理学 サウンドスケープ研究 視覚メディア論

マンガ・アニメ史 日本美術史

文学思想史 西洋美術史

倫理学基礎論

こころの科学

発達心理学

トラウマ学

融合フォーラム（死生学） 西洋人間科学思想入門Ⅰ 西洋人間科学思想入門Ⅱ アート・ワークショップ入門西洋古典文化論

人間科学基礎演習Ⅲ

人間科学基礎演習Ⅱ

人間科学入門

人間科学基礎演習Ⅰ

演  習  Ⅲ

演  習  Ⅰ

卒業研究

演  習  Ⅱ

心理学と哲学

心理学と芸術 欧文講読基礎Ⅰ 欧文講読基礎Ⅱ

融合フォーラム（ジェンダー） 融合フォーラム（文化と自然） 環境学入門 身体論

心理学研究法

臨床心理学概論

心理調査計画法

心理療法

力動的心理学

心理検査法 西洋社会史

メディア哲学

日本哲学史

ヒューマンライツ

平和学

西洋史概説Ⅱ

西洋史概説Ⅰ

現代思想

宗教思想史

環境学

芸術療法 欧文講読Ⅱ

身体表現研究

現代芸術研究

映像表現研究

芸術表象論

芸術社会史

言語表現論

デザイン・ワークショップ
実践

サブカルチャー研究

アート・ワークショップ
実践

欧文講読Ⅳ

イギリス文学思潮史Ⅰ・Ⅱ
博物館展示論

博物館実習Ⅲ

博物館資料保存論

博物館情報・メディア論

博物館実習Ⅱ

民俗学の諸問題
社会人間学
社会学概論
文化人類学

多文化共生論
日本史概説Ⅰ・Ⅱ

アジア史概説Ⅰ・Ⅱ
メディア研究

コミュニケーション研究
地誌Ⅰ・Ⅱ
自然地理学

人文地理Ⅰ・Ⅱ
法律学概論
政治学原論
歴史と美術
環境生物学

生態学
博物館経営論
博物館資料論
博物館実習Ⅰ

博物館教育論

政治学入門

考古学Ⅰ・Ⅱ

博物館概論

生涯学習概論

IT応用

アメリカ文学思潮史Ⅰ・Ⅱ

西洋史研究Ⅰ・Ⅱ

ソーシャル・キャピタル論

比較文学特殊講義

現代史Ⅰ・Ⅱ

日本文学史Ⅱa・Ⅱb

地域社会論

社会心理学

社会意識論

ＮＰＯ／ＮＧＯ論

メディア文化論

横断演習Ⅱ

横断演習Ⅰ

欧文講読Ⅲ

欧文講読Ⅰ融合フォーラム（ファンタジー）

関連科目

資格科目

人間科学科専門科目
他学科開講科目

芸術学分野哲学分野 心理学分野

デザイン・ワークショップ
入門

現代芸術ワークショップ

モダンアート研究

卒　　　　　　　　　業
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歴史文化学科
教育基本方針

　人類がこれまで蓄積してきた有形・無形の歴史や文化を、歴史学、地理学、民俗学の諸分野を横断的に探求することで、
人類の過去・現在・未来をとらえ、みずから未来を拓いていける人物を育成します。

卒業認定・学位授与の方針

　甲南大学では、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを目的と
しています。歴史文化学科の教育基本方針のもと、卒業必要単位数 130 単位以上（基礎共通科目又は国際言語文化科目
18 単位　外国語科目 8 単位　保健体育科目 2 単位　専門教育科目 102 単位以上）を修得し、次の能力・資質を身につけ
た学生に学士（文学）の学位を授与します。

（1） �自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観を意識することができ、自らを律し、他者と協
調・協働することができます。

（2） 天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3） �人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し得る基本的な技能及

び自己の健康増進に関する技能を有しています。
（4） 自文化と異文化への理解に裏付けられた、世界に通用する国際教養力を有しています。
（5） 歴史学、地理学・民俗学の諸分野に関する基礎的で領域横断的な知識と常識を有しています。
（6） 自らの考えを適切な手段によって表現し、他者に伝える力を有しています。
（7） 的確な問いをたてて、時代性・地域性をふまえて問題解決を図る意志と能力を有しています。

教育課程編成・実施の方針

　文学部歴史文化学科では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力・資質などを修得させるために、基礎共通科目、
国際言語文化科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、専門教育科目及びその他必要とする科目を
体系的に編成し、講義、演習、実習若しくは実技のいずれか又はこれらを適切に組み合わせた授業を開講します。特
に、文学部及び本学科では、①学生一人ひとりの顔が見える少人数クラス、②基礎・応用・発展の積み上げ方式による
段階的学修、③研究リテラシー、問題解決能力、専門分野の知識の 3 本柱による系統的学修の考え方で教育課程を編成し、
実施します。
　また、卒業認定・学位授与の方針と各科目の関係性及び到達目標を示すカリキュラムマップ、カリキュラムの体系性・
系統性を示すカリキュラムツリーを提示し、カリキュラムの構造をわかりやすく明示します。
　カリキュラムは、各科目において学生が修得した GPA 及び、到達目標に定める学生の知識・能力の修得状況を集計し、
その集計値を検証することにより見直し・改善を行います。
　教育内容、教育方法、学修成果の評価については以下のように定めます。

１）教育内容
（1）初年次における基礎演習を必修とし、基礎的な読解力及び表現力を育成します。
（2）�外国語によるコミュニケーション能力や異文化理解について学ぶ科目、心身両面の健康に対する配慮を学ぶ科目、

情報を読み解く力について学ぶ科目を配置します。
（3）�全学共通科目である、建学の理念と専攻分野以外の領域を含む幅広い基礎的な知識を学ぶ基礎共通科目、異文化

理解について学ぶ国際言語文化科目を配置します。
（4）少人数のゼミで調査研究や討議の方法を学び、問題解決能力などの社会人基礎力を育成します。
（5）�専攻分野に関する知識及び論理的思考力を習得するため、初年次段階から年次進行に合わせて段階的に高度化す

る専門科目を体系的に配置します。
（6）�各自の天賦の特性と専攻分野に関する知識を社会でどのように生かしていくのかを考えるとともに、社会で活用

できる力を身につけるため、キャリア教育並びにキャリア形成支援を１年次から４年次まで継続的に実施します。
（7）地域を分析する学びを通じて、自己と他者を総合的に捉える力を養います。
（8）卒業研究（卒業論文）により、在学中に学んだことを集大成します。

２）教育方法
（1）�１）に掲げた教育内容を身につけるために、講義、演習のいずれかにより又はこれらの併用により授業を実施し

ます。
（2）�論理的思考力、伝えたい内容を適切に表現し伝達する能力、問題解決力を養成するとともに、他者と協調・協働

し、自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観について学ぶために、学生一人ひとりの顔
がわかる少人数で学生参加型の実習・演習などを重視したクラス編成を行います。

（3）�授業の実施においては、考える力や洞察力を涵養するために、発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習、
グループ・ディスカッション、ディベートなどを中心としたアクティブ・ラーニングを積極的に活用します。

（4）�成績評価を G P A で表示するとともに、学位プログラムごとの到達目標と各科目の関係を明確にし、知識・能力
の習得状況を学修ポートフォリオを通じて学生にフィードバックします。

３）学修成果の評価
 　学生の学修成果についての評価方法を各科目のシラバスで示し、その方法に従って評価します。 
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

必
修
科
目

基礎演習Ⅰ 2 1 ○ ○
基礎演習Ⅱ 2 1 ○ ○ ○
日本学 2 1 ○ ○
演習Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○
演習Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○
演習Ⅲ 2 3 ○ ○ ○ ○
演習Ⅳ 2 3 ○ ○ ○ ○
卒業研究 8 4 ○ ○ ○ ○

以上 22 単位必修

基
本
科
目

阪神文化論 2 1 ○ ○
日本史概説Ⅰ 2 1 ○ ○
日本史概説Ⅱ 2 1 ○ ○
西洋史概説Ⅰ 2 1 ○ ○
西洋史概説Ⅱ 2 1 ○ ○
アジア史概説Ⅰ 2 1 ○ ○
アジア史概説Ⅱ 2 1 ○ ○
地理学の諸問題Ⅰ 2 1 ○ ○
地理学の諸問題Ⅱ 2 1 ○ ○
民俗学の諸問題 4 1 ○ ○
現代史Ⅰ 2 1 ○ ○
現代史Ⅱ 2 1 ○ ○
現代史Ⅲ 2 1 ○ ○
日本史研究Ⅰ 2 2 ○ ○
日本史研究Ⅱ 2 2 ○ ○
西洋史研究Ⅰ 2 2 ○ ○
西洋史研究Ⅱ 2 2 ○ ○
アジア史研究Ⅰ 2 2 ○ ○
アジア史研究Ⅱ 2 2 ○ ○
地誌Ⅰ 2 2 ○ ○
地誌Ⅱ 2 2 ○ ○
人文地理Ⅰ 2 2 ○ ○
人文地理Ⅱ 2 2 ○ ○
民俗文化研究Ⅰ 2 2 ○ ○
民俗文化研究Ⅱ 2 2 ○ ○
日本史特論 2 3 ○ ○ ○
西洋史特論 2 3 ○ ○ ○
アジア史特論 2 3 ○ ○ ○
文化地理学 2 3 ○ ○

Ⓐ以上のうち 32 単位以上選択必修

カリキュラムマップ

到　達　目　標
対 応 す る 卒 業 認
定・学位授与の方
針（学科）の番号

A 基礎的な知識・読解力・理解力・表現力を修得する。   【基礎力】 （2）（5）
B 自らの考えを適切に表現し、他者に伝える力を修得する。   【表現】 （6）
C 時代・地域性をふまえて問いを立て、それを考える力を修得する。   【問題発見】 （7）
D 史料調査やフィールドワークの方法を修得する。   【調査や方法】 （5）
E 専門性と学際性に基づき、学術的に考える力を修得する。   【学術的思考】 （5）
F 地域の分析を通じ、対象を総合的に捉える力を修得する。   【地域理解】 （4）
G 歴史の分析を通じ、時間を総合的に捉える力を修得する。   【時間軸】 （4）
H 学科の学びを統合し、社会に生かす力を修得する。   【学びの統合】 （1）（2）

専門教育科目表（歴史文化学科）　 〔2022 年度（令和 4 年度）の入学生に適用〕
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

発
展
科
目

日本文化史 2 2 ○ ○
西洋社会史 2 2 ○ ○
アジア文化史 2 2 ○ ○
歴史と美術 2 1 ○ ○ ○
歴史と思想 2 2 ○ ○ ○
歴史と自然 2 2 ○ ○ ○
考古学Ⅰ 2 1 ○ ○
考古学Ⅱ 2 1 ○ ○
社会意識論 2 1 ○ ○ ○
自然地理学 2 1 ○ ○
都市空間論 2 1 ○ ○
西洋美術史 2 2 ○
日本美術史 2 2 ○
文化交流史 2 2 ○ ○ ○
技術と文化 2 2 ○ ○ ○
地理と情報Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
地理と情報Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
日本史史料研究Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
日本史史料研究Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
日本史史料研究Ⅲ 2 2 ○ ○ ○
日本史史料研究Ⅳ 2 2 ○ ○ ○
西洋史史料研究Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
西洋史史料研究Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
西洋史史料研究Ⅲ 2 2 ○ ○ ○
西洋史史料研究Ⅳ 2 2 ○ ○ ○
アジア史史料研究Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
アジア史史料研究Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
アジア史史料研究Ⅲ 2 2 ○ ○ ○
アジア史史料研究Ⅳ 2 2 ○ ○ ○
地理学・民俗学資料研究Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
地理学・民俗学資料研究Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
地理学・民俗学資料研究Ⅲ 2 2 ○ ○ ○
地理学・民俗学資料研究Ⅳ 2 2 ○ ○ ○
ブリティッシュ・スタディーズⅠ 2 2 ○ ○
ブリティッシュ・スタディーズⅡ 2 2 ○ ○
アメリカン・スタディーズⅠ 2 2 ○ ○
アメリカン・スタディーズⅡ 2 2 ○ ○
映像文化論 2 2 ○ ○ ○
現代文化論 2 2 ○
地域社会論 2 2 ○
芸術表象論 2 2 ○
実践地域学 2 3 ○ ○ ○
古文書学Ⅰ 2 3 ○ ○
古文書学Ⅱ 2 3 ○ ○
観光文明学Ⅰ 2 3 ○ ○ ○
観光文明学Ⅱ 2 3 ○ ○ ○
歴史文化特殊講義Ⅰ 2 3 ○ ○ ○
歴史文化特殊講義Ⅱ 2 3 ○ ○ ○
歴史文化特殊講義Ⅲ 2 3 ○ ○ ○
歴史文化特殊講義Ⅳ 2 3 ○ ○ ○

Ⓑ以上のうち 28 単位以上選択必修
関
連
科
目

博物館概論 2 1 ○ ○
博物館教育論 2 1 ○ ○
博物館経営論 2 2 ○ ○
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

関
連
科
目

博物館資料論 2 2 ○ ○
博物館展示論 2 3 ○ ○
博物館資料保存論 2 3 ○ ○
博物館情報・メディア論 2 3 ○ ○
博物館実習Ⅰ 1 2 ○ ○
博物館実習Ⅱ 1 3 ○ ○
博物館実習Ⅲ 1 4 ○ ○
生涯学習概論 2 1 ○ ○
社会人間学 2 2 ○
社会学概論 2 2 ○
文化人類学 2 1 ○ ○
多文化共生論 2 1 ○ ○
社会調査法 2 2 ○ ○
フィールドワーク研究 2 2 ○ ○
哲学入門 2 1 ○
倫理学基礎論 2 1 ○
応用倫理学 2 1 ○
宗教思想史 2 2 ○
日本哲学史 2 2 ○
法律学概論 2 2 ○
政治学入門 2 1 ○
政治学原論 2 2 ○
横断演習Ⅰ 2 1 ○ ○
横断演習Ⅱ 2 1 ○ ○

卒業必要単位数　102 単位以上

【卒業必要単位数】

1�.�文学部歴史文化学科の学生は、次に定めるところに従って合計 130 単位以上修得しなければなら
ない。

基礎共通科目または国際言語文化科目 18 単位
外国語科目 8 単位
保健体育科目 2 単位
専門教育科目 102 単位以上
　　　必修科目 22 単位
　　　選択必修科目　　　Ⓐより 32 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ⓑより 28 単位以上
　　　自由選択科目

　合　計 130 単位以上

2．�次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修
または選択必修のいずれの単位数にも充てることはできない。

①文学部他学科の専門教育科目および共通・関連科目（ただしキャリア科目は 2 単位以内）
②�中級・上級外国語（国際言語文化科目を選択した者が履修するコース中の中級外国語を除く）

については、16 単位以内
③�海外語学講座・留学支援科目（国際言語文化科目を選択した者が履修するコース中の留学支援

科目を除く）については、8 単位以内
④生涯スポーツについては、2 単位以内
⑤�関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目およびキャリア創生共通科目（キャリアデザイ

ン系科目は除く）については、あわせて 16 単位以内
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Ⅰ.歴史文化学科の特徴

 1．歴史文化学科の理念

　歴史文化学科では、「人類の歴史遺産と自然」を中心的キーワードとして、これまで蓄積されて

きた人類の有形・無形の文化遺産、及びこうした歴史の中で人類の生活の場であった環境との交流

について総合的立場から研究し、そして教育を行っていくことを目指す。  特に歴史学と地理学をそ

の主要な構成分野とするので、地理学が蓄積してきたエリアスタディの方法は、国ごとの歴史とい

う枠にとらわれない幅広い視点を与え、新しい歴史学の動向とも結びつくとともに、地域比較史と

いうものも可能になる。

　ただし比較の基準軸の確定と主体の自己認識がなければ、単なる過去の事実の羅列のカタログ作

りに終ったり、都合のよい事例のみでストーリーをまとめ上げる非科学的な行為に至りかねない。

そこで、歴史文化学科は縦の軸としての日本と、横の軸としての神戸の 2 つの文化を常に意識した

うえで、異文化を理解するシステムを採用する。これはまず大部分の学生が現代の日本の若者であ

ることを前提に、近年の社会と歴史文化研究の新展開たる西洋中心の世界史観の修正と「脱亜入欧」

を基本とした近現代の日本を再検証することでもあり、神戸の場を意識することは、アジアとの結

びつきを確認することに結びつく。しかしながら、これは将来の諸文化の共存の可能性のために西

洋文化を相対化するのであり、西洋文明のもつ重要性を無視するものでは決してない。

　次には獲得した自己の認識を表現する能力のレベルアップも目指す。これは、ともすれば西洋に

追いつくための情報の受信が第一義であった近代日本の教育の反省に基づき、神戸・日本・アジア

からの情報を発信するシステム作りと人材の育成となる。これらにはコンピュータによる情報教育

とならんで、当然のことながら、外国語の訓練も含まれている。

 2．歴史文化学科の教育課程

a．特色

　既に述べたように、本学ではアクチュアルで学際的な基礎共通科目及び国際言語文化科目のＡ

Ｖ機器とネイティブスピーカーによる双方向的な実用外国語授業、全学的な情報処理教育の導入

等が既に実施されており、これらの全学的な努力の基礎の上に、歴史文化学科独自の理念を現実

化するために、次のような原理に基づいてカリキュラムを構成している。

　1　専攻制・コース制を避けて幅広い学習の可能性を提供する。

　�2　１年次に学科全体を展望し、学生各自が自己の関心に適合した問題系を発見できるように導く。

　�3　�１年次の「基礎演習Ⅰ」は教員一人当たり数名の学生で編成され、文献検索・内容の理解・

要旨の抽出とコメントなどの基礎訓練を施す。

　�4　演習形式、実習形式等の双方向型の科目を多数用意する。

　�5　�１年次の「基礎演習Ⅱ」は、グループワーク形式の授業によって共同作業やプレゼンテー

ションに慣れるとともに、「基礎演習」と 2 年次の「演習」とを結ぶことを目指している。
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　6　�１年次の「日本学」では、様々な専門を持つ教員が、各自の専門分野についての個別講義と、

専門の異なる教員が 2～3 名ずつで行う討論型授業とで、学問の多様性と世界の中の日本を

理解させる。教科書として『日本学へのいざない』を用いる。

　�7　��「阪神文化論」では、阪神間に素材を求め、様々な分野から神戸の特色や異文化との接触・

融合を論じ、異文化との相互理解や、文化の多様性についての理解を深める。

　�8　��「観光文明学」では、観光の人々を自発的な移動と情報の伝達による文明の体系ととらえ、

人類学・地理学・民俗学・歴史学の諸側面から論じ、原理と動態と将来性について理解させ

る。

　9　�教員免許・司書資格・学芸員資格の取得が可能である。

 10　 5 種類の中級・上級外国語科目の単位を卒業必要単位として重視し、その履修を推奨する。

Ⅱ.科目履修上の諸注意

 1．所属する年次をこえる配当年次の授業科目は履修できない。

 2．演習Ⅰ～Ⅳ

　2 年次以降の「演習Ⅰ～Ⅳ」は、1 年次に予備登録を行う。詳しくは 11 月頃に行う説明会で確認

すること。

 3．卒業研究

　歴史文化学科 4 年次の学生は ｢卒業研究｣ を履修登録した上で、卒業論文を提出しなければなら

ない。論文提出の手続き・時期等は、『履修ガイドブック』を参照すること。
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博物館学芸員養成課程（文学部歴史文化学科　対象）

　博物館学芸員は、博物館で資料の収集、保管、調査研究そして展示等に携わる専門職員である。

ここでの博物館とは、歴史・考古・民族（民俗）の博物館、美術館、郷土館、記念館などを幅広く

含んでいる。これらの博物館は社会教育・生涯教育のための施設であるため、学芸員は研究者と教

育者という二つの性格を持っている。

　学芸員資格は、学士の称号を有し、法令によって定められた単位を大学で修得することによって

得ることができる。本学では文学部歴史文化学科・人間科学科および理工学部生物学科・物理学科

の専門科目のなかに学芸員に関わる科目を設けており、所定の単位を修得した者に対しては、大学

が学芸員の資格を授与する。学芸員は魅力ある専門職であるが、博物館に学芸員として就職するこ

とは簡単ではない。しかし学芸員の課程で学び、資格を得ることによって調査・研究の能力を高め、

社会活動の実践力を身につけることは、一般の企業で調査・企画に従事したり、ボランティアなど

の社会活動を行う際に活用できるであろう。

（1）学芸員課程の履修

 1�．学芸員資格を取得するためには、1 年次から 4 年次までの各年度で行われるガイダンスを受講、

１年次後半に学芸員課程登録をする必要がある。

 2�．2 年次以降、（a）歴史文化領域コース、（b）美術領域コースの 2 コースから１つを選択して履

修する。1 年次後半にガイダンスを受講し、学芸員課程登録とともにコースを選択する必要がある。

なお（b）美術領域コースを選択する場合は、選択必修科目が卒業単位に認定されない場合もあ

るため、事前に担当者に相談すること。 

 3�.　学芸員課程は、大学での講義・学内実習と博物館・美術館での館園実習とに分けられる。講

義・学内実習は一般の授業と同じように履修すること。館園実習は大学が推薦する実習受け入れ

施設で行う。

 4．学内実習・館園実習の履修には、所定の実習費を納める必要がある。

 5．館園実習については以下の点に注意すること。

①�　館園実習を履修するまでに、それ以外の必修科目をすべて修得しておく必要がある。

②�　実習を受け入れてくれる施設は極めて限られており、貴重な文化財や美術品を取り扱う場合

もある。そのため実習希望者については、歴史文化学科の専門科目および学芸員養成課程の必

修科目・選択必修科目の成績と面接によって審査し、実習施設を紹介する。

③�　実習施設への申し込みの後に実習を辞退することや、実習途中で取り止めることは認めない。

④�　実習の期間は実習施設によって異なる。多くは 4 年次夏休みだが、4 年次の前期・後期の授

業期間になる場合もある。そのため実習日程に応じて、事前指導等の日程は変更になることが

ある。
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（2）学芸員課程に必要な科目

［2021 年度（令和 3 年度）以降の入学生に適用］
注 1.学芸員養成課程には、歴史文化領域コース、美術

領域コース、環境領域コースの3つがある。学科の専

門性に応じ、歴史文化学科の学生は歴史文化領域コー

スもしくは美術領域コースを選択すること。

注 2.必修科目のうち、博物館概論、博物館資料論、博

物館資料保存論、博物館展示論、博物館実習Ⅰ、博物

館実習Ⅱ、博物館実習Ⅲは複数クラス開講されるので、

指定のクラスを履修すること。

注 3．選択必修科目について、歴史文化領域コース及び

美術領域コースは科目群ＡＢＣＤを履修することが望

ましい。

注４．生物学臨海実習は、生物学科の学生のみを対象

とする。

（3）学芸員課程のスケジュール

　学芸員課程の 4 年間のスケジュールは、おおよそ以下の通りである。実施の日時などは、その

都度連絡するので、My KONAN の掲示に注意すること。

1 年 次
4 月 新入生ガイダンス
前期 仮登録
12 月～1 月 課程登録

2 年 次 4 月 課程登録者へのガイダンス

3 年 次
4 月 課程登録者へのガイダンス
12 月～1 月 館園実習希望者への面接
1 月〜3 月 館園実習予定者の発表、実習の事前指導（1）

4 年 次
6 月〜7 月 館園実習の事前指導
7 月〜9 月頃 館園実習（「博物館実習Ⅲ」およそ 7 日間）
卒業時 学芸員課程の修了証明書の授与

授 業 科 目 単位 必要単位数
生 涯 学 習 概 論
博 物 館 概 論
博 物 館 経 営 論
博 物 館 資 料 論
博 物 館 資 料 保 存 論
博 物 館 展 示 論
博 物 館 教 育 論
博物館情報・メディア論
博 物 館 実 習 Ⅰ
博 物 館 実 習 Ⅱ
博 物 館 実 習 Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1

必修
11 科目 19 単位

日 本 文 化 史
ア ジ ア 文 化 史
阪 神 文 化 論

2
2
2

Ａ

選択必修Ａ～H の
科目群について、1
群 4 単位以上、か
つ 2 群 8 単位以上

歴 史 と 美 術
西 洋 美 術 史
日 本 美 術 史
モ ダ ン ア ー ト 研 究
現 代 芸 術 研 究

2
2
2
2
2

Ｂ

考 古 学 Ⅰ
考 古 学 Ⅱ

2
2 Ｃ

民 俗 学 の 諸 問 題 4 Ｄ
環 境 学 入 門
環 境 学
人 間 環 境 論 Ⅰ
人 間 環 境 論 Ⅱ

2
2
2
2

Ｅ

環 境 教 育 の 実 践
環 境 生 物 学
生 態 学
生 物 学 臨 海 実 習

2
2
2
2

Ｆ

地 学 通 論 Ⅰ
地 学 通 論 Ⅱ

2
2 Ｇ

物 理 学 通 論 Ⅰ
物 理 学 通 論 Ⅱ
基 礎 物 理 学 Ⅰ
基 礎 物 理 学 Ⅱ

2
2
2
2

H
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4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

演習科目 実習系科目
日本史学 西洋史学 東洋史学 地理学 民俗学

必修科目

基本科目

基本科目

基本科目

博物館実習Ⅲ

博物館展示論

博物館資料保存論

博物館情報・メディア論

博物館実習Ⅱ

博物館経営論

博物館資料論

博物館実習Ⅰ

社会人間学

社会学概論

社会調査法

フィールドワーク研究

宗教思想史

日本哲学史

法律学概論

政治学原論

博物館概論

博物館教育論

生涯学習概論

文化人類学

多文化共生論

哲学入門

倫理学基礎論

応用倫理学

横断演習Ⅰ・Ⅱ

政治学入門

古文書学Ⅰ・Ⅱ 日本史特論

歴史文化特殊講義Ⅰ 歴史文化特殊講義Ⅲ 歴史文化特殊講義Ⅳ

映像文化論

現代文化論

技術と文化

日本美術史

地域社会論

文化交流史

芸術表象論

ブリティッシュ・
スタディーズⅠ・Ⅱ

歴史と自然

西洋美術史

アメリカン・
スタディーズⅠ・Ⅱ

歴史と思想

歴史文化
特殊講義Ⅱ

日本史研究Ⅰ・Ⅱ

歴史と美術考古学Ⅰ・Ⅱ

日本文化史

現代史Ⅰ

日本史概説Ⅰ・Ⅱ日本学

現代史Ⅱ

西洋史概説Ⅰ・Ⅱ

現代史Ⅲ

アジア史概説Ⅰ・Ⅱ 地理学の諸問題Ⅰ・Ⅱ 民俗学の諸問題

西洋社会史 アジア文化史

自然地理学

社会意識論 都市空間論

西洋史研究Ⅰ・Ⅱ アジア史研究Ⅰ・Ⅱ 地誌Ⅰ・Ⅱ

人文地理Ⅰ・Ⅱ

民俗文化研究Ⅰ・Ⅱ

西洋史特論 アジア史特論

実践地域学 観光文明学Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅲ・Ⅳ

演習Ⅰ・Ⅱ

基礎演習Ⅰ・Ⅱ

地理と情報Ⅰ・Ⅱ

地理学・民俗学資料
研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

アジア史史料研究
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

西洋史史料研究
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

日本史史料研究
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

阪神文化論

卒業研究

関連科目/学科横断科目
（自由選択科目）専門科目

文化地理学

卒　　　　　　　　　業

文学部 歴史文化学科 カリキュラムツリー
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4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

演習科目 実習系科目
日本史学 西洋史学 東洋史学 地理学 民俗学

必修科目

基本科目

基本科目

基本科目

博物館実習Ⅲ

博物館展示論

博物館資料保存論

博物館情報・メディア論

博物館実習Ⅱ

博物館経営論

博物館資料論

博物館実習Ⅰ

社会人間学

社会学概論

社会調査法

フィールドワーク研究

宗教思想史

日本哲学史

法律学概論

政治学原論

博物館概論

博物館教育論

生涯学習概論

文化人類学

多文化共生論

哲学入門

倫理学基礎論

応用倫理学

横断演習Ⅰ・Ⅱ

政治学入門

古文書学Ⅰ・Ⅱ 日本史特論

歴史文化特殊講義Ⅰ 歴史文化特殊講義Ⅲ 歴史文化特殊講義Ⅳ

映像文化論

現代文化論

技術と文化

日本美術史

地域社会論

文化交流史

芸術表象論

ブリティッシュ・
スタディーズⅠ・Ⅱ

歴史と自然

西洋美術史

アメリカン・
スタディーズⅠ・Ⅱ

歴史と思想

歴史文化
特殊講義Ⅱ

日本史研究Ⅰ・Ⅱ

歴史と美術考古学Ⅰ・Ⅱ

日本文化史

現代史Ⅰ

日本史概説Ⅰ・Ⅱ日本学

現代史Ⅱ

西洋史概説Ⅰ・Ⅱ

現代史Ⅲ

アジア史概説Ⅰ・Ⅱ 地理学の諸問題Ⅰ・Ⅱ 民俗学の諸問題

西洋社会史 アジア文化史

自然地理学

社会意識論 都市空間論

西洋史研究Ⅰ・Ⅱ アジア史研究Ⅰ・Ⅱ 地誌Ⅰ・Ⅱ

人文地理Ⅰ・Ⅱ

民俗文化研究Ⅰ・Ⅱ

西洋史特論 アジア史特論

実践地域学 観光文明学Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅲ・Ⅳ

演習Ⅰ・Ⅱ

基礎演習Ⅰ・Ⅱ

地理と情報Ⅰ・Ⅱ

地理学・民俗学資料
研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

アジア史史料研究
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

西洋史史料研究
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

日本史史料研究
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

阪神文化論

卒業研究

関連科目/学科横断科目
（自由選択科目）専門科目

文化地理学

卒　　　　　　　　　業

〔2022年度（令和4年度）の入学生に適用〕
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共通・関連科目

授 業 科 目 単位 配当
年次 備　考

横
断
科
目

横 断 演 習 Ⅰ
横 断 演 習 Ⅱ

2
2

1
1

地
域
連
携
講
座
科
目

関 西 の こ と ば と 文 学
地 域 社 会 論
Ｎ Ｐ Ｏ ／ Ｎ Ｇ Ｏ 論
メ デ ィ ア 文 化 論
阪 神 文 化 論
観 光 文 明 学 Ⅰ
観 光 文 明 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
1
3
3

国
際
交
流
科
目

ジャパンスタディーズ 1
ジャパンスタディーズ 2
ジャパンスタディーズ 3
ジャパンスタディーズ 4
ジャパンスタディーズ 5
ジャパンスタディーズ 6
ジャパンスタディーズ 7
ジャパンスタディーズ 8
ジャパンスタディーズ 9
ジャパンスタディーズ 10
ジャパンスタディーズ 11
ジャパンスタディーズ 12
ジャパンスタディーズ 13
ジャパンスタディーズ 14

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1

授 業 科 目 単位 配当
年次 備　考

キ
ャ
リ
ア
科
目

ベーシック・キャリアデザイン
イ ン タ ー ン シ ッ プ
キ ャ リ ア ゼ ミ
プラクティカル・キャリアデザイン
アドバンスト・キャリアデザイン

2
2
2
2
2

1
1
2
3
4

2 単位まで自由
選択科目とし
て卒業必要単
位数に算入で
きる

言
語
基
礎
科
目

ギ リ シ ア 語 入 門
ラ テ ン 語 入 門

2
2

2
2

社
会
科
学
基
礎
科
目

初 級 マ ク ロ 経 済 学
初 級 ミ ク ロ 経 済 学
経 済 史
労 働 経 済 Ⅰ
労 働 経 済 Ⅱ
社 会 経 済 思 想 Ⅰ
社 会 経 済 思 想 Ⅱ
憲 法 Ⅰ
憲 法 Ⅱ
労 働 法 Ⅰ
経 営 学 総 論
経 営 労 務 論
マ ー ケ テ ィ ン グ 総 論

2
2
4
2
2
2
2
2
2
2
4
4
4

1
1
3
2
3
3
3
1
2
2
2
3
3

教
職
関
連
科
目

教 育 心 理
教 育 相 談
教 育 史
教 育 社 会 行 政 論

2
2
2
2

2
2
2
2

共通・関連科目表

� 〔2021 年度（令和 3 年度）以降の入学生に適用〕

 1．所属する年次をこえる配当年次の授業科目は履修できない。
 2�．キャリア科目は、2 単位まで自由選択科目として卒業必要単位数に算入できる。なお、原則として、

他学部での該当科目の履修は認めない。

理 工 学 部
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理　工　学　部

教育基本方針

　甲南大学理工学部は、平生釟三郎の教育理念のもと、人格の修養と健康の増進に向けた教養教
育を施し、専門教育では、初代学長である荒勝文策の「自然科学の学問的土台を強固にし、純粋
理学と応用科学を融合させて、時代の変化や科学・技術の新たな展開に対応して創造性を発揮で
きる人材を育成する」という理念に沿って、いずれの学科においても、専門性を生かして広く社
会に貢献できる有能な人材の育成をめざします。　　

卒業認定・学位授与の方針

　甲南大学では、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を
実現することを目的としています。理工学部の教育基本方針のもと、卒業必要単位数 128 単位以
上（基礎共通科目又は国際言語文化科目 16 単位、外国語科目 8 単位、保健体育科目 2 単位、専門
教育科目 102 単位以上）を修得し、次の能力・資質を身につけた学生に学士（理学）又は学士（理
工学）の学位を授与します。

（1） �自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観を意識することができ、自
らを律し、他者と協調・協働することができます。

（2） 天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3） �人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し

得る基本的な技能及び自己の健康増進に関する技能を有しています。
（4） �自然科学に関する基礎的な素養の基に、各学科に関わる専門分野の基本的な知識・技術を修

得しています。
（5） 自己の意見を分かりやすく主体的に説明する能力を有しています。
（6） �事象の中から問題を発見して論理的に考察し、収集した情報を整理・分析し、それらを総合

して問題解決を図る意志と能力を有しています。
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理工学部履修登録科目の単位制限に関する内規

〔令和 3 年 2 月 16 日　改正〕

　理工学部の学生が履修する授業科目において、登録単位制限を受ける科目及び単位数は次のとお
りとする。また、前期履修登録及び後期履修登録を合わせた単位数に対して登録単位制限を受ける
ものとする。

（物理学科）
【令和 3 年度以降入学生】
 1　物理学科の学生が履修登録できる上限の単位数は次のとおりとする。

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

49 単位以内 49 単位以内 49 単位以内 49 単位以内

 2　次に掲げる科目については、前項の単位制限を受けない。
（1）	 物理学科専門教育科目のうち、卒業必要単位数に充てることができない科目
（2）	 海外語学講座・留学支援科目
（3）	 キャリア科目
（4）	 他学部・他学科専門教育科目

1�．理工学部生は、入学を認められた学科について、学則により指定された必修・選択必修科目の

単位を修得しなければならない。また、履修科目の選択にあたっては、学科主任、指導主任及び

それぞれの授業科目の担当教員に相談の上、その選択を誤らないよう留意されたい。

 2．所属学科により、履修科目が異なるので科目を選択するにあたっては、充分注意すること。

 3�．専門教育科目は、配当年次を考慮して履修すること。所属する年次を超える配当年次の授業科

目は原則として履修できない。

 4�．次の授業科目は、設備等に限界があるため、該当学科の学生以外の履修は原則として認めない。

　ただし、特に希望する者については選考の上、許可することがあるので、履修登録とは別に、理

由を付した履修許可願を教務部へ提出すること。提出期日は、『履修ガイドブック』を参照すること。

物　理　学　科：�「基礎物理学実験」、「ラボラトリー・フィジックスⅠ・Ⅱ」、「物理学実験Ⅰ・

Ⅱ」、「コンピュータ入門」、「コンピュータ実習Ⅰ・Ⅱ」、｢計算物理ワーク

ショップ｣、「実験工房ワークショップ」、「天体観測ワークショップ」

生　物　学　科：�｢生物学専門実験及び演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ｣、「科学英語演習Ⅰ・Ⅱ」、「生物

学臨海実習」

機能分子化学科：�「機能分子化学実験入門」、「機能分子化学実験Ａ・Ｂ・Ｃ」、「化学コンピュ

ータ演習」

 5．各学科共通の「共通・関連科目表」は理工学部最終ページに記載してある。

 6．理工学部では、次のような履修登録科目の単位制限が実施されている。履修計画を慎重、かつ十 

　分に検討した上で履修科目を選択すること
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（5）	 国際交流科目
（6）	� 教育職員免許状を得るために必要な「教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事

項の科目を除く。）」
（7）	 図書館司書となる資格を得るために必要な図書館学に関する専門教育科目のうち A 群の科目
（8）	 学校図書館司書教諭となる資格を得るために必要な図書館学に関する専門教育科目
（9）	 公認心理師に関する専門教育科目のうち A 群の科目
（10）海外ボランティアⅠ・Ⅱ
（11）その他の卒業必要単位に算入されない授業科目

（生物学科）
【令和 2 年度以降入学生】
 1　生物学科の学生が履修登録できる上限の単位数は次のとおりとする。

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

49 単位以内 49 単位以内 49 単位以内 49 単位以内

 2　次に掲げる科目については、前項の単位制限を受けない。
（1）	 生物学科専門教育科目のうち集中科目である「生物学特殊講義Ⅰ～Ⅵ」、「生物学臨海実習」
（2）	 海外語学講座・留学支援科目
（3）	� 実施後に単位認定申請書などの提出を行い当該科目の履修登録を行う科目である「生物学

特設科目Ⅰ・Ⅱ」、「Biological Science Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」、「海外ボランティアⅠ・Ⅱ」
（4）	 キャリア科目
（5）	 他学部・他学科専門教育科目
（6）	 国際交流科目
（7）	� 教育職員免許状を得るために必要な「教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事

項の科目を除く。）」
（8）	 図書館司書となる資格を得るために必要な図書館学に関する専門教育科目のうち A 群の科目
（9）	 学校図書館司書教諭となる資格を得るために必要な図書館学に関する専門教育科目
（10）	� 博物館学芸員養成課程科目（生物学科専門教育科目のうち選択必修科目 A 及び C に含まれ

る科目を除く）
（11） 公認心理師に関する専門教育科目のうち A 群の科目
（12） キャリア創生共通科目
（13） その他の卒業必要単位に算入されない授業科目

（機能分子化学科） 
【平成 31 年度以降入学生】
 1　機能分子化学科の学生が履修登録できる上限の単位数は次のとおりとする。

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

49 単位以内 49 単位以内 49 単位以内 49 単位以内

 2�　1 年次に履修できる基礎共通科目・国際言語文化科目の単位数は上記 1 の単位数内で 12 単位
を限度とする。

 3　次に掲げる科目については、上記 1 の単位制限を受けない。
（1）	 海外語学講座・留学支援科目
（2）	 キャリア科目
（3）	 他学部・他学科専門教育科目
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（4）	 国際交流科目
（5）	� 教育職員免許状を得るために必要な「教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事

項の科目を除く。）」
（6）	 図書館司書となる資格を得るために必要な図書館学に関する専門教育科目のうち A 群の科目
（7）	 学校図書館司書教諭となる資格を得るために必要な図書館学に関する専門教育科目
（8）	 公認心理師に関する専門教育科目のうち A 群の科目
（9）	 キャリア創生共通科目
（10）	その他の卒業必要単位に算入されない授業科目

（中略・平成 30 年度以前入学生適用表　略）

（改廃）
　この内規の改廃は、合同教授会の審議を経て、学長が決定する。

 附　則
　この内規は、令和 2 年 4 月 1 日から施行する。
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物 理 学 科
教育基本方針

　甲南大学理工学部は、平生釟三郎の教育理念のもと、人格の修養と健康の増進に向けた教養教育を施し、専門教育では、初
代学長である荒勝文策の「自然科学の学問的土台を強固にし、純粋理学と応用科学を融合させて、時代の変化や科学・技術の
新たな展開に対応して創造性を発揮できる人材を育成する」という理念に沿って、専門性を生かして広く社会に貢献できる有
能な人材の育成をめざします。
　さらに、物理学科は、あらゆる自然現象の基本となる物理法則を理解し、その論理性を応用することによって将来広く社会
に貢献できる学生の養成をめざします。また社会で活躍するための総合力を実験、実習を通して養成します。 

卒業認定・学位授与の方針
　甲南大学では、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを目的としています。
物理学科の教育基本方針のもと、卒業必要単位数 128 単位以上（基礎共通科目又は国際言語文化科目 16 単位、外国語科目 8 単位、
保健体育科目 2 単位、専門教育科目 102 単位以上）を修得し、次の能力・資質を身につけた学生に学士（理学）又は学士（理工学）
の学位を授与します。
学士（理学）
（1）社会人として必要な責任感、倫理観、自己管理力、協調性を有しています。
（2）天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3）�人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し得る基本的な技能及び自己の健康

増進に関する技能を有しています。
（4）物理学の基本的な知識を修得し、理学に関連した高度な知識を有しています。
（5）�共同作業を円滑に進めるためのコミュニケーション能力や、自己の意見をわかりやすく伝えるためのプレゼンテーション能力

を有しています。
（6）�物理学の専門知識の修得を通して、問題発見能力や論理的思考法・手法を身につけ、社会の発展に貢献する意志と能力を有し

ています。
学士（理工学）
（1）社会人として必要な責任感、倫理観、自己管理力、協調性を有しています。
（2）天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3）�人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し得る基本的な技能及び自己の健康

増進に関する技能を有しています。
（4）物理学の基本的な知識を修得し、理工学に関連した高度な知識を有しています。
（5）�共同作業を円滑に進めるためのコミュニケーション能力や、自己の意見をわかりやすく伝えるためのプレゼンテーション能力

を有しています。
（6）�物理学の専門知識の修得を通して、問題発見能力や論理的思考法・手法を身につけ、社会の発展に貢献する意志と能力を有し

ています。

教育課程編成・実施の方針
　理工学部物理学科では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力・資質などを修得させるために、基礎共通科目、国際言語文化科目、外
国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、専門教育科目及びその他必要とする科目を体系的に編成し、講義、演習、実験、実習若
しくは実技のいずれか又はこれらを適切に組み合わせた授業を開講します。また、卒業認定・学位授与の方針と各科目の関係性及び到
達目標を示すカリキュラムマップ、カリキュラムの体系性・系統性を示すカリキュラムツリーを提示し、カリキュラムの構造をわかり
やすく明示します。
　カリキュラムは、各科目において学生が修得したGPA及び、到達目標に定める学生の知識・能力の修得状況を集計し、その集計値を検
証することにより見直し・改善を行います。
　教育内容、教育方法、学修成果の評価については以下のように定めます。

１）教育内容
（1）�大学における物理学の学びの基盤となる基礎的実験法やレポートの書き方、基本的計算法などを修得するため及び専門教育への適

応を図るため、初年次段階において少人数で学ぶ基礎的な実験及び演習科目を設けます。
（2）�外国語によるコミュニケーション能力や異文化理解について学ぶ科目、心身両面の健康に対する配慮を学ぶ科目、情報を読み解く

力について学ぶ科目を配置します。
（3）�全学共通科目である、建学の理念と専攻分野以外の領域を含む幅広い基礎的な知識を学ぶ基礎共通科目、異文化理解について学ぶ

国際言語文化科目を配置します。
（4）物理学の学びの基盤をつくるため、物理分野以外の自然科学の科目や情報技術に関する科目等を配置します。
（5）�物理学に関する知識及び論理的思考力を修得できるように科目毎に必修、選択必修又は自由選択の別を設け、段階的に高度化する

専門科目を体系的に配置します。また実験を通して物理学を理解するために、各年次に実験科目を配置します。
（6）

（7）�各自の天賦の特性と専攻分野に関する知識を社会でどのように生かしていくのかを考えるとともに、社会で活用できる力を身につ
けるため、キャリア教育並びにキャリア形成支援を１年次から４年次まで継続的に実施します。

（8）�在学中の学修成果を集大成する仕組みとして、また社会人として必要な責任感と倫理観を養成するために、物理学コースは物理学
卒業研究を、文理融合コースは文理融合総合研究を必修科目として配置します。

２）教育方法
（1）�１）に掲げた教育内容を身につけるために、講義、演習、実験、実習のいずれか又はこれらの併用により授業を実施します。
（2）�論理的思考力、伝えたい内容を適切に表現し伝達する能力、問題解決力を養成するとともに、他者と協調・協働し、自ら率先して社会

に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観について学ぶために、学生一人ひとりの顔がわかる少人数で学生参加型の実験・演習
を行います。また集大成として卒業研究を行います。

（3）�授業の実施においては、考える力や洞察力を涵養するために、発見学習、問題解決学習、グループ・ディスカッションなどを中心とし
たアクティブ・ラーニングを積極的に活用します。

（4）�成績評価をGPAで表示するとともに、学位プログラムごとの到達目標と各科目の関係を明確にし、知識・能力の修得状況を学修ポー
トフォリオを通じて学生にフィードバックします。

３）学修成果の評価
 　学生の学修成果についての評価方法を各科目のシラバスで示し、その方法に従って評価します。 

学士（理学） 学士（理工学）
理学に関連した高度で専門的な知識を学ぶ 「宇宙理学コース」 を配置
します。理学に関連した高度な知識を学びつつ会計や経営などに関連
したキャリア科目も学ぶ「文理融合コース」を配置します。

理工学に関連した高度な知識を学ぶ、「物理工学コース」を配置します。
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

必
修

基礎物理学実験 1 1 ○ ○ ○ ○
ラボラトリー・フィジックスⅠ 2 1 ○ ○ ○ ○
ラボラトリー・フィジックスⅡ 2 2 ○ ○ ○ ○
力学Ⅰ 2 1 ○ ○
力学Ⅱ 2 2 ○ ○
電磁気学Ⅰ 2 1 ○ ○
電磁気学Ⅱ 2 2 ○ ○
統計力学Ⅰ 2 3 ○ ○
量子力学Ⅰ 2 3 ○ ○
物理学実験Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○
物理学実験Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ ○

以上 21 単位必修

少
人
数
・
参
加
型
科
目

ワークショップⅠ a 1 1 ○ ○ ○
ワークショップⅠ b 1 1 ○ ○ ○
ワークショップⅡ a 1 2 ○ ○ ○
ワークショップⅡ b 1 2 ○ ○ ○
ワークショップⅢ a 1 3 ○ ○ ○
ワークショップⅢ b 1 3 ○ ○ ○
ワークショップⅣ a 1 4 ○ ○ ○
ワークショップⅣ b 1 4 ○ ○ ○
計算物理ワークショップ 3 3 ○ ○ ○ ○ ○
実験工房ワークショップ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
天体観測ワークショップ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○

選
択
必
修
科
目
Ⓐ

基礎物理学Ⅰ 2 1 ○ ○
基礎物理学Ⅱ 2 1 ○ ○
微分積分学Ⅰ 2 1 ○ ○
微分積分学Ⅱ 2 1 ○ ○
線形代数学Ⅰ 2 1 ○ ○
線形代数学Ⅱ 2 1 ○ ○
コンピュータ入門 2 1 ○
物理数学Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
物理数学Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
原子物理学 2 2 ○ ○
解析力学 2 2 ○ ○
電磁気学Ⅲ 2 2 ○ ○
熱力学 2 2 ○ ○
相対性理論 2 2 ○ ○
コンピュータ実習Ⅰ 2 2 ○
コンピュータ実習Ⅱ 2 2 ○
電気・電子回路 2 2 ○ ○

以上Ⓐのうち 20 単位以上選択必修

カリキュラムマップ

到　達　目　標
対 応 す る 卒 業 認
定・学位授与の方
針（学科）の番号

A 周辺分野の理解と幅広い見方の修得 （3）
B 数学的思考法の修得とコンピュータの活用 （3）
C 日本語の文章表現力および英語の文献読解力の修得 （3）（5）
D 科学と社会とのかかわりについての理解 （3）
E 責任感、倫理観、自己管理力、協調性の涵養 （1）（2）
F コミュニケーション力とプレゼンテーション力の修得 （5）
G 専門分野の基礎的原理・法則の理解 （4）
H 実験の遂行と、理論モデルとの比較による現象の理解 （4）
I 論理的思考法・手法の修得 （6）
J 専門知識の応用 （2）（6）

専門教育科目表（物理学科）物理学コース　 〔2022 年度（令和 4 年度）の入学生に適用〕
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

選
択
必
修
科
目
Ⓑ

統計力学Ⅱ 2 3 ○ ○
量子力学Ⅱ 2 3 ○ ○
量子力学Ⅲ 2 4 ○ ○
数理物理学 2 3 ○ ○ ○
物性物理学Ⅰ 2 3 ○ ○
物性物理学Ⅱ 2 3 ○ ○
流体力学Ⅰ 2 3 ○ ○
流体力学Ⅱ 2 4 ○ ○
情報通信科学 2 4 ○ ○
製図学 2 4 ○ ○

以上Ⓑのうち 8 単位以上選択必修

自
由
選
択
科
目

確率統計学 4 2 ○ ○
基礎数学 2 1 ○ ○
代数学Ⅰ 2 3 ○ ○
代数学Ⅱ 2 3 ○ ○
解析学Ⅰ 2 3 ○ ○
解析学Ⅱ 2 3 ○ ○
コンピュータサイエンス 2 2 ○ ○
ソフトウエア工学 2 3 ○ ○
地学通論Ⅰ 2 1 ○
地学通論Ⅱ 2 1 ○
化学通論Ⅰ 2 1 ○
化学通論Ⅱ 2 1 ○
生物学通論Ⅰ 2 2 ○
生物学通論Ⅱ 2 2 ○
地学実験 3 2 ○ ○ ○ ○ ○
基礎化学実験 3 2 ○ ○ ○ ○ ○
基礎生物学実験 3 2 ○ ○ ○ ○ ○

※
物理学通論Ⅰ 2 1 ○ ○
物理学通論Ⅱ 2 1 ○ ○

以上自由選択科目

宇
宙
理
学
コ
ー
ス

素粒子物理学　　　　　［隔年］ 2 3・4 ○
原子核物理学　　　　　［隔年］ 2 3・4 ○
天文学概論　　　　　　［隔年］ 2 3・4 ○
宇宙物理学　　　　　　［隔年］ 2 3・4 ○
放射線計測学　　　　　［隔年］ 2 3・4 ○
宇宙理学リサーチ 4 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
以上C1選択必修科目のうち 8 単位以上選択必修
物理学卒業研究 8 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
以上 8 単位必修

物
理
工
学
コ
ー
ス

電子物性物理学� ［隔年］ 2 3・4 ○
光エレクトロニクス� ［隔年］ 2 3・4 ○
量子エレクトロニクス� ［隔年］ 2 3・4 ○
光物性物理学� ［隔年］ 2 3・4 ○
半導体デバイス� ［隔年］ 2 3・4 ○
物理工学リサーチ 4 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
以上 C2 選択必修科目のうち 8 単位以上選択必修
物理学卒業研究 8 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
以上 8 単位必修

学
芸
員
科
目 

※

生涯学習概論 2 1 ○ ○
博物館概論 2 1 ○
博物館経営論 2 2 ○
博物館資料論 2 2 ○
博物館資料保存論 2 3 ○
博物館展示論 2 3 ○
博物館教育論 2 1 ○ ○
博物館情報・メディア論 2 3 ○ ○
博物館実習Ⅰ 1 2 ○ ○ ○
博物館実習Ⅱ 1 3 ○ ○ ○
博物館実習Ⅲ 1 4 ○ ○ ○

卒業必要単位数　102 単位以上
※の科目は卒業必要単位数に充てることはできない。
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【卒業必要単位数】（物理学コース）

1�.�理工学部物理学科物理学コースの学生は、次に定めるところに従って合計 128 単位以上修得し

なければならない。

基礎共通科目または国際言語文化科目 16 単位
外国語科目 8 単位
保健体育科目 2 単位
専門教育科目 102 単位以上

21 単位
Ⓐより 20 単位以上
Ⓑより 8 単位以上

宇宙理学コース：C1より 8 単位以上
物理工学コース： C2 より 8 単位以上

・物理学卒業研究 8 単位必修
　合　計 128 単位以上

2．�中級英語、海外語学講座Ⅰ、エリアスタディーズ I〜Ⅹ、大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ、大学日本語上

級Ⅰ・Ⅱ、海外ボランティアⅠ・Ⅱについては、専門教育科目として 8 単位以内を卒業必要単位

数に充てることができる。ただし、必修または選択必修のいずれの単位数にも充てることはでき

ない。

3．�大学日本語科目（大学日本語入門Ⅰ・Ⅱ、大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ、大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ）は、

外国人留学生（正規留学生）入学試験に合格して入学した学生のみ履修することができる。

4．�理工学部共通・関連科目のキャリア科目については、専門教育科目として 2 単位を卒業必要単位

数に充てることができる。ただし、必修または選択必修のいずれの単位数にも充てることはでき

ない。

5．�3 年次後期始めに選択するコースによって、 卒業時に授与される学位が異なる。宇宙理学コース

卒業者には「学士（理学）」が授与される。ただし、「学士（理工学）」の学位取得を希望する場合

には、物理工学コースの選択必修科目 C2 から 4 単位以上を修得すれば取得可能である。物理工

学コース卒業者には「学士（理工学）」が授与される。ただし、「学士（理学）」の学位取得を希望

する場合には、宇宙理学コースの選択必修科目 C1 から 4 単位以上を修得すれば取得可能である。

原則として、卒業年度の 1 月にその希望調査を行うので、指導主任へ確認すること。

・学科共通科目

必修科目

選択必修科目
少人数・参加型科目

自由選択科目

・コース別選択必修科目
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

物
理
科
目

必
修

基礎物理学実験 1 1 ○ ○ ○ ○

ラボラトリー・フィジックスⅠ 2 1 ○ ○ ○ ○

ラボラトリー・フィジックスⅡ 2 2 ○ ○ ○ ○

力学Ⅰ 2 1 ○ ○

力学Ⅱ 2 2 ○ ○

電磁気学Ⅰ 2 1 ○ ○

電磁気学Ⅱ 2 2 ○ ○

以上 13 単位必修

物
理
科
目

選
択
必
修
科
目
Ⓐ

基礎物理学Ⅰ 2 1 ○ ○

基礎物理学Ⅱ 2 1 ○ ○

微分積分学Ⅰ 2 1 ○ ○

微分積分学Ⅱ 2 1 ○ ○

線形代数学Ⅰ 2 1 ○ ○

線形代数学Ⅱ 2 1 ○ ○

コンピュータ入門 2 1 ○

物理数学Ⅰ 2 2 ○ ○ ○

物理数学Ⅱ 2 2 ○ ○ ○

原子物理学 2 2 ○ ○

解析力学 2 2 ○ ○

電磁気学Ⅲ 2 2 ○ ○

熱力学 2 2 ○ ○

相対性理論 2 2 ○ ○

コンピュータ実習Ⅰ 2 2 ○

コンピュータ実習Ⅱ 2 2 ○

電気・電子回路 2 2 ○ ○

以上Ⓐのうち 20 単位以上選択必修

少
人
数
・
参
加
型
科
目

ワークショップⅠ a 1 1 ○ ○ ○

ワークショップⅠ b 1 1 ○ ○ ○

ワークショップⅡ a 1 2 ○ ○ ○

ワークショップⅡ b 1 2 ○ ○ ○

ワークショップⅢ a 1 3 ○ ○ ○

ワークショップⅢ b 1 3 ○ ○ ○

カリキュラムマップ

到　達　目　標
対 応 す る 卒 業 認
定・学位授与の方
針（学科）の番号

A 周辺分野の理解と幅広い見方の修得 （3）
B 数学的思考法の修得とコンピュータの活用 （3）
C 日本語の文章表現力および英語の文献読解力の修得 （3）（5）
D 科学と社会とのかかわりについての理解 （3）
E 責任感、倫理観、自己管理力、協調性の涵養 （1）（2）
F コミュニケーション力とプレゼンテーション力の修得 （5）
G 専門分野の基礎的原理・法則の理解 （4）
H 実験の遂行と、理論モデルとの比較による現象の理解 （4）
I 論理的思考法・手法の修得 （6）
J 専門知識の応用 （2）（6）

専門教育科目表（物理学科）文理融合コース　 〔2022 年度（令和 4 年度）の入学生に適用〕
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

物
理
科
目

少
人
数
・

参
加
型
科
目

ワークショップⅣ a 1 4 ○ ○ ○
ワークショップⅣ b 1 4 ○ ○ ○
計算物理ワークショップ 3 3 ○ ○ ○ ○ ○
実験工房ワークショップ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
天体観測ワークショップ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○

自
由
選
択
科
目

物理学実験Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○
物理学実験Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ ○
統計力学Ⅰ 2 3 ○ ○
統計力学Ⅱ 2 3 ○ ○
量子力学Ⅰ 2 3 ○ ○
量子力学Ⅱ 2 3 ○ ○
量子力学Ⅲ 2 4 ○ ○
数理物理学 2 3 ○ ○ ○
物性物理学Ⅰ 2 3 ○ ○
物性物理学Ⅱ 2 3 ○ ○
流体力学Ⅰ 2 3 ○ ○
流体力学Ⅱ 2 4 ○ ○
情報通信科学 2 4 ○ ○
製図学 2 4 ○ ○
確率統計学 4 2 ○ ○
基礎数学 2 1 ○ ○
代数学Ⅰ 2 3 ○ ○
代数学Ⅱ 2 3 ○ ○
解析学Ⅰ 2 3 ○ ○
解析学Ⅱ 2 3 ○ ○
コンピュータサイエンス 2 2 ○ ○
ソフトウエア工学 2 3 ○ ○
地学通論Ⅰ 2 1 ○
地学通論Ⅱ 2 1 ○
化学通論Ⅰ 2 1 ○
化学通論Ⅱ 2 1 ○
生物学通論Ⅰ 2 2 ○
生物学通論Ⅱ 2 2 ○
地学実験 3 2 ○ ○ ○ ○ ○
基礎化学実験 3 2 ○ ○ ○ ○ ○
基礎生物学実験 3 2 ○ ○ ○ ○ ○
素粒子物理学� ［隔年］ 2 3・4 ○
原子核物理学� ［隔年］ 2 3・4 ○
天文学概論� ［隔年］ 2 3・4 ○
宇宙物理学� ［隔年］ 2 3・4 ○
放射線計測学� ［隔年］ 2 3・4 ○
電子物性物理学� ［隔年］ 2 3・4 ○
光エレクトロニクス� ［隔年］ 2 3・4 ○
量子エレクトロニクス� ［隔年］ 2 3・4 ○
光物性物理学� ［隔年］ 2 3・4 ○
半導体デバイス� ［隔年］ 2 3・4 ○
文理融合リサーチ 4 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
物理学通論Ⅰ 2 1 ○ ○
物理学通論Ⅱ 2 1 ○ ○

以上物理科目及び文理融合科目のうち 55 単位以上修得

文理融合
科目

物理科目

k-reiji
線

k-reiji
線
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J
文
理
融
合
科
目

必修
共通応用演習Ⅰ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
共通応用演習Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
文理融合総合研究 8 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

以上 12 単位必修

学
芸
員
科
目
※

生涯学習概論 2 1 ○ ○
博物館概論 2 1 ○
博物館経営論 2 2 ○
博物館資料論 2 2 ○
博物館資料保存論 2 3 ○
博物館展示論 2 3 ○
博物館教育論 2 1 ○ ○
博物館情報・メディア論 2 3 ○ ○
博物館実習Ⅰ 1 2 ○ ○ ○
博物館実習Ⅱ 1 3 ○ ○ ○
博物館実習Ⅲ 1 4 ○ ○ ○

卒業必要単位数　102 単位以上
※の科目は卒業必要単位数に充てることはできない。

【卒業必要単位数】（文理融合コース）

1�.�理工学部物理学科文理融合コースの学生は、次に定めるところに従って合計 128 単位以上修得

しなければならない。

基礎共通科目または国際言語文化科目 16 単位
外国語科目 8 単位
保健体育科目 2 単位
専門教育科目 102 単位以上

・文理融合科目
必修科目 12 単位

　合　計 128 単位以上

2．�中級英語、海外語学講座Ⅰ、エリアスタディーズ I～Ⅹ、大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ、大学日本語上

級Ⅰ・Ⅱ、海外ボランティアⅠ・Ⅱについては、専門教育科目として 8 単位以内を卒業必要単位

数に充てることができる。ただし、必修または選択必修のいずれの単位数にも充てることはでき

ない。

3．�大学日本語科目（大学日本語入門Ⅰ・Ⅱ、大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ、大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ）は、

外国人留学生（正規留学生）入学試験に合格して入学した学生のみ履修することができる。

・物理科目
必修科目

・物理科目及び文理融合科目
13 単位

55 単位以上
20 単位以上物理科目　選択必修科目Ⓐ 物

理科目　少人数・参加型科目物
理科目　自由選択科目
文理融合科目　自由選択科目
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4．�理工学部共通・関連科目のキャリア科目については、専門教育科目として 2 単位を卒業必要単位

数に充てることができる。ただし、必修または選択必修のいずれの単位数にも充てることはでき

ない。

5．�エリアスタディーズ I～Ⅹ、海外ボランティアⅠ・Ⅱをのぞくキャリア創生共通科目は、専門教

育科目として 22 単位以内を卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修または選択必修

のいずれの単位数にも充てることはできない。

6．�関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目は、専門教育科目として 16 単位以内を卒業必要単

位数に充てることができる。ただし、必修または選択必修のいずれの単位数にも充てることはで

きない。
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Ⅰ . コース選択に関する注意

1��．物理学科では、専門教育科目の履修について、物理学コース（宇宙理学コース・物理工学コース）

及び文理融合コースを設けている。

2�．文理融合コースを希望する者は 2 年次の 1 月に希望調査を行うので、指導主任に申し出ること。

指導主任・学科主任との面談後、共通教育センター所長の許可が得られれば、3 年次より文理融合

コースとなる。文理融合コースを希望しないものは自動的に物理学コースとなる。ただし、文理融

合コースを選択するためには、2 年次終了時点で卒業に必要な基礎共通科目または国際言語文化科

目、外国語科目の基礎外国語、保健体育科目の「基礎体育学演習」をすべて修得していなければ

ならない。

3�．物理学コースの学生は、3 年次後期始めにコース選択（宇宙理学コース・物理工学コース）を行う。

4�．宇宙理学コースの学生は宇宙理学コース科目の選択必修科目 C1 より最低 8 単位以上選択しな

くてはならない。宇宙理学コースの学生が履修した物理工学コース C2 科目は、自由選択科目と

なる。また本コースの「宇宙理学リサーチ」および「物理学卒業研究」は原子核、宇宙粒子、宇

宙理論のいずれかの研究室で行われる。

5�．物理工学コースの学生は物理工学コースの選択必修科目 C2 より最低 8 単位以上選択しなくて

はならない。物理工学コースの学生が履修した宇宙理学コース C1 科目は、自由選択科目となる。

また本コースの「物理工学リサーチ」及び「物理学卒業研究」は光物性、半導体、光・量子エレ

クトロニクス、電子物性のいずれかの研究室で行われる。

6�. 文理融合コースの学生は、3 年次後期始めに宇宙理学コース、物理工学コースのいずれかの研究

室へ分属される。文理融合コースの学生向けに提供される「文理融合リサーチ」及び「文理融合

総合研究」は分属された研究室で行われる。

Ⅱ . 科目履修上の諸注意

 1．履修条件について

　以下の科目については、各科目の履修条件に従って履修すること。

授業科目 履　修　条　件

物 理 学 卒 業 研 究
文 理 融 合 総 合 研 究

卒業に必要な基礎共通科目または国際言語文化科目、外国語科目の
基礎外国語、保健体育科目の「基礎体育学演習」および卒業に必要
な専門教育科目の修得単位数があわせて 88 単位以上あること。

宇 宙 理 学 リ サ ー チ
物 理 工 学 リ サ ー チ
文 理 融 合 リ サ ー チ

卒業に必要な基礎共通科目または国際言語文化科目、外国語科目の
基礎外国語、保健体育科目の「基礎体育学演習」および卒業に必要
な専門教育科目の修得単位数があわせて 62 単位以上あること。

 2�．数学および物理の基礎学力テストに合格しなかった者は 1 年次では必修科目「力学Ⅰ」、「電磁

気学Ⅰ」の単位を修得できない。ただし、基礎学力テストに合格しなかった科目がある学生でも、

当該科目の補習を受講し、かつ最終試験に合格した場合は、このかぎりではない。基礎学力テス

トおよび補習については新入生履修指導において説明する。
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 3�．少人数・参加型ワークショップ科目は、以下のような学生の履修を勧める。

　「しっかりした基礎力をつけたい」、「科目の不得意領域をなくしたい」、「発展的な学修をした

い」、「大学院への進学準備をしたい」、「コンピュータを使って物理を深く理解したい」、「じゅう

ぶん時間をかけ試行錯誤して実験をしてみたい」、「大きな天体望遠鏡を用いて観測してみたい」

などと考えている学生。

 4�．「宇宙理学リサーチ」、「物理工学リサーチ」は、所属するコース以外のものを履修することは

できない。また、3 年次後期始めに履修条件を満たしていること。

 5．「文理融合リサーチ」は文理融合コースの学生のみが履修できる。

 6�．「物理学卒業研究」を履修するには、「宇宙理学リサーチ」または「物理工学リサーチ」を修得

しておくことが望ましい。

 7．「文理融合総合研究」を履修するには、「文理融合リサーチ」を修得しておくことが望ましい。

 8�．「物理学卒業研究」および「文理融合総合研究」は最終年度に履修するものとし、4 年次始め

に履修条件を満たしていること。

 9�．物理学科の学生が理科の教育職員免許状を取得する場合は、「物理学通論ⅠおよびⅡ」を別途

履修する必要がある。ただし、この科目の単位は専門教育科目の卒業必要単位の中に算入されな

いので、注意すること。

10�．「実験工房ワークショップ」と「天体観測ワークショップ」には履修要件および定員を設けて

あるので、必ずそれぞれのガイダンスに出席し、予備登録を行うこと。履修要件を満たす希望者

数が定員を超えた場合は選考を行う。履修要件については別途シラバスで確認を行うこと。

『物理学卒業研究』『文理融合総合研究』審査基準について

　卒業論文および卒業研究発表会の結果に基づいて、以下の項目について総合的に判断し、学
科構成員全員による評価を行う。60 点以上（100 点満点）を得た者を合格とする。 

（1）テーマの妥当性 
研究課題が、関連する知識と資料調査等に基づいて、指導教員との相談を経て決定され、
意義のあるものとなっていること。 

（2）方法の適切性 
研究分野における適切な研究方法を用いていること。 

（3）実験結果の解釈 
実験結果や根拠などの整理が充分かつ明確になされ、考察の内容が客観的かつ論理的であ
ること。 

（4）表現能力 
論文の体裁が整い、内容が適切に伝わるものとなっていること。また、卒業研究発表会に
おいて内容を分かりやすく説明でき、質問に正確かつ端的に答えられること。 

（5）研究への取り組み状況 
継続的に研究に励むこと。
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博物館学芸員養成課程（理工学部物理学科　対象）

　博物館学芸員は、博物館で資料の収集、保管、調査研究そして展示等に携わる専門職員である。

ここでの博物館とは、自然史博物館、科学館、美術館、歴史・考古・民族（民俗）の博物館、郷土館、

記念館などを幅広く含んでいる。これらの博物館は社会教育・生涯教育のための施設であるため、

学芸員は研究者と教育者という二つの性格を持っている。

　学芸員資格は、学士の称号を有し、法令によって定められた単位を大学で修得することによって

得ることができる。本学では、理工学部物理学科・生物学科、文学部人間科学科・歴史文化学科の

専門科目のなかに学芸員に関わる科目を設けており、所定の単位を修得した者に対しては、大学が

学芸員の資格を授与する。学芸員は魅力ある専門職であるが、博物館に学芸員として就職するこ

とは簡単ではない。しかし学芸員の課程で学び、資格を得ることによって調査・研究の能力を高め、

社会活動の実践力を身につけることは、一般の企業で調査・企画に従事したり、ボランティアな

どの社会活動を行う際に活用できるであろう。

（1）　学芸員課程の履修

 1．学芸員資格を取得するためには、1 年次から 4 年次までの各年度で行われるガイダンスを受講し、　　 

　 1 年次後半に学芸員課程登録をする必要がある。

 2�．2 年次以降、環境領域コースを選択して履修する。

 3�．学芸員課程は、大学での講義・学内実習と博物館・美術館での館園実習とに分けられる。講義・

学内実習は一般の授業と同じように履修すること。館園実習は大学が推薦する実習受け入れ施

設で行う。

 4．学内実習・館園実習の履修には、所定の実習費を納める必要がある。

 5．館園実習については以下の点に注意すること。

①　館園実習を履修するまでに、それ以外の所定の科目をすべて修得しておく必要がある。

②�　実習を受け入れてくれる施設は極めて限られており、貴重な文化財や美術品を取り扱う場

合もある。そのため実習希望者については、物理学科の専門科目および学芸員養成課程の必

修科目・選択必修科目の成績と面接によって審査し、実習施設を紹介する。

③　実習施設への申し込みの後に実習を辞退することや、実習途中で取り止めることは認めない。

④�　実習の期間は実習施設によって異なる。多くは 4 年次夏休みだが、4 年次の前期・後期の授

業期間になる場合もある。そのため実習日程に応じて、事前指導等の日程は変更になること

がある。
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授 業 科 目 単位 必要単位数
生 涯 学 習 概 論
博 物 館 概 論
博 物 館 経 営 論
博 物 館 資 料 論
博 物 館 資 料 保 存 論
博 物 館 展 示 論
博 物 館 教 育 論
博物館情報・メディア論
博 物 館 実 習 Ⅰ
博 物 館 実 習 Ⅱ
博 物 館 実 習 Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1

必修
11 科目 19 単位

日 本 文 化 史
ア ジ ア 文 化 史
阪 神 文 化 論

2
2
2

Ａ

選択必修Ａ～H の
科目群について、
1 群 4 単 位 以 上、
かつ2 群 8 単位以上

歴 史 と 美 術
西 洋 美 術 史
日 本 美 術 史
モ ダ ン ア ー ト 研 究
現 代 芸 術 研 究

2
2
2
2
2

Ｂ

考 古 学 Ⅰ
考 古 学 Ⅱ

2
2 Ｃ

民 俗 学 の 諸 問 題 4 Ｄ
環 境 学 入 門
環 境 学
人 間 環 境 論 Ⅰ
人 間 環 境 論 Ⅱ

2
2
2
2

Ｅ

環 境 教 育 の 実 践
環 境 生 物 学
生 態 学
生 物 学 臨 海 実 習

2
2
2
2

Ｆ

地 学 通 論 Ⅰ
地 学 通 論 Ⅱ

2
2 Ｇ

物 理 学 通 論 Ⅰ
物 理 学 通 論 Ⅱ
基 礎 物 理 学 Ⅰ
基 礎 物 理 学 Ⅱ

2
2
2
2

H

（2）学芸員課程に必要な科目

［2021 年度（令和 3 年度）以降の入学生に適用］

注 1．学芸員養成課程には、歴史文化領域コース、美

術領域コース、環境領域コースの 3 つがある。学科の

専門性に応じ、物理学科の学生は環境領域コースを選

択すること。

注 2．必修科目のうち、博物館概論、博物館資料論、

博物館資料保存論、博物館展示論、博物館実習Ⅰ、博

物館実習Ⅱ、博物館実習Ⅲは複数クラス開講されるので、

指定のクラスを履修すること。

注 3．選択必修科目について、環境領域コースはＡＥ

ＦＧＨを履修することが望ましい。

注 4．生物学臨海実習は、生物学科の学生のみを対象

とする。

（3）学芸員課程のスケジュール

　学芸員課程の 4 年間のスケジュールは、おおよそ以下の通りである。実施の日時などは、その

都度、連絡するので、My KONAN の掲示に注意すること。

1 年 次

4 月 新入生ガイダンス

前期 仮登録

12 月～1 月 課程登録

2 年 次 4 月 課程希望者へのガイダンス

3 年 次

4 月 課程希望者へのガイダンス

12 月～1 月 館園実習希望者への面接

1 月〜3 月 館園実習予定者の発表

4 年 次

6 月〜7 月 館園実習の事前指導

7 月〜9 月頃 館園実習（「博物館実習Ⅲ」およそ 7 日間）

卒業時 学芸員課程の修了証明書の授与
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理工学部 物理学科 カリキュラムツリー（物理学コース）

卒　　　　　　　　　業

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

実験科目 物理基礎科目・応用科目 数学・周辺分野 演習・実習科目 その他の科目

宇宙理学リサーチ
物理工学リサーチ

地学実験
基礎化学実験

基礎生物学実験
生物学通論Ⅰ・Ⅱ
地学通論Ⅰ・Ⅱ
化学通論Ⅰ・Ⅱ

教職関連科目

電子物性物理学
光エレクトロニクス

量子エレクトロニクス
光物性物理学
半導体デバイス

物理工学コース

物理学実験Ⅱ

流体力学Ⅰ

相対性理論

数理物理学

代数学Ⅱ 
解析学Ⅱ 

代数学Ⅰ
解析学Ⅰ

物理数学Ⅱ

物理数学Ⅰ

微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅱ

微分積分学Ⅰ
線形代数学Ⅰ

原子物理学

電気・電子回路

基礎数学

物理学通論Ⅰ・Ⅱ

ソフトウエア工学

コンピュータ実習Ⅱ

実験工房ワークショップ
天体観測ワークショップ

コンピュータ実習Ⅰ

コンピュータ入門

コンピュータサイエンス

確率統計学

熱力学

量子力学Ⅲ

流体力学Ⅱ

物理学実験Ⅰ

計算物理ワークショップ ワークショップⅢb

ワークショップⅢa

ワークショップⅡb

ワークショップⅡa

ワークショップⅠb

ワークショップⅠa

物性物理学Ⅱ
物性物理学Ⅰ

量子力学Ⅱ
統計力学Ⅱ

量子力学Ⅰ
統計力学Ⅰ

ラボラトリー・フィジックスⅡ

解析力学
電磁気学Ⅲ

情報通信科学
製図学

力学Ⅱ
電磁気学Ⅱ

力学Ⅰ
電磁気学Ⅰ

基礎物理学Ⅰ
基礎物理学Ⅱ

ラボラトリー・フィジックスⅠ

基礎物理学実験

必修 選択必修 自由選択 卒業単位外

ワークショップⅣb

ワークショップⅣa

博物館資料保存論
博物館情報・メディア論

博物館展示論

博物館実習Ⅱ

博物館経営論
博物館資料論

博物館実習Ⅰ

生涯学習概論
博物館概論

博物館教育論

ベーシック・
キャリアデザイン

博物館実習Ⅲ

物理学卒業研究

素粒子物理学
原子核物理学
天文学概論
宇宙物理学

放射線計測学

宇宙理学コース
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卒　　　　　　　　　業

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

実験科目 物理基礎科目・応用科目 数学・周辺分野 演習・実習科目 その他の科目

宇宙理学リサーチ
物理工学リサーチ

地学実験
基礎化学実験

基礎生物学実験
生物学通論Ⅰ・Ⅱ
地学通論Ⅰ・Ⅱ
化学通論Ⅰ・Ⅱ

教職関連科目

電子物性物理学
光エレクトロニクス

量子エレクトロニクス
光物性物理学
半導体デバイス

物理工学コース

物理学実験Ⅱ

流体力学Ⅰ

相対性理論

数理物理学

代数学Ⅱ 
解析学Ⅱ 

代数学Ⅰ
解析学Ⅰ

物理数学Ⅱ

物理数学Ⅰ

微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅱ

微分積分学Ⅰ
線形代数学Ⅰ

原子物理学

電気・電子回路

基礎数学

物理学通論Ⅰ・Ⅱ

ソフトウエア工学

コンピュータ実習Ⅱ

実験工房ワークショップ
天体観測ワークショップ

コンピュータ実習Ⅰ

コンピュータ入門

コンピュータサイエンス

確率統計学

熱力学

量子力学Ⅲ

流体力学Ⅱ

物理学実験Ⅰ

計算物理ワークショップ ワークショップⅢb

ワークショップⅢa

ワークショップⅡb

ワークショップⅡa

ワークショップⅠb

ワークショップⅠa

物性物理学Ⅱ
物性物理学Ⅰ

量子力学Ⅱ
統計力学Ⅱ

量子力学Ⅰ
統計力学Ⅰ

ラボラトリー・フィジックスⅡ

解析力学
電磁気学Ⅲ

情報通信科学
製図学

力学Ⅱ
電磁気学Ⅱ

力学Ⅰ
電磁気学Ⅰ

基礎物理学Ⅰ
基礎物理学Ⅱ

ラボラトリー・フィジックスⅠ

基礎物理学実験

必修 選択必修 自由選択 卒業単位外

ワークショップⅣb

ワークショップⅣa

博物館資料保存論
博物館情報・メディア論

博物館展示論

博物館実習Ⅱ

博物館経営論
博物館資料論

博物館実習Ⅰ

生涯学習概論
博物館概論

博物館教育論

ベーシック・
キャリアデザイン

博物館実習Ⅲ

物理学卒業研究

素粒子物理学
原子核物理学
天文学概論
宇宙物理学

放射線計測学

宇宙理学コース

〔2022年度（令和4年度）の入学生に適用〕
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理工学部 物理学科 カリキュラムツリー（文理融合コース）

卒　　　　　　　　　業

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

実験科目 物理基礎科目・応用科目 数学・周辺分野 演習・実習科目 文理融合科目 その他の科目

文理融合リサーチ

地学実験
基礎化学実験

基礎生物学実験
生物学通論Ⅰ・Ⅱ
地学通論Ⅰ・Ⅱ
化学通論Ⅰ・Ⅱ

教職関連科目

物理学実験Ⅱ

流体力学Ⅰ

相対性理論

数理物理学

代数学Ⅱ 
解析学Ⅱ 

代数学Ⅰ
解析学Ⅰ

物理数学Ⅱ

物理数学Ⅰ

微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅱ

微分積分学Ⅰ
線形代数学Ⅰ

原子物理学

電気・電子回路

基礎数学

物理学通論Ⅰ・Ⅱ

ソフトウエア工学

コンピュータ実習Ⅱ

実験工房ワークショップ
天体観測ワークショップ

コンピュータ実習Ⅰ

コンピュータ入門

コンピュータサイエンス

確率統計学

熱力学

量子力学Ⅲ

流体力学Ⅱ

物理学実験Ⅰ

計算物理ワークショップ ワーク
ショップⅢb

ワーク
ショップⅢa

共通応用
演習Ⅱ

共通応用
演習Ⅰ

ワーク
ショップⅡb

ワーク
ショップⅡa

ワーク
ショップⅠb

ワーク
ショップⅠa

物性物理学Ⅱ
物性物理学Ⅰ

量子力学Ⅱ
統計力学Ⅱ

量子力学Ⅰ
統計力学Ⅰ

ラボラトリー・フィジックスⅡ

解析力学
電磁気学Ⅲ

情報通信科学
製図学

力学Ⅱ
電磁気学Ⅱ

力学Ⅰ
電磁気学Ⅰ

基礎物理学Ⅰ
基礎物理学Ⅱ

ラボラトリー・フィジックスⅠ

基礎物理学実験

必修 選択必修 自由選択 卒業単位外

ワーク
ショップⅣb

ワーク
ショップⅣa

博物館資料保存論
博物館情報・メディア論

博物館展示論

博物館実習Ⅱ

博物館経営論
博物館資料論

博物館実習Ⅰ

生涯学習概論
博物館概論

博物館教育論

ベーシック・
キャリアデザイン

博物館実習Ⅲ

キ
ャ
リ
ア
創
生
共
通
科
目
群

文理融合総合研究

素粒子物理学
原子核物理学
天文学概論
宇宙物理学

放射線計測学
電子物性物理学
光エレクトロニクス

量子エレクトロニクス
光物性物理学
半導体デバイス
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卒　　　　　　　　　業

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

実験科目 物理基礎科目・応用科目 数学・周辺分野 演習・実習科目 文理融合科目 その他の科目

文理融合リサーチ

地学実験
基礎化学実験

基礎生物学実験
生物学通論Ⅰ・Ⅱ
地学通論Ⅰ・Ⅱ
化学通論Ⅰ・Ⅱ

教職関連科目

物理学実験Ⅱ

流体力学Ⅰ

相対性理論

数理物理学

代数学Ⅱ 
解析学Ⅱ 

代数学Ⅰ
解析学Ⅰ

物理数学Ⅱ

物理数学Ⅰ

微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅱ

微分積分学Ⅰ
線形代数学Ⅰ

原子物理学

電気・電子回路

基礎数学

物理学通論Ⅰ・Ⅱ

ソフトウエア工学

コンピュータ実習Ⅱ

実験工房ワークショップ
天体観測ワークショップ

コンピュータ実習Ⅰ

コンピュータ入門

コンピュータサイエンス

確率統計学

熱力学

量子力学Ⅲ

流体力学Ⅱ

物理学実験Ⅰ

計算物理ワークショップ ワーク
ショップⅢb

ワーク
ショップⅢa

共通応用
演習Ⅱ

共通応用
演習Ⅰ

ワーク
ショップⅡb

ワーク
ショップⅡa

ワーク
ショップⅠb

ワーク
ショップⅠa

物性物理学Ⅱ
物性物理学Ⅰ

量子力学Ⅱ
統計力学Ⅱ

量子力学Ⅰ
統計力学Ⅰ

ラボラトリー・フィジックスⅡ

解析力学
電磁気学Ⅲ

情報通信科学
製図学

力学Ⅱ
電磁気学Ⅱ

力学Ⅰ
電磁気学Ⅰ

基礎物理学Ⅰ
基礎物理学Ⅱ

ラボラトリー・フィジックスⅠ

基礎物理学実験

必修 選択必修 自由選択 卒業単位外

ワーク
ショップⅣb

ワーク
ショップⅣa

博物館資料保存論
博物館情報・メディア論

博物館展示論

博物館実習Ⅱ

博物館経営論
博物館資料論

博物館実習Ⅰ

生涯学習概論
博物館概論

博物館教育論

ベーシック・
キャリアデザイン

博物館実習Ⅲ

キ
ャ
リ
ア
創
生
共
通
科
目
群

文理融合総合研究

素粒子物理学
原子核物理学
天文学概論
宇宙物理学

放射線計測学
電子物性物理学
光エレクトロニクス

量子エレクトロニクス
光物性物理学
半導体デバイス

〔2022年度（令和4年度）の入学生に適用〕

文理融合
リサーチ
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生 物 学 科
教育基本方針

　甲南大学理工学部は、平生釟三郎の教育理念のもと、人格の修養と健康の増進に向けた教養教育を施し、専門教育では、
初代学長である荒勝文策の「自然科学の学問的土台を強固にし、純粋理学と応用科学を融合させて、時代の変化や科学・
技術の新たな展開に対応して創造性を発揮できる人材を育成する」という理念に沿って、専門性を生かして広く社会に
貢献できる有能な人材の育成をめざします。
　さらに、生物学科は、本学の学士課程における教育基本方針に則り、教養と専門とのバランスある人材を育成するこ
とに努めます。専門分野の教育において、自然科学の本質を身につけ、生物学の専門的な知識やバイオテクノロジーの
基礎的な技術を修得し、人間社会の技術革新に貢献できる人材の養成をめざします。 

卒業認定・学位授与の方針

　甲南大学では、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを目的と
しています。生物学科の教育基本方針のもと、卒業必要単位数 128 単位以上（基礎共通科目又は国際言語文化科目 16 単位、
外国語科目 8 単位、保健体育科目 2 単位、専門教育科目 102 単位以上）を修得し、次の能力・資質を身につけた学生に
学士（理学）の学位を授与します。

（1）�自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観を意識することができ、自らを律し、他者と協
調・協働することができます。

（2）天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3）�人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し得る基本的な技能及

び自己の健康増進に関する技能を有しています。
（4）生物学に関する基本的な知識・技術を修得しています。
（5）自己の意見を分かりやすく主体的に説明する能力を有しています。
（6）�事象の中から問題を発見して論理的に考察し、収集した情報を整理・分析し、それらを総合して問題解決を図る

意志と能力を有しています。

教育課程編成・実施の方針

　理工学部生物学科では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力・資質などを修得させるために、基礎共通科目、国
際言語文化科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、専門教育科目及びその他必要とする科目を体系
的に編成し、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれか又はこれらを適切に組み合わせた授業を開講します。また、
卒業認定・学位授与の方針と各科目の関係性及び到達目標を示すカリキュラムマップ、カリキュラムの体系性・系統性
を示すカリキュラムツリーを提示し、カリキュラムの構造をわかりやすく明示します。
　カリキュラムは、各科目において学生が修得した GPA 及び、到達目標に定める学生の知識・能力の修得状況を集計し、
その集計値を検証することにより見直し・改善を行います。
　教育内容、教育方法、学修成果の評価については以下のように定めます。

１）教育内容
（1）�大学における学びの基盤となる基礎的読解力や表現力などを習得するため及び専門教育への適応を図るため、初

年次段階において少人数で学ぶ基礎的な演習科目及び基礎専門科目、科学英語科目を設けます。また、補習授業
や自主実験を設けます。

（2）�外国語によるコミュニケーション能力や異文化理解について学ぶ科目、心身両面の健康に対する配慮を学ぶ科目、
情報を読み解く力について学ぶ科目を配置します。

（3）�全学共通科目である、建学の理念と専攻分野以外の領域を含む幅広い基礎的な知識を学ぶ基礎共通科目、異文化
理解について学ぶ国際言語文化科目を配置します。

（4）�生物学分野の学びの基盤をつくるため、生物学分野以外の自然科学の科目、科学英語や情報技術に関する科目等
を設けます。

（5）�生物学分野に関する知識及び論理的思考力を習得できるように、生物学分野全体を俯瞰する専門科目と段階的に
高度化する専門科目を体系的に配置します。

（6）�各自の天賦の特性と専攻分野に関する知識を社会でどのように生かしていくのかを考えるとともに、社会で活用
できる力を身につけるため、キャリア教育並びにキャリア形成支援を 1 年次から 4 年次まで継続的に実施します。

（7）�総合的な問題解決力及び社会人として必要な責任感と倫理観を養成するために、実験科目、実習科目、卒業研究
を配置します。

２）教育方法
（1）�１）に掲げた教育内容を身につけるために、講義、演習、実験、実習のいずれか又はこれらの併用により授業を

実施します。
（2）�論理的思考力、伝えたい内容を適切に表現し伝達する能力、問題解決力を養成するとともに、他者と協調・協働

し、自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観について学ぶために、学生一人ひとりの顔
がわかる少人数で学生参加型の実験・実習・演習を行います。

（3）�授業の実施においては、考える力や洞察力を涵養するために、発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習、
グループ・ディスカッション、ディベートなどを中心としたアクティブ・ラーニングを積極的に活用します。

（4）�成績評価を G P A で表示するとともに、学位プログラムごとの到達目標と各科目の関係を明確にし、知識・能力
の修得状況を学修ポートフォリオを通じて学生にフィードバックします。

３）学修成果の評価
 　学生の学修成果についての評価方法を各科目のシラバスで示し、その方法に従って評価します。 
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

選
択
必
修
科
目
Ⓐ

細胞生物学 2 2・3 ○ ○
生態学 2 2・3 ○ ○
植物生化学 2 2・3 ○ ○ ○
植物細胞工学 2 2・3 ○
遺伝学概論 2 1・2・3 ○ ○
分子遺伝学 2 1・2・3 ○
発生学概論 2 1・2・3 ○ ○
発生生物学 2 1・2・3 ○
生物物理化学 2 1・2・3 ○ ○
酵素化学 2 1・2・3 ○
環境生物学 2 1・2・3 ○ ○
系統分類学 2 1・2・3 ○ ○
動物生理学 2 1・2・3 ○
比較生理学 2 1・2・3 ○ ○
植物細胞生物学 2 2・3 ○ ○
植物分子生物学 2 2・3 ○
微生物生理学 2 2・3 ○ ○
微生物遺伝学 2 2・3 ○
生物学入門 2 1 ○ ○ ○ ○
基礎生物学Ⅰ 2 1 ○ ○
基礎生物学Ⅱ 2 1 ○ ○
科学英語演習Ⅰ 2 1 ○ ○
科学英語演習Ⅱ 2 1 ○ ○
基礎生物学演習Ⅰ 2 2 ○ ○
基礎生物学演習Ⅱ 2 2 ○ ○

Ⓐ以上のうち 32 単位以上選択必修

選
択
必
修
科
目
Ⓑ

基礎生物学実験 3 2 ○ ○ ○ ○
生物学臨海実習 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
生物学専門実験及び演習Ⅰ 5 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
生物学専門実験及び演習Ⅱ 5 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
生物学専門実験及び演習Ⅲ 5 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
生物学専門実験及び演習Ⅳ 5 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ⓑ以上のうち 23 単位以上選択必修

カリキュラムマップ

到　達　目　標
対 応 す る 卒 業 認
定・学位授与の方
針（学科）の番号

A 生物学の基礎的な知識を習得する。 （4）
B 生物が普遍的にそなえる基盤・原理を理解する。 （4）
C 生物の多様性・動植物の高次機能、またそれらと人間社会との関わりを理解する。 （4）
D 基礎的な生命科学技術と、実験・観察結果を適切に解析・評価するための論理的思考力を身につける。 （2）（4）（6）
E 生物学に関する専門知識と技術を応用する力を身につける。 （4）（6）
F 人文科学・社会科学・自然科学についてのバランスの取れた教養を養う。 （2）（3）
G 英語による、論文の読み書きや会話能力を身につける。 （2）（5）
H データ解析や調査に必要な情報処理技術を習得する。 （6）
I 社会人に求められる協調性・責任感・倫理観を涵養する。 （1）（2）
J コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力を習得する。 （2）（5）

専門教育科目表（生物学科）　 〔2022 年度（令和 4 年度）の入学生に適用〕
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

選
択
必
修
科
目

C1

生物学卒業実験 12 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
生物学特殊講義Ⅰ 2 3 ○ ○
生物学特殊講義Ⅱ 2 3 ○ ○
生物学特殊講義Ⅲ 2 3 ○ ○
生物学特殊講義Ⅳ 2 3 ○ ○
生物学特殊講義Ⅴ 2 2 ○ ○
生物学特殊講義Ⅵ 2 2 ○ ○
生物学特設科目Ⅰ 1 3 ○ ○ ○ ○
生物学特設科目Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ ○
Biological Science Ⅰ 1 2 ○ ○
Biological Science Ⅱ 1 2 ○ ○ ○
Biological Science Ⅲ 2 2 ○ ○
Biological Science Ⅳ 2 2 ○ ○ ○
化学通論Ⅰ 2 1 ○
化学通論Ⅱ 2 1 ○
有機化学Ａ 2 2 ○
有機化学Ｂ 2 2 ○
物理化学Ａ 2 2 ○
物理化学Ｂ 2 2 ○
基礎化学実験 3 2 ○ ○
分析化学Ａ 2 2 ○
分析化学Ｂ 2 2 ○
物理学通論Ⅰ 2 1 ○
物理学通論Ⅱ 2 1 ○
熱力学 2 2 ○
ラボラトリー・フィジックス 3 2 ○ ○
製図学 2 4 ○
地学通論Ⅰ 2 1 ○
地学通論Ⅱ 2 1 ○
地学実験 3 2 ○ ○
コンピュータサイエンス 2 1 ○ ○
線形代数 A 2 1 ○
線形代数 B 2 1 ○
微分積分及び演習Ⅰ 3 1 ○
微分積分及び演習Ⅱ 3 1 ○
確率統計学 4 2 ○ ○
博物館資料論 2 2 ○ ○
博物館情報・メディア論 2 3 ○ ○
情報通信テクノロジⅠ 2 1 ○
IT 応用 2 1 ○ ○
統計基礎Ⅰ 2 1 ○ ○

C2

文化人類学 2 2 ○
多文化共生論 2 2 ○
自然地理学 2 1 ○
人文地理Ⅰ 2 2 ○
人文地理Ⅱ 2 2 ○
環境学入門 2 2 ○
環境学 2 2 ○

C3

中級英語 Speaking 4 2 ○
中級英語 Presentation 4 2 ○
中級英語 Listening 4 2 ○
中級英語 Reading 4 2 ○
中級英語 Writing 4 2 ○
中級英語 Pronunciation 2 2 ○
中級英語ＴＯＥＩＣ 4 2 ○
中級英語ＴＯＥＦＬ 4 2 ○
中級英語 Global Topics Ⅰ 2 2 ○
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

選
択
必
修
科
目

C3

中級英語 Global Topics Ⅱ 2 2 ○
中級英語 Life Topics Ⅰ 2 2 ○
中級英語 Life Topics Ⅱ 2 2 ○
中級英語 Career English Ⅰ 2 2 ○
中級英語 Career English Ⅱ 2 2 ○
上級英語ＴＯＥＩＣ 4 3 ○
上級英語 Global Topics Ⅰ 2 3 ○
上級英語 Global Topics Ⅱ 2 3 ○
上級英語 Life Topics Ⅰ 2 3 ○
上級英語 Life Topics Ⅱ 2 3 ○
上級英語 Career English Ⅰ 2 3 ○
上級英語 Career English Ⅱ 2 3 ○
海外語学講座Ⅰ 4 1 ○
海外語学講座Ⅱ 4 1 ○
海外語学講座Ⅲ 2 1 ○
English Regions Ⅰ 2 1 ○ ○
English Regions Ⅱ 2 1 ○ ○
大学日本語中級Ⅰ 4 2 ○
大学日本語中級Ⅱ 4 2 ○
大学日本語上級Ⅰ 4 3 ○
大学日本語上級Ⅱ 4 3 ○
海外ボランティアⅠ 4 1 ○ ○ ○
海外ボランティアⅡ 2 1 ○ ○ ○

Ⓒ以上のうち 30 単位以上選択必修
ただし、C2 グループからは 8 単位を上限として、C3 グループからは 16 単位を上限として卒業必要単位数に含めることができる。

博
物
館
学
芸
員
科
目

生涯学習概論 2 1 ○ ○
博物館概論 2 1 ○
博物館経営論 2 2 ○
博物館資料保存論 2 3 ○
博物館教育論 2 1 ○ ○
博物館展示論		  2 3 ○ ○
博物館実習Ⅰ 1 2 ○ ○
博物館実習Ⅱ 1 3 ○ ○
博物館実習Ⅲ 1 4 ○ ○

以上の科目は卒業必要単位数に充てることはできない。
卒業必要単位数　102 単位以上

【卒業必要単位数】

1�.�理工学部生物学科の学生は、次に定めるところに従って合計 128 単位以上修得しなければなら

ない。

基礎共通科目または国際言語文化科目 16 単位
外国語科目 8 単位
保健体育科目 2 単位
専門教育科目 102 単位以上
　　　選択必修科目　　　Ⓐより 32 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ⓑより 23 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ⓒより 30 単位以上
　　　自由選択科目

　合　計 128 単位以上

2．「エリアスタディーズⅠ〜X」については 2 単位を上限とし、専門教育科目として卒業必要単位数に 
　充てることができる。ただし、選択必修の単位数に充てることはできない。
3．大学日本語科目（「大学日本語入門Ⅰ・Ⅱ」、「大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ」、「大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ」）は、 
　外国人留学生（正規留学生）入学試験に合格して入学した学生のみ履修することができる。
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Ⅰ.科目履修上の諸注意

 1．履修条件について

　以下の科目については、各科目の履修条件に従って履修すること。

授業科目 履　修　条　件
生物学専門実験及び演習Ⅰ
生物学専門実験及び演習Ⅱ
生物学専門実験及び演習Ⅲ
生物学専門実験及び演習Ⅳ

「基礎生物学実験」を修得していること。これを修得していな
いときは、必ずこれを並行履修すること。

生 物 学 卒 業 実 験

（1�）　A 群より 36 単位以上を修得していること。ただし、卒業
実験の指導教員の担当する科目（4 単位）を含まなければな
らない。

（2�）　B 群より 18 単位以上を修得していること。ただし、卒業
実験の指導教員の担当する実験及び演習（5 単位）を含まな
ければならない。

 2�．「生物学卒業実験」は、「生物学専門実験及び演習Ⅰ～Ⅳ」のアドバンス科目としての性格をも

つもので、履修することが望ましい。

　これを履修しようとする者は、履修条件を共に満たしていること。

 3�．「生物学卒業実験」の履修により受講時間は著しく制限されるので、履修希望者は、4 年次ま

でにできるだけ多くの生物学科専門教育科目表にある授業科目を修得することが望ましい。

 4�．「生物学臨海実習」は、実習所の収容能力により定員を設けてあるので、必ずガイダンスに出

席し、予備登録を行うこと。

 5�．「生物学特設科目Ⅰ」、「生物学特設科目Ⅱ」は、全国各地の臨海・臨湖実験所で実施される公

開臨海・臨湖実習で修得した単位を、単位数に応じて「生物学特設科目Ⅰ」（1 単位）または「生

物学特設科目Ⅱ」（2 単位）の単位として認定するものである。この科目の履修にあたっては種々

の手続きを要するので、必ずガイダンスに出席し、予備調査で登録を行い、科目担当教員（本学

生物学科）とよく相談すること。場合により単位の認定が次年度になることがあるので、履修に

あたっては注意すること。

 6�．「Biological Science      Ⅰ」、「Biological Science     Ⅱ」、「Biological Science      Ⅲ」、「Biological Science      Ⅳ」

は、国際交流センターが提供する留学プログラムで修得した生物学に関する科目の単位を、単位

数に応じて「Biological Science     Ⅰ」、「Biological Science     Ⅱ」（1 単位）または「Biological Science     Ⅲ」、

「Biological Science     Ⅳ」（2 単位）の単位として認定するものである。この科目の履修にあたって

は種々の手続きを要するので、必ずガイダンスに出席し、予備調査で登録を行い、科目担当教員

（本学生物学科）とよく相談すること。

 7�. 国際交流センターが提供する留学プログラムで修得した語学に関する科目の単位は、単位数と

内容に応じて、C3 にある中級英語および上級英語の単位として換算することができる。この手

続きについては、留学に関するガイダンスに出席し、国際交流センターとよく相談すること。
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『生物学卒業実験』審査基準について

　卒業論文および生物学卒業実験発表会の結果に基づいて、原則として以下の項目およびその

新規性や進歩性の項目について総合的に判断し、学科の専任教員全員による評価を行う。60 点

以上（100 点満点）を得た者を合格とする。 

（1）テーマの妥当性

研究課題が、関連する先行研究と資料調査等に基づいて、指導教員との相談を経て決定され、

意義のあるものとなっていること。

（2）方法の適切性

研究分野における適切な研究方法を用いていること。

（3）実験結果の解釈

実験結果や根拠などの整理が充分かつ明確になされ、考察の内容が客観的かつ論理的であ

ること。

（4）表現能力

論文の体裁が整い、内容が適切に伝わるものとなっていること。また、生物学卒業実験発

表会において内容を分かりやすく説明でき、質問に正確かつ端的に答えられること。 

（5）研究への取り組み状況

一年間を通じて継続的に研究に励むこと。

（6）�履修年度の前期試験期間終了から後期授業開始までの間の指定する日時までに、卒業実験

の取り組み状況についての確認文書を提出すること。

（7）履修年度の 10 月末の指定する日時までに卒業実験の中間報告書を提出すること。

　なお、生物学卒業実験発表会と卒業論文提出と（6）と（7）の提出の方法ならびに期限等に

ついては、生物学卒業実験の履修期間のできるだけ早い時期に周知するので注意すること。
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博物館学芸員養成課程（理工学部生物学科　対象）

　博物館学芸員は、博物館で資料の収集、保管、調査研究そして展示等に携わる専門職員である。

ここでの博物館とは、自然史博物館、科学館、美術館、歴史・考古・民族（民俗）の博物館、郷土

館、記念館などを幅広く含んでいる。これらの博物館は社会教育・生涯教育のための施設であるた

め、学芸員は研究者と教育者という二つの性格を持っている。

　学芸員資格は、学士の称号を有し、法令によって定められた単位を大学で修得することによって

得ることができる。本学では、理工学部物理学科・生物学科、文学部人間科学科・歴史文化学科の

専門科目のなかに学芸員に関わる科目を設けており、所定の単位を修得した者に対しては、大学が

学芸員の資格を授与する。学芸員は魅力ある専門職であるが、博物館に学芸員として就職するこ

とは簡単ではない。しかし学芸員の課程で学び、資格を得ることによって調査・研究の能力を高め、

社会活動の実践力を身につけることは、一般の企業で調査・企画に従事したり、ボランティアなど

の社会活動を行う際に活用できるであろう。

（1）　学芸員課程の履修

 1�．学芸員資格を取得するためには、1 年次から 4 年次までの各年度で行われるガイダンスを受講

し、1 年次後半に学芸員課程登録をする必要がある。

 2�．2 年次以降、環境領域コースを選択して履修する。

 3�．学芸員課程は、大学での講義・学内実習と博物館・美術館での館園実習とに分けられる。講

義・学内実習は一般の授業と同じように履修すること。館園実習は大学が推薦する実習受け入れ

施設で行う。

 4�．学内実習・館園実習の履修には、所定の実習費を納める必要がある。

 5．館園実習については以下の点に注意すること。

①�　館園実習を履修するまでに、それ以外の所定の科目をすべて修得しておく必要がある。

②�　実習を受け入れてくれる施設は極めて限られており、貴重な文化財や美術品を取り扱う場合

もある。そのため実習希望者については、生物学科の専門科目および学芸員養成課程の必修科

目・選択必修科目の成績と面接によって審査し、実習施設を紹介する。

③�　実習施設への申し込みの後に実習を辞退することや、実習途中で取り止めることは認めない。

④�　実習の期間は実習施設によって異なる。多くは 4 年次夏休みだが、4 年次の前期・後期の授

業期間になる場合もある。そのため実習日程に応じて、事前指導等の日程は変更になることが

ある。
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（2）学芸員課程に必要な科目

　［2021 年度（令和 3 年度）以降の入学生に適用］

注 1．�学芸員養成課程には、歴史文化領域コース、

美術領域コース、環境領域コースの 3 つが

ある。学科の専門性に応じ、生物学科の学

生は環境領域コースを選択すること。

注 2．�必修科目のうち、博物館概論、博物館資料論、

博物館資料保存論、博物館展示論、博物館

実習Ⅰ、博物館実習Ⅱ、博物館実習Ⅲは複数

クラス開講されるので、指定のクラスを履修す

ること。

注 3．�選択必修科目について、環境領域コースは

ＡＥＦＧＨを履修することが望ましい。

注 4．�生物学臨海実習は、生物学科の学生のみを

対象とする。

（3）学芸員課程のスケジュール

　学芸員課程の 4 年間のスケジュールは、おおよそ以下の通りである。実施の日時などは、その

都度連絡するので、My KONAN の掲示に注意すること。

1 年 次
4 月 新入生ガイダンス
前期 仮登録
12 月～1 月 課程登録

2 年 次 4 月 課程希望者へのガイダンス

3 年 次
4 月 課程希望者へのガイダンス
12 月～1 月 館園実習希望者への面接
1 月〜3 月 館園実習予定者の発表

4 年 次
6 月〜7 月 館園実習の事前指導
7 月〜9 月頃 館園実習（「博物館実習Ⅲ」およそ 7 日間）
卒業時 学芸員課程の修了証明書の授与

授 業 科 目 単位 必要単位数
生 涯 学 習 概 論
博 物 館 概 論
博 物 館 経 営 論
博 物 館 資 料 論
博 物 館 資 料 保 存 論
博 物 館 展 示 論
博 物 館 教 育 論
博物館情報・メディア論
博 物 館 実 習 Ⅰ
博 物 館 実 習 Ⅱ
博 物 館 実 習 Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1

必修
11 科目 19 単位

日 本 文 化 史
ア ジ ア 文 化 史
阪 神 文 化 論

2
2
2

Ａ

選択必修Ａ～H の
科目群について、
1 群 4 単 位 以 上、
かつ2 群 8 単位以上

歴 史 と 美 術
西 洋 美 術 史
日 本 美 術 史
モ ダ ン ア ー ト 研 究
現 代 芸 術 研 究

2
2
2
2
2

Ｂ

考 古 学 Ⅰ
考 古 学 Ⅱ

2
2 Ｃ

民 俗 学 の 諸 問 題 4 Ｄ
環 境 学 入 門
環 境 学
人 間 環 境 論 Ⅰ
人 間 環 境 論 Ⅱ

2
2
2
2

Ｅ

環 境 教 育 の 実 践
環 境 生 物 学
生 態 学
生 物 学 臨 海 実 習

2
2
2
2

Ｆ

地 学 通 論 Ⅰ
地 学 通 論 Ⅱ

2
2 Ｇ

物 理 学 通 論 Ⅰ
物 理 学 通 論 Ⅱ
基 礎 物 理 学 Ⅰ
基 礎 物 理 学 Ⅱ

2
2
2
2

H
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理工学部 生物学科 カリキュラムツリー

卒　　　　　　　　　業
4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

A専門科目 B専門科目 C2専門科目 博物館学芸員科目C3専門科目C1専門科目 C1専門科目

基礎生物学演習Ⅰ
基礎生物学演習Ⅱ

生物学臨海実習

生物学専門実験及び演習Ⅰ

生物学専門実験及び演習Ⅱ

生物学専門実験及び演習Ⅲ

生物学専門実験及び演習Ⅳ

生物学特殊講義Ⅰ

生物学特殊講義Ⅱ

生物学特殊講義Ⅲ

生物学特殊講義Ⅳ

生物学特設科目Ⅰ

生物学特設科目Ⅱ

基礎生物学実験
生物学特殊講義Ⅴ

生物学特殊講義Ⅵ

有機化学 A

有機化学 B

物理化学 A

物理化学 B

分析化学 A

分析化学 B

熱力学

確率統計学

博物館資料論

文化人類学

多文化共生論

人文地理Ⅰ

人文地理Ⅱ

環境学入門

環境学

中級英語 Speaking

中級英語 Presentation

中級英語 Listening

中級英語 Reading

中級英語 Writing

中級英語 Pronunciation

中級英語TOEIC

中級英語TOEFL

中級英語 Global TopicsⅠ

中級英語 Global TopicsⅡ

中級英語 Life TopicsⅠ

中級英語 Life TopicsⅡ

中級英語 Career EnglishⅠ

中級英語 Career EnglishⅡ

大学日本語中級Ⅰ

大学日本語中級Ⅱ

上級英語ＴＯＥＩＣ

上級英語 Global TopicsⅠ

上級英語 Global TopicsⅡ

上級英語 Life TopicsⅠ

上級英語 Life TopicsⅡ

上級英語 Career EnglishⅠ

上級英語 Career EnglishⅡ

大学日本語上級Ⅰ

大学日本語上級Ⅱ

基礎化学実験

ラボラトリー・フィジックス

地学実験

Biological ScienceⅠ

Biological ScienceⅡ

Biological ScienceⅢ

Biological ScienceⅣ

生物学卒業実験

博物館情報・メディア論

製図学

科学英語演習Ⅰ
科学英語演習Ⅱ

化学通論Ⅰ
化学通論Ⅱ

物理学通論Ⅰ
物理学通論Ⅱ
地学通論Ⅰ
地学通論Ⅱ

コンピュータサイエンス

線形代数 A
線形代数 B

微分積分及び演習Ⅰ
微分積分及び演習Ⅱ

自然地理学
IT 応用

情報通信テクノロジⅠ
統計基礎Ⅰ

海外語学講座Ⅰ
海外語学講座Ⅱ
海外語学講座Ⅲ

English Regions Ⅰ
English Regions Ⅱ
海外ボランティアⅠ
海外ボランティアⅡ

生涯学習概論
博物館概論

博物館教育論

博物館経営論

博物館実習Ⅱ

博物館実習Ⅲ

博物館資料保存論
博物館展示論

博物館実習Ⅰ

生物学入門
基礎生物学Ⅰ
基礎生物学Ⅱ

遺伝学概論
分子遺伝学
発生学概論
発生生物学

生物物理化学
酵素化学

環境生物学
系統分類学
動物生理学
比較生理学

細胞生物学
生態学

植物生化学
植物細胞工学

植物細胞生物学
植物分子生物学
微生物生理学
微生物遺伝学

基礎 応用 発展
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卒　　　　　　　　　業
4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

A専門科目 B専門科目 C2専門科目 博物館学芸員科目C3専門科目C1専門科目 C1専門科目

基礎生物学演習Ⅰ
基礎生物学演習Ⅱ

生物学臨海実習

生物学専門実験及び演習Ⅰ

生物学専門実験及び演習Ⅱ

生物学専門実験及び演習Ⅲ

生物学専門実験及び演習Ⅳ

生物学特殊講義Ⅰ

生物学特殊講義Ⅱ

生物学特殊講義Ⅲ

生物学特殊講義Ⅳ

生物学特設科目Ⅰ

生物学特設科目Ⅱ

基礎生物学実験
生物学特殊講義Ⅴ

生物学特殊講義Ⅵ

有機化学 A

有機化学 B

物理化学 A

物理化学 B

分析化学 A

分析化学 B

熱力学

確率統計学

博物館資料論

文化人類学

多文化共生論

人文地理Ⅰ

人文地理Ⅱ

環境学入門

環境学

中級英語 Speaking

中級英語 Presentation

中級英語 Listening

中級英語 Reading

中級英語 Writing

中級英語 Pronunciation

中級英語TOEIC

中級英語TOEFL

中級英語 Global TopicsⅠ

中級英語 Global TopicsⅡ

中級英語 Life TopicsⅠ

中級英語 Life TopicsⅡ

中級英語 Career EnglishⅠ

中級英語 Career EnglishⅡ

大学日本語中級Ⅰ

大学日本語中級Ⅱ

上級英語ＴＯＥＩＣ

上級英語 Global TopicsⅠ

上級英語 Global TopicsⅡ

上級英語 Life TopicsⅠ

上級英語 Life TopicsⅡ

上級英語 Career EnglishⅠ

上級英語 Career EnglishⅡ

大学日本語上級Ⅰ

大学日本語上級Ⅱ

基礎化学実験

ラボラトリー・フィジックス

地学実験

Biological ScienceⅠ

Biological ScienceⅡ

Biological ScienceⅢ

Biological ScienceⅣ

生物学卒業実験

博物館情報・メディア論

製図学

科学英語演習Ⅰ
科学英語演習Ⅱ

化学通論Ⅰ
化学通論Ⅱ

物理学通論Ⅰ
物理学通論Ⅱ
地学通論Ⅰ
地学通論Ⅱ

コンピュータサイエンス

線形代数 A
線形代数 B

微分積分及び演習Ⅰ
微分積分及び演習Ⅱ

自然地理学
IT 応用

情報通信テクノロジⅠ
統計基礎Ⅰ

海外語学講座Ⅰ
海外語学講座Ⅱ
海外語学講座Ⅲ

English Regions Ⅰ
English Regions Ⅱ
海外ボランティアⅠ
海外ボランティアⅡ

生涯学習概論
博物館概論

博物館教育論

博物館経営論

博物館実習Ⅱ

博物館実習Ⅲ

博物館資料保存論
博物館展示論

博物館実習Ⅰ

生物学入門
基礎生物学Ⅰ
基礎生物学Ⅱ

遺伝学概論
分子遺伝学
発生学概論
発生生物学

生物物理化学
酵素化学

環境生物学
系統分類学
動物生理学
比較生理学

細胞生物学
生態学

植物生化学
植物細胞工学

植物細胞生物学
植物分子生物学
微生物生理学
微生物遺伝学

基礎 応用 発展

〔2022年度（令和4年度）の入学生に適用〕
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機能分子化学科
教育基本方針

　甲南大学理工学部は、平生釟三郎の教育理念のもと、人格の修養と健康の増進に向けた教養教育を施し、専門教育では、
初代学長である荒勝文策の「自然科学の学問的土台を強固にし、純粋理学と応用科学を融合させて、時代の変化や科学・
技術の新たな展開に対応して創造性を発揮できる人材を育成する」という理念に沿って、専門性を生かして広く社会に
貢献できる有能な人材の育成をめざします。
　さらに、機能分子化学科は、現代社会が抱える種々の課題の中でも、化学が中心的な役割を果たすことが求められて
いる機能性材料の創製、エネルギー変換、あるいは、化学物質の環境循環などの課題に取組む上で必要な知識を教授す
るとともに、問題解決能力を学生に修得させ、化学分野における重要な役割を実社会において担い得る人材を育成する
ことをめざします。 

卒業認定・学位授与の方針

　甲南大学では、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを目的と
しています。機能分子化学科の教育基本方針のもと、卒業必要単位数 128 単位以上（基礎共通科目又は国際言語文化科
目 16 単位、外国語科目 8 単位、保健体育科目 2 単位、専門教育科目 102 単位以上）を修得し、次の能力・資質を身に
つけた学生に学士（理工学）の学位を授与します。

（1）社会人に求められる責任感と倫理観を意識し、自己管理能力と協調性を有しています。
（2）天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3）�人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し得る基本的な技能及

び自己の健康増進に関する技能を有しています。
（4）�無機化学、分析化学、物理化学、有機化学、高分子化学、材料化学など化学の基幹分野に関する基本的な知識を

有しています。
（5）�自分の考えを論理的にまとめ、相手にわかりやすく伝えるコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力

を有しています。
（6）自立的かつ論理的な思考に基づいて問題を発見し、情報の整理・分析を行い問題を解決する能力を有しています。

教育課程編成・実施の方針

　理工学部機能分子化学科では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力・資質などを修得させるために、基礎共通科
目、国際言語文化科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、専門教育科目及びその他必要とする科目
を体系的に編成し、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれか又はこれらを適切に組み合わせた授業を開講します。
また、卒業認定・学位授与の方針と各科目の関係性及び到達目標を示すカリキュラムマップ、カリキュラムの体系性・
系統性を示すカリキュラムツリーを提示し、カリキュラムの構造をわかりやすく明示します。
　カリキュラムは、各科目において学生が修得した GPA 及び、到達目標に定める学生の知識・能力の修得状況を集計し、
その集計値を検証することにより見直し・改善を行います。
　教育内容、教育方法、学修成果の評価については以下のように定めます。

１）教育内容
（1）�大学における学びの基盤となる基礎的読解力や表現力などを習得するため及び専門教育への適応を図るため、初

年次段階において化学の基礎科目及び実験入門を設けます。
（2）�外国語によるコミュニケーション能力や異文化理解について学ぶ科目、心身両面の健康に対する配慮を学ぶ科目、

情報を読み解く力について学ぶ科目を配置します。
（3）�全学共通科目である、建学の理念と専攻分野以外の領域を含む幅広い基礎的な知識を学ぶ基礎共通科目、異文化

理解について学ぶ国際言語文化科目を配置します。
（4）�化学に関する基礎知識とその応用力を習得するため、初年次から段階的に高度化する専門科目を体系的に配置し

ます。
（5）�化学の知識を生かして国際的・社会的な感性を育むため、化学英語や化学研究における安全と倫理に関する科目

を配置します。
（6）�各自の天賦の特性と専攻分野に関する知識を社会でどのように生かしていくのかを考えるとともに、社会で活用

できる力を身につけるため、キャリア教育並びにキャリア形成支援を１年次から４年次まで継続的に実施します。
（7）学修成果の集大成とその評価を行うため、卒業研究を配置して卒業論文の執筆及び卒業論文発表を行います。

２）教育方法
（1）１）に掲げた教育内容を身につけるため、講義、演習、実験のいずれか、又はこれらの併用により授業を行います。
（2）�論理的思考力、伝えたい内容を的確に表現し伝える能力、問題解決力を養成し、他者と協調・協働しながら率先

して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観について学ぶため、学生一人ひとりの顔がわかる少人数
で学生参加型の演習及び実験を行います。

（3）�考える力や洞察力を養うため、問題演習、文献調査、学生実験、コンピュータ活用、レポート作成、ディスカッ
ションなどを活用したアクティブ・ラーニングを行います。

（4）�成績評価を G P A で表示するとともに、学位プログラムごとの到達目標と各科目の関係を明確にし、知識・能力
の習得状況を学修ポートフォリオを通じて学生にフィードバックします。

３）学修成果の評価
 　学生の学修成果についての評価方法を各科目のシラバスで示し、その方法に従って評価します。 
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

必
修
科
目

機能分子化学実験入門 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
基礎化学実験 3 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
機能分子化学実験 A 3 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
機能分子化学実験 B 3 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
機能分子化学実験 C 4 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
機能分子化学卒業研究 12 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
化学研究における安全と倫理 2 3 ○ ○ ○ ○

以上 28 単位必修

選
択
必
修
科
目
Ⓐ

化学基礎 A 2 1 ○
化学基礎 B 2 1 ○
分析化学基礎 2 1 ○
物理化学基礎 2 1 ○
有機化学基礎 2 1 ○
無機化学基礎 2 2 ○

以上選択必修科目Ⓐ　10 単位以上

選
択
必
修
科
目
Ⓑ

化学数学基礎 A 2 1 ○ ○
化学数学基礎 B 2 1 ○ ○
化学数学基礎 C 2 1 ○ ○
化学数学基礎 D 2 1 ○ ○
化学数学 A 2 2 ○ ○
化学数学 B 2 2 ○ ○
化学のための物理 A 2 2 ○ ○
化学のための物理 B 2 2 ○ ○
化学英語 2 3 ○ ○ ○

以上選択必修科目Ⓑ　14 単位以上

選
択
必
修
科
目
Ⓒ

分析化学 A 2 2 ○
分析化学 B 2 2 ○
物理化学 A 2 2 ○
物理化学 B 2 2 ○
有機化学 A 2 2 ○
有機化学 B 2 2 ○
無機化学 A 2 3 ○
無機化学 B 2 3 ○
高分子化学 A 2 3 ○
高分子化学 B 2 3 ○
量子化学 2 3 ○

以上選択必修科目Ⓒ　18 単位以上

カリキュラムマップ

到　達　目　標
対 応 す る 卒 業 認
定・学位授与の方
針（学科）の番号

A 責任感及び倫理観、自己管理、協調性の修得 （1）（2）
B 幅広い教養と自然科学に関する基礎学力の修得 （3）
C 化学に関する基礎的な知識の修得 （4）
D 化学に関する高度な専門知識の修得 （2）（4）（6）
E 論理的思考力の修得 （2）（6）
F コミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力の修得 （5）
G 情報を整理・分析する能力の修得 （2）（4）（6）
H 問題を見つけ解決する能力の修得 （2）（4）（6）

専門教育科目表（機能分子化学科） 〔2021 年度（令和 3 年度）以降の入学生に適用〕
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

選
択
科
目
Ⓐ

材料化学 2 2 ○
無機材料化学 2 3 ○
有機構造化学 2 3 ○
錯体化学 2 4 ○
物理化学要論 1 2 3 ○ ○
物理化学要論 2 2 3 ○ ○
応用分析化学 2 3 ○
応用物理化学 2 3 ○
有機合成化学 2 3 ○
有機構造解析論 2 4 ○ ○
データ解析論 2 3 ○ ○ ○
化学工学 2 3 ○
キャリアデザイン 1 3 ○ ○
応用有機化学 2 4 ○
化学コンピュータ演習 1 4 ○ ○ ○ ○
機能分子化学研究ゼミ 1 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
機能分子化学特別講義 1 1 4 ○
機能分子化学特別講義 2 1 4 ○

以上選択科目Ⓐ

選
択
科
目
Ⓑ

生物学通論Ⅰ 2 1 ○
生物学通論Ⅱ 2 1 ○
地学通論Ⅰ 2 1 ○
地学通論Ⅱ 2 1 ○
物理学通論Ⅰ 2 1 ○
物理学通論Ⅱ 2 1 ○
基礎生物学実験 3 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ラボラトリー・フィジックス 3 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
地学実験 3 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

以上選択科目Ⓑ（10 単位を上限として卒業必要単位数に充てることができる）
卒業必要単位数　102 単位以上

【卒業必要単位数】

1�.理工学部機能分子化学科の学生は、次に定めるところに従って合計 128 単位以上修得しなければ

ならない。

基礎共通科目または国際言語文化科目 16 単位
外国語科目 8 単位
保健体育科目 2 単位
専門教育科目 102 単位以上
　　　必修科目 28 単位
　　　選択必修科目　　　Ⓐより 10 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ⓑより 14 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ⓒより 18 単位以上
　　　選択科目

　合　計 128 単位以上

2�．「エリアスタディーズⅠ〜Ⅹ」については 2 単位を上限とし、専門教育科目として卒業必要単位数
に充てることができる。ただし、必修又は選択必修のいずれの単位数にも充てることはできない。

3�．「地域ファシリテイト」の 2 単位については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることが
できる。ただし、必修又は選択必修のいずれの単位数にも充てることはできない。

4�．キャリア創生共通科目のうち情報系科目については 4 単位を上限とし、専門教育科目として卒業
必要単位数に充てることができる。ただし、必修又は選択必修のいずれの単位数にも充てることは
できない。
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Ⅰ.科目履修上の諸注意

 1�．卒業研究の分属や種々の奨学金への応募、大学院修士課程の学内推薦等に、成績を考慮する

ことがある。

 2．以下の科目については、各科目の履修条件に従って履修すること。

授 業 科 目 履　　修　　条　　件

基 礎 化 学 実 験 機能分子化学実験入門の単位を修得していること

機能分子化学実験Ａ 基礎化学実験の単位を修得していること

機能分子化学実験Ｂ 機能分子化学実験Ａの単位を修得していること

機能分子化学実験Ｃ 機能分子化学実験Ｂの単位を修得していること

機能分子化学卒業研究

（1�）�基礎共通科目または国際言語文化科目の単位を 12 単位以上修得
していること

（2�）�外国語科目および保健体育科目の単位は卒業に必要な単位数を
修得していること

（3�）�専門教育科目の単位は下記の内訳を含めて合計 75 単位以上修得
していること

　（内訳）必修科目：7 単位以上
　　　　　選択必修科目Ⓐ：10 単位以上
　　　　　選択必修科目Ⓑ：14 単位以上
　　　　　選択必修科目Ⓒ：14 単位以上
　　　　　選択科目Ⓐ：単位数を指定しない
　　　　　選択科目Ⓑ：�10 単位まで充てることができる

 3�．「機能分子化学卒業研究」の履修登録には、履修の前年度後期に開かれる説明会に必ず出席す

ること。

 4�．キャリア創生共通科目である「エリアスタディーズⅠ～Ⅹ」は事前登録科目である。実施内容

を含め、募集人員、申込み期間、実施期間、申込み方法については、履修要項［キャリア創生共

通科目］のページ、シラバスを確認すること。

［機能分子化学卒業研究に関して］

　機能分子化学卒業研究は 4 年次集中講義科目として開講される。機能分子化学卒業研究の成績評

価は原則として（1）卒業研究発表と（2）卒業論文提出の両方を行なった者に対して行われる。こ

れら（1）および（2）の方法ならびに期限等については、機能分子化学卒業研究の履修期間のでき

るだけ早い時期に周知するので注意すること。（1）、（2）、および一年間の活動状況、報告書提出、

報告会での発表、文献輪読などを総合し、60 点以上（100 点満点）を得た者を合格とする。
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理工学部 機能分子化学科 カリキュラムツリー

卒　　　　　　　　　業

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

必　修 選択必修Ⓐ 選択必修Ⓑ 選択必修Ⓒ 選択Ⓐ 選択Ⓑ

機能分子化学卒業研究

機能分子化学実験Ｃ

物理化学要論２

機能分子化学特別講義２

機能分子化学特別講義１

化学コンピュータ演習

応用有機化学

有機構造解析論

錯体化学

機能分子化学研究ゼミ

データ解析論

応用物理化学

有機合成化学

応用分析化学

無機材料化学

キャリアデザイン

化学工学量子化学

物理化学要論 1

有機構造化学

材料化学 ラボラトリー・フィジックス

地学実験

基礎生物学実験

生物学通論Ⅱ

地学通論Ⅱ

物理学通論Ⅱ

物理学通論Ⅰ

地学通論Ⅰ

生物学通論Ⅰ

高分子化学Ｂ

高分子化学Ａ

有機化学Ｂ

物理化学Ｂ

分析化学Ｂ

有機化学Ａ

物理化学Ａ

分析化学Ａ

無機化学Ａ

無機化学Ｂ

機能分子化学実験Ｂ

機能分子化学実験Ａ

化学数学B

化学のための物理B

化学数学A

化学のための物理A

化学英語

無機化学基礎

有機化学基礎

物理化学基礎

分析化学基礎

化学基礎Ｂ

化学基礎Ａ

化学数学基礎D

化学数学基礎C

化学数学基礎B

化学数学基礎A

基礎化学実験

機能分子化学実験入門

化学研究における
安全と倫理

科目の分類

化学実験科目

化学演習科目

自然科学基礎科目

化学共通

無機・分析系

物理化学系

有機・高分子系

化学専門科目

応

　用

発

　展

基

　礎
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卒　　　　　　　　　業

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

必　修 選択必修Ⓐ 選択必修Ⓑ 選択必修Ⓒ 選択Ⓐ 選択Ⓑ

機能分子化学卒業研究

機能分子化学実験Ｃ

物理化学要論２

機能分子化学特別講義２

機能分子化学特別講義１

化学コンピュータ演習

応用有機化学

有機構造解析論

錯体化学

機能分子化学研究ゼミ

データ解析論

応用物理化学

有機合成化学

応用分析化学

無機材料化学

キャリアデザイン

化学工学量子化学

物理化学要論 1

有機構造化学

材料化学 ラボラトリー・フィジックス

地学実験

基礎生物学実験

生物学通論Ⅱ

地学通論Ⅱ

物理学通論Ⅱ

物理学通論Ⅰ

地学通論Ⅰ

生物学通論Ⅰ

高分子化学Ｂ

高分子化学Ａ

有機化学Ｂ

物理化学Ｂ

分析化学Ｂ

有機化学Ａ

物理化学Ａ

分析化学Ａ

無機化学Ａ

無機化学Ｂ

機能分子化学実験Ｂ

機能分子化学実験Ａ

化学数学B

化学のための物理B

化学数学A

化学のための物理A

化学英語

無機化学基礎

有機化学基礎

物理化学基礎

分析化学基礎

化学基礎Ｂ

化学基礎Ａ

化学数学基礎D

化学数学基礎C

化学数学基礎B

化学数学基礎A

基礎化学実験

機能分子化学実験入門

化学研究における
安全と倫理

科目の分類

化学実験科目

化学演習科目

自然科学基礎科目

化学共通

無機・分析系

物理化学系

有機・高分子系

化学専門科目

応

　用

発

　展

基

　礎

〔2021年度（令和3年度）以降の入学生に適用〕
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理工学部共通・関連科目

理工学部共通・関連科目表

授　業　科　目 単位 配当 
年次 備　考

地　　学　　実　　験 3 2
キ
ャ
リ
ア
科
目

ベーシック ･ キャリアデザイン 2 1

1�.「ベーシック･キャリアデザイン」は、生物学科、機能分子化学科の学生が単位を修得しても、

卒業必要単位に算入されない。

理工学部転学科選考基準

�� 平成 27 年 11 月 16 日　理工学部教授会改正

　各学科は、その教育内容に対する勉学意欲を重視し、修得した科目とその成績及び単位数を考慮し、

収容人員に余裕があれば転学科を認める。

＊指定校推薦入学試験、協定校推薦入学、工業科推薦入学試験による学生への注意事項

　入学後の転学部・転学科については、原則として認めないので、注意すること。



経 済 学 部
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経済学科
教育基本方針

　甲南大学経済学部は、学生の一人ひとりを見守り、経済学の学修を通じてその成長の手がかりを提供することによって、
経済・社会問題を的確に捉え、筋道を立てて問題を考えて、自らの力で解決策を示すことのできる知性と創造力を備え、
広く社会に貢献できる人材を養成することを教育の基本方針としています。

卒業認定・学位授与の方針

　甲南大学では、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを目的と
しています。経済学部では、教育基本方針のもと、卒業必要単位数 128 単位以上（基礎共通科目又は国際言語文化科目
18 単位、外国語科目 8 単位、保健体育科目 2 単位、専門教育科目 100 単位以上）を修得し、次の能力・資質を身につけ
た学生に学士（経済学）の学位を授与します。

（1） �自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観を意識することができ、自らを律し、他者と
協調・協働することができます。

（2） 天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3） 幅広い知識と能力を身につけています。
（4） 経済・社会問題を的確に捉えることができます。
（5） 筋道を立てて問題を考えることができます。
（6） 自らの力で解決策を示すことができます。

教育課程編成・実施の方針

　経済学部では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力・資質などを修得させるために、基礎共通科目、国際言語文
化科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、専門教育科目及びその他必要とする科目を体系的に編成し、
講義、演習を適切に組み合わせた授業を開講します。また、卒業認定・学位授与の方針と各科目の関係性及び到達目標
を示すカリキュラムマップ、カリキュラムの体系性・系統性を示すカリキュラムツリーを提示し、カリキュラムの構造
をわかりやすく明示します。　
　カリキュラムは、各科目において学生が修得した GPA 及び、到達目標に定める学生の知識・能力の修得状況を集計し、
その集計値を検証することにより見直し・改善を行います。
　また、経済学部では特に、次の三つの方針を教育課程の編成・実施の軸としています。

1．学生の興味・関心に対応した 6 つの専門教育科目群の設定と系統的学修
2．基礎・中級・上級のステップアップ方式による段階的学修
3．少人数クラスによる学生と教員、学生同士の密なるコミュニケーション
教育内容、教育方法、学修成果の評価については、以下のように定めます。

１）教育内容
（1）�大学での学びの基盤となる基礎的読解力や表現力などの修得と、経済学の学修への円滑な導入を図るため、基礎ゼミ

と経済学入門科目（入門ミクロ経済学、入門マクロ経済学、経済入門）を必修科目として初年次において配置します。
（2）�系統的な学修を促すために、経済学の下位分野を網羅し、かつ、学生の興味・関心に対応する 6 つの専門教育

科目群を配置します。 
（3）�段階的で計画的な学修を促すために、専門科目を、1 年次配当の基礎科目、2 年次配当の中級科目、3・4 年次

配当の上級科目という 3 つのステップに分けるとともに、学修成果を確実なものとするために、基礎科目、中
級科目、上級科目のステップ毎に、卒業に必要な修得単位数を設定します。

（4）�外国語によるコミュニケーション能力を修得しながら異文化理解について学ぶ授業科目、心身両面の健康に対
する配慮を学ぶ授業科目、情報を読み解く力について学ぶ授業科目を配置します。

（5）�全学共通科目として、建学の理念についての理解を深める授業科目、専攻分野以外の領域を含む幅広い基礎的
な知識を学ぶ基礎共通科目、異文化理解について学ぶ国際言語文化科目を配置します。

（6）�幅広い知識と教養の修得のため、英語による経済学の学修や情報教育、経営学や法学など経済学以外の専門分
野の授業科目及び海外を含む他大学との単位互換協定にもとづく授業科目を、卒業必要単位として扱われる授
業科目として配置します。

（7）�各自の天賦の特性と専攻分野に関する知識を社会でどのように生かしていくのかを考えるとともに、社会で活用でき
る力を身につけるため、キャリア教育並びにキャリア形成支援を１年次から４年次まで継続的に実施します。

（8）�学生の成長の手がかりを提供するため、インターンシップやプロジェクトゼミ、企業や地域と連携したワーク
ショップ型授業など、多様な体験学習ができる授業科目を配置します。

（9）�専門科目における学修と研究を深めていき、在学中の学修成果の集大成としての卒業研究や卒業論文の執筆を
行う授業科目として、2 年次後期から 4 年次にかけて、同一教員の指導のもとで学ぶゼミを配置します。

２）教育方法
（1）１）に掲げた教育内容の修得のために、講義と演習を適切に組み合わせて授業を行います。
（2）�論理的思考力、伝えたい内容を適切に表現し伝達する能力、問題解決力を修得し、他者と協調・協働し、自ら

率先して社会に貢献する責任感・倫理観を養成するために、学生一人ひとりの顔がわかる少人数で学生参加型
の演習などを重視した授業を行います。

（3）�授業においては、考える力や洞察力を涵養するために、発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習、対話型学習、
グループ・ディスカッション、ディベートなどを中心としたアクティブラーニングを積極的に展開します。

（4）�学生の成長の手がかりに厚みを加えるために、経済学部内のインナーゼミナール大会や学生懸賞論文など、学
修成果を発表・評価する機会を設けます。

（5）�学生の成長をより確かなものにするため、教員との面談などを定期的に実施し、学生の学修状況や生活態度を
見守ります。

（6）�学生の学修に対する励みとして、成績優秀な学生を顕彰します。
（7）�成績評価を GPA で表示するとともに、到達目標と各授業科目の連関性を明確にし、知識・能力の修得状況につ

いて、学修ポートフォリオを通じて学生にフィードバックします。
３）学修成果の評価
 　学修成果について、その評価方法を各授業科目のシラバスで示し、その方法に従って評価します。 

経　済　学　部
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

基
礎
科
目

基礎ゼミⅠ 2 1 ○ ○ ○ ○
経済入門Ⅰ 4 1 ○ ○ ○ ○
経済入門Ⅱ 4 1 ○ ○ ○ ○
入門ミクロ経済学 4 1 ○ ○ ○ ○ ○
入門マクロ経済学 4 1 ○ ○ ○ ○ ○
以上 18 単位必修
基礎ゼミⅡ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
英語で読む経済Ⅰ 2 1 ○ ○ ○ ○
ベーシック・キャリアデザイン 2 1 ○ ○ ○
統計入門 2 1 ○ ○ ○ ○
数学入門 2 1 ○ ○
4 単位以上選択必修

中
級
科
目

共
通
科
目

ゼミⅠ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語で読む経済Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○
経済政策 4 2 ○ ○ ○ ○
経済学の歴史 4 2 ○
情報リテラシーA 2 2 ○ ○ ○
情報リテラシーB 2 2 ○ ○ ○
PC 統計学 2 2 ○ ○ ○ ○
キャリアゼミ 2 2 ○ ○ ○ ○
プロジェクトゼミ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
現代経済学特論Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
現代経済学特論Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
経済数学 2 2 ○ ○
地域プロジェクトⅠ 2 2 ○ ○ ○ ○
外国大学中級科目Ａ 4 2 ○ ○ ○ ○ ○
外国大学中級科目Ｂ 4 2 ○ ○ ○ ○ ○

A 群
（理論・情報）

中級ミクロ経済学 4 2 ○ ○ ○ ○
中級マクロ経済学 4 2 ○ ○ ○ ○
中級統計学 4 2 ○ ○ ○

B 群
（財政・金融）

財政 4 2 ○ ○ ○ ○ ○
金融 4 2 ○ ○ ○ ○

C 群
（公共経済）

公共経済 4 2 ○ ○ ○ ○
労働経済Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○
地域政策 2 2 ○ ○ ○ ○

カリキュラムマップ

到　達　目　標
対 応 す る 卒 業 認
定・学位授与の方
針の番号

A 経済学における基礎的な思考法と分析手法を修得する。 （1）（2）（4）
B 市場経済の仕組みと産業・企業の仕組みを学び、政府の役割を理解する。 （1）（2）（4）
C 国際経済、国際社会の動向及び外国経済事情に関する知識・理解を深める。 （1）（2）（4）
D 現代経済社会が形成されるに至った歴史的過程とその思想的背景を理解する。 （1）（2）（4）
E 将来、社会の一員として生きる上で必要となる幅広い知識と教養を身につける。 （1）（2）（3）

F 社会において必要となるコミュニケーション能力、IT 活用能力、プレゼンテーション
能力、ディベート能力を身につける。 （1）（2）（3）

G 論理的・分析的な思考法を身につけ、問題を科学的に把握する能力を身につける。 （1）（2）（5）

H さまざまな情報源（日本語以外で発信されているものも含む）から適切な情報を取捨選択し、
有効に活用する能力を身につける。 （1）（2）（5）

I 国際社会、日本社会、地域社会などが抱える諸問題を理解し、それらを解決するため
の政策立案能力を身につける。 （1）（2）（6）

J 課題を発見し、自ら調査し、解決策を導き出す能力を身につける。 （1）（2）（6）

専門教育科目表（経済学科）　 〔2021 年度（令和 3 年度）以降の入学生に適用〕
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

中
級
科
目

D 群（国際経済） 国際経済 4 2 ○ ○ ○ ○
E 群（産業・企業） 産業経済 4 2 ○ ○ ○ ○

F 群
（歴史・思想）

経済史 4 2 ○
社会経済思想Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○
社会経済思想Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○

合計 20 単位以上選択必修

上
級
科
目

共
通
科
目

ゼミⅡ 4 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ゼミⅢ 2 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
震災と地域経済Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
震災と地域経済Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
所得課税法 2 3・4 ○ ○
法人課税法 2 3・4 ○ ○
ビジネスデータ分析 2 3・4 ○ ○ ○
プラクティカル・キャリアデザイン 2 3 ○ ○ ○
アドバンスト・キャリアデザイン 2 4 ○ ○ ○
インターンシップ 2 3 ○ ○
地域プロジェクトⅡ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
外国大学上級科目 A 4 3・4 ○ ○ ○ ○ ○
外国大学上級科目 B 4 3・4 ○ ○ ○ ○ ○
外国大学上級科目 C 4 3・4 ○ ○ ○ ○ ○
外国大学上級科目 D 4 3・4 ○ ○ ○ ○ ○

A
群
（
理
論
・
情
報
）

上級ミクロ経済学Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
上級ミクロ経済学Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
上級マクロ経済学Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
上級マクロ経済学Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
計量経済Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
計量経済Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
家計の経済 2 3・4 ○ ○ ○ ○

B
群
（
財
政
・
金
融
）

国際金融Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
国際金融Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
地方財政Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○
地方財政Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○
金融政策Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○
金融政策Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○
ファイナンスⅠ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
ファイナンスⅡ 2 3・4 ○ ○ ○ ○

C
群
（
公
共
経
済
）

公共政策 2 3・4 ○ ○ ○ ○
経済体制Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
経済体制Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
労働経済Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
健康経済 2 3・4 ○ ○ ○ ○
地域政策ワークショップ A 2 3・4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
地域政策ワークショップ B 2 3・4 ○ ○ ○ ○ ○ ○

D
群
（
国
際
経
済
）

現代アジア経済Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
現代アジア経済Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
現代中国経済 2 3・4 ○ ○ ○ ○
現代アメリカ経済 2 3・4 ○ ○ ○ ○
現代ヨーロッパ経済 2 3・4 ○ ○ ○
現代日本経済 2 3・4 ○ ○ ○ ○ ○

E
群
（
産
業
・
企
業
）

産業組織Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○
産業組織Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○
ネットワークエコノミクスⅠ 2 3・4 ○ ○ ○
ネットワークエコノミクスⅡ 2 3・4 ○ ○ ○
環境経済 I 2 3・4 ○ ○ ○ ○ ○
環境経済Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○ ○
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

上
級
科
目

F
群

（
歴
史
・
思
想
）

現代経済学の諸潮流 2 3・4 ○
日本の経済思想家 2 3・4 ○ ○ ○ ○
日本経済史 I 2 3・4 ○
日本経済史Ⅱ 2 3・4 ○
西洋経済史 I 2 3・4 ○ ○ ○ ○
西洋経済史Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○

合計 38 単位以上選択必修
簿記Ⅰ 4 2 ○
簿記Ⅱ 4 3・4 ○
社会人間学 2 2 ○
社会学概論 2 2 ○
文化人類学 2 3・4 ○
多文化共生論 2 3・4 ○
憲法Ⅰ 2 2 ○
憲法Ⅱ 2 2 ○
労働法Ⅰ 2 3・4 ○
経済法Ⅰ 2 3・4 ○
経済法Ⅱ 2 3・4 ○
政治学入門 2 2 ○
税法Ⅰ 2 3・4 ○
税法Ⅱ 2 3・4 ○
経営学総論 4 2 ○
会計学総論 4 2 ○
マーケティング総論 4 2 ○
経営実務 a 2 3・4 ○
経営実務 b 2 3・4 ○
経営実務 c 2 3・4 ○
人文地理Ⅰ 2 2 ○
人文地理Ⅱ 2 2 ○
地誌Ⅰ 2 2 ○
地誌Ⅱ 2 2 ○
自然地理学 2 2 ○
法律学概論 2 2 ○
政治学原論 2 2 ○
アジア史概説Ⅰ 2 3 ○
アジア史概説Ⅱ 2 3 ○
西洋史概説Ⅰ 2 3 ○
西洋史概説Ⅱ 2 3 ○
日本史概説Ⅰ 2 3 ○
日本史概説Ⅱ 2 3 ○
地域ファシリテイト 2 2 ○ ○ ○ ○
外国大学科目Ａ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
外国大学科目Ｂ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
外国大学科目Ｃ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
外国大学科目Ｄ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
入門民法　財産法編Ⅰ 2 2 ○
入門民法　財産法編Ⅱ 2 2 ○
実践民法Ⅰ 2 3・4 ○
実践民法Ⅱ 2 3・4 ○
実践民法Ⅲ 2 3・4 ○
実践民法Ⅳ 2 3・4 ○
実践民法Ⅴ 2 3・4 ○
実践民法Ⅵ 2 3・4 ○
入門商法　会社法編 2 2 ○
証券市場と法 2 3・4 ○
金融取引と法 2 3・4 ○
証券業と法 2 3・4 ○

卒業必要単位数　100 単位以上
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【卒業必要単位数】

1�.経済学部経済学科の学生は、次に定めるところに従って合計 128 単位以上修得しなければならない。

基礎共通科目または国際言語文化科目 18 単位
外国語科目 8 単位
保健体育科目 2 単位
専門教育科目 100 単位以上
　　　必修科目　　　　　基礎科目 18 単位
　　　選択必修科目　　　基礎科目 4 単位以上
　　　　　　　　　　　　中級科目 20 単位以上
　　　　　　　　　　　　上級科目 38 単位以上
　　　自由選択科目

　合　計 128 単位以上

2�．�次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修

または選択必修のいずれの単位数にも充てることはできない。
（1）�中級・上級外国語については、8 単位以内（ただし、国際言語文化科目を選択した者が履修

するコース中の中級外国語を除く）
（2）�「グローバル・コミュニケーションⅠ」、「グローバル・コミュニケーションⅡ」については、

8 単位以内
（3）海外語学講座・留学支援科目については、8 単位以内
（4）ジャパンスタディーズについては、4 単位以内
（5）エリアスタディーズについては、2 単位以内
（6）生涯スポーツについては、2 単位以内
（7）「IT 応用」については、2 単位
（8）実践ボランティアについては、2 単位以内
（9）単位互換科目については、4 単位以内
（10）西宮市大学共通単位講座については、4 単位以内
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経済学部履修登録科目の単位制限に関する内規
〔平成 31 年 2 月 13 日　改正〕

　経済学部の学生が履修する授業科目において、登録単位制限を受ける科目及び単位数は次のと
おりである。また、前期履修登録及び後期履修登録を合わせた単位数に対して登録単位制限を受
けるものとする。

【2019 年度（平成 31 年度）以降入学生に適用】
1　経済学部の学生が履修登録できる授業科目の単位数は次のとおりとする。

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

48 単位以内 48 単位以内 48 単位以内 48 単位以内

ただし、1 年次に履修できる基礎共通科目及び国際言語文化科目の単位数は 8 単位を限度と
する。

2　次に掲げる科目については、前項の単位制限を受けない。
①「インターンシップ」
②「海外語学講座Ⅰ〜Ⅲ」
③「エリアスタディーズⅠ〜Ⅹ」
④「ジャパンスタディーズ１〜14」
⑤単位互換科目
⑥西宮市大学共通単位講座
⑦�教育職員免許状を得るために必要な教科及び教職に関する科目（経済学部専門教育科目

を除く。）
⑧�図書館司書となる資格を得るために必要な図書館学に関する専門教育科目のうち A 群の

科目
⑨学校図書館司書教諭となる資格を得るために必要な図書館学に関する専門教育科目
⑩公認心理師に関する専門教育科目のうち A 群の科目
⑪卒業単位に算入されない授業科目

　　（中略・2018 年度（平成 30 年度）以前入学生適用表　略）

（改廃）
　この内規の改廃は、合同教授会の審議を経て、学長が決定する。

　　附　則
　この内規は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。

Ⅰ．履修登録科目の単位制限について

　経済学部では次のような履修登録科目の単位制限が実施されている。履修計画を慎重に検討した上

で履修科目を選択すること。
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Ⅱ．科目履修上の諸注意

 1�．履修登録は前期に、集中講義を含む通年科目、前期科目、後期科目のすべてについて行うことが

できる。1 年間の履修計画を立てたうえで登録をすること。後期科目については、前期および後期

に登録可能で、前期に登録したものも後期に追加・変更ができるので、前期にまず登録すること。

 2�．所属する年次を超える配当年次の授業科目は履修できないので注意すること。

 3．履修条件について

　以下の科目を履修する場合は、各科目の履修条件に従って履修しなければならない。

授　業　科　目 履　　修　　条　　件

基 礎 ゼ ミ Ⅱ
1 年次前期に「基礎ゼミⅠ」の単位を修得していること、並びに
1 年次前期のＧＰＡが上位 200 名以内であること。

情 報 リ テ ラ シ ー Ａ

「IT 基礎」または「IT 応用」の単位を修得済みであること。情 報 リ テ ラ シ ー Ｂ

Ｐ Ｃ 統 計 学

キ ャ リ ア ゼ ミ
「ベーシック・キャリアデザイン」の単位を修得していること、
並びに、1 年次の通算 GPA が 2.0 以上あること。

プ ロ ジ ェ ク ト ゼ ミ
「ベーシック・キャリアデザイン」および「基礎ゼミⅡ」の単位
を両方修得していること、並びに 1 年次の通算 GPA が 2.0 以上
あること。

ビ ジ ネ ス デ ー タ 分 析
「情報リテラシーＡ」または「情報リテラシーＢ」の単位を修得
済みであること。

簿 記 Ⅱ 「簿記Ⅰ」の単位を修得済みであること。

中 級 ミ ク ロ 経 済 学 「入門ミクロ経済学」の単位を修得済みであること。

中 級 マ ク ロ 経 済 学 「入門マクロ経済学」の単位を修得済みであること。

地域政策ワークショップ A
「地域政策」の単位を修得済みであること。

地域政策ワークショップ B

現 代 経 済 学 特 論 Ⅰ 「入門ミクロ経済学」の単位を修得済みであることが望ましい。

現 代 経 済 学 特 論 Ⅱ 「現代経済学特論Ⅰ」の単位を修得済みであることが望ましい。

震 災 と 地 域 経 済 Ⅰ 「震災と地域経済Ⅰ」・「震災と地域経済Ⅱ」は同一年度に履修す
ることが望ましい。震 災 と 地 域 経 済 Ⅱ

上 級 ミ ク ロ 経 済 学 Ⅰ 「上級ミクロ経済学Ⅰ」・「上級ミクロ経済学Ⅱ」は同一年度に履
修することが望ましい。上 級 ミ ク ロ 経 済 学 Ⅱ

上 級 マ ク ロ 経 済 学 Ⅰ 「上級マクロ経済学Ⅰ」・「上級マクロ経済学Ⅱ」は同一年度に履
修することが望ましい。上 級 マ ク ロ 経 済 学 Ⅱ

計 量 経 済 Ⅰ 「計量経済Ⅰ」・「計量経済Ⅱ」は同一年度に履修することが望ま
しい。計 量 経 済 Ⅱ

国 際 金 融 Ⅰ 「国際金融Ⅰ」・「国際金融Ⅱ」は同一年度に履修することが望ま
しい。国 際 金 融 Ⅱ

地 方 財 政 Ⅰ 「地方財政Ⅰ」・「地方財政Ⅱ」は同一年度に履修することが望ま
しい。地 方 財 政 Ⅱ
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授　業　科　目 履　　修　　条　　件

金 融 政 策 Ⅰ 「金融政策Ⅰ」・「金融政策Ⅱ」は同一年度に履修することが望ま
しい。金 融 政 策 Ⅱ

フ ァ イ ナ ン ス Ⅰ 「ファイナンスⅠ」・「ファイナンスⅡ」は同一年度に履修するこ
とが望ましい。フ ァ イ ナ ン ス Ⅱ

経 済 体 制 Ⅰ 「経済体制Ⅰ」・「経済体制Ⅱ」は同一年度に履修することが望ま
しい。経 済 体 制 Ⅱ

現 代 ア ジ ア 経 済 Ⅰ 「現代アジア経済Ⅰ」・「現代アジア経済Ⅱ」は同一年度に履修す
ることが望ましい。現 代 ア ジ ア 経 済 Ⅱ

産 業 組 織 Ⅰ 「産業組織Ⅰ」・「産業組織Ⅱ」は同一年度に履修することが望ま
しい。産 業 組 織 Ⅱ

ネットワークエコノミクスⅠ 「ネットワークエコノミクスⅠ」・「ネットワークエコノミクスⅡ」
は同一年度に履修することが望ましい。ネットワークエコノミクスⅡ

環 境 経 済 Ⅰ 「環境経済Ⅰ」・「環境経済Ⅱ」は同一年度に履修することが望ま
しい。環 境 経 済 Ⅱ

社 会 経 済 思 想 Ⅰ 「社会経済思想Ⅰ」・「社会経済思想Ⅱ」は同一年度に履修するこ
とが望ましい。社 会 経 済 思 想 Ⅱ

日 本 経 済 史 Ⅰ 「日本経済史Ⅰ」・「日本経済史Ⅱ」は同一年度に履修することが
望ましい。日 本 経 済 史 Ⅱ

西 洋 経 済 史 Ⅰ 「西洋経済史Ⅰ」・「西洋経済史Ⅱ」は同一年度に履修することが
望ましい。西 洋 経 済 史 Ⅱ

 4�．以下の科目は、クラス指定に従って履修しなければならない。

（1）「基礎ゼミⅠ」 

（2）「経済入門Ⅰ」・「経済入門Ⅱ」

（3）「入門ミクロ経済学」・「入門マクロ経済学」

 5．「経済入門Ⅰ」「経済入門Ⅱ」「入門ミクロ経済学」「入門マクロ経済学」の履修について

　それぞれ週に講義形式 1 回と演習形式 1 回の合計 2 回の授業があり、必ず両方を受講しなければ

ならない。

 6．「基礎ゼミⅡ」の履修について

　9 月の成績発表時に掲示する要領に従って申し込み、指定されたクラスで履修すること。なお、「基

礎ゼミⅡ」は 1 年次後期でしか履修できないので注意すること。

 7．「キャリアゼミ」の履修について

　書類選考により履修生を決定する。詳細は、2 年次履修指導において告知する。

 8．「プロジェクトゼミ」の履修について

　書類選考により履修生を決定する。詳細は、2 年次履修指導において告知する。
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 9．簿記科目について

　簿記関連科目として、以下の科目を設けている。

授　業　科　目 単位数 講　　義　　内　　容
簿 記 Ⅰ 4 簿記入門から始まって、日商簿記検定 3 級程度の内容
簿 記 Ⅱ 4 商業簿記を中心に日商簿記検定 2 級程度の内容

10．�下記の科目は、外国留学規程にもとづく、外国留学帰国学生の単位換算用科目である。ただし、

外国大学中級科目・外国大学上級科目への換算については、ダブルディグリー制度を利用した外

国留学帰国学生のみを対象とする。

授　業　科　目 単位数
外 国 大 学 中 級 科 目 Ａ 4
外 国 大 学 中 級 科 目 Ｂ 4
外 国 大 学 上 級 科 目 Ａ 4
外 国 大 学 上 級 科 目 Ｂ 4
外 国 大 学 上 級 科 目 Ｃ 4
外 国 大 学 上 級 科 目 Ｄ 4
外 国 大 学 科 目 Ａ 2
外 国 大 学 科 目 Ｂ 2
外 国 大 学 科 目 Ｃ 2
外 国 大 学 科 目 Ｄ 2

11．成績優秀者表彰制度と選考基準

経済学部成績優秀者表彰制度

平成 29 年 5 月 10 日　経済学部教授会改正

（制度の主旨）
　経済学部は本学部学生の学修を奨励する目的で、以下の要領で成績優秀者を表彰する。
（選考手順）
一、前年度 1 年間の GPA によって行う。
一、表彰資格の学年は1～3 年次（表彰時は新 2〜新 4 年次）とし、過年度生は対象に含まれない。
一、�各学年ごとに成績優秀者を 5％程度リスト・アップし、そのうちで学年の在籍者数の 3％

程度を表彰する。
一、前年度 1 年間の修得単位数が 20 単位以上の者を対象とする。

　 成績優秀者は、前年度 1 年間の修得単位数が 20 単位以上の学生を対象に、前年度 1 年間の

GPA に基いて生活態度も配慮して決定する。

Ⅲ．科目群について

　経済学部では、2 年次以降の専門教育科目を、Ａ（理論・情報）・Ｂ（財政・金融）・Ｃ（公共経済）・

Ｄ（国際経済）・Ｅ（産業・企業）・Ｆ（歴史・思想）という、6 つの科目群（グループ）に分類している。

　経済学には、扱う対象・テーマ・トピックやアプローチを異にするさまざまな分野がある。2 年次
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以降の専門教育科目を 6 つの群に分類しているのは、学生諸君が、各自の興味・関心や問題意識にし

たがって、体系的な履修を行うことで、学習効果が高められることを意図しているからである。

　1 年次では、基礎的な専門科目を履修することで、経済および経済学の諸分野についての基礎的な

知識を身につける。各科目群への入門的な科目が網羅的に配置されているので、それらを履修するこ

とによって、自らの興味・関心や問題意識がどのようなものであるのかについて見きわめ、2 年次以

降に自らの能力をさらに伸ばすことを目的として専門科目を履修するための準備を終えることが望

ましい。

　2 年次以降の専門科目は、「共通科目」に属する科目を除くすべての科目が、6 つの科目群のいずれ

かに分類されている。どの科目群に属するどの科目を履修するかについては、基本的に各自の自由で

あるが、以下の〔各科目群の概要〕を注意深く読み、各自の興味・関心や問題意識、卒業後の進路な

ども考慮したうえで、自身の能力を確実に向上させることにつながるような、体系的な履修を行うこ

とが望ましい。

　科目の履修にあたっては、指導主任の教員等にも積極的に相談して、他の誰でもない、自分自身の

ためになるような学習を進めていってほしい。

〔各科目群の概要〕

Ａ群（理論・情報）

　経済現象を精確に把握するためには、たんなる推測ではなく、科学的な「仮説」にもとづいた分析

を行うことが不可欠となる。

　他のすべての科目群の基礎として位置づけられるＡ群の学習上の到達目標は、「汎用性の高い経済

学的な思考方法を習得すること」である。このことは、受信する情報の信頼度を的確に測る能力を身

につけることだけにとどまらず、自らが発信する情報の信頼度を的確に測る能力までを身につけるこ

とであるといってもよい。

　１年次には、必修科目の「入門ミクロ経済学」・「入門マクロ経済学」によって基礎的な経済学的思

考法を身につける。したがって、そのような思考法にもとづいて得られる「仮説」の信頼度をデータ

によって確認する手法について学ぶ「統計入門」を履修することを勧める。

　中級・上級科目では、実際の経済現象を分析するための理論的なアプローチを概観し、「問題を論

理的に把握し、理論的に分析し、分析結果の正しさをデータによって確認する」といった経済学的思

考の一連のプロセスを体系的に学ぶ。なお、このような目的のため、Ａ群の中級科目の履修に際して

は、基礎科目の「入門ミクロ経済学」・「入門マクロ経済学」を修得していることを必要とし、Ａ群の

上級科目の履修に際しては、Ａ群の中級科目を修得していることが望ましい。

　Ａ群の科目を学ぶことによって身につける思考法は、先人の「経済」に関する思考の集大成であり、

私たちが継承するべき「知的遺産」である。したがって、それは、学生諸君にとって、生涯にわたっ

て「便益」を生み出し続ける知的財産となるはずである。
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Ｂ群（財政・金融）

　世の中の経済活動には必ずお金のやりとりがつきまとう。したがって、お金の流れを分析すれば、

経済の動きも理解することができる。

　Ｂ群では、国や地方自治体などの政府が市場経済社会を統治する「財政」と、資金余剰主体と資金

不足主体間の資金の過不足を調整する「金融」の側面に着目して、現実の経済を分析し、理解する方

法を学ぶ。さらに、政府や中央銀行がどのような政策を立案・実施すべきであるのか、金融機関がど

のような戦略をとるべきであるのかなど、実際的な問題についても考察できるようになることを学習

目標とする。

　１年次配当の基礎科目である「経済入門Ⅱ」では、財政・金融の基本的なしくみや現実の問題につ

いての基礎的な知識を身につける。中級・上級科目では、租税理論と税制、歳出構造と経費論、財政

赤字と公債理論、年金・医療・介護等の社会保障財政、地方自治体の財政運営、仲介者としての金融

機関の役割、金融市場における金利の動向、中央銀行と金融政策、ファイナンス理論と金融派生商品、

国際金融市場と国際金融取引など、財政・金融に関するさまざまな具体的なテーマについて、専門的

に学んでいく。

　以上述べたように、Ｂ群の科目は、生きていくための知識や考え方を提供するものであり、卒業後

いかなる進路を選択するに際しても必要となるはずのものである。特に、国や地方自治体で政策運営

に直接携わる公務員を志望する人、銀行や証券会社などに就職して金融業界で活躍することをめざす

人、税理士やファイナンシャルプランナーなどの資格取得に向けて勉強する人には不可欠である。

 

Ｃ群（公共経済）

　「公共経済」とは、人々が安心して生活するために、民間が担う仕事と政府が担う仕事をどのよう

に区分して、どのような制度をつくればいいのかという問題について考える分野である。

　たとえば、現実には、空港や橋の建設の費用は政府が担うが、自動車やカメラは民間の会社が製造・

販売している。年金制度は政府が運営している一方で、交通事故に伴う賠償保険は民間の保険会社が

運営している。また、人口減少をはじめとした地域が抱える問題についても、政府が主体的に考える

べき課題の 1 つとなっている。このような状態は本当に望ましいのだろうか。望ましいとしたら、そ

れは、どのような理由によるのだろうか。

　Ｃ群の科目では、まず、１年次配当の基礎科目である「経済入門Ⅰ」において、老齢年金や医療・

介護保険、サラリーマンへの課税や働く母親への支援策など、身の回りのさまざまな制度の仕組みに

ついて学ぶ。このことによって、学生諸君が社会に出たときの「暮らしと仕事の案内板」を提供する。

　中級・上級の各科目においては、これらの制度が抱える問題点に目を向け、今後どのように制度を

つくり変えていけばよいのかを考え、このような問題点をゼミナールに持ち帰って、自分なりの解決

策を提言することもできる。さらに、社会保障制度と財政負担の問題、持続可能な医療制度・地域経

済を実現するための課題、働き方の多様化と格差の問題、望ましい経済システムのあり方まで、今日
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的な問題を幅広く取りあげ、それらの問題について、経済学の分析道具を使って明らかにしていく。

　Ｃ群の科目では、現実の社会を「鳥の目・アリの目」で観察して、分析的に考える。このことによ

って、将来どのような分野に進むにしても、社会人として要求される「常識」と「思考法」を身につ

けることができるはずである。

Ｄ群（国際経済）

　「グローバリゼーション」が進展する現在において、国際経済の諸問題を正しく理解することは、

ますます重要になっている。

　Ｄ群の課題は、国境を越えてヒト・モノ・カネ・情報が激しく移動する世界経済の現状を学びながら、

多様な個性をもつアメリカ・ヨーロッパ・アジアなどの各地域経済についての理解を深めることである。

　Ｄ群では、１年次配当の基礎科目である「経済入門Ⅰ」において国際経済に関する基礎的な知識を

身につけ、2 年次配当の中級科目である「国際経済」においては、国際経済の諸問題を考えるための

基礎的な理論を学ぶ。そして、上級科目においては、世界の諸地域の経済の特徴や現状についての理

解を深める。

　Ｄ群は、上で述べた基礎科目の「経済入門Ⅰ」、中級科目の「国際経済」、そして、上級科目の「現

代アジア経済Ⅰ」・「現代アジア経済Ⅱ」・「現代中国経済」・「現代アメリカ経済」・「現代ヨーロッパ経

済」から構成されている。中級・上級の各科目は、基礎科目である「経済入門Ⅰ」の授業内容を予備

知識として求めるため、中・上級科目を履修する条件として、「経済入門Ⅰ」の単位を修得している

ことが望ましい。

　卒業後、外資系企業や商社など国際経済の現場で活躍することを目標にしている学生はいうまでも

なく、会社員・公務員・教員などの進路を選択する場合にも、ますます重要性が高まる国際経済関係

に関して理解を深めることは必要不可欠であるはずである。

Ｅ群（産業・企業）

　インターネットという世界規模の情報通信ネットワークが普及したことによって、経済システムや

産業構造は飛躍的に変化した。たとえば、企業にとっては、顧客情報の入手や在庫管理のための費用

が劇的に低下し、効率性や利潤を追求しやすくなったと同時に、法令を遵守する社会的責任や、リサ

イクル活動を含めた環境面への配慮が強く求められるようになった。

　Ｅ群の科目は、企業・産業をめぐる現実の経済問題が経済学的にはどのように理解・説明されるの

かについて明らかにする。たとえば、企業間の戦略的行動が社会全体の資源配分に与える影響や、Ｉ

Ｔ産業における“独り勝ち”の問題、地球温暖化防止策としての二酸化炭素の排出権取引問題などを

学びながら、産業ごとにどのような規制が有効であるのか、あるいはそもそも規制が必要であるのか

といったことについて理解を深める。

　Ｅ群は、中級科目の「産業経済」と上級科目の「産業組織Ⅰ・Ⅱ」・「ネットワークエコノミクスⅠ・
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Ⅱ」・「環境経済Ⅰ・Ⅱ」により構成される。いずれの科目も、１年次必修科目の「入門ミクロ経済学」

と「経済入門Ⅰ」における授業内容を予備知識として求めるため、中級・上級科目の履修にあたって

は、「入門ミクロ経済学」と「経済入門Ⅰ」の単位を修得していることが望ましい。

　将来どのような進路を選択するにしても、経済活動の中心である産業・企業について興味・関心を

持ち、それらについての理解を深めておくことは、必要不可欠であろう。

Ｆ群（歴史・思想）

　バブル崩壊・経済格差・資源問題・技術革新による失業・グローバリゼーション・新興国の急速な

経済発展などは、近年になって初めて生じた現象ではない。これらは、経済の長い歴史の中でたびた

び見られた現象である。実際、こうした問題については、18 世紀以降、多くの経済学者が考え、さ

まざまな立場から発言をしてきている。したがって、経済の歴史を学び、経済学の古典に親しむこと

によって、現代の諸問題を考えるための重要な示唆を得ることができる。

　Ｆ群の科目は、経済史や経済思想史に興味・関心を抱く学生諸君だけではなく、現代の経済問題を、

長期的な視野と幅広い観点から考えようとする学生諸君にとっても、きわめて有用である。

　Ｆ群には、経済学における歴史的アプローチの意義を学ぶ入門科目（「経済入門Ⅰ」の一部）、中級

科目の「経済史」があり、さらに、上級科目として日本と西洋の経済発展の歴史、経済社会について

の多様な考え方、近代日本における経済思想の大家、現代の経済思想の潮流についての諸科目が配置

されている。学生諸君は、これらの科目を体系的に学ぶことを通じて、〈将来のために歴史から学ぶ、

古典から学ぶ〉という姿勢を身につけることができる。

　卒業後に、会社員・公務員・団体職員・教員・起業・ジャーナリスト・進学・留学・NPO・NGO

など、どのような進路を選択するにしても、変転激しい 21 世紀の経済社会を生きていくうえで必要

となる〈長期の視点・広範な視野・多様な視点〉を習得することが、Ｆ群の学習上の課題である。

Ⅳ．ゼミについて

　「ゼミⅠ」・「ゼミⅡ」・「ゼミⅢ」は、専門教育科目の研究を一段と深めるために、2 年次（2 単位）・

3 年次（4 単位）・4 年次（2 単位）計 8 単位を継続履修することが望ましい。ただし、履修にあたっては、

以下の「ゼミ履修資格に関する申し合わせ」に沿って必要な単位を修得していなければならないので、

十分注意されたい。

（1）「ゼミⅠ」は、別途掲示発表する担当者の「ゼミⅠ」を履修しなければならない。

（2）�「ゼミⅡ」・「ゼミⅢ」は、単位を修得した「ゼミⅠ」と同一担当者のゼミを履修しなければならない。

ただし、経済学部長が特別な事情があると判断した場合は、経済学部教援会で審議し、所属ゼ

ミの変更について決定する。

（3）　�4 年次に「ゼミⅡ」と「ゼミⅢ」の同時履修を希望する者は、担当教員の許可を得たうえで、

履修登録期間中に経済・法・経営学部合同事務室（経済学部担当）へ申し出ること。
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　5 月下旬頃から「ゼミⅠ」の申し込みが始まる。「ゼミⅠ」の履修登録を希望する学生は、次の点

に留意すること。

○�後期水曜 3限を必ず空けておくこと。他の科目（通年科目および後期科目）を履修登録してい

る場合、「ゼミⅠ」は申し込むことができない。（中級・上級外国語科目等の事前登録科目を、水

曜 3限に登録しないよう特に注意すること。）

○�履修単位制限にも十分注意すること。年間の履修計画をたて、「ゼミⅠ」履修登録分として後期

2 単位分を必ず確保すること。

○半期（前期）留学者への対応

1．e-mail での応募を受付ける担当者のゼミについては履修可能である。

2．e-mail での応募を受付けるゼミは少数になる可能性もあるので留意すること。

3．選考は、「ゼミ履修資格に関する申し合わせ」第 2 項に従って行われる。

ゼミ履修資格に関する申し合わせ

平成 27 年 2 月 13 日経済学部教授会改正

1．�「ゼミⅠ」の履修申し込みには、1 年次に卒業必要単位数のうち 26 単位以上を修得しておく

ことが必要である。

2．�担当教員は各年度、募集時に採用予定者数（15 名以上）と選考基準を発表し、それに沿って

応募者のなかから選考する。上記 1. の単位を修得した者でも、選考からもれた場合は「ゼミⅠ」

を履修できない。

3．�上記 2. の選考からもれた者は、次年度の「ゼミⅠ」を履修するための申し込みができる。ただし、

3 年次以降の「ゼミⅠ」の履修申し込み条件は、以下のとおりである。

　・3 年次　卒業必要単位数のうち 52 単位以上を修得していること

　・4 年次　卒業必要単位数のうち 80 単位以上を修得していること

　 �（この場合、担当教員が同時履修も可能だと特に認める時に限り、4 年次以降に「ゼミⅡ」と「ゼ

ミⅢ」をあわせて履修できる。）なお、選考は上記 2. に従って行われる。

附　則
　　この申し合わせは、平成 14 年度入学生から適用する。



― 178 ―

経
済
学
部

Ⅴ．編入学生・転学部生の単位認定、及び履修に関する取り扱いについて

　編入学生・転学部生の単位認定、及び履修等については次のとおりとする。

経済学部編入学生・転学部生の単位認定、及び履修に関する取り扱い

1．編入学生・転学部生（以下「編・転入生」という。）は、すべて 3 年次に編・転入される。

2�．編入生は、基礎共通科目 18 単位、外国語科目 8 単位（College English および基礎第 2 外国語）、

保健体育科目 2 単位（基礎体育学演習）を修得済みであるとみなす。

　前大学で修得した専門教育科目については、38 単位を限度に、経済学部専門教育科目を修得

したものと認定することができ、その認定は経済学部教授会で行う。

　教職に関する専門教育科目については、「教職ガイドブック」に示されている「編入学生の教

育職員養成課程の履修について」にもとづいて認定する。

3�．転入生は、前学部で修得した基礎共通科目または国際言語文化科目（選択したコース）、外国

語科目（College English および基礎第 2 外国語）、保健体育科目（基礎体育学演習）、経済学部

専門教育科目、教職に関する専門教育科目については、そのまま認定される。

　その他の専門教育科目については、38 単位を限度に、経済学部専門教育科目として認定する

ことができ、その認定は経済学部教授会で行う。

4�．編・転入生は、専門教育科目の履修にあたっては、経済学部専門教育科目から履修するもの

とする。編・転入生は、必修科目を優先的に履修することが望ましい。

　なお、専門教育科目表は 3 年次生の科目表を適用する。

5�．編・転入生は、授業科目の配当年次や履修条件にかかわらず、すべての専門科目を履修できる。

ただし、「ゼミⅠ」は 3 年次、「ゼミⅡ」は 4 年次に履修するものとする。（この場合、担当教員

が同時受講も可能だと特に認める時に限り、4 年次以降に「ゼミⅡ」と「ゼミⅢ」をあわせて

受講できる。）

　なお、履修にあたっては、経済・法・経営学部合同事務室（経済学部担当）を窓口として適

宜必要な指導を行う。

6�．編・転入生の 3 年次における単位制限を 48 単位とする。また、4 年次の単位制限は 48 単位

である。ただし、教職に関する専門科目等、卒業単位に認定されない科目は単位制限の対象外

とする。
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Ⅵ．外国留学規程に基づく外国の大学への留学に伴うゼミ履修に関する取り扱いについて

外国留学規程に基づく外国の大学への留学（以下「留学」という。）に伴う

ゼミ履修に関する申し合わせ

〔半期留学（前期）〕
1�．半期留学（前期）が決定した場合、「担当教員の指示する課題レポート」を提出することを条
件に、留学年度（3、4 年次）の「ゼミⅡ」の履修を認める。

2．半期留学（前期）が決定した場合、留学年度（4 年次）前期開講の「ゼミⅢ」の履修は認めない。

〔半期留学（後期）〕
1�．2・3・4 年次に、半期留学（後期）が決定した場合、留学年度（2、3、4 年次）後期開講の「ゼ
ミⅠ」の履修は認めない。

2�．2 年次に、半期留学（後期）を行い、3 年次で「ゼミⅠ」の履修を希望する場合には、「ゼミ
履修資格に関する申し合わせ 3．」が適用され、4 年次以降の「ゼミⅡ」・「ゼミⅢ」の同時履修
に関しては、担当教員の承認を必要とする。

3�．3・4 年次に、「ゼミⅡ」を履修し、半期留学（後期）が決定した場合、「担当教員の指示する
課題レポート」を提出することを条件に、留学年度（3、4 年次）開講の「ゼミⅡ」の履修を認
める。

4�．4 年次に、半期留学（後期）が決定した場合、留学年度（4 年次）後期開講の「ゼミⅢ」の履
修は認めない。

〔半期留学（前期）・（後期）共通事項〕
　�「担当教員の指示する課題レポート」は、留学前に学生に指示し、留学先の言語又は英語 2000 語、

A4 用紙（１ページ 400 語）5 枚程度を、担当教員の指示した期限（前期は 7 月末、後期は 1 月末）
までに提出させるものとする。

〔1 年留学〕
1�．1 年留学が決定した場合、留学開始年度の「ゼミⅠ」・「ゼミⅡ」・「ゼミⅢ」いずれの履修も
認めない。留学次年度の前期開講の「ゼミⅢ」の履修に関しては、4 月中に帰国し、履修を願
い出た場合に限り認める。

2�．2 年次に、1 年留学を行い、3 年次で「ゼミⅠ」の履修を希望する場合には、「ゼミ履修資格
に関する申し合わせ 3．」が適用され、4 年次以降の「ゼミⅡ」・「ゼミⅢ」の同時履修に関しては、
担当教員の承認を必要とする。

3�．3・4 年次に、1 年留学を行い、留学次年度に「ゼミⅡ」の履修を希望する場合は履修を認める。
（ただし、すでに「ゼミⅠ」の単位を修得していること。）

4�．3．の場合、「ゼミ履修資格に関する申し合わせ 3．」が適用され、4 年次以降の「ゼミⅡ」・「ゼ
ミⅢ」の同時履修に関しては、担当教員の承認を必要とする。

附　則
　　この申し合わせは、平成 17 年度入学生から適用する。
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武蔵大学との学生交流協定に基づく
経済学部派遣聴講生の募集について

武蔵大学との学生交流協定の概要と目的

　本大学経済学部・経営学部と武蔵大学経済学部との間で学生交流協定を締結している。

　本大学の経済学部・経営学部と武蔵大学経済学部がそれぞれの環境のもとで、特色ある教育を相

互に行い、多様な学修成果に対する評価を行うことによって、学生生活を一層充実させることを目

的として学生交流を行おうとする制度である。

　武蔵大学経済学部の学生を本大学経済学部に特別聴講生として受入れるとともに、武蔵大学での

学修を希望する本大学経済学部学生を武蔵大学経済学部に派遣聴講生として、派遣する。

　募集要項は、『履修ガイドブック』を参照すること。
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Ⅰ
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・
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地
域
政
策
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課税法

地方財政
Ⅰ・Ⅱ

金融政策
Ⅰ・Ⅱ

現代
中国経済

西洋経済史
Ⅰ・Ⅱ

日本経済史
Ⅰ・Ⅱ

現代経済学
の諸潮流

日本の
経済

思想家

現代
ヨーロッパ

経済

現代
アメリカ

経済
現代

日本経済

財政

公共経済

労働経済Ⅰ

経済政策 国際経済 産業経済 経済史

社会
経済思想

Ⅰ・Ⅱ

経済学の
歴史金融

国際金融
Ⅰ・Ⅱ

ファイナンス
Ⅰ・Ⅱ

情報
リテラシー

A・B

英語で
読む

経済Ⅱ

基礎ゼミⅡ

入門ミクロ経済学 入門マクロ経済学 経済入門 I統計入門 数学入門 経済入門 II

基礎ゼミⅠ
英語で
読む

経済Ⅰ

現代経済学
特論
Ⅰ・Ⅱ

ア
ド
バ
ン
ス
ト
・

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
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ク
テ
ィ
カ
ル
・
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ャ
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デ
ザ
イ
ン

外
国
大
学
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級
科
目

A
・
B
・
C
・
D

外
国
大
学
中
級
科
目

A
・
B

ベ
ー
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ッ
ク
・

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

上
級
ミ
ク
ロ

経
済
学
Ⅰ
・
Ⅱ

家計の
経済

上
級
マ
ク
ロ

経
済
学
Ⅰ
・
Ⅱ

必修科目 演習形式の科目 講義クラスと演習クラスがある科目 共通科目であるが、当該の群との関連が深い科目

A群
（理論・情報）共通科目

B群
（財政・金融）

C群
（公共経済）

D群
（国際経済）

E群
（産業・企業）

F群
（歴史・思想）

ゼミⅡ

ゼミⅠ

自由選択科目

（3 年次以降）

簿記Ⅱ

文化人類学

多文化共生論

労働法Ⅰ

経済法Ⅰ・Ⅱ

税法Ⅰ・Ⅱ

経営実務 a・b・c

アジア史概説Ⅰ・Ⅱ

西洋史概説Ⅰ・Ⅱ

日本史概説Ⅰ・Ⅱ

実践民法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ

証券市場と法

金融取引と法

証券業と法

（2 年次以降）
簿記Ⅰ
社会人間学
社会学概論
憲法Ⅰ・Ⅱ
政治学入門
経営学総論
会計学総論
マーケティング総論
人文地理Ⅰ・Ⅱ
地誌Ⅰ・Ⅱ
自然地理学
法律学概論
政治学原論
地域ファシリテイト
外国大学科目A・B・C・D
入門民法 財産法編Ⅰ
入門民法 財産法編Ⅱ
入門商法 会社法編

卒　　　　　　　　　業
経済学部 経済学科 カリキュラムツリー



― 183 ―

経
済
学
部

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

ゼミⅢ

インターン
シップ

所得
課税法

経
済
体
制

Ⅰ
・
Ⅱ

公共
政策

健康
経済

労
働
経
済
Ⅱ

地
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ

地
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ

プ
ロ
ジェク
ト

ゼ
ミ

キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ

中級
ミクロ
経済学

中級
マクロ
経済学

中級
統計学

経済
数学

PC
統計学

ビ
ジ
ネ
ス

デ
ー
タ
分
析

震
災
と
地
域
経
済

Ⅰ
・
Ⅱ

現
代
ア
ジ
ア

経
済
Ⅰ
・
Ⅱ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
Ⅰ
・
Ⅱ

産
業
組
織
Ⅰ
・
Ⅱ

環
境
経
済
Ⅰ
・
Ⅱ計

量
経
済

Ⅰ
・
Ⅱ

地
域
政
策

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
A
・
B

地
域
政
策

法人
課税法

地方財政
Ⅰ・Ⅱ

金融政策
Ⅰ・Ⅱ

現代
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Ⅰ・Ⅱ
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経済Ⅱ
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入門ミクロ経済学 入門マクロ経済学 経済入門 I統計入門 数学入門 経済入門 II
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ロ
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上
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ロ
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学
Ⅰ
・
Ⅱ

必修科目 演習形式の科目 講義クラスと演習クラスがある科目 共通科目であるが、当該の群との関連が深い科目

A群
（理論・情報）共通科目
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（財政・金融）

C群
（公共経済）
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（国際経済）

E群
（産業・企業）

F群
（歴史・思想）
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ゼミⅠ

自由選択科目

（3 年次以降）

簿記Ⅱ

文化人類学

多文化共生論

労働法Ⅰ

経済法Ⅰ・Ⅱ

税法Ⅰ・Ⅱ

経営実務 a・b・c

アジア史概説Ⅰ・Ⅱ

西洋史概説Ⅰ・Ⅱ

日本史概説Ⅰ・Ⅱ

実践民法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ

証券市場と法

金融取引と法

証券業と法

（2 年次以降）
簿記Ⅰ
社会人間学
社会学概論
憲法Ⅰ・Ⅱ
政治学入門
経営学総論
会計学総論
マーケティング総論
人文地理Ⅰ・Ⅱ
地誌Ⅰ・Ⅱ
自然地理学
法律学概論
政治学原論
地域ファシリテイト
外国大学科目A・B・C・D
入門民法 財産法編Ⅰ
入門民法 財産法編Ⅱ
入門商法 会社法編

卒　　　　　　　　　業
〔2021年度（令和3年度）以降の入学生に適用〕
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法　学　科
教育基本方針

　甲南大学法学部は、学園と大学の創立精神をふまえ、法および政治に関する専門知識と思考力の涵養を通じて、個々
の学生の論理的な思考力と柔軟な応用力を培い、これによって社会の様々な分野で指導的な役割を担うことのできる人
材を育成することを教育の基本方針とします。

卒業認定・学位授与の方針

　甲南大学では、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを目的と
しています。法学部の教育基本方針のもと、卒業必要単位数 126 単位以上（基礎共通科目又は国際言語文化科目 18 単
位　外国語科目 8 単位　保健体育科目 2 単位　専門教育科目 98 単位以上）を修得し、次の能力・資質を身につけた学
生に学士（法学）の学位を授与します。

（1）�自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観を意識することができ、自らを律し、他者と協調・
協働することができます。

（2）天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3）�人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し得る基本的な技能

及び自己の健康増進に関する技能を有しています。
（4）�法学と政治学についての基礎的な知識と理論を修得し、論理的かつ合理的に問題に対処する能力を有しています。
（5）�社会に生起する諸現象・諸課題を多角的にとらえ、多様な価値観を尊重しつつ、問題解決への道筋を的確に見

定める能力を有しています。
（6）�グローバル化・情報化する社会で活躍するのに必要な情報収集・活用・発信能力及びコミュニケーション能力

を有しています。
（7）市民として必要とされる人権意識を有しています。

教育課程編成・実施の方針

　法学部では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力・資質などを修得させるために、基礎共通科目、国際言語文化
科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、専門教育科目及びその他必要とする科目を体系的に編成し、
講義、演習、実習若しくは実技のいずれか又はこれらを適切に組み合わせた授業を開講します。また、卒業認定・学位
授与の方針と各科目の関係性及び到達目標を示すカリキュラムマップ、カリキュラムの体系性・系統性を示すカリキュ
ラムツリーを提示し、カリキュラムの構造をわかりやすく明示します。
　カリキュラムは、各科目において学生が修得した GPA 及び、到達目標に定める学生の知識・能力の修得状況を集計し、
その集計値を検証することにより見直し・改善を行います。
　教育内容、教育方法、学修成果の評価については以下のように定めます。

１）教育内容
（1）�大学における学びの基盤となる基礎的読解力や表現力などを習得するため及び専門教育への適応を図るため、

初年次段階において少人数で学ぶ基礎的な演習科目を設けます。
（2）�外国語によるコミュニケーション能力や異文化理解について学ぶ科目、心身両面の健康に対する配慮を学ぶ科目、

情報を読み解く力について学ぶ科目を配置します。
（3）�全学共通科目である、建学の理念と専攻分野以外の領域を含む幅広い基礎的な知識を学ぶ基礎共通科目、異文

化理解について学ぶ国際言語文化科目を配置します。
（4）�法学及び政治学の専門知識を基礎から無理なく効果的に習得できるように、段階的・体系的なカリキュラムを

配置します。
（5）�問題発見能力、問題解決能力、論理的思考力、コミュニケーション能力（相互に尊重し合える関係を築き、話

し合いにより妥当な解決策を模索することができる能力）、プレゼンテーション能力（自分の考えを説得的に表
現する能力）を育成するために、少人数科目の充実を図ります。

（6）将来、法及び政治に関係する専門職に従事することを見据えた、実践的なプログラムを設定します。
（7）�各自の天賦の特性と専攻分野に関する知識を社会でどのように生かしていくのかを考えるとともに、社会で活用でき

る力を身につけるため、キャリア教育並びにキャリア形成支援を１年次から４年次まで継続的に実施します。
（8）�専門教育科目として法学・政治学の専門科目のみならず、経済学や経営学等の隣接学問領域の科目を法学・政

治学の専門科目との関連性に配慮し、効果的に配置します。
（9）社会的弱者への配慮、市民として果たすべき役割について考える教育を行います。

２）教育方法
　教育方法については、とくに、以下の点に配慮します。
（1）�１）に掲げた教育内容を身につけるため、特に学生の潜在的な興味関心及び問題意識を引き出し、課題処理能力

の向上を図るため、多様な教授方法を駆使し、授業を実施します。
（2）�体験的な教育を重視し、社会で活躍する実務家が授業に関わる機会、裁判所や各種施設の見学など学生が学外で

学修する機会を積極的に設けます。
（3）法曹等の専門職をめざす学生のために、実践的かつ実務的な学修機会を設けます。
（4）�成績評価を GPA で表示するとともに、学位プログラムごとの到達目標と各科目の関係を明確にし、知識・能力の

習得状況を学修ポートフォリオを通じて学生にフィードバックします。また、成績優秀学生を表彰し、成績不良
学生には特に面談を行います。

３）学修成果の評価
　学生の学修成果についての評価方法を各科目のシラバスで示し、その方法に従って評価します。

法　学　部
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H
Ａ
専
門
基
礎

公法入門 2 1 ○ ○
民事法入門 2 1 ○ ○
刑事法入門 2 1 ○ ○
政治学入門 2 1 ○ ○

以上のうち 6 単位以上選択必修

Ｂ
基
礎
法

法社会学Ⅰ 2 1 ○ ○
法社会学Ⅱ 2 1 ○ ○
西洋法史Ⅰ 2 1 ○ ○
西洋法史Ⅱ 2 1 ○ ○
日本法史Ⅰ 2 2 ○ ○
日本法史Ⅱ 2 2 ○ ○
英米法Ⅰ 2 3・4 ○
英米法Ⅱ 2 3・4 ○
アジア法 2 3・4 ○
比較法文化論 2 3・4 ○
法哲学Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○
法哲学Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○

以上のうち 4 単位以上選択必修

Ｃ
政
治

西洋政治史Ⅰ 2 1 ○ ○
西洋政治史Ⅱ 2 1 ○ ○
日本政治史Ⅰ 2 1 ○ ○ ○
日本政治史Ⅱ 2 1 ○ ○ ○
行政学Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
行政学Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
国際政治学Ⅰ 2 2 ○ ○
国際政治学Ⅱ 2 2 ○ ○
外交史Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
外交史Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
中南米地域研究 2 3・4 ○ ○ ○
アメリカ地域研究 2 3・4 ○ ○ ○
アジア地域研究 2 3・4 ○ ○
政治学原論 2 2 ○ ○ ○
現代政治学Ⅰ 2 3・4 ○
現代政治学Ⅱ 2 3・4 ○
政治過程論Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○
政治過程論Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○

カリキュラムマップ

到　達　目　標
対 応 す る 卒 業 認
定・学位授与の方
針の番号

A 法学・政治学を学ぶ上で必要な知識や考え方を修得し、法学・政治学の全体像を把握する。（4）（7）
B 法学・政治学の基礎知識や理論を修得する。 （4）（7）
C 法学・政治学の専門知識や理論を修得する。 （4）（7）
D 公務員や資格試験を目指す上で必要な知識や理論を修得する。 （1）（3）（4）（5）（6）（7）

E 実践的かつ実務的な学修を行い、法曹等の専門職をはじめ、社会の中で実践的に活用で
きる能力を培う。 （1）（3）（4）（5）（7）

F 多様な視点から物事を捉える能力を涵養するために、国際的な知識を身につけ、法学・
政治学に隣接する学問の知識や理論を修得する。 （1）（4）（6）

G 問題を自ら発見し、情報を収集・分析して論理的思考に基づいて問題を解決に導く能力
を身につける。 （1）（2）（5）（6）

H 社会人に必要な情報処理、コミュニケーション、プレゼンテーションのためのスキルや
能力を身につける。 （1）（6）

専門教育科目表（法学科） 〔2022 年度（令和 4 年度）の入学生に適用〕
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

C
政
治

日本政治思想史Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○
日本政治思想史Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○
西洋政治思想史Ⅰ 2 3・4 ○ ○
西洋政治思想史Ⅱ 2 3・4 ○ ○

以上のうち 6 単位以上選択必修

Ｄ
公
法

憲法Ⅰ 2 1 ○ ○ ○
憲法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
憲法Ⅲ 2 3・4 ○ ○
比較憲法 2 3・4 ○ ○
行政法総論Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○
行政法総論Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
行政救済法Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○
行政救済法Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○
地方自治 2 3・4 ○ ○
税法Ⅰ 2 3・4 ○ ○
税法Ⅱ 2 3・4 ○ ○
国際法Ⅰ 2 2 ○ ○
国際法Ⅱ 2 2 ○ ○
国際法Ⅲ 2 3・4 ○ ○
刑法総論Ⅰ 2 1 ○ ○
刑法総論Ⅱ 2 2 ○ ○
刑法各論Ⅰ 2 2 ○ ○
刑法各論Ⅱ 2 3・4 ○ ○
刑事訴訟法Ⅰ 2 2 ○ ○
刑事訴訟法Ⅱ 2 3・4 ○ ○
刑事政策 2 1 ○ ○

以上のうち 8 単位以上選択必修

Ｅ
民
事
法

民法総則Ⅰ 2 1 ○ ○ ○
民法総則Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
物権法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
物権法Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○
債権法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
債権法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
不法行為法 2 1 ○ ○ ○
親族法 2 2 ○ ○ ○
相続法 2 2 ○ ○ ○
国際私法Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○
国際私法Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○
商法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
商法Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○
商法Ⅲ 2 3・4 ○
商法Ⅳ 2 3・4 ○ ○
商法Ⅴ 2 3・4 ○
民事訴訟法Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
民事訴訟法Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
民事訴訟法Ⅲ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
労働法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
労働法Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○
社会保障法Ⅰ 2 3・4 ○ ○ ○
社会保障法Ⅱ 2 3・4 ○ ○ ○
知的財産法Ⅰ 2 3・4 ○
知的財産法Ⅱ 2 3・4 ○
経済法Ⅰ 2 3・4 ○
経済法Ⅱ 2 3・4 ○

以上のうち 8 単位以上選択必修
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

Ｆ
隣
接
領
域

初級ミクロ経済学 2 3・4 ○
初級マクロ経済学 2 3・4 ○
経営学総論 4 3・4 ○
会計学総論 4 3・4 ○
マーケティング総論 4 3・4 ○
司法・犯罪心理学 2 3・4 ○ ○
日本史概説Ⅰ 2 2 ※ ○
日本史概説Ⅱ 2 2 ※ ○
アジア史概説Ⅰ 2 2 ※ ○
アジア史概説Ⅱ 2 2 ※ ○
西洋史概説Ⅰ 2 2 ※ ○
西洋史概説Ⅱ 2 2 ※ ○
労働経済 Ⅰ 2 3・4 ○
労働経済 Ⅱ 2 3・4 ○
財政 4 3・4 ○
国際経済 4 3・4 ○
公共経済 4 3・4 ○
経営管理論 4 3・4 ○
経営戦略論 4 3・4 ○
財務諸表論 4 3・4 ○
ベンチャービジネス 4 3・4 ○
ソーシャル・キャピタル論 2 3・4 ○
家族社会学 2 3・4 ○
現代家族論 2 3・4 ○
福祉法政策 2 3・4 ○ ○ ○
司法福祉論 2 3・4 ○ ○
ジェンダー法学 2 3・4 ○ ○ ○
環境学入門 2 3・4 ○ ○
環境学 2 3・4 ○
ＮＰＯ／ＮＧＯ論 2 3・4 ○
司法精神医学 2 3・4 ○ ○ ○
社会人間学 2 2 ※ ○
社会学概論 2 2 ※ ○
社会心理学 2 3・4 ○
社会意識論 2 3・4 ○

以上より 28 単位まで自由選択科目として卒業必要単位数に算入できる　
※については、教職課程履修者のみ 2 年次から履修可能（教職課程履修者以外は 3・4 年次配当）

Ｇ
情
報

ビジネスシステム論 4 3・4 ○
法学部情報処理Ⅰ 2 2 ○
法学部情報処理Ⅱ 2 2 ○

Ｈ
演
習

基礎演習 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
以上「基礎演習」については 2 単位必修
アドバンスト・ゼミⅠ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
アドバンスト・ゼミⅡ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
アドバンスト・ゼミⅢ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
以上より 6 単位まで自由選択科目として卒業必要単位数に算入できる
選択演習Ⅰ 2 2 ○ ○
選択演習Ⅱ 2 2 ○ ○
選択演習Ⅲ 2 2 ○ ○
選択演習Ⅳ 2 2 ○ ○
選択演習Ⅴ 2 2 ○ ○
選択演習Ⅵ 2 2 ○ ○
選択演習Ⅶ 2 2 ○ ○
選択演習Ⅷ 2 2 ○ ○
以上より 8 単位まで自由選択科目として卒業必要単位数に算入できる
専門演習 4 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H

Ｉ
特
殊
講
義

特殊講義Ⅰ 2 2 ○
特殊講義Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
特殊講義Ⅲ 2 2 ○ ○ ○
特殊講義Ⅳ 2 2 ○ ○ ○
外国文献講読 2 3・4 ○ ○ ○ ○
留学（法学・政治学）Ⅰ 2 1 ○
留学（法学・政治学）Ⅱ 2 1 ○
自治体のしくみと仕事 2 2 ○ ○ ○

Ｊ
そ
の
他

法律学概論 2 1 ○ ○
留学（その他）Ⅰ 2 1 ○
留学（その他）Ⅱ 2 1 ○
留学（その他）Ⅲ 2 1 ○
留学（その他）Ⅳ 2 1 ○

「Ｊその他」の科目は卒業必要単位数に算入されない

Ｋ
キ
ャ
リ
ア

ベーシック・キャリアデザイン 2 1 ○ ○
キャリアゼミ 2 2 ○ ○
インターンシップ 2 1 ○ ○
プラクティカル・キャリアデザイン 2 3 ○ ○
アドバンスト・キャリアデザイン 2 4 ○ ○

「Ｋキャリア」の科目は 2 単位まで自由選択科目として卒業必要単位に算入できる
卒業必要単位数　98 単位以上

【卒業必要単位数】

1�.法学部法学科の学生は、次に定めるところに従って合計 126 単位以上修得しなければならない。

基礎共通科目または国際言語文化科目 18 単位
外国語科目 8 単位
保健体育科目 2 単位
専門教育科目 98 単位以上
　　　必修科目　　　　　Ｈ演習（基礎演習） 2 単位
　　　選択必修科目　　　Ａ専門基礎 6 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ｂ基礎法 4 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ｃ政治 6 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ｄ公法 8 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ｅ民事法 8 単位以上
　　　自由選択科目

　合　計 126 単位以上

2．次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。
　ただし、必修または選択必修のいずれの単位数にも充てることはできない。なお、（1）（2）（3）に
ついてはあわせて 16 単位以内とする。
（1）中級外国語・上級外国語・海外語学講座・留学支援科目については、16 単位以内
　　（ただし、国際言語文化科目を選択した者が履修するコース中の科目を除く）
（2）エリアスタディーズについては、2 単位以内
（3）ジャパンスタディーズについては、8 単位以内
（4） IT 応用
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Ⅰ．履修登録科目の単位制限について

　法学部では、1 年間に履
・

修
・

登
・

録
・

ができる単位数について制限を加えている。この趣旨は、むやみ

に履修する科目数を増やすことで内容の無い・勉学の実質を備えない履修を抑止すると共に、この

制限内で履修される授業科目に各自の勉学努力を傾注・集中させ、もって学習上十分な内実を備え

たと評価できる学力の涵養をカリキュラム上も保証するところにある。前期履修登録および後期履

修登録における履修計画を慎重かつ十分に検討した上で、履修登録科目を選択すること。

法学部履修登録科目の単位制限に関する内規

〔令和 2 年 2 月 13 日　学長決定〕

 1�．法学部の学生が履修する授業科目において、登録単位制限を受ける科目及び単位数は次のと
おりである。なお、下記表中の「専門教育科目表」とは、自己の入学年度に適用される専門教
育科目表をいう。また、前期履修登録及び後期履修登録を合わせた単位数に対して登録単位制
限を受けるものとする。

　（1）令和2年度以降の入学生
1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

法学部専門教育科目表に記載の
科目
基礎共通科目及び国際言語文化
科目
中級外国語・上級外国語

36 単位以内 48 単位以内 48 単位以内 48 単位以内

（中略・平成31年度以前の入学生適用表　略）

ただし、１年次に履修できる基礎共通科目及び国際言語文化科目の単位数は8単位を限度と
する。

 2．次に掲げる科目の単位についてはこの制限を受けない。
　　法学部法学科専門教育科目表中の「Ｊ」欄の科目の単位
 3．この内規の改廃は、合同教授会の審議を経て、学長が決定する。

　　附　則
　この内規は、令和 2 年 4 月 1 日から施行する。

（注）ただし、College English、基礎第 2 外国語、基礎体育学演習は、上記内規の適用外である。

�例えば、1 年次は登録単位制限（36 単位）に加え、College English（4 単位）、基礎第 2 外国語（4 単位）、

基礎体育学演習（2 単位）と合わせて、46 単位の履修が可能である。
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Ⅱ．法学部専門教育科目の履修にあたって

1　専門教育の位置づけ

　法学部は、学生のみなさんの自己実現と社会の発展への寄与を目的として教育を行っている。みな

さんには、全学共通科目と専門教育科目を全体としてバランスよく履修していただく必要がある。そ

のため、主専攻としての法学・政治学に加えて、各自の選択に応じて基礎共通又は国際言語文化の科

目群を共に学び、外国語および保健体育も履修するよう構想されている。

　基礎共通・国際言語文化・外国語・保健体育および各種の教職免許など資格取得に関する履修上の

説明については、履修要項の該当部分を参照すること。

2　専門教育カリキュラムの成り立ちとねらい

　法学部では、専門教育科目の中に多数の他学部科目を取り込むことによって、多様な科目群の履修

を可能にしている。学生のみなさんは、希望する進路や興味関心に合わせて柔軟な学習ができるよう

になっている。

　履修しようとする専門教育科目の選定にあたっては、以下に説明するカリキュラムの趣旨やねらい

を十分に理解した上で、自分の進路や学習目的を熟考し、履修を行うことが望まれる。この点、科目

名称において、Ⅰ・Ⅱといった表現がある場合、それらは深く関連していることも多い。シラバスの

記載を確認して、履修登録科目を選択すること。

　なお、

○�必修科目とは、それを履修・修得しなければ卒業することができない科目のことで、法学部では基

礎演習が該当する。

○�選択必修科目とは、予め定められた区分から所定の単位数に見合う科目を履修・修得しなければ卒

業することができない科目のことである。ある区分に属する選択必修科目の総数は、所定の単位数

よりも多く設定されている。

○�自由選択科目とは、上記科目以外の科目のことである。これらの科目は、みなさんの興味関心に応

じた柔軟な履修を可能にするために設けられている。大学での 4 年間の勉学を通じて、自分なりの

〈知の体系・技法〉を身につけるため、熟考の上、選択するようにすること。専門教育科目表のうち、
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「J その他」の科目は卒業単位に算入されず、「F 隣接領域」、「H 演習」、「K キャリア」に属する

科目は、卒業単位に算入される単位数に上限があるので注意すること。

2 － 1　カリキュラムのねらい

　法学部の専門教育は、以下の 2 点を重視して展開されている。一つ目は、学生のみなさんの興味関

心や進路の多様性などに鑑み、経済学・経営学・社会学・心理学等々、法学・政治学以外の科目も履

修できるよう、柔軟なカリキュラムを提供している。

　二つ目には、法科大学院への進学、弁護士、司法書士、社会保険労務士や公務員など、将来の職業・

進路を選択する上で有益な教育を提供する体制を積極的に整備している。

2 － 2　カリキュラムの特徴

（1）法学・政治学の基礎・基本を重視した教育

　1 年次の前期に、基礎演習（必修）で、法学・政治学の勉強を進めるにあたり基本となる事柄に

ついて学ぶ。また、入門科目、すなわち「公法入門」・「民事法入門」・「刑事法入門」・「政治学入門」

において、各分野の導入となる知識を修得すると共に、各分野の全体像を把握し、1 年次と 2 年次

を通じて、法学・政治学の基本的知識の修得を目指す。将来、公務員などを目指す学修意欲の高い

学生のために「アドバンスト・ゼミ」「自治体のしくみと仕事」を開講しているので、積極的に履

修を検討いただきたい。また、2 年次以降には、選択演習を開講し、専門的テーマを積極的・自律

的に学んでいく上で必要な知識やスキルを補強し、3 年次の専門演習および 3・4 年次の高度な専

門教育科目へと勉強をつなげていく。

（2）多様なニーズに対応し、柔軟性に富むカリキュラム

　法学部では、法学・政治学の基礎・基本の修得を基軸に据えつつも、経済学・経営学・社会学・

心理学等々の隣接学問分野の科目も履修できるようにし、多様な視点から物事を捉える能力を涵養

することができる。さらに、法学・政治学に関連する隣接学問分野の科目を配置することで、学生

のみなさんの多様なニーズに対応できるように工夫されている。

　例えば、将来法科大学院進学を目指して徹底して法律学を学びたいと考える人は、2 年次に弁護

士・司法書士・社会保険労務士・企業人・公務員など実務家による授業が選択演習や講義などで複

数開講されるので、法律学の理論が実務とどのように関連しているのかを意識し、また確認しなが

ら勉強を進めることができる。更に、3 年次の専門演習（演習）で専門的なテーマを選定し、各自

の問題関心と将来法科大学院において履修すべき科目を睨んで履修することが可能である。

　また、一般企業への就職などを目指して学びたいと考えている人は、法学・政治学だけでなく経

済学・経営学・社会学・心理学などについても多くの学習時間を充てることができる。

　他にも、特に外国語の力を伸ばしたいと考える人は、国際言語文化センターの「国際言語文化科目」

や同センターの上級外国語科目を履修することで、外国語科目を卒業必要単位全体のうち 40 単位

程度まで修得することができる。また、国際交流センターの「エリアスタディーズ」では、実際に
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外国の大学などで学修することもできる。

　法学部生の進路は、弁護士、司法書士、社会保険労務士や公務員、会社・団体への就職など、多

様である。法学部では 1 年次からキャリア関連科目が用意されており、これらの科目を履修するこ

とで、会社や公務員の業務内容を具体的に知り、そしてどのような人材が求められているかを考え

るきっかけが得られるであろう。

　なお、法学部では、司法書士、社会保険労務士や公務員試験など各種資格試験対策にも配慮して

カリキュラムが構成されており、志望する試験に対応した履修が可能である。もっとも、試験によ

っては、現在提供されている科目では不十分な場合もあるので、各自で試験の詳細を確認し、独習

ないし他学部開講科目の履修も検討してみること（ただし、当該科目の単位が常に卒業必要単位に

算入されるわけではない）。

（3）情報化社会に対応した教育

　全学共通科目である「IT 基礎」「IT 応用」に加えて、現実のビジネスシーンで使用されるプロ

グラムやマクロなどを織り込んだ「法学部情報処理」科目を履修することで、コンピュータ・リテ

ラシーを涵養することができる。

3　専門教育科目について

　法学部の専門教育科目は、別表の通りである。各科目の配当年次に応じて、科目表中の必修科目（基

礎演習のみ）および各区分において定められた単位数に相当する選択必修科目を履修することが基本

である。所属する年次を超える配当年次の授業科目は履修できない。また、アドバンスト・ゼミは配

当年次の所属学生しか履修できない。

　卒業必要単位としての 126 単位に到達するために、各科目の配当年次に応じて、残りの単位を充足

する必要がある。この残りの単位は二つの場合に分けられる。①科目表のある区分において定められ

た単位数に相当する選択必修科目を既に修得しているけれども、履修希望科目が当該区分欄にある場

合、所定の選択必修科目の単位数を越えて当該区分でさらに履修した科目は自由選択科目に充当され

る。②科目表における自由選択科目などの単位を履修することもできる。不明な点や疑問点などにつ

いては指導教員に履修相談をすること。また、適宜、経済・法・経営学部合同事務室（法学部担当）（9

号館 1 階）にて照会すること。メールによる相談も受け付けているので、活用いただきたい（法学部

事務室：hou@adm.konan-u.ac.jp）。

　必修科目および選択必修科目を除く、専門教育科目に関する卒業必要単位の多数をどのような科目で

満たしてゆくかは、自分で決定しなければならない。このとき、各区分からバランスよく履修していく

方法や、例えば公法関係とか民事法関係といったように、ある特定分野に力を入れて履修することも可

能である。他にも、語学関連の領域を重視した履修を行うとか、各種資格試験受験科目に対応する科

目を履修するといったことも可能である。各々の進路や目的に応じて、隣接関連科目を履修することも

できる。このように、カリキュラムに備えられた多様性と柔軟性を活用することで、自らのニーズに応

じて履修することを可能にしている。履修科目の選択にあたって、慎重な判断をすること。
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Ⅲ．科目履修上の諸注意

　法学部を卒業するには 126 単位を修得しなければならない（この 126 単位には、基礎共通科目また

は国際言語文化科目（18 単位）・外国語科目（8 単位）・保健体育（2 単位）を含んでいる。専門教育

科目だけでは、卒業必要単位数は 98 単位となる）。しかし、これは卒業に必要な最低限の単位数であ

り、各自の興味関心や進路希望に応じてそれ以上の科目を履修・修得するよう強く推奨する。以下では、

専門教育科目の履修登録の際の科目選定にあたって、どのような考え方で臨めばよいのかを説明する。

 1�．法学部の専門教育科目は、別表のとおりである。配当年次を考慮して履修すること。所属する年

次を超える配当年次の授業科目は履修できない。

� 2�．各科目の配当年次に応じて、科目表中の必修科目（基礎演習のみ）および各区分において定められた

単位数に相当する選択必修科目を履修すること。基礎演習は 1 年次で絶対に履修すること。

 3�．「基礎演習」は原則として 1 年次で履修しなければならないが、1 年次で修得できなかった者は、

2 年次で必ず履修すること。授業開始から 2 回目までは合同で行う。クラス分けは、抽選による履

修登録によって決定する。決められた期間に手続きしなかった者や別の科目を登録している者は、

法学部長が履修クラスを決定する。クラス分けは履修登録画面を確認すること。

 4�．1 年次生にとって、入門科目（「公法入門」、「民事法入門」、「刑事法入門」、「政治学入門」）は、

法学部の専門科目を履修するにあたって基礎となる科目であるので、履修することを強く薦める。

 5�．専門教育科目の一部は、クラスを分割して授業を行っているので、それぞれの指定に従って履修

しなければならない。

 6�．履修にあたっては各科目の「シラバス」を熟読し、その指示に従うこと。例えば、「×××Ⅱを履修

する学生は、あらかじめ×××Ⅰを履修していることが望ましい」という指示がなされている場合がある。

 7�．教員によっては、レジュメ、参考資料等の配布や、課題・小テスト等を〈My KONAN〉を利用

して実施する場合がある。

 8�．授業に必要な案内は〈My KONAN〉の掲示板を中心に行うが、教務部掲示板、および法学部ホ

ームページに掲載されることがあるので、各自で適宜確認すること｡ また、法学会のホームペー

ジには、学内からのみ閲覧可能な過去の定期試験問題も掲載されている（甲南大学ホームページ

〈https://www.konan-u.ac.jp〉トップページ→学部案内→法学部→法学会）。なお、法学会ホーム

ページについては、5 号館 4 階にある法学会コモンルームにて、質問等を受け付ける。

 9�．「アドバンスト・ゼミⅠ〜Ⅲ」は、それぞれ定められた科目について、一定の成績を修め、許可

を得た者のみ履修できる。詳細は 4 月の新入生履修指導や、My KONAN にて説明を行う。

 10．「自治体のしくみと仕事」は定員を設けている。定員を超える場合は、一定の成績を修め、許可

を得た者のみ履修できる。詳細は 4 月の新入生履修指導や、My KONAN にて説明を行う。

 11．「選択演習Ⅰ～Ⅷ」は、8 単位まで、卒業必要単位数に算入することができるが、必修又は選択

必修科目の単位数に算入することはできない。

　｢選択演習Ⅰ～Ⅷ｣ は、「基礎演習」と 3・4 年次の「専門演習」を架橋すること、あるいは、専
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門職を志す者に有益な機会を提供することを目的とした、法学部専任教員、実務家によって提供さ

れる少人数クラスである。主として 2 年次生を念頭において開講するが、基礎に立ち返って学習し

たい 3・4 年次生も履修できる。

12�．「専門演習」は事前登録（10 月頃募集掲示）を行い、許可を得た者のみ履修できる。法学部の方針は、

「真剣に学ぶ意思のある者のみ専門演習を履修できる」ことであるので、申込者数に関係なく担当

者による面接等の選考を行う場合がある。なお、「専門演習」は、自由選択科目であり、履修しな

くても差し支えないが、法学部の学びにおける集大成であり、就職活動においても面接などで尋ね

られることもあることから、いずれかのゼミに所属することが強く推奨される。

13�．法学部においては、火曜日 5 限を補講時限とする。休講等があった場合、この時限に補講が行

われることがある（具体的な日時・場所等は、その都度、〈My KONAN〉に掲示される）。したが

って、この時限には、特段の事情のない限り、原則として履修科目等を配置しないようにすること。

14．次に掲げる進級に関する内規を適用するので注意すること。

　上記内規に従い、本学部では 3 年次に進級するとき、一定以下の単位しか修得していない場合には、

3・4 年次配当科目の履修に一定の制限が掛かる。この趣旨は、1・2 年次における学業成績が芳し

くない学生諸君に対し、むやみに 3・4 年次配当の高度な内容の科目を履修して消化不良になるよ

りも、むしろ 1・2 年次配当科目の着実な履修（再履修）を促すと共に、経験的に見て、このまま 3・

4 年次も不真面目な勉学態度が継続すれば卒業できない可能性が高いことを警告する点にある。

　なお、専門教育科目表の F 隣接領域のうち、教職課程履修者のみ 2 年次から履修可能としてい

る科目については、教職課程履修者以外は 3・4 年次配当科目であることに注意すること。

15�．法学部では、学業に励み優秀な学業成績を収めた学生に対し、その努力を称え表彰している。表

彰の基準は当該年度に修得した法学部固有の専門科目（授業時間表の授業コードの先頭番号が 4 の

科目）について、「秀を 5 点　優を 4 点　良を 2 点　可を 1 点」として、合計点数の多い順に上位

3 パーセントの人数とする。対象学年は、1～3 年次生とする。

16�．法学部専門科目表の F 隣接領域のうち、日本史概説Ⅰ・Ⅱ、アジア史概説Ⅰ・Ⅱ、西洋史概説Ⅰ・

Ⅱ、社会人間学、社会学概論の 8 科目については教職課程履修者のみ 2 年次からの履修を可能とする。

法学部 3 年次生の履修登録科目の制限に関する内規
平成 27 年 4 月 1 日　学長決定

第１条　�法学部の学生が 2 年次から 3 年次に進むにあたり、卒業に必要な修得単位数が 50 単位
未満の場合、3 年次において履修できる専門教育の科目・単位は次条に定める限りとする。

第 2 条　�前条の制限に該当する学生が 3 年次において履修できる専門教育の科目・単位は次の
各号に定める範囲に限られる。

　　　　（1）　専門演習
　　　　（2）　3 年次に配当される演習以外の専門教育科目のうち 10 単位
　　　　（3）　未修得の 1・2 年次配当科目
　　　附　　則
　　　　この内規は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　　則
　　　　この規程の改廃は、平成 27 年 4 月 1 日から学長決定により行う。
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法学部転入生の履修に関する取扱内規

平成 27 年 10 月 27 日　法学部教授会改正

第 �1 条　この取扱内規は、転学部規程に基づき、本学部への転学部が許可された者の履修等について

定めるものとする。

第 �2 条　本学部に転入した者（以下「転入生」という。）は、すべて 3 年次に転入される。

第 3 条　転入生は、転入した年度に基礎演習を履修しなければならない。

第 4 条　転入生は、1・2 年次及び 3 年次配当科目を転入した年度に履修することができる。

第 �5 条　転入生は、転入した年度にはできる限り、1・2 年次配当の必修科目を優先的に履修するこ

とが望ましい。

第 �6 条　転入生が、3 年次及び 4 年次に履修できる法学部専門教育科目及び基礎共通科目の単位数は、

それぞれ合計 48 単位を限度とする。

第 �7 条　前学部で履修した専門教育科目の単位で、法学部専門教育科目にない科目については、申請

に基づき 16 単位を限度として、本学部における自由選択科目の単位として認定することができる。

附則

 1　この規則は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。

法学部編入生の履修に関する取扱内規

平成 27 年 10 月 27 日　法学部教授会制定

第 1 条　この取扱内規は、本学部への編入が許可された者の履修等について定めるものとする。

第 2 条　本学部に編入した者（以下「編入生」という。）は、すべて 3 年次に編入される。

第 3 条　編入生は、編入した年度に基礎演習を履修しなければならない。

第 4 条　編入生は、1・2 年次及び 3 年次配当科目を編入した年度に履修することができる。

第 �5 条　編入生は、編入した年度にはできる限り、1・2 年次配当の必修科目を優先的に履修するこ

とが望ましい。

第 �6 条　編入生が、3 年次及び 4 年次に履修できる法学部専門教育科目の単位数は、それぞれ合計 48

単位を限度とする。

第 �7 条　前大学で履修した専門教育科目の単位で、法学部専門教育科目にない科目については、申請

に基づき 16 単位を限度として、本学部における自由選択科目の単位として認定することができる。

附則

 1　この規則は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。
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4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

専門基礎／基礎法 政治
選択必修科目

公法
必修科目 自由選択科目 自由選択科目

民事法 演習・特殊講義等 隣接領域・情報 キャリア

英米法Ⅰ・Ⅱ

アジア法

比較法文化論

法哲学Ⅰ・Ⅱ

現代政治学Ⅰ・Ⅱ

政治過程論Ⅰ・Ⅱ

日本政治思想史Ⅰ・Ⅱ

西洋政治思想史Ⅰ・Ⅱ

中南米地域研究

アメリカ地域研究

アジア地域研究

憲法Ⅲ

比較憲法

行政救済法Ⅰ・Ⅱ

地方自治

税法Ⅰ・Ⅱ

国際法Ⅲ

刑法各論Ⅱ

刑事訴訟法Ⅱ

物権法Ⅱ

国際私法Ⅰ・Ⅱ

商法Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

民事訴訟法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

労働法Ⅱ

社会保障法Ⅰ・Ⅱ

知的財産法Ⅰ・Ⅱ

経済法Ⅰ・Ⅱ

初級ミクロ経済学
初級マクロ経済学

経営学総論
会計学総論

マーケティング総論
司法・犯罪心理学

労働経済Ⅰ・Ⅱ
財政

国際経済
公共経済

経営管理論
経営戦略論
財務諸表論

ベンチャービジネス
ソーシャル・キャピタル論

家族社会学
現代家族論
福祉法政策
司法福祉論

ジェンダー法学
環境学入門

環境学
ＮＰＯ/ＮＧＯ論
司法精神医学
社会心理学
社会意識論

ビジネスシステム論

アドバンスト・キャリアデザイン

プラクティカル・キャリアデザイン

外国文献講読

専門演習

日本法史Ⅰ・Ⅱ

法社会学Ⅰ・Ⅱ
西洋法史Ⅰ・Ⅱ

公法入門
民事法入門
刑事法入門
政治学入門

西洋政治史Ⅰ・Ⅱ
日本政治史Ⅰ・Ⅱ

憲法Ⅰ
刑法総論Ⅰ
刑事政策

民法総則Ⅰ
不法行為法

留学（法学・政治学）
Ⅰ・Ⅱ

留学（その他）
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

ベーシック・キャリアデザイン
インターンシップ

（※）教職課程履修者以外は 3・4 年次配当

選択演習Ⅰ～Ⅷ
特殊講義Ⅰ～Ⅳ

自治体のしくみと仕事

アドバンスト・ゼミⅡ・Ⅲ 

アドバンスト・ゼミⅠ 

法律学概論

日本史概説Ⅰ・Ⅱ（※）
アジア史概説Ⅰ・Ⅱ（※）
西洋史概説Ⅰ・Ⅱ（※）

社会人間学（※）
社会学概論（※）

法学部情報処理Ⅰ・Ⅱ

キャリアゼミ行政学Ⅰ・Ⅱ
国際政治学Ⅰ・Ⅱ

外交史Ⅰ・Ⅱ
政治学原論

憲法Ⅱ
行政法総論Ⅰ・Ⅱ

国際法Ⅰ・Ⅱ
刑法総論Ⅱ
刑法各論Ⅰ

刑事訴訟法Ⅰ

民法総則Ⅱ
物権法Ⅰ

債権法Ⅰ・Ⅱ
親族法
相続法
商法Ⅰ

労働法Ⅰ

基礎演習

卒　　　　　　　　　業
法学部 法学科 カリキュラムツリー
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4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

専門基礎／基礎法 政治
選択必修科目

公法
必修科目 自由選択科目 自由選択科目

民事法 演習・特殊講義等 隣接領域・情報 キャリア

英米法Ⅰ・Ⅱ

アジア法

比較法文化論

法哲学Ⅰ・Ⅱ

現代政治学Ⅰ・Ⅱ

政治過程論Ⅰ・Ⅱ

日本政治思想史Ⅰ・Ⅱ

西洋政治思想史Ⅰ・Ⅱ

中南米地域研究

アメリカ地域研究

アジア地域研究

憲法Ⅲ

比較憲法

行政救済法Ⅰ・Ⅱ

地方自治

税法Ⅰ・Ⅱ

国際法Ⅲ

刑法各論Ⅱ

刑事訴訟法Ⅱ

物権法Ⅱ

国際私法Ⅰ・Ⅱ

商法Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

民事訴訟法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

労働法Ⅱ

社会保障法Ⅰ・Ⅱ

知的財産法Ⅰ・Ⅱ

経済法Ⅰ・Ⅱ

初級ミクロ経済学
初級マクロ経済学

経営学総論
会計学総論

マーケティング総論
司法・犯罪心理学

労働経済Ⅰ・Ⅱ
財政

国際経済
公共経済

経営管理論
経営戦略論
財務諸表論

ベンチャービジネス
ソーシャル・キャピタル論

家族社会学
現代家族論
福祉法政策
司法福祉論

ジェンダー法学
環境学入門

環境学
ＮＰＯ/ＮＧＯ論
司法精神医学
社会心理学
社会意識論

ビジネスシステム論

アドバンスト・キャリアデザイン

プラクティカル・キャリアデザイン

外国文献講読

専門演習

日本法史Ⅰ・Ⅱ

法社会学Ⅰ・Ⅱ
西洋法史Ⅰ・Ⅱ

公法入門
民事法入門
刑事法入門
政治学入門

西洋政治史Ⅰ・Ⅱ
日本政治史Ⅰ・Ⅱ

憲法Ⅰ
刑法総論Ⅰ
刑事政策

民法総則Ⅰ
不法行為法

留学（法学・政治学）
Ⅰ・Ⅱ

留学（その他）
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

ベーシック・キャリアデザイン
インターンシップ

（※）教職課程履修者以外は 3・4 年次配当

選択演習Ⅰ～Ⅷ
特殊講義Ⅰ～Ⅳ

自治体のしくみと仕事

アドバンスト・ゼミⅡ・Ⅲ 

アドバンスト・ゼミⅠ 

法律学概論

日本史概説Ⅰ・Ⅱ（※）
アジア史概説Ⅰ・Ⅱ（※）
西洋史概説Ⅰ・Ⅱ（※）

社会人間学（※）
社会学概論（※）

法学部情報処理Ⅰ・Ⅱ

キャリアゼミ行政学Ⅰ・Ⅱ
国際政治学Ⅰ・Ⅱ

外交史Ⅰ・Ⅱ
政治学原論

憲法Ⅱ
行政法総論Ⅰ・Ⅱ

国際法Ⅰ・Ⅱ
刑法総論Ⅱ
刑法各論Ⅰ

刑事訴訟法Ⅰ

民法総則Ⅱ
物権法Ⅰ

債権法Ⅰ・Ⅱ
親族法
相続法
商法Ⅰ

労働法Ⅰ

基礎演習

卒　　　　　　　　　業
〔2022年度（令和4年度）の入学生に適用〕
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経営学科
教育基本方針

　甲南大学経営学部では、経営学に関する専門知識および分析能力の教授を通じて、「ヒト・モノ・カネ・情報等から
なる組織（企業）の存続・発展のあり方について、自律的な洞察力を有し、社会に貢献するビジネスパーソンの養成」
を教育の基本方針とします。

卒業認定・学位授与の方針

　甲南大学では、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを目的と
しています。経営学部の教育基本方針のもと、卒業必要単位数 130 単位以上（基礎共通科目又は国際言語文化科目 18
単位　外国語科目 8 単位　保健体育科目 2 単位　専門教育科目 102 単位以上）を修得し、次の能力・資質を身につけた
学生に学士（経営学）の学位を授与します。

（1）ビジネスパーソンに必要な社会的協調力と自発的遂行及び倫理的責任力を有しています。
（2）天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3）幅広い教養に裏付けられた経営学の知識・理解力を修得しています。
（4）各種スキルと論理的思考力を有し、それに基づいて経営問題の発見・説明・解決力を体得しています。
（5）豊かな個性に基づいた社会的貢献力を発揮できます。
（6）自己の意見を分かりやすく主体的に説明する能力を有しています。

教育課程編成・実施の方針

　経営学部では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力・資質などを修得させるために、基礎共通科目、国際言語文
化科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、専門教育科目及びその他必要とする科目を体系的に編成し、
講義、演習、実習若しくは実技のいずれか又はこれらを適切に組み合わせた授業を開講します。また、卒業認定・学位
授与の方針と各科目の関係性及び到達目標を示すカリキュラムマップ、カリキュラムの体系性・系統性を示すカリキュ
ラムツリーを提示し、カリキュラムの構造をわかりやすく明示します。
　カリキュラムは、各科目において学生が修得した GPA 及び、到達目標に定める学生の知識・能力の修得状況を集計し、
その集計値を検証することにより見直し・改善を行います。
　教育内容、教育方法、学修成果の評価については以下のように定めます。

１）教育内容
（1）�初年次では、経営学を学ぶための前提となる知識を得るとともに、経営学部の学びの基礎を形成するため、少

人数クラスで、プレゼンテーション能力や表現力を鍛える基礎的な科目を選択必修科目として配置します。
（2）�外国語によるコミュニケーション能力や異文化理解について学ぶ科目、心身両面の健康に対する配慮を学ぶ科目、

情報を読み解く力について学ぶ科目を配置します。
（3）�全学共通科目である、建学の理念と専攻分野以外の領域を含む幅広い基礎的な知識を学ぶ基礎共通科目、異文

化理解について学ぶ国際言語文化科目を配置します。
（4）1・2 年次には、簿記やビジネス英語のようなビジネスマンとして必要なスキルを学ぶ科目を配置します。
（5）�経営戦略、経営組織、財務会計、管理会計、マーケティング、ファイナンス、並びに、国際化の 7 つの領域に関して、

それぞれの学生が専門領域を選んで体系的に学びを深められるようにするため、年次進行に合わせて段階的に
高度化する本格的な専門科目を配置します。

（6）�問題発見・解決能力などの社会人としての基礎力を育成するため、2 年次から卒業時まで続く、少人数クラス
による専門演習科目を配置します。また専門演習での指導に基づき、卒業時には卒業研究（卒業論文）により、
在学中に学んだことを集大成します。

（7）�スペシャリストとしての能力とゼネラリストとしての視野を養うため、意欲を持った学生を対象としてビジネ
スリーダー養成プログラム（ビジネス・プロフェッション・コース / グローバル・ビジネス・コース / アカウ
ンティング・プラクティス・コース）を設定します。

（8）�各自の天賦の特性と専攻分野に関する知識を社会でどのように生かしていくのかを考えるとともに、社会で活
用できる力を身につけるため、キャリア教育並びにキャリア形成支援を１年次から４年次まで継続的に実施し
ます。

２）教育方法
（1）１）に掲げた教育内容を身につけるために、講義、演習により又は併用により授業を実施します。
（2）�論理的思考力、伝えたい内容を適切に表現し伝達する能力、問題解決力を養成するとともに、他者と協調・協働し、

自ら率先して社会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観について学ぶために、学生一人ひとりの顔が
わかる少人数で学生参加型の実習、演習などを重視したクラス編成を行います。

（3）�授業の実施においては、考える力や洞察力を涵養するために、発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習、
グループ・ディスカッション、ディベートなどを中心としたアクティブ・ラーニングを積極的に活用します。

（4）�成績評価を GPA で表示するとともに、学位プログラムごとの到達目標と各科目の関係を明確にし、知識・能力
の習得状況を学修ポートフォリオを通じて学生にフィードバックします。

３）学修成果の評価
　学生の学修成果についての評価方法を各科目のシラバスで示し、その方法に従って評価します。

経　営　学　部
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

Ⓐ
基
礎
科
目

基礎演習 4 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経営学総論 4 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
会計学総論 4 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
マーケティング総論 4 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
経済学入門 2 1 ○ ○ ○
入門簿記 4 1 ○ ○ ○ ○
簿記演習 2 1 ○ ○ ○ ○

Ⓐ以上のうち 16 単位以上選択必修

Ⓑ

基
礎
関
連
科
目

統計学入門 4 2 ○ ○ ○
情報処理概論 4 2 　 ○ ○ ○
グローバル・コミュニケーションⅠ 4 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
グローバル・コミュニケーションⅡ 4 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基
礎
専
門
科
目

経営管理論 4 2 　 ○ ○ ○
経営戦略論 4 2 　 ○ ○ ○
財務諸表論 4 2 　 ○ ○ ○
原価計算 4 2 　 ○ ○ ○ ○
商学基礎論 4 2 ○ ○ ○

専
門
科
目

経
営
学
系
統

経営史 4 2 ○ ○ ○
経営学史 4 2 ○ ○ ○
経営財務論 4 2 　 ○ ○ ○
経営労務論 4 2 　 ○ ○ ○
経営組織論 4 2 　 ○ ○ ○
工業経営論 4 2 　 ○ ○ ○
国際経営論 4 2 　 ○ ○ ○
アジア経営論 4 2 　 ○ ○ ○
国際ビジネス事情 4 2 　 ○ ○ ○
ベンチャービジネス 4 2 　 ○ ○ ○
経営科学 4 2 　 ○ ○ ○
ビジネスシステム論 4 2 　 ○ ○ ○
中小企業論 4 2 ○ ○ ○
環境経営論 4 2 ○ ○ ○
非営利組織論 4 2 ○ ○ ○

カリキュラムマップ

到　達　目　標
対 応 す る 卒 業 認
定・学位授与の方
針の番号

A 幅広い教養を身につけ、複眼的に現代社会を視る目を養う。 （3）
B 経営学を学ぶにあたって必要となる基礎的な考え方や分析手法を習得する。 （3）

C 企業組織の仕組みやその背後の論理を学び、ビジネスパーソンにとって必要な知識や洞
察力を得る。( 経営学 ) （3）（4）

D 会計の原則とその背後の論理を学び、企業会計を理解し、実践する力を身につける。（会計学） （3）（4）
E 企業と市場との関係を理解し、それに基づいて企業経営を洞察できる能力を培う。（商学）（3）（4）
F 企業経営の国際化とそれにともなう諸問題を理解し、その解決のための能力を養う。 （3）

G 社会の一員として働くことの意識を高め、社会的貢献ができるべく、キャリア形成のた
めの基礎を形成する。 （1）（2）（5）

H 課題を発見し、自ら調べ、解決策を導き出す、自律的洞察力を培う。 （2）（6）
I さまざまな情報源から適切な情報を収集し、それを有益に活用する能力を養う。 （4）（6）
J 社会人に必要なコミュニケーション能力を身につける。 （1）（5）

専門教育科目表（経営学科） 〔2022 年度（令和 4 年度）の入学生に適用〕
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

Ⓑ
専
門
科
目

会
計
学
系
統

管理会計 4 2 　 ○ ○ ○ ○
監査論 4 2 　 ○ ○ ○
情報会計システム論 4 2 　 ○ ○ ○
税務会計 4 2 　 ○ ○ ○
国際会計論 4 2 　 ○ ○ ○
財務諸表分析 4 2 　 ○ ○ ○ ○
会計史 4 2 ○ ○ ○
企業会計理論 4 2 　 ○ ○ ○
経営分析 4 2 　 ○ ○ ○

商
学
系
統

マーケティング管理論 4 2 　 ○ ○ ○
国際マーケティング論 4 2 　 ○ ○ ○
消費者行動論 4 2 ○ ○ ○
流通システム論 4 2 　 ○ ○ ○
金融論 4 2 ○ ○ ○
証券論 4 2 ○ ○ ○
リスクマネジメント 4 2 　 ○ ○ ○
地域・観光マネジメント 4 2 ○ ○ ○ ○ ○
地域金融論 4 2 ○ ○ ○ ○ ○

演
習

専門演習Ⅰ 2 2 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専門演習Ⅱ 8 3・4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ⓑ以上のうち 66 単位以上選択必修

一
般

経営学特論ａ 4 3・4 ○ ○ ○
経営学特論ｂ 4 3・4 ○ ○ ○
経営学特論ｃ 4 3・4 ○ ○ ○
経営学特論ｄ 4 3・4 ○ ○ ○
経営学特論ｅ 2 3・4 ○ ○ ○
会計学特論ａ 4 3・4 ○ ○ ○
会計学特論ｂ 4 3・4 ○ ○ ○
会計学特論ｃ 4 3・4 ○ ○ ○
会計学特論ｄ 4 3・4 ○ ○ ○
会計学特論ｅ 2 3・4 ○ ○ ○
商学特論ａ 4 3・4 ○ ○ ○
商学特論ｂ 4 3・4 ○ ○ ○
商学特論ｃ 4 3・4 ○ ○ ○
商学特論ｄ 4 3・4 ○ ○ ○
商学特論ｅ 2 3・4 ○ ○ ○
経営実務ａ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
経営実務ｂ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
経営実務ｃ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
経営実務ｄ 2 3・4 ○ ○ ○ ○
中級簿記 4 2 　 ○ ○ ○ ○
工業簿記 4 2 　 ○ ○ ○ ○
経営コンサルティング論 2                                                                3・4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報処理Ⅰ 4 2 ○ ○ ○
情報処理Ⅱ 4 2 ○ ○ ○
グローバル・ビジネス特論Ⅰ 2 2 　 ○ ○ ○ ○ ○
グローバル・ビジネス特論Ⅱ 2 2 　 ○ ○ ○ ○ ○
外書講読Ⅰ 4 2 　 ○ ○ ○ ○ ○
外書講読Ⅱ 4 2 　 ○ ○ ○ ○ ○
ビジネス英語Ⅰ 2 2 　 ○ ○
ビジネス英語Ⅱ 2 2 　 ○ ○
ビジネス英会話・初級 4 2 　 ○ ○
ビジネス英会話・上級 4 2 　 ○ ○
実践的経営シミュレーション演習 4 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

一
般

初級マクロ経済学 2 2 ○ ○
初級ミクロ経済学 2 2 ○ ○
財政 4 3・4 ○ ○
金融 4 3・4 ○ ○
国際経済 4 3・4 ○
産業経済 4 3・4 ○ ○
入門民法　財産法編Ⅰ 2 2 ○ ○
入門民法　財産法編Ⅱ 2 2 ○ ○
実践民法Ⅰ 2 3 ○ ○
実践民法Ⅱ 2 3 ○ ○
実践民法Ⅲ 2 3 ○ ○
実践民法Ⅳ 2 3 ○ ○
実践民法Ⅴ 2 3 ○ ○
実践民法Ⅵ 2 3 ○ ○
入門商法　会社法編 2 2 ○ ○
証券市場と法 2 3 ○ ○
金融取引と法 2 3 ○ ○
証券業と法 2 3 ○ ○
公共政策論Ⅰ 2 2 ○ ○
公共政策論Ⅱ 2 2 ○ ○
入門ビジネス法務 2 2 ○ ○ ○
ビジネスを支える法の世界 2 3・4 ○ ○ ○

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

ベーシック・キャリアデザイン 2 1 ○ ○ ○
プラクティカル・キャリアデザイン 2 3 ○ ○ ○
アドバンスト・キャリアデザイン 2 4 ○ ○ ○
インターンシップ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実践ボランティアⅠ 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
実践ボランティアⅡ 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
インターナショナルＯＣＡ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教
職

職業指導Ⅰ 2 3 ○ ○ ○
職業指導Ⅱ 2 3 ○ ○ ○
人文地理Ⅰ 2 2 ○
人文地理Ⅱ 2 2 ○
自然地理学 2 2 ○
日本史概説Ⅰ 2 2 ○
日本史概説Ⅱ 2 2 ○
アジア史概説Ⅰ 2 2 ○
アジア史概説Ⅱ 2 2 ○
西洋史概説Ⅰ 2 2 ○
西洋史概説Ⅱ 2 2 ○
政治学入門 2 2 ○
政治学原論 2 2 ○
法律学概論 2 2 ○

卒業必要単位数　102 単位以上
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【卒業必要単位数】

1�.�経営学部経営学科の学生は、次に定めるところに従って合計 130 単位以上を修得しなければなら

ない。

基礎共通科目または国際言語文化科目 18 単位
外国語科目 8 単位
保健体育科目 2 単位
専門教育科目 102 単位以上
　　　選択必修科目　　　Ⓐより 16 単位以上
　　　　　　　　　　　　Ⓑより 66 単位以上
　　　自由選択科目

　合　計 130 単位以上

2．�2 年次にビジネス・リーダー養成プログラムに所属した場合はビジネス・リーダー養成プログラ
ムの専門教育科目の単位も上記 1 に含まれる。

3．�次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、選択
必修の単位数に充てることはできない。

（1）�中級外国語・上級外国語・海外語学講座・留学支援科目の単位を併せて 8 単位以内（ただし、

国際言語文化科目を選択した者が履修するコース中の科目を除く）

（2）文学部英語英米文学科「English Studies Ⅰ～Ⅷ」から、8 単位以内

（3）生涯スポーツについては、2 単位以内

（4）「ＩＴ応用」の 2 単位

（5）「エリアスタディーズⅠ～Ｘ」については、4 単位以内

（6）�「地域ファシリテイト」、「地域プロジェクトⅠ」、「地域プロジェクトⅡ」については、6 単位

以内
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Ⅰ．履修登録科目の単位制限について

　経営学部では、次のような履修登録科目の単位制限が実施されている。該当者は履修計画を慎重、

かつ十分に検討した上で履修登録科目を選択すること。

経営学部履修登録科目の単位制限に関する内規
〔令和 3 年 2 月 16 日　改正〕

1�．経営学部の学生が履修する授業科目において、登録単位制限を受ける科目及び単位数は
次のとおりである。

（1）令和 3 年度以降入学生
1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

経営学部専門教育科目表に
記載の科目、中級外国語科目、
上級外国語科目、
基礎共通科目及び国際言語
文化科目

32 単位以内 46 単位以内 44 単位以内 44 単位以内

（中略・令和 2 年度以前入学生適用表　略）

（注）1．登録単位制限は前期履修登録・後期履修登録の単位数を合わせたものである。
　　　2．�専門教育科目表とは、自己の入学年度に適用される専門教育科目表である。
　　　3．1 年次に履修できる基礎共通科目及び国際言語文化科目の単位数は 8 単位を限度とする。

2�．次に掲げる科目の単位についてはこの制限を受けない。
　　（1）�「インターンシップ」、「実践ボランティアⅠ」・「実践ボランティアⅡ」、「インターナ

ショナル OCA」　
　　（2）�「専門演習Ⅰ、Ⅱ」
　　（3）「BP 演習Ⅰ」、「BP 演習Ⅱ a」、「BP 演習Ⅱ b」、「BP 演習Ⅲ」
3．この内規の改廃は、合同教授会の審議を経て、学長が決定する。

　　附　則
この内規は、令和 3 年 4 月 1 日から施行する。

※ College English、基礎第 2 外国語、基礎体育学演習は、上記内規の適用外である。

Ⅱ．科目履修上の諸注意

 1．履修条件について

　下表の科目については、各科目の履修条件に従って履修すること。

授業科目 履　修　条　件
専 門 演 習 Ⅱ 「専門演習Ⅰ」の単位を修得していること
財 政 「経済学入門」の単位を修得していること
金 融 「経済学入門」の単位を修得していること
国 際 経 済 「経済学入門」の単位を修得していること
産 業 経 済 「経済学入門」の単位を修得していること

 2．所属する年次を超える配当年次の授業科目は履修できない。
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 3�．履修登録は前期に、集中講義を含む通年科目、前期科目、後期科目のすべてが登録できる。

　�　1 年間の履修計画を立てたうえで登録をすること。後期科目については、前期および後期に登

録可能で、前期に登録した科目も後期に追加・変更ができるので、前期にまず登録をすること。

 4�．1 年次配当の選択必修科目は、基礎的な専門教育科目であるため、1 年次において履修するこ

とが望ましい。特に「経営学総論」「会計学総論」「マーケティング総論」は、各学系の基礎理論

を学習するため重要な科目である。

　　なお、1 年次は再履修クラスでの履修はできない。

 5�．「基礎演習」の履修については、指定されたクラスに従って事前に履修登録するので、履修を

希望しない者は、担当教員に相談の上、履修登録期間中に〈My KONAN〉で登録を取り消すこと。

 6�．複数のクラスを開講する科目については、〈My KONAN〉で確認のうえ、指定されたクラス

で履修すること。

 7�．「簿記演習」は「入門簿記」履修者が、さらに簿記の勉強を継続することを念頭に設置されて

いる科目である。簿記検定合格状況に基づいて、履修に制限がある 2 種類のクラスが開講される

ので、申し合わせに沿って履修する必要がある。申し合わせおよび申し込み方法については、『履

修ガイドブック』を参照すること。

 8�．「ビジネス英会話・初級」および「ビジネス英会話・上級」は申し合わせが適用される。申し

合わせおよび申し込み方法については、『履修ガイドブック』を参照すること。

 9�．「インターンシップ」および「実践ボランティアⅠ・Ⅱ」の履修にあたっては、指定された期

日までにキャリアセンター・地域連携センターへの希望登録が必要である。4 月の履修登録は必

要ない。実施後に単位認定申請書の提出をもって履修登録され、レポートの提出により、成績評

価される。希望者はキャリアセンターの「インターンシップガイダンス」、地域連携センターの「ボ

ランティアガイダンス」に出席し、指示に従って手続きをすること。

　�　また、「インターナショナル OCA」についても、実施後に単位認定申請書の提出（経済・法・

経営学部合同事務室（9 号館 1 階）に提出）をもって履修登録され、報告会参加及びレポート提

出等により、成績評価されるので、4 月の履修登録は必要ない。履修希望者はシラバスを確認す

ること。

Ⅲ．専門演習の履修について

　経営学部の専門演習は、2 年次に「専門演習Ⅰ」（2 単位）、3 年次、4 年次で「専門演習Ⅱ」（8 単

位）を継続して履修することが原則である。

「専門演習Ⅰ」

（1）�　「専門演習Ⅰ」（2 年次配当）は後期科目である。履修を希望する者は前期履修登録時、「専

門演習Ⅰ」の開講曜日・時限（後期火曜 2限）に、通年科目を登録しないように注意すること。

履修登録完了後に、登録科目の取り消しはできない（中級・上級外国語科目等の事前登録科目
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等を、火曜 2限に登録しないよう特に注意すること。2年次後期に留学が決まっている場合も

同様である）。

（2）�　「専門演習Ⅰ」の所属申し込みにあたっては、「専門演習Ⅰ所属申込書」を経済・法・経営学

部合同事務室（9 号館 1 階）に提出すること。「専門演習Ⅰ」の所属申込等に関する説明会を実

施する予定なので、履修を希望する者は掲示に注意し、説明会に参加すること。

（3）�　「専門演習Ⅰ所属申込書」や「専門演習Ⅰガイドブック」の配付は 6 月上旬の予定である。詳

細は決まり次第掲示（〈My KONAN〉、教務部掲示板）する。

（4）�　所属申込者が定員を超えた「専門演習Ⅰ」においては、担当教員による選考が行われる。選

考にもれた者は「専門演習Ⅰ」の履修はできない。なお、「専門演習Ⅰ」の定員や各担当者の選

考基準、選考方法等の詳細は「専門演習Ⅰガイドブック」に示す。 

（5）�　履修年度に留学等を予定（希望）している者は、「専門演習Ⅰ」の募集が始まるまでに経済・

法・経営学部合同事務室（9 号館 1 階）に申し出ること。

（6）�　所属が決定した者は、自動的に登録されるので、改めて履修登録する必要はない。後期の履

修登録時に正しく登録されているか確認すること。

（7）�　所属演習が決まらなかった場合、留年することなく「専門演習Ⅱ」を履修することはできな

いので、注意すること。

「専門演習Ⅱ」

（1）�　「専門演習Ⅱ」は、3 年次、4 年次の 2 年間継続して履修する科目である。「専門演習Ⅰ」の単

位を修得した者のみが、同一担当者の演習を継続して履修することができる。万が一履修を希

望しない者は、担当教員に相談の上、履修登録期間中に〈My KONAN〉で登録を取り消すこと。

（2）�　協定校への留学で、前年度に「専門演習Ⅰ」を履修していない者で履修を希望する者は後掲

の申し合わせに従い、経済・法・経営学部合同事務室（9 号館 1 階）に申し出ること。期日は『履

修ガイドブック』を参照すること。

（3）�　「専門演習Ⅱ」の単位修得にあたっては、研究成果に関する論文（卒業論文）を提出して、こ

れに合格しなければならない。作成要領等は 10 月下旬に発表する。提出期日については、『履

修ガイドブック』を参照すること。

Ⅳ．経営学部成績優秀者選考方法について

　経営学部では、1・2・3 年次の各年次の上位 3％程度の者を成績優秀者として表彰する。

　成績優秀者の決定方式として、GPA 方式で表彰者を決定する。算定方式における最低修得単位数

は 40 単位とする。なお、読み替え科目の取り扱いについては、順位算出の期日（4 月末）現在で読

み替えられている科目とする。
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外国留学規程に基づく外国の大学への留学（以下「留学」）やBPコース所属学生の
インターンシップにともなう専門演習Ⅰ・Ⅱの受講に関する申し合わせ

� 平成 25 年 11 月 5 日経営学部教授会決定

［専門演習Ⅰ（2年生後期）について］

① �2 年後期が留学期間（半期・1 年）に当たっている場合、「専門演習Ⅰ」の履修は認められないが、

例外的に 3 年生からの「専門演習Ⅱ」の履修は認められる。この場合、3 年生からの「専門演習Ⅱ」

を履修するためには、2 年次において「専門演習Ⅰ」の所属申し込みを行い、演習の所属先が決ま

っている必要がある。また、「専門演習Ⅰ」の受講に代わって、

　・その間、メール等で適宜指導を受ける

　・その期間の補習に該当する指導を適宜受ける

　必要がある。また、帰国後ただちに、講義の受講を開始する必要がある。

②�「専門演習Ⅰ」の申込期間において留学中で国内にいない場合は、郵送等により所属申し込みをす

ることができる。該当する学生は、留学出発前に経営学部事務室にその旨を届け出る必要がある。

［専門演習Ⅱ（3・4年生）について］

① �3・4 年生に留学やインターンシップで「専門演習Ⅱ」の履修が半期間欠けた場合、例外的にその

期間も演習の履修期間に含めることができる。ただし、その期間の講義のかわりに、以下の指導

を受ける必要がある。

　・留学期間やインターンシップ期間において、メール等で適宜指導を受ける

　・その期間の補習に該当する指導を適宜受ける

　また、帰国、ないしは、インターンシップ終了後ただちに、講義の受講を開始する必要がある。

② �3 年生（前後期とも）出発の 1 年間の交換留学に関しては、留学先で履修した 4 単位相当の専門科

目をもって、その期間の専門演習Ⅱの履修とみなす、すなわち、履修期間に含めることができる。

ただし、該当する単位は甲南大学の他の単位への読み替えは認めないものとする。必要な単位が

修得できなかった場合は、留学期間は履修期間に含められず、休学した場合と同様の扱いとなる。

③�専門演習Ⅱの単位は、卒業論文を提出し、合格することにより与えられるが、4 年生後期に半期留

学し、提出期間に国内にいない場合は、郵送等での提出を認めるものとする。該当する学生は、留

学出発前に経営学部事務室にその旨を届け出る必要がある。

④ �4 年生前期出発の 1 年間の交換留学に関しては、取得してきた単位を「専門演習Ⅱ」の履修と読み

替えることはせず、休学した場合と同様の取り扱いとなる。4 年生後期出発の 1 年間の交換留学に

関しては、4 年生後期出発の半期の奨励留学と同様に取り扱う。

［学生からの届け出］

・�2 年生前期中に演習所属を決定して留学し、「専門演習Ⅱ」への継続履修を求める場合は、留学出

発前に学部事務室にその旨を申し出る必要がある。
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ビジネス・リーダー養成プログラム
（BPコース・GBコース・APコース）

専門教育科目表� 〔2021 年度（令和 3 年度）以降の入学生に適用〕

授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J

B
P
コ
ー
ス
科
目

ＢＰコース特論Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
ＢＰコース特論Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
ＢＰコース特論Ⅲ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○
ＢＰ経営分析 4 2 　 ○ ○ ○
ＢＰ社会調査法 2 3 ○ ○ ○ ○ ○
ＢＰ演習Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
ＢＰ演習Ⅱａ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＢＰ演習Ⅱｂ 2 3 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＢＰ演習Ⅲ 4 4 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＢＰ特別演習 4 4 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＢＰインターンシップⅠ 6 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＢＰインターンシップⅡ 6 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＢＰインターンシップⅢ 6 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＢＰ経営コンサルティング論 2　 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

以上ＢＰコースⒷ選択必修

G
B
コ
ー
ス
科
目

ＧＢビジネス特論Ⅰ 2 2 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＧＢビジネス特論Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＧＢコースＴＯＥＦＬ・ＩＥＬＴＳⅠ 2 2 　 ○ ○ ○
ＧＢコースＴＯＥＦＬ・ＩＥＬＴＳⅡ 2 2 　 ○ ○ ○
ＧＢコースＴＯＥＦＬ・ＩＥＬＴＳⅢ 2 2 　 ○ ○ ○
ＧＢコースＴＯＥＦＬ・ＩＥＬＴＳⅣ 2 2 　 ○ ○ ○
ＧＢビジネス英語Ⅰ 2 2 　 ○ ○ ○
ＧＢビジネス英語Ⅱ 2 2 　 ○ ○ ○
ＧＢビジネス英会話・初級 4 2 　 ○ ○ ○
ＧＢビジネス英会話・上級 4 2 　 ○ ○ ○
ＧＢ外書講読Ⅰ 4 2 　 ○ ○ ○ ○ ○
ＧＢ外書講読Ⅱ 4 2 　 ○ ○ ○ ○ ○
ＧＢ国際アクティビティーⅠ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＧＢ国際アクティビティーⅡ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＧＢ国際アクティビティーⅢ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

以上ＧＢコースⒷ選択必修

A
P
コ
ー
ス
科
目

AP アカウンティング・プラクティスⅠ 4 2 ○ ○ ○ ○
AP アカウンティング・プラクティスⅡ 4 2 ○ ○ ○ ○
AP アカウンティング・プラクティスⅢ 2 2 ○ ○ ○ ○
AP アカウンティング・プラクティス演習Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○
AP アカウンティング・プラクティス演習Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○
ＡＰ経営コンサルティング論 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
上級簿記Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○
上級簿記Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○
上級財務諸表論Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○
上級財務諸表論Ⅱ 2 2 　 ○ ○ ○ ○
上級工業簿記 2 2 　 ○ ○ ○ ○ ○
上級原価計算 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
入門パーソナルファイナンス 2 2 ○ ○ ○ ○
応用パーソナルファイナンス 2 2 ○ ○ ○

以上ＡＰコースⒷ選択必修

※ �BPコースとAPコースの併願及び両属を認める。ただし、BPコースとAPコースの両属になった場
合は、BPインターンシップに参加しなければならない。
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ビジネス・リーダー養成プログラムについて

　本プログラムは、経営学、会計学および商学の 3 分野の専門的知識を習得したうえで、より高度な

学習を行いたいとの意欲を持った学生のために設置されている。ビジネス・プロフェッション・コー

ス（BP コース）、グローバル・ビジネス・コース（GB コース）、アカウンティング・プラクティス・

コース（AP コース）の 3 コースからなるが、その概要は以下のとおりである。

ビジネス・プロフェッション・コース（BPコース）

　3 年次後期に 3ヶ月間のフルタイムの経営管理インターンシップに参加し、その成果を踏まえ、

企業経営全般の専門知識を「現場」で使いこなす能力を身につけることを目標とする。そのために、

2 年次において、「BP 演習Ⅰ」および「BP コース特論Ⅰ」、「BP コース特論Ⅱ」、「BP 経営分析」

を履修し、経営学の諸分野に関する基礎固めを行う。これらの科目は、少人数で開講し、多くの課

題が出され、双方向的な形で授業が進められる等、密度の高い演習・講義が行われる。3 年次前期

に「BP 演習Ⅱ a」および「BP コース特論Ⅲ」、「BP 経営コンサルティング論」、「BP 社会調査法」

を履修し、インターンシップ選考最終試験を経て、後期にインターンシップに参加する。4 年次には、

それまで習得した知見、経験、問題意識を基に卒業論文を作成する「BP 演習Ⅲ」を履修する。

グローバル・ビジネス・コース（GBコース）

　コースにおいて開講されている各種の語学科目を履修し（20 単位程度、Ⓑ選択必修として卒業

必要単位に算入される）、海外留学を目指す。このコースの学生として留学すると、留学先での各

種の経験に対しても、単位認定が行われる。

アカウンティング・プラクティス・コース（APコース）

　より実務志向的な、または、資格を目指した簿記関連科目、キャリア創生共通科目を履修し、会

計実務の即戦力となることを目指す。日商簿記検定 2 級に単に合格するだけではなく、その内容を

完全に自分のものとすることを最低限の目標とする。これを前提に各種資格試験合格のための基礎

をかためる。

Ⅰ．ガイダンス・選考日程（本プログラムへの登録申請手続）

　本プログラムは、1 年次後期に募集と選考が行われ、2 年次からスタートする。各コースの出願の

ための日程等の予定は以下のとおりである。

 4 月上旬  ：新入生履修指導（BL 養成プログラムの概要説明）

12 月中旬  ：�ガイダンス（選考日程・内容の公表、登録申請手続の説明、既履修生の体験説明）

 1 月下旬  ：登録申請書の提出

 2 月中旬  ：面接試験の実施

 3 月中旬  ：選考結果の発表、履修指導ガイダンス



― 213 ―

経
営
学
部

Ⅱ．登録申請条件および選考方法

BP コース〈20 名程度〉 GB コース〈40 名程度〉 AP コース〈80 名程度〉

登
　
録
　
申
　
請
　
条
　
件

・�1 年次配当の「総論 3 科目
のうち 2 科目以上＋外国語
5 科目」のうち、前期開講
科目の単位を修得済みで、
かつ後期開講科目の単位を
修得見込みの学生は登録申
し込みを行うことができる。

・�上記の後期開講科目の単位
をすべて修得できなかった
場合には登録申し込みを申
込日に遡って取り消すもの
とする。

・ �BP コース生は「専門演習
Ⅰ」「専門演習Ⅱ」の履修
はできない。

・�1 年次配当の「総論 3 科目
のうち 2 科目以上＋外国語
5 科目」のうち、前期開講
科目の単位を修得済みで、
かつ後期開講科目の単位を
修得見込みの学生は登録申
し込みを行うことができる。

・�上記の後期開講科目の単位
をすべて修得できなかった
場合には登録申し込みを申
込日に遡って取り消すもの
とする。

・�原則、「留学のための英語
集中コース」を履修してい
ること。もしくは TOEFL
の ITP430 点以上を有して
いること。

・�2 年次進級時に以下の 3 つ
の条件を満たす見込みがあ
るものは、登録申し込みを
行うことができる。①総論
3 科目のうち 2 科目以上の
単位を修得していること。
②外国語科目 5 科目のう
ち、4 科目の単位を修得し
ていること。③日商簿記 3
級に合格していること。

・�上記条件が 2 年次前期開講
時に満たされていない場合
は、登録申し込みを申込日
に遡って取り消すものとす
る。

選
　
抜
　
方
　
法

・�選抜方法は、以下の 2 点の
評価を総合して決定

①書類選考
・1 年次の成績と志望動機
②面接試験
・�本プログラムへの参加意

欲、コミュニケーション能
力、一般教養・専門知識な
どを確認

・�選抜方法は、以下の 2 点の
評価を総合して決定

①書類選考
・1 年次の成績と志望動機
②面接試験
・�本プログラムへの参加意

欲、コミュニケーション能
力、一般教養・専門知識な
どを確認

・�選抜方法は、以下の 2 点の
評価、確認により決定

①書類選考
・1 年次の成績と志望動機
②資格確認
・日商簿記検定 3 級取得

※�ただし、2022 年 4 月 1 日時点で、日商簿記検定 2 級取得者については、1 年次から AP コースに所
属することが可能である。所属希望者は 4 月上旬の新入生履修指導（BL 養成プログラムの概要説
明・AP コース向けガイダンス）に出席すること。

Ⅲ．科目履修上の諸注意

　本プログラムに所属する学生（以下、当該学生という。）は、履修指導ガイダンスに出席し、履修

指導を受けること。

 1�．当該学生は、経営学部専門教育科目表の配当年次に関わらず、所属する年次を超える配当年次

の授業科目を履修できる。

 2�．当該学生は、経営学部専門教育科目表科目に加えて、「ビジネス・リーダー養成プログラム専

門教育科目表」に記載の科目を卒業必要単位として算入できる。
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 3．以下の科目については、いずれか一方の科目のみ履修可能である。

ビジネス・リーダー養成プログラム専門教育科目表 経営学部専門教育科目表

G B ビ ジ ネ ス 英 会 話 ・ 初 級 ビ ジ ネ ス 英 会 話 ・ 初 級

G B ビ ジ ネ ス 英 会 話 ・ 上 級 ビ ジ ネ ス 英 会 話 ・ 上 級

G B ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ

G B ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ

G B ビ ジ ネ ス 特 論 Ⅰ グ ロ ー バ ル ・ ビ ジ ネ ス 特 論 Ⅰ

G B ビ ジ ネ ス 特 論 Ⅱ グ ロ ー バ ル ・ ビ ジ ネ ス 特 論 Ⅱ

G B 外 書 講 読 Ⅰ 外 書 講 読 Ⅰ

G B 外 書 講 読 Ⅱ 外 書 講 読 Ⅱ

B P 経 営 コ ン サ ル テ ィ ン グ 論
経 営 コ ン サ ル テ ィ ン グ 論

A P 経 営 コ ン サ ル テ ィ ン グ 論

Ｂ Ｐ 経 営 分 析 経 営 分 析

 4．BP コース科目に関しては、原則として配当年次にのみ履修可能であり、再履修は認めない。 
 5�．以下の GB コース科目を履修するためには、原則右側に記載されている対応する科目の単位を

修得していることを前提とする。ただし、学力の状況によって例外的な取り扱いが行われること

もある。例外的な取り扱いを希望する場合は、経済・法・経営学部合同事務室（9 号館 1 階）に

申し出ること。

当　該　科　目 前提となる科目

G B コ ー ス T O E F L ・ I E L T S Ⅲ G B コ ー ス T O E F L ・ I E L T S Ⅰ

G B コ ー ス T O E F L ・ I E L T S Ⅳ G B コ ー ス T O E F L ・ I E L T S Ⅱ

G B ビ ジ ネ ス 英 会 話 ・ 上 級 G B ビ ジ ネ ス 英 会 話 ・ 初 級

G B ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ G B ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ

 6．以下の AP コース科目の履修は原則次の年次・学期とする。

　ただし、学習の進捗状況によって例外的な取り扱いが行われることもある。例外的な取り扱い

を希望する場合は、経済・法・経営学部合同事務室（9 号館 1 階）に申し出ること。

当 該 科 目 履修すべき学年・学期

A P ア カ ウ ン テ ィ ン グ ・ プ ラ ク テ ィ ス Ⅰ 2 年次・前期

A P ア カ ウ ン テ ィ ン グ ・ プ ラ ク テ ィ ス Ⅱ 2 年次・前期

APアカウンティング・プラクティス演習Ⅰ 2 年次・後期

APアカウンティング・プラクティス演習Ⅱ 2 年次・後期

上 級 簿 記 Ⅰ 3 年次

上 級 簿 記 Ⅱ 3 年次

上 級 財 務 諸 表 論 Ⅰ 3 年次

上 級 財 務 諸 表 論 Ⅱ 3 年次

上 級 工 業 簿 記 3 年次

上 級 原 価 計 算 3 年次
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Ⅳ．卒業要件とプログラム修了要件

 1�．本プログラムに所属する学生の卒業のために必要な単位数や、卒業必要単位に算入できる専門

教育科目以外の科目等は通常と同様である。

 2．プログラムの修了要件

　本プログラムに参加し、その趣旨に見合った成果を残した学生を、「プログラム修了生」とする。

プログラムを修了するためには、以下の要件を満たしている必要がある。

（1）ビジネス・プロフェッション・コース（BP コース）

① �3 年次後期にインターンシップに参加し、「BP インターンシップⅠ」、「BP インターンシッ

プⅡ」、「BP インターンシップⅢ」の 18 単位と「BP 演習Ⅰ」、「BP 演習Ⅱ a」、「BP 演習Ⅱｂ」、

「BP 演習Ⅲ」の 10 単位を修得していること。

②�ただし、インターンシップに参 加するためには、「BP コース特 論」および「BP 経 営 分 析」

科目から、4 単位以上修得し、さらに、「BP 演習Ⅰ」の単位を修得しておく必要がある。

（2）グローバル・ビジネス・コース（GB コース）

①�卒業時に GB コース科目から、18 単位以上修得していること。ただし、国際交流センター

による１年以上の交換留学を終えた場合は、GB プログラム修了とする。

② �GB コース学生として、交換留学、語学プラス交換留学、奨励留学を行い、「GB 国際アクテ

ィビティーⅠ・Ⅱ・Ⅲ」の単位を修得していること。

③�「GB 国際アクティビティーⅠ・Ⅱ・Ⅲ」の単位が付与される留学制度は、国際交流センタ

ーによる交換留学、語学プラス交換留学、奨励留学である。交換留学、語学プラス交換留学、

奨励留学は、国際交流センターにおいて、留学先大学に応じて、所定の時期に選考が行われる。

④「グローバル・コミュニケーションⅠ」、「グローバル・コミュニケーションⅡ」は必修。　　

（3）アカウンティング・プラクティス・コース（AP コース）

①�「AP アカウンティング・プラクティスⅠ」、「AP アカウンティング・プラクティスⅡ」、「AP

アカウンティング・プラクティス演習Ⅰ」、「AP アカウンティング・プラクティス演習Ⅱ」は

必修。

②その他の AP コース科目を 10 単位以上修得していること。

③日商簿記検定 2 級以上に合格していること。

※例外的に、日商簿記検定 2 級合格後 AP コースに所属した学生（入学時、2 年次進級時所

属の両方を含む）に関しては、②の条件を満たすのみで修了と認める。また、日商簿記検

定 1 級合格、税理士試験の科目合格、公認会計士試験の短答式試験合格、いずれかの場合は、

そのことのみをもって修了と認める（①から③の条件は課さない）。
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経営学部の早期卒業制度について
　経営学部では平成 20 年度より、3 年で卒業を認める「早期卒業制度」を導入している。

　本学大学院社会科学研究科経営学専攻または他大学の会計大学院（以下「大学院」という。）への

進学を希望し、かつ、学業が特に優秀な学生に対し、3 年で卒業を認める「早期卒業」が可能である。

この制度を利用し、3 年次終了時に大学卒業資格（学士）を得て大学院に進学し、大学院修士課程ま

たは専門職学位課程の 2 年間を合わせた 5 年間で学士号と修士号の二つの学位を取得することができ

る。これにより、有能な人材が大学院に進むことが期待され、その結果、高い専門的な教育を受けた

人材を多く社会に送り出すことによって、社会的ニーズに応えることを目的としている。

【早期卒業制度とは】

　卒業単位を優秀な成績で修得したと認められ、かつ、大学院への進学が確定していることを条件に

学生自らが希望し、3 年以上在籍で卒業することをいう。

【実施要領】

 1�．申請期日・申請書類提出場所は『履修ガイドブック』を参照すること。

 2�．申請条件

（1）�3 年次前期終了時に卒業に必要な修得単位数の合計が 102 単位以上であり、後期履修登録とあ

わせて、卒業に必要な単位数を修得見込みであること。

（2）大学院への進学を強く希望し、学内推薦試験の受験資格を満たしている者。

 3�．候補者の判定基準

（1）本人が早期卒業を希望していること。

（2）在学期間が当該年度末において 3 年であること。

（3）在学期間にかかる卒業要件以外の卒業要件を全て満たしていること。

（4）成績が優秀と判定されること。

（5）選考試験等（9 月実施）に合格すること。

 4�．候補者の指導

　候補者の単位修得、大学院への進学（学内推薦入学試験の受験）が円滑に行えるように随時、指

導主任から指導を受けるものとする。また、履修制限の緩和が必要と認める場合には、別途検討する。

　なお、候補者が早期卒業の希望を取り消す場合には速やかに届け出なければならない。

 5�．卒業要件

　3 年次終了時に、次の全ての卒業要件を満たした学生について、3 月の卒業判定会議の議を経て、

認定を行う。

（1）本人が早期卒業を希望していること。
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（2）卒業に必要な単位を全て修得していること。

（3）大学院への進学が決定していること。

（4）早期卒業に関する審査を経て、専門科目に関する高度な資質と能力を有すると判定された者。

 6�．早期卒業候補者の辞退と卒業要件をクリアできなかった場合

（1）辞退した時点で、履修登録の緩和を取り消すとともに、緩和による登録科目を取り消す。

（2）�3 年次終了時に要件を満たしていないことが判明した場合には、履修制限内の修得単位は卒業

単位として認定し、履修制限の緩和により登録した科目の修得単位は履修登録を取り消すもの

とする。

（3）�早期卒業の認定を受けた者であっても、大学院への入学資格を喪失した場合は、早期卒業の認

定を取り消し、4 年に在学するものとする。

甲南大学経営学部早期卒業に関する規程
� 平成 27 年 3 月 19 日　大学会議改正

（趣旨）

第 �1 条　この規程は、甲南大学学則（以下「学則」という。）に基づき、経営学部に 3 年以上在学し

た者に対する卒業（以下「早期卒業」という。）の認定に関し、必要な事項を定める。

（対象者）

第 �2 条　早期卒業は、学則に定める経営学部の卒業必要単位を修得し、本学大学院社会科学研究科経

営学専攻又は別に定める大学院への進学の意思及び理由が明確であると認められた者を対象とする。

（改廃）

第 3 条　この規程の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が決定する。

　　附　則

 1　この規程は、平成 26 年 4 月 1 日から施行する。

 2　この規程は、平成 24 年入学生から適用する。

　　附　則

 1　この規程は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。
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経営学部早期卒業に関する申し合わせ
� 平成 27 年 2 月 13 日　経営学部教授会改正

（趣旨）

第 �1 条　この申し合わせは、「甲南大学経営学部早期卒業に関する規程」に基づき、甲南大学経営学

部に 3 年以上在学し、本学大学院社会科学研究科経営学専攻又は他大学の会計大学院に進学する

ことが認められた者に対する卒業（以下「早期卒業」という。）を認定することに関し必要な事項

を定める。

（早期卒業の要件）

第 �2 条　早期卒業の認定を受けることができる者は、次に挙げる全ての要件を満たしていなければな

らない。

（1） 本人が早期卒業を希望していること。

（2） 卒業に必要な単位を全て修得していること。

（3） 本学大学院社会科学研究科経営学専攻又は他大学の会計大学院への進学が決定していること。

（4） 早期卒業に関する審査を経て、専門科目に関する高度な資質と能力を有すると判定された者。

（早期卒業の希望及び候補者の決定）

第 �3 条　早期卒業を希望する者は、3 年次前期終了時までに「経営学部早期卒業申請書」を提出する

ものとする。

 2�　次の要件を満たし、経営学部教授会の議により成績優秀と認められた者について、早期卒業予定

者（以下「候補者」という。）と認定する。

（1）� 3 年次前期終了時において、卒業に必要な修得単位数の合計が 102 単位以上であり、後期履

修登録とあわせて、卒業に必要な単位数を取得見込であること。

（2）�本学大学院社会科学研究科経営学専攻又は他大学の会計大学院への進学を強く希望している者。

（候補者の指導と受講制限の緩和）

第 �4 条　候補者は、大学院への進学が円滑に行えるように指導主任から指導を受けるものとする。

 2�　受講制限の緩和が必要と認められる場合には、8 単位を上限に教授会で承認する。

（早期卒業の認定）

第 �5 条　早期卒業の要件を満たした候補者に対して、早期卒業の意思確認を行った後、審査の上、教

授会の議を経て、それに基づき認定を行う。

（早期卒業希望の撤回）

第 �6 条　候補者で、早期卒業を希望しなくなった場合には速やかに届け出なければならない。

（早期卒業認定の取り消し）

第 �7 条　早期卒業の認定を受けた者であっても、本学大学院社会科学研究科経営学専攻又は他大学の

会計大学院への入学資格を喪失した場合は、教授会の議を経て早期卒業の認定を取り消す。

（早期卒業の時期）

第 8 条　早期卒業の時期は、3 年次の 3 月とする。



― 219 ―

経
営
学
部

松山大学との学生交流協定に基づく
経営学部派遣聴講生の募集について

Ⅰ．松山大学との学生交流協定の概要と目的

　本大学経営学部と松山大学経営学部との間で学生交流協定を締結している。
　二つの大学の経営学部がそれぞれの環境のもとで、特色ある教育を相互に行い、多様な学修成果
に対する評価を行うことによって、学生生活を一層充実させることを目的として学生交流を行おう
とする制度である。
　松山大学経営学部の学生を本大学経営学部に特別聴講生として受入れるとともに、松山大学での
学修を希望する本大学経営学部の学生を松山大学経営学部に派遣聴講生として派遣する。募集要項
は、『履修ガイドブック』を参照すること。

岡山商科大学との学生交流協定に基づく
経営学部派遣聴講生の募集について　　

Ⅰ．岡山商科大学との学生交流協定の概要と目的

　本大学経営学部と岡山商科大学経営学部との間で学生交流協定を締結している。
　二つの大学の経営学部がそれぞれの環境のもとで、特色ある教育を相互に行い、多様な学修成果
に対する評価を行うことによって、学生生活を一層充実させることを目的として学生交流を行おう
とする制度である。
　岡山商科大学経営学部の学生を本大学経営学部に特別聴講生として受入れるとともに、岡山商科
大学での学修を希望する本大学経営学部の学生を岡山商科大学経営学部に派遣聴講生として派遣す
る。募集要項は、『履修ガイドブック』を参照すること。

武蔵大学との学生交流協定に基づく
経営学部派遣聴講生の募集について

Ⅰ．武蔵大学との学生交流協定の概要と目的

　本大学経済学部・経営学部と武蔵大学経済学部との間で学生交流協定を締結している。
　本大学の経済学部・経営学部と武蔵大学経済学部がそれぞれの環境のもとで、特色ある教育を相
互に行い、多様な学修成果に対する評価を行うことによって、学生生活を一層充実させることを目
的として学生交流を行おうとする制度である。
　武蔵大学経済学部の学生を本大学経営学部に特別聴講生として受入れるとともに、武蔵大学での
学修を希望する本大学経営学部の学生を武蔵大学経済学部に派遣聴講生として派遣する。募集要項
は、『履修ガイドブック』を参照すること。
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4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

環境経営論 リスクマネジメント

財政

金融

国際経済

産業経済

入門
ビジネス法務

入門民法
財産法編
Ⅰ・Ⅱ

入門商法
会社法編

公共政策論
Ⅰ・Ⅱ

中級簿記

工業簿記

初級
マクロ経済学

初級
ミクロ経済学

証券市場と法

証券業と法

金融取引と法

経営学特論
abcde

商学特論
abcde

会計学特論
abcde

経営実務
abcd

経営
コンサルティング論

ビジネスを
支える
法の世界

実践民法
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・
Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ

グローバル・
ビジネス特論
Ⅰ・Ⅱ

外書講読
Ⅰ・Ⅱ

ビジネス英語
Ⅰ・Ⅱ

ビジネス英会話・
初級・上級

情報処理
Ⅰ・Ⅱ

人文地理Ⅰ・Ⅱ

自然地理学

日本史概説Ⅰ・Ⅱ

アジア史概説Ⅰ・Ⅱ

統計学入門

情報処理概論

西洋史概説Ⅰ・Ⅱ

政治学入門

政治学原論

法律学概論

実践ボランティア
Ⅰ・Ⅱ

インターンシップ

ベーシック・
キャリアデザイン

証券論

金融論

流通システム論

消費者行動論

国際マーケティング論

マーケティング管理論

地域金融論

地域・観光マネジメント

非営利組織論 ベンチャー
ビジネス

企業会計理論

経営分析

会計史

財務諸表分析 国際会計論

税務会計

情報会計システム論

監査論

管理会計

中小企業論 ビジネス
システム論

経営科学 アジア経営論

工業経営論 国際経営論

経営組織論 国際ビジネス事情

経営財務論 経営労務論

経営史

入門簿記

経営学総論 会計学総論

簿記演習

経済学入門

マーケティング総論

経営学史

演習科目 経営系科目 会計系科目 商学系科目 一般基礎関連科目 教職科目

専門演習Ⅰ

経営管理論

基礎演習

経営戦略論 財務諸表論 原価計算 商学基礎論

グローバル・
コミュニケーション
Ⅰ・Ⅱ

専門演習Ⅱ

66単位以上　選択必修

アドバンスト・
キャリアデザイン

職業指導
Ⅰ・Ⅱ

プラクティカル・
キャリアデザイン

インターナショナル
OCA

自身の履修スタイルに合わせて好きな専門科目から履修可能

キャリア
デザイン系
科目

卒　　　　　　　　　業

B

A 16単位以上　選択必修

基礎専門科目

実
践
的
経
営

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習

経営学部 経営学科 カリキュラムツリー
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4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

環境経営論 リスクマネジメント

財政

金融

国際経済

産業経済

入門
ビジネス法務

入門民法
財産法編
Ⅰ・Ⅱ

入門商法
会社法編

公共政策論
Ⅰ・Ⅱ

中級簿記

工業簿記

初級
マクロ経済学

初級
ミクロ経済学

証券市場と法

証券業と法

金融取引と法

経営学特論
abcde

商学特論
abcde

会計学特論
abcde

経営実務
abcd

経営
コンサルティング論

ビジネスを
支える
法の世界

実践民法
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・
Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ

グローバル・
ビジネス特論
Ⅰ・Ⅱ

外書講読
Ⅰ・Ⅱ

ビジネス英語
Ⅰ・Ⅱ

ビジネス英会話・
初級・上級

情報処理
Ⅰ・Ⅱ

人文地理Ⅰ・Ⅱ

自然地理学

日本史概説Ⅰ・Ⅱ

アジア史概説Ⅰ・Ⅱ

統計学入門

情報処理概論

西洋史概説Ⅰ・Ⅱ

政治学入門

政治学原論

法律学概論

実践ボランティア
Ⅰ・Ⅱ

インターンシップ

ベーシック・
キャリアデザイン

証券論

金融論

流通システム論

消費者行動論

国際マーケティング論

マーケティング管理論

地域金融論

地域・観光マネジメント

非営利組織論 ベンチャー
ビジネス

企業会計理論

経営分析

会計史

財務諸表分析 国際会計論

税務会計

情報会計システム論

監査論

管理会計

中小企業論 ビジネス
システム論

経営科学 アジア経営論

工業経営論 国際経営論

経営組織論 国際ビジネス事情

経営財務論 経営労務論

経営史

入門簿記

経営学総論 会計学総論

簿記演習

経済学入門

マーケティング総論

経営学史

演習科目 経営系科目 会計系科目 商学系科目 一般基礎関連科目 教職科目

専門演習Ⅰ

経営管理論

基礎演習

経営戦略論 財務諸表論 原価計算 商学基礎論

グローバル・
コミュニケーション
Ⅰ・Ⅱ

専門演習Ⅱ

66単位以上　選択必修

アドバンスト・
キャリアデザイン

職業指導
Ⅰ・Ⅱ

プラクティカル・
キャリアデザイン

インターナショナル
OCA

自身の履修スタイルに合わせて好きな専門科目から履修可能

キャリア
デザイン系
科目

卒　　　　　　　　　業

B

A 16単位以上　選択必修

基礎専門科目

実
践
的
経
営

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習

〔2020年度（令和2年度）以降の入学生に適用〕
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知能情報学科
教育基本方針

　甲南大学知能情報学部は、甲南大学創設者の平生釟三郎の教育理念「人格の修養と健康の増進を重んじ、個性を尊重し、各人の天賦の才
能を引き出す」を踏襲し、専門的能力の育成とともに、「個 人々のバランスのとれた人間性」、「他者の文化を理解・尊重して他者とコミュニケー
ションをとることのできる力」を引き出すことを目的としています。この理念のもと、知能情報学部では、徹底したインタラクティブ（双方向）教
育によって、「ＩC Ｔをベースに人間力と感性・知性で未来を切り拓く人材」を育成します。

卒業認定・学位授与の方針
　甲南大学では、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し、人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを目的としています。知能
情報学部の教育基本方針のもと、卒業必要単位数 128 単位以上（基礎共通科目又は国際言語文化科目 16 単位、外国語科目８単位、保健体
育科目２単位、専門教育科目 102 単位以上）を修得し、下記の能力・資質を身につけた学生に、学士（工学）、学士（理学）、又は学士（情
報学）の学位を授与します。
学士（工学）
（1）人間力・コミュニケーション能力を有しています。
（2）天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3）�人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し得る基本的な技能及び自己の健康増進に

関する技能を有しています。
（4）数学と知能情報学の基礎的な知識に加え、工学に関する知識を基礎から応用まで幅広く修得しています。
（5）チームを組んで問題を解決でき、知能情報学における研究課題を深く理解することができます。
（6）自ら問題を発掘し、解決することができ、研究成果の効果的な発表能力を有しています。
学士（理学）
（1）人間力・コミュニケーション能力を有しています。
（2）天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3）�人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し得る基本的な技能及び自己の健康増進に

関する技能を有しています。
（4）数学と知能情報学の基礎的な知識に加え、理論としての数学を深く理解しています。
（5）チームを組んで問題を解決でき、知能情報学における研究課題を深く理解することができます。
（6）自ら問題を発掘し、解決することができ、研究成果の効果的な発表能力を有しています。
学士（情報学）
（1）人間力・コミュニケーション能力を有しています。
（2）天賦の特性を自ら伸ばして活用する意志と能力を有しています。
（3）�人文科学・自然科学・社会科学に関する基礎的教養、自己の能力・資質を社会生活で活用し得る基本的な技能及び自己の健康増進に

関する技能を有しています。
（4）数学と知能情報学の基礎的な知識に加え、情報学に関するコア知識を修得しています。
（5）チームを組んで問題を解決でき、知能情報学における研究課題を深く理解することができます。
（6）自ら問題を発掘し、解決することができ、研究成果の効果的な発表能力を有しています。

教育課程編成・実施の方針
　知能情報学部では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力・資質などを修得させるために、基礎共通科目、国際言語文化科目、外国
語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、専門教育科目及びその他必要とする科目を体系的に編成し、講義、演習、実験、実習若
しくは実技のいずれか又はこれらを適切に組み合わせた授業を開講します。また、卒業認定・学位授与の方針と各科目の関係性及び到達
目標を示すカリキュラムマップ、カリキュラムの体系性・系統性を示すカリキュラムツリーを提示し、カリキュラムの構造をわかりやす
く明示します。
　カリキュラムは、各科目において学生が修得した GPA 及び、到達目標に定める学生の知識・能力の修得状況を集計し、その集計値を検
証することにより見直し・改善を行います。
　教育内容、教育方法、学修成果の評価については以下のように定めます。
１）教育内容
（1）�大学における学びの基盤となる基礎的読解力や表現力などを習得するため及び専門教育への適応を図るため、初年次段階において少

人数で学ぶ基礎的な演習科目を設けます。知能情報学部では専門教育科目において、基礎となる数学科目とプログラミング、及び４
年間の学びを概観し教員と直接交流する「知能情報学概論及び基礎演習」を配置します。

（2）�外国語によるコミュニケーション能力や異文化理解について学ぶ科目、心身両面の健康に対する配慮を学ぶ科目、情報を読み解く力
について学ぶ科目を配置します。

（3）�全学共通科目である、建学の理念と専攻分野以外の領域を含む幅広い基礎的な知識を学ぶ基礎共通科目、異文化理解について学ぶ国
際言語文化科目を配置します。

（4）�２年次、３年次は、本学部が提供する専門教育科目群から、各人の興味や将来の希望に合わせて履修し、知能情報学における知識を
体系的に理解するとともに、自ら学びの視点を増やし、国際的な広い視野と柔軟な発想力を育成する科目を配置します。

（5）�

（6）�４年次では、各自のテーマについての研究又は演習を行い、その成果を卒業論文にまとめ発表することにより、学部における学修の
集大成をする「卒業研究及び演習」を配置します。

（7） �全学年を通じて教員と学生が緊密な関係を結び、学生が主体的に学べるよう、徹底したインタラクティブ教育を展開します。１年次「知
能情報学概論及び基礎演習」、２年次「プロジェクト演習」、３年次「知能情報学実験及び演習」と「知能情報学セミナー」、４年次「卒
業研究及び演習」と、各学年にそれぞれ数名から十数名で構成する少人数制の演習形式の授業を設け、学修面のきめ細かな指導はも
ちろん、協調性や社会性の養成にも力を入れます。

（8） �各学年のゼミにおけるグループ作業やプレゼンテーションを通して、問題発掘及び問題解決の一連のプロセスをまとめ、発表する能
力を養います。また、ＩＴ技術を活用して、問題解決に必要な情報を収集・分析・整理する方法、及び高性能な計算環境を利用した
問題指向的なソフトウェアを作成するための高度な知識と技法を学ぶ機会を提供します。

（9） �情報化社会の現状、情報産業の社会的位置づけと意義を理解し、情報産業に携わる個人の持つべき職業倫理、健全な職業観を身につ
けるため、初年次から 4 年次まで一貫してキャリア支援を実施し、学生が最適な進路決定をできるように取り組みます。

２）教育方法
（1）�1）に掲げた教育内容を身につけるために、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により授業を

実施します。
（2）�論理的思考力、伝えたい内容を適切に表現し伝達する能力、問題解決力を養成するとともに、他者と協調・協働し、自ら率先して社

会に貢献し、社会人に求められる責任感と倫理観について学ぶために、学生一人ひとりの顔がわかる少人数で学生参加型の実験・実
習・演習などを重視したクラス編成を行います。

（3）�授業の実施においては、考える力や洞察力を涵養するために、発見学習、問題解決学習、体験学習、グループ・ディスカッション、
ディベートなどを中心としたアクティブ・ラーニングを積極的に活用します。

（4）�成績評価を GPA で表示するとともに、学位プログラムごとの到達目標と各科目の関係を明確にし、知識・能力の習得状況を学修ポ
ートフォリオを通じて学生にフィードバックします。

３）学修成果の評価
学生の学修成果についての評価方法を各科目のシラバスで示し、その方法に従って評価します。 

知  能  情  報  学  部

学士（工学） 学士（理学） 学士（情報学）
数学と知能情報学の基礎的な知識に加え、工
学に関する知識を基礎から応用まで幅広く修
得する科目を配置します。

数学と知能情報学の基礎的な知識に加え、理
論としての数学を深く理解する科目を配置し
ます。

数学と知能情報学の基礎的な知識に加え、情
報学に関するコア知識を修得する科目を配置
します。
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J K L

必
修
科
目

知能情報学概論及び基礎演習 2 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
プログラミング演習 I 2 1 ◯ ◯
プログラミング演習Ⅱ 2 1 ◯ ◯
微分積分及び演習 I 3 1 ◯ ◯
微分積分及び演習Ⅱ 3 1 ◯ ◯
線形代数及び演習 I 3 1 ◯ ◯
線形代数及び演習Ⅱ 3 1 　 ◯ ◯
確率統計学 4 2 　 ◯ ◯
アドバンストプログラミング演習 2 2 　 ◯ ◯
知能情報学セミナー 2 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
卒業研究及び演習 8 4 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

以上 34 単位必修

選
択
必
修
科
目

コンピュータサイエンス 2 1 ◯ ◯
情報理論 2 2 ◯ ◯
データ構造とアルゴリズムⅠ 2 2 ◯ ◯ ◯
コンピュータアーキテクチャ 2 2 ◯ ◯ ◯
オペレーティングシステム 2 2 ◯ ◯ ◯ ◯
人工知能 2 2 ◯ ◯ ◯
ヒューマンインタフェース 2 2 ◯ ◯ ◯
データ構造とアルゴリズムⅡ 2 2 ◯ ◯ ◯ ◯
データベース 2 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
情報通信ネットワークⅠ 2 3 ◯ ◯ ◯ ◯
知能情報学実験及び演習 2 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

以上のうち 14 単位以上選択必修

選
択
科
目

IT 基礎 2 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
情報社会と情報倫理 2 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
応用統計学 2 2 　 ◯ ◯
オブジェクト指向プログラミング 2 2 　 ◯ ◯ ◯ ◯
情報解析 2 2 　 ◯
ブレインサイエンスⅠ 2 2 　 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
応用システム解析 2 2 　 ◯ ◯
コンパイラ・インタプリタ 2 2 　 ◯ ◯ ◯

カリキュラムマップ

到　達　目　標
対 応 す る 卒 業 認
定・学位授与の方
針の番号

A 社会人に必要な人間力・コミュニケーション能力を養う。 （1）（5）
B 人間・社会・歴史・文化に関わる教養を身につける。 （3）
C 数学と知能情報学の基礎的な知識を修得する。 （4）
D 他者と共同で効果的に問題を解決できる協調性、リーダーシップを養成する。 （1）（5）
E 知能情報学におけるさまざまな研究課題を深く理解する。 （5）
F 自ら問題を発見し、創造的に解決する能力を養う。 （2）
G 研究成果に関する効果的なプレゼンテーション能力、ディベート能力を養う。 （1）（6）
H 世界で活躍できる国際的な広い視野と言語能力を養成する。 （3）
I IT 技術を活用し、問題解決に必要な情報を収集・分析・整理する能力を身につける。 （4）
J 問題解決の手段としてのソフトウェア作成に関する知識と技法を修得する。 （4）
K 情報化社会の現状、情報産業の社会的位置づけと意義を理解する。 （4）
L 情報産業に携わる個人の持つべき職業倫理、健全な職業観を身につける。 （4）

専門教育科目表（知能情報学科） 〔2022 年度（令和 4 年度）の入学生に適用〕
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授業科目名 単位数 配当年次
到達目標

A B C D E F G H I J K L

選
択
科
目

ブレインサイエンスⅡ 2 2 　 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
数値プログラミング技法 2 2 　 ◯ ◯
最適化 2 2 　 ◯ ◯ ◯
システム制御工学 2 2 　 ◯ ◯
情報セキュリティ 2 2 　 ◯ ◯ ◯
センサー工学 2 2 　 ◯ ◯ ◯
最適化プログラミング 2 2 　 ◯ ◯ ◯ ◯
グラフ理論 2 2 　 ◯ ◯
離散数学 2 2 　 ◯ ◯
集合と論理 2 2 　 ◯ ◯
プロジェクト演習 2 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
キャリアデザイン基礎 2 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
情報英語 2 2 ◯ ◯
IT と組織・管理 2 2 ◯ ◯ ◯
人間工学 2 3 　 ◯
ロジックデザイン 2 3 　 ◯ ◯ ◯
ロボティクス 2 3 　 ◯ ◯ ◯
メディア情報処理 2 3 　 ◯ ◯ ◯ ◯
Ｗｅｂコンピューティング 2 3 　 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
コンピュータグラフィックス 2 3 　 ◯ ◯ ◯ ◯
ソフトウエア工学 2 3 　 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
パターン認識 2 3 　 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
知能化技術 2 3 　 ◯ ◯ ◯ ◯ 　 　
感覚生理学 2 3 　 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
自然言語処理 2 3 　 ◯ ◯
実験計画法 2 3 　 ◯
画像工学 2 3 　 ◯ ◯ ◯ ◯
情報通信ネットワークⅡ 2 3 　 ◯ ◯ ◯ ◯
システム信頼性 2 3 　 ◯
データマイニング 2 3 　 ◯
代数学Ⅰ 2 3 ◯ ◯
代数学Ⅱ 2 3 ◯ ◯
解析学Ⅰ 2 3 　 ◯ ◯
解析学Ⅱ 2 3 　 ◯ ◯
幾何学Ⅰ 2 3 ◯ ◯
幾何学Ⅱ 2 3 ◯ ◯
インターンシップ 2 3 ◯ ◯ ◯ ◯
経営情報システム 2 3 ◯ ◯
プラクティカル・キャリアデザイン 2 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
ジョブリサーチ 2 3 ◯ ◯ ◯

卒業必要単位数　102 単位以上
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【卒業必要単位数】

1�.知能情報学部知能情報学科の学生は、次に定めるところに従って合計 128 単位以上修得しなけれ
ばならない。

基礎共通科目または国際言語文化科目 16 単位

外国語科目 8 単位

保健体育科目 2 単位

専門教育科目 102 単位以上

必修科目 34 単位

　　　　　　　　選択必修科目 14 単位以上

　　　　　　　　選択科目

　合　計 128 単位以上

2�．次表の左欄に掲げる授業科目については、それぞれ中欄に掲げる単位数を上限として、合計 8
単位までを専門教育科目として選択科目に充てることができる。

中級外国語（英語・ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語）
上級外国語（英語・ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語）
海外語学講座Ⅰ～Ⅲ

8 単位まで

合計 8 単位まで
エリアスタディーズⅠ～Ⅹ 2 単位まで

地域ファシリテイト、地域プロジェクトⅠ～Ⅱ 2 単位まで

3�．上記 2 の表にかかわらず、大学日本語科目 4 単位を含めて上記 1 の外国語科目 8 単位を修得す
ることとされた学生に係る選択科目に充てることができる授業科目および単位数は、次表のとお
りとする。

中級外国語（英語・ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語）、大学日本語中級Ⅰ～Ⅱ
上級外国語（英語・ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語）、大学日本語上級Ⅰ～Ⅱ
海外語学講座Ⅰ～Ⅲ

8 単位まで

合計 8 単位まで
エリアスタディーズⅠ～Ⅹ 2 単位まで

地域ファシリテイト、地域プロジェクトⅠ～Ⅱ 2 単位まで

4�．国際言語文化科目を選択した学生は、国際言語文化科目として認定された修得科目を、専門教
育科目の選択科目に充てることはできない。

5�．大学日本語科目（大学日本語入門Ⅰ～Ⅱ、大学日本語中級Ⅰ～Ⅱ、大学日本語上級Ⅰ～Ⅱ）は、
外国人留学生 ( 正規留学生 ) 入学試験に合格して入学した学生のみ履修することができる。

6�．卒業要件を充足した者は、学士（工学）の学位を授与する。学士（理学）を希望する者は、「離
散数学」、「集合と論理」、「代数学Ⅰ」、「代数学Ⅱ」、「解析学Ⅰ」、「解析学Ⅱ」、「幾何学Ⅰ」、「幾
何学Ⅱ」から 12 単位以上を修得しなければならない。学士（情報学）を希望する者は、「コンピ
ュータサイエンス」、「データ構造とアルゴリズムⅠ」、「情報理論」、「知能情報学実験及び演習」
の 8 単位をすべて修得しなければならない。
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Ⅰ．履修登録科目の単位制限について

 知能情報学部では、次のような履修登録科目の単位制限が実施されている。履修計画を慎重、か

つ十分に検討した上で履修登録科目を選択すること。

知能情報学部履修登録科目の単位制限に関する内規

� 〔平成 31 年 2 月 13 日　改正〕

【平成 31 年度以降入学生】

 1�　知能情報学部の学生が履修する授業科目において、登録単位制限を受ける単位数は次のとお
りである。

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次
通　　年 通　　年 通　　年 通　　年

49 単位以内 49 単位以内 49 単位以内 49 単位以内

 2　次に掲げる科目の単位については、上記の単位制限を受けない。
　（1）�教育職員免許状を得るために必要な「教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的

事項の科目を除く。）」
　（2）卒業単位に算入されない授業科目
　（3）�「インターンシップ」等、学生の単位認定申請または履修登録申請に基づき、履修登録

期間外に別途履修登録を行う科目
 （中略・平成 30 年度以前の入学生適用表　略）

（改廃）
この内規の改廃は、合同教授会の審議を経て、学長が決定する。

　　附　則
この内規は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。

［注］上記内規　第 2 条第 3 項に該当する科目については、『履修ガイドブック』を参照すること。

Ⅱ．知能情報学部「卒業研究及び演習」 審査基準について

　卒業研究の成果と卒業研究発表会の結果に基づいて、以下の項目について総合的に判断し、学部

教員全員による評価を行う。60 点以上（100 点満点）を得た者を合格とする。  

（1） テーマの妥当性

研究課題が、関連する知識に基づいて、指導教員との相談を経て決定され、意義のあるものと

なっていること。

（2） 方法の適切性

研究分野における適切な研究方法を用いていること。

（3） 内容の豊かさ

分析および考察などが充実しており、内容が十分練られたものであること。 
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（4） 表現能力

レジメの体裁が整い、内容が適切に伝わるものとなっていること。また、卒業研究発表会にお

いて内容を分かりやすく説明でき、質問に正確かつ端的に答えられること。 

Ⅲ．科目履修上の諸注意

 1�．知能情報学部生は、知能情報学科について、学則により指定された必修・選択必修科目の単位を

修得しなければならない。また、履修科目の選択にあたっては、指導主任およびそれぞれの授業科

目の担当教員に相談の上、その選択を誤らないよう留意されたい。

 2�．専門教育科目は、配当年次を考慮して履修すること。所属する年次を超える配当年次の授業科目

は原則として履修できない。

 3�．次の授業科目は、設備等に限界があるため、知能情報学科の学生以外の履修は原則として認めない。

◦「知能情報学概論及び基礎演習」

◦「プログラミング演習Ⅰ」、「プログラミング演習Ⅱ」

◦「アドバンストプログラミング演習」

◦「プロジェクト演習」

◦「知能情報学実験及び演習」

　ただし、特に希望する者については選考の上、許可することがあるので、履修登録とは別に、理

由を付した履修許可願を、教務部へ提出すること。提出期日は、『履修ガイドブック』を参照すること。

 4�．知能情報学科では、学習の質を高めるために履修科目数の登録上限を設定する。具体的な内容に

ついては、「知能情報学部履修登録科目の単位制限に関する内規」を参照すること。各年度におい

て履修登録できる単位数を超えて授業科目を登録することはできない。また、上記の単位制限は各

年度の修得単位数ではなく履修登録する授業科目の合計単位数に対して制限を課すものであるから、

前期・後期の履修すべき登録科目数（特に、必修科目および選択必修科目）に留意し、配当年次に

従って着実に単位を修得すること。

 5�．「知能情報学セミナー」（3 年次配当科目）および「卒業研究及び演習」（4 年次配当科目）は原則

として同一教員のクラスを履修するものとする。「知能情報学セミナー」の履修登録にあたっては、

種々の手続きを要するので、「知能情報学セミナー」を履修する年度の前期に開かれる説明会に必

ず出席すること。また、「知能情報学セミナー」および「卒業研究及び演習」の履修にあたっては、

以下のことに注意すること。

　「知能情報学セミナー」を履修するにあたっては、後期の履修登録時に次の条件を満たしている

ことが必要である。

条件　卒業単位に算入される授業科目を 70 単位以上修得していること。
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　「卒業研究及び演習」を履修するにあたっては、原則として次の条件を満たしていることが必要

である。

条件　「知能情報学セミナー」を修得していること。

 6�．「知能情報学実験及び演習」（3 年次配当科目）の履修登録にあたっては、種々の手続きを要するので、

履修の前年度の後期に開かれる説明会に必ず出席すること。

 7�．「インターンシップ」（3 年次配当科目）の希望者は、指定された期日までにキャリアセンターへ

登録書の提出が必要である。なお、4 月の履修登録は必要としない。実施後に単位認定申請書の提

出（キャリアセンターに提出）をもって履修登録され、インターンシップの実施、事前・事後研修

の受講およびレポートの提出により、成績評価される。「インターンシップ」の履修にあたっては、

種々の手続きを要するので、履修希望者は履修年度の 4 月に、キャリアセンターで開かれるインタ

ーンシップ・ガイダンスに出席し、指示に従って手続きすること。

Ⅳ．専門教育科目のコースについて

　知能情報学部では、知能情報学科の専門教育科目について、履修モデルとして以下のような 6 つの

コースを設けている。各コースには、コースに関係する分野を学修するために必要な科目である特有

科目が定められ、カリキュラムツリーにおいて〇で示されている。

　履修科目の選択にあたっては、6 つのコースから、少なくとも 2 つのコースにおいて、各コースの

特有科目を、それぞれ 20 単位以上修得することが望ましい。

【クラウドシステムコース】

　インターネットシステムに関する理解を深め、ソフトウェア開発や、安全なネットワーク環境の

実現を目指す

【AI データサイエンスコース】

　ディープラーニングや機械学習について学び、ビッグデータの分析技術や活用方法を身につけ、

ＡＩアプリ等の開発を目指す

【知能ロボットコース】

　センサー技術や制御技術及びロボット工学を学び、生活に溶け込み人の役に立つロボットなどの

開発を目指す

【メディアデザインコース】

　映像情報や音情報などの表現や設計方法を学び、五感に働きかける情報メディアの直感的な表現

技術などの開発を目指す



― 231 ―

知
能
情
報
学
部

【ヒューマンセンシングコース】

　人間の行動特性や情報の伝達方法を学び、人間とコンピュータや機械との関係をより良くする方

法の開発を目指す

【数理情報コース】

　数学を基礎に、数理論理能力と情報技術を身につけ、数学教員から情報技術者まで幅広く活躍でき

る人材を目指す

知能情報学科におけるコースについて不明な点があれば、指導主任に相談の上、卒業要件に不足の生

じないように注意すること。



卒　　　　　　　　　業
4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

研究演習科目 プログラミング科目 数学科目 コース科目

卒業研究及び演習

知能情報学セミナー

確率統計学

知能情報学概論
及び基礎演習

アドバンスト
プログラミング演習

線形代数及び演習Ⅰ・Ⅱ

微分積分及び演習Ⅰ・Ⅱ

基礎 応用 発展

必修科目

プログラミング演習Ⅰ・Ⅱ

情報通信ネットワークⅠ

知能情報学実験及び演習

コンピュータサイエンス

情報理論

データ構造とアルゴリズムⅠ

コンピュータアーキテクチャ

オペレーティングシステム

人工知能

ヒューマンインタフェース

データ構造とアルゴリズムⅡ

データベース

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

人間工学
ロジックデザイン
ロボティクス
メディア情報処理
Ｗｅｂコンピューティング
コンピュータグラフィックス
ソフトウエア工学
パターン認識
知能化技術
感覚生理学
自然言語処理
実験計画法
画像工学
情報通信ネットワークⅡ
システム信頼性
データマイニング
代数学Ⅰ
代数学Ⅱ
解析学Ⅰ
解析学Ⅱ
幾何学Ⅰ
幾何学Ⅱ
ジョブリサーチ
インターンシップ
経営情報システム
プラクティカル・キャリアデザイン

◯

◯

◯

◯

◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯

◯
◯

◯

◯

◯
◯

◯

◯
◯

◯

◯

◯

◯

◯
◯

◯

◯
◯
◯

◯
◯

◯

◯

◯

◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

ク
ラ
ウ
ド
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ス
テ
ム
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I
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス

知
能
ロ
ボ
ッ
ト

メ
デ
ィ
ア

デ
ザ
イ
ン

ヒ
ュ
ー
マ
ン

セ
ン
シ
ン
グ

数
理
情
報

ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム
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I
デ
ー
タ
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イ
エ
ン
ス

知
能
ロ
ボ
ッ
ト

メ
デ
ィ
ア

デ
ザ
イ
ン

ヒ
ュ
ー
マ
ン

セ
ン
シ
ン
グ

数
理
情
報

選択必修
科目 選択科目

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
IT 基礎

情報社会と情報倫理

応用統計学
オブジェクト指向プログラミング
情報解析
ブレインサイエンスⅠ
応用システム解析 
コンパイラ・インタプリタ 
ブレインサイエンスⅡ
数値プログラミング技法
最適化 
システム制御工学 
情報セキュリティ 
センサー工学 
最適化プログラミング
グラフ理論
離散数学
集合と論理
プロジェクト演習
キャリアデザイン基礎 
情報英語
ITと組織・管理

◯

◯

◯

◯
◯

◯

◯
◯

◯
◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯
◯
◯

◯
◯

◯

◯
◯

◯
◯
◯

◯

◯

◯

◯
◯

◯
◯
◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯
◯
◯

知能情報学部 知能情報学科 カリキュラムツリー

知
能
情
報
学
部
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卒　　　　　　　　　業
4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

研究演習科目 プログラミング科目 数学科目 コース科目

卒業研究及び演習

知能情報学セミナー

確率統計学

知能情報学概論
及び基礎演習

アドバンスト
プログラミング演習

線形代数及び演習Ⅰ・Ⅱ

微分積分及び演習Ⅰ・Ⅱ

基礎 応用 発展

必修科目

プログラミング演習Ⅰ・Ⅱ

情報通信ネットワークⅠ

知能情報学実験及び演習

コンピュータサイエンス

情報理論

データ構造とアルゴリズムⅠ

コンピュータアーキテクチャ

オペレーティングシステム

人工知能

ヒューマンインタフェース

データ構造とアルゴリズムⅡ

データベース

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

人間工学
ロジックデザイン
ロボティクス
メディア情報処理
Ｗｅｂコンピューティング
コンピュータグラフィックス
ソフトウエア工学
パターン認識
知能化技術
感覚生理学
自然言語処理
実験計画法
画像工学
情報通信ネットワークⅡ
システム信頼性
データマイニング
代数学Ⅰ
代数学Ⅱ
解析学Ⅰ
解析学Ⅱ
幾何学Ⅰ
幾何学Ⅱ
ジョブリサーチ
インターンシップ
経営情報システム
プラクティカル・キャリアデザイン

◯

◯

◯

◯

◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯

◯
◯

◯

◯

◯
◯

◯

◯
◯

◯

◯

◯

◯

◯
◯

◯

◯
◯
◯

◯
◯

◯

◯

◯

◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
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報

ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム

A
I
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
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ト

メ
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ア

デ
ザ
イ
ン

ヒ
ュ
ー
マ
ン

セ
ン
シ
ン
グ

数
理
情
報

選択必修
科目 選択科目

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
IT 基礎

情報社会と情報倫理

応用統計学
オブジェクト指向プログラミング
情報解析
ブレインサイエンスⅠ
応用システム解析 
コンパイラ・インタプリタ 
ブレインサイエンスⅡ
数値プログラミング技法
最適化 
システム制御工学 
情報セキュリティ 
センサー工学 
最適化プログラミング
グラフ理論
離散数学
集合と論理
プロジェクト演習
キャリアデザイン基礎 
情報英語
ITと組織・管理

◯

◯

◯

◯
◯

◯

◯
◯

◯
◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯
◯
◯

◯
◯

◯

◯
◯

◯
◯
◯

◯

◯

◯

◯
◯

◯
◯
◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯
◯
◯

〔2022年度（令和4年度）の入学生に適用〕
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資格取得のための科目

教 育 職 員 養 成 課 程
図書館学に関する専門教育科目
公認心理師に関する専門教育科目
日 本 語 教 員 養 成 課 程
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教育職員養成課程
　教育職員養成課程は、教育職員免許状の取得を希望する学生のために設けられている。

　卒業に必要な単位とは別に多くの単位を修得しなければならず、1 年次から計画的な履修が求めら

れる。また、1 年次終わりに教職課程履修者登録をすることが必要である。登録には、① 1 年次前期

に開講される「教職入門」を修得済みであること、② 1 年次末の GPA が 2.00 以上あることなど満た

さなければならない条件がある。また在学中に単位を修得しきれない場合は、免許取得が困難となる

場合があるので、『教職ガイドブック』（教職教育センター実施の説明会で配付）をしっかり読み込む

ことが必要である。

Ⅰ．本学で取得できる免許状の種類
　本学で教職課程の認定を受けている免許状の種類は、次表のとおりである。

［2009年度（平成21年度）以降の入学生に適用］

学　　部 学　　科 免許教科 免 許 状 の 種 類

文 学 部

日本語日本文学科 国 語
中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

英 語 英 米 文 学 科 英 語
中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

社 会 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
公 民 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

人 間 科 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
地 理 歴 史

高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
公 民

歴 史 文 化 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
地 理 歴 史 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

理 工 学 部
物 理 学 科
生 物 学 科
機 能 分 子 化 学 科

理 科
中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

経 済 学 部 経 済 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
地 理 歴 史

高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
公 民

法 学 部 法 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
地 理 歴 史

高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
公 民

経 営 学 部 経 営 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
公 民

高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
商 業

知 能 情 報 学 部 知 能 情 報 学 科
数 学

中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

情 報 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

※所属する学部・学科で認定を受けていない免許状の取得については、教職教育センター窓口に相

談すること。



― 236 ― ― 237 ―― 236 ―

教
　
職
　
等

Ⅱ．教職課程の履修・単位修得方法
　教員免許状の取得に必要な基礎資格と免許状の種類毎の最低修得単位数は、次頁のとおりである。

基礎資格とは、各自が所属する学部・学科において、卒業に必要な単位を修得し、学士の学位を取得

することである。基礎資格を取得するのに必要な単位は、甲南大学学則により定められた全学共通科

目と専門教育科目の履修方法にしたがって、履修しなければならない。

　ただし、教員免許状を取得するには、上記の基礎資格のほかに、「教育職員免許法施行規則第 66 条

の 6 に定める科目」、教育職員養成課程で定める「教科及び教職に関する科目」を各自の入学年度に

応じた科目表にしたがって履修すること。

　なお、履修にあたっては、次の事項に留意すること。

（1�）「教育職員免許法施行規則第 66 条の 6」に定める科目として、「日本国憲法」（基礎共通科目）、「基

礎体育学演習」、「中級英語 Speaking」又は「中級英語 Presentation」、ならびにそれぞれの学部学

科で指定した情報機器の操作に関する科目を修得すること。

（2�）基礎共通科目の「人権（同和）の問題」（2 単位）を修得することが望ましい。

（3�）中学校の教員免許状の取得を希望する者は、基礎共通科目の「哲学」（2 単位）または「倫理学」（2

単位）のいずれか 1 科目を含めて修得することが望ましい。
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基礎資格及び最低修得単位数

［2020 年度（令和 2年度）以降の入学生に適用］

学部・学科	

免許状の種類
基
礎
資
格

大学における最低修得単位数

教科及び
教職に

関する科目

免許法施行規則第 66 の 6 に定める科目 合
計日本国

憲法 体育 外国語コミュ
ニケーション

情報機器
の操作

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

国語 （文学部日本語日本文学科）

学
士
の
学
位
を
有
す
る
こ
と

68 2 2 4 2 78
英語 （文学部英語英米文学科） 66 2 2 4 2 76
社会 （ 文 学 部 社 会 学 科 ）

（文学部人間科学科）
（文学部歴史文化学科 ）
（経済学部経済学科）
（法 学 部 法 学 科）
（経営学部経営学科）

64

2 2 4 2

74

68 78

64 74

理科 （理工学部物理学科）
（理工学部生物学科）
（理工学部機能分子化学科）

71
2 2 4 2

81
87 97
70 80

数学 （知能情報学部知能情報学科） 62 2 2 4 2 72

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

国語 （文学部日本語日本文学科） 70 2 2 4 2 80
英語 （ 文 学 部 英 語 英 米 文 学 科 ） 70 2 2 4 2 80
地理歴史 （文学部人間科学科）

（文学部歴史文化学科）
（経済学部経済学科）
（ 法 学 部 法 学 科 ）

62 2 2 4 2 72

公民 （ 文 学 部 社 会 学 科 ）
（文学部人間科学科）
（経済学部経済学科）
（ 法 学 部 法 学 科 ）
（経営学部経営学科）

62 2 2 4 2 72

商業 （経営学部経営学科） 62 2 2 4 2 72
理科 （理工学部物理学科）

（理工学部生物学科）
（理工学部機能分子化学科）

66
2 2 4 2

76
67 77
66 76

数学 （知能情報学部知能情報学科） 66 2 2 4 2 76
情報 （知能情報学部知能情報学科） 62 2 2 4 2 72
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教職に関する専門教育科目
①　教育職員免許状を取得するには、「教科及び教職に関する科目」並びに「教育職員免許法施行規

則第 66 条の 6 に定める科目」より必要な科目を修得しなければならない。

　　教育職員免許状を取得しようとする者は、教育職員養成課程に関する規程（後掲）および『教職

ガイドブック』（教職教育センター実施の説明会で配付）を参照すること。

②　中学校の免許状取得希望者は、下記科目の履修とは別に、7 日間の「介護等体験」が必要である。

　　教育実習や介護等体験は、麻疹（はしか）の抗体がなければ参加できない。

Ⅰ．教科及び教職に関する科目
①教科及び教職に関する科目表（教科に関する専門的事項の科目を除く。）
［2022 年度（令和 4 年度）の入学生に適用］

授　 業　 科　 目 単位 配当
年次 備考 授　 業　 科　 目 単位 配当

年次 備考

教 育 原 論 2 1 英 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 3
教 職 入 門 2 1 ※ 1 英 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 3
教 育 社 会 行 政 論 2 2 社 会 科・ 地 歴 科 教 育 法 Ⅰ 2 3
教 育 心 理 2 2 社 会 科・ 地 歴 科 教 育 法 Ⅱ 2 3
特 別 支 援 教 育 論 2 2 社 会 科・ 公 民 科 教 育 法 Ⅰ 2 2
教 育 課 程 論 2 2 社 会 科・ 公 民 科 教 育 法 Ⅱ 2 3
道 徳 指 導 法 2 2 ※ 2 商 業 科 教 育 法 Ⅰ 2 3
総合的な学習の時間指導法 1 2 商 業 科 教 育 法 Ⅱ 2 3
特 別 活 動 指 導 法 2 3 理 科 教 育 法 Ⅰ 2 3
教育の方法・技術（ICT の活用含む） 2 3 理 科 教 育 法 Ⅱ 2 3
生徒指導法（進路指導含む） 2 2 理 科 教 育 法 Ⅲ 2 3
教 育 相 談 2 2 理 科 教 育 法 Ⅳ 2 3
教 育 実 習 Ⅰ 5 4 数 学 科 教 育 法 Ⅰ 2 3
教 育 実 習 Ⅱ 3 4 数 学 科 教 育 法 Ⅱ 2 3
教 職 実 践 演 習（ 中・ 高 ） 2 4 数 学 科 教 育 法 Ⅲ 2 3
国 語 科 教 育 法 基 礎 Ⅰ 2 2 数 学 科 教 育 法 Ⅳ 2 3
国 語 科 教 育 法 基 礎 Ⅱ 2 2 情 報 科 教 育 法 Ⅰ 2 3
国 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 3 情 報 科 教 育 法 Ⅱ 2 3

国 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 3 教 育 史 2 2 自由選択
科目

英 語 科 教 育 法 基 礎 Ⅰ 2 2 人 権 教 育 論 2 2 自由選択
科目

英 語 科 教 育 法 基 礎 Ⅱ 2 2
※ 1　1年次前期開講の「教職入門」を必ず履修すること。 1 年次末に行う教職課程履修者登録には
　     「教職入門」を修得していることが必要である。
※ 2　�高等学校教諭一種免許状の取得を希望する場合、「道徳指導法」は「大学が独自に設定する科

目」の単位数に充てる。
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【科目履修上の諸注意】 

1. 教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項の科目を除く。）は、いずれの教科の免許状

を取得する場合でも、修得しなければならない科目であり、各教科の教育法基礎Ⅰ・Ⅱ、教育法Ⅰ・

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳを除いて、共通の科目である。

2. 修得した自由選択科目の単位については、「大学が独自に設定する科目」に充てることができる。

3. 教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項の科目を除く。）には、所属する学部・学科

の卒業必要単位数に算入されるものと、算入されないものがある。各学部・各学科により取り扱

いが異なるので、それぞれの学部・学科の項を参照のこと。

　また、教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項の科目を除く。）を履修の際には、各

学部・各学科で定められている履修登録科目の単位制限にも十分注意をはらい、計画的に履修す

ること。

4. 各教科の「教育法Ⅰ」および「教育法Ⅱ」は、配当年次で履修すること。

5. �各教科の「教育法基礎」「教育法」の単位は、取得を希望する免許教科ごとに修得しなければなら

ない。ただし、社会科の免許状取得希望者の「教育法」は「社会科・地歴科教育法Ⅰ」・「社会科・

地歴科教育法Ⅱ」と「社会科・公民科教育法Ⅰ」・「社会科・公民科教育法Ⅱ」の 4 科目（8 単位）

を修得しなければならない。

6．教育実習は、4 年次で履修すること。教育実習を履修するための条件は、次のとおりである。

（1）　3 年次終了までに、「教育原論」、「教職入門」、「教育心理」、「教育課程論」、「教育の方法・技術（ICT

の活用含む）」、「生徒指導法（進路指導含む）」および「教育相談」を修得済みであること。

（2）　国語科・英語科・社会科・地理歴史科・公民科・商業科・理科・情報科の免許状取得希望者は、

「各教科の指導法」における必修科目を修得済みであること。

（3）　数学科の免許状取得希望者は、「各教科の指導法」における必修科目を履修し、「数学科教育法Ⅰ」

および「数学科教育法Ⅱ」を修得済みであること。

（4）　教職課程履修者登録、教育実習予備登録および本登録などの諸手続きを完了していること。

（5）　教育実習は、事前・事後指導と実習校での実習で成立しているため、事前・事後指導に欠席

することは許されない（教育実習は事前・事後指導を含めて単位認定する）。

（6）　 （1）〜（5）以外にも実習教科ごとに「教科に関する専門的事項の科目」の履修条件があるの

で、『教職ガイドブック』で確認するとともに、説明会に必ず出席すること。

7. 教育実習は、中学校免許状の取得を希望する者は「教育実習Ⅰ」を、高等学校免許状の取得を希

望する者は「教育実習Ⅱ」を履修すること。

　両方の免許状の取得を希望する者は、「教育実習Ⅰ」を履修すること。

8. 「教育心理」および「教育相談」は、同一年度に履修するのが望ましい。

9. 複数クラス開講する科目は、いずれもクラスをまたがって履修することはできない。
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10. 下表の科目については、各科目の履修条件に従って履修すること。

授業科目 履　修　条　件
各教科の「教育法Ⅰ」
および「教育法Ⅱ」 「教職入門」の単位を修得していること。

教 育 実 習 Ⅰ・ Ⅱ 本項 6 に記載のとおり履修すること。

教職実践演習（中・高）
「教育実習Ⅰ」または「教育実習Ⅱ」を履修中か修得済み
であること。ならびに「履修カルテ」を年度ごとに作成し
ていること。

11. �教職課程履修者としての登録は、1 年次の年度末（3 月）に行う。教職課程履修者としての登録に「教

職課程履修者登録に関する内規」が適用される。

12. �教職課程履修者登録を完了していない者は、介護等体験申し込みおよび教育実習予備登録の手続

きができない。

13. �教職課程履修登録者と教育実習予備登録者から教職課程費を徴収する。詳細はガイダンスや掲示

等において通知する。

14. �甲南大学を卒業後、引き続き教職課程を履修しようとする場合は、『教職希望の科目等履修生等に

関する申合せ（教職ガイドブックに掲載）』に基づき受入を決定するので、注意すること。

②大学が独自に設定する科目
［2019 年度 ( 平成 31年度 ) 以降の入学生に適用］

大学が独自に設定する科目表

授 業 科 目 単位 配当
年次 備考 授 業 科 目 単位 配当

年次 備考

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 2 2 読 書 と 豊 か な 人 間 性 2 2

学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 2 2 情 報 メ デ ィ ア の 活 用 2 2

学校図書館メディアの構成 2 2

　「大学が独自に設定する科目」は、中学校一種 4 単位以上、高等学校一種 12 単位以上修得する必要
があり、大学が独自に設定する科目表の科目以外に「教科及び教職に関する科目（教科に関する専門
的事項の科目を除く。）」及び「教科に関する専門的事項の科目」のうち、最低修得単位数を超えて修
得した科目は、「大学が独自に設定する科目」に充てることができる。

③教科に関する専門的事項の科目
1. �「教科に関する専門的事項の科目」は、取得しようとする免許状ごとに所定の単位を修得しなけれ

ばならない。

2. �これらの単位数および履修上の注意については、教科ごとに『教職ガイドブック』に記載してある

ので、開設されている学部・学科を確認の上修得すること。

　　なお、「教科に関する専門的事項の科目」のうち、最低修得単位数を超えて修得した科目は、「大

学が独自に設定する科目」に充てることができる。
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Ⅱ．教育職員免許法施行規則第 66条の 6に定める科目

〔2019 年度 （平成 31 年度 ）以降の入学生に適用〕

教育職員免許法施行規則第 66条の 6に定める科目表

教育職員免許法施行規則　
第 66 条の 6 に定める科目 授業科目 単位数 配当

年次 履修要件

日本国憲法 日本国憲法 2 1 必　修

体育 基礎体育学演習 2 1 必　修

外国語コミュニケーション 中級英語 Speaking
中級英語 Presentation

4
4

2
2

いずれか
選択必修

数理、データ
活用及び人工
知能に関する
科目又は情報
機器の操作

〔文 ･ 経済 ･ 法 ･ 経営〕 IT 基礎
IT 応用

2
2

1
1

いずれか
選択必修

〔理工学部物理学科〕 コンピュータ実習Ⅰ 2 2 必　修

〔理工学部生物学科、
　　 機能分子化学科〕

IT 基礎
IT 応用

2
2

1
1

いずれか
選択必修

〔知能情報学部〕 プログラミング演習Ⅰ 2 1 必　修

教職ガイドブックは、教職教育センターが実施する説明会で配付します。



― 242 ― ― 243 ―― 242 ―

教
　
職
　
等

教育職員養成課程に関する規程（抄）

令和 4 年 2 月 24 日　改正

第 1 条　この規程は、中学校及び高等学校の教員免許状の授与を受けようとする者のために必要な事

項を定めるものとする。

第 2 条　免許状の種類及び免許教科は、次のとおりとする。
学 部 学 科 免 許 教 科 免 許 状 の 種 類

文 学 部

日本語日本文学科 国 語 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

英 語 英 米 文 学 科 英 語 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

社 会 学 科 社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
公 民 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

人 間 科 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
地 理 歴 史 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状公 民

歴 史 文 化 学 科 社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
地 理 歴 史 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

理 工 学 部
物 理 学 科
生 物 学 科
機 能 分 子 化 学 科

理 科 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

経 済 学 部 経 済 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
地 理 歴 史 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状公 民

法 学 部 法 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
地 理 歴 史 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状公 民

経 営 学 部 経 営 学 科
社 会 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
公 民 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状商 業

知 能 情 報 学 部 知 能 情 報 学 科 数 学 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

情 報 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状

研 究 科 専 攻 免 許 教 科 免 許 状 の 種 類

人文科学研究科

日本語日本文学専攻 国 語 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状

英語英米文学専攻 英 語 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状

応 用 社 会 学 専 攻
社 会 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
地 理 歴 史 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状公 民

人 間 科 学 専 攻 社 会 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
公 民 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状

自然科学研究科

物 理 学 専 攻
化 学 専 攻
生 物 学 専 攻

理 科 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状

知 能 情 報 学 専 攻 数 学 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状

社会科学研究科 経 済 学 専 攻
経 営 学 専 攻

社 会 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
公 民 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状

フロンティアサ
イエンス研究科 生 命 化 学 専 攻 理 科

中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
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第 3 条　前条の免許状は、次の表に掲げる基礎資格を有し、かつ、所定の単位を修得した者に授与せ

られる。

免許状の種類
基
礎
資
格

大学における最低修得単位数

教科及び
教職に関する

科目

免許法施行規則第 66 の 6 に定める科目

日本国
憲法 体育 外国語コミュ

ニケーション

数理、データ活用
及び人工知能に
関する科目又は
情報機器の操作

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

国語 （文学部日本語日本文学科）

学
士
の
学
位
を
有
す
る
こ
と

68 2 2 4 2
英語 （文学部英語英米文学科） 66 2 2 4 2
社会 （ 文 学 部 社 会 学 科 ）

（文学部人間科学科）
（文学部歴史文化学科 ）
（経済学部経済学科）
（法 学 部 法 学 科）
（経営学部経営学科）

64

2 2 4 2
68

64

理科 （理工学部物理学科）
（理工学部生物学科）
（理工学部機能分子化学科）

71
2 2 4 287

70
数学 （知能情報学部知能情報学科） 62 2 2 4 2

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

国語 （文学部日本語日本文学科） 70 2 2 4 2
英語 （ 文 学 部 英 語 英 米 文 学 科 ） 70 2 2 4 2
地理歴史 （文学部人間科学科）

（文学部歴史文化学科）
（経済学部経済学科）
（ 法 学 部 法 学 科 ）

62 2 2 4 2

公民 （ 文 学 部 社 会 学 科 ）
（文学部人間科学科）
（経済学部経済学科）
（ 法 学 部 法 学 科 ）
（経営学部経営学科）

62 2 2 4 2

商業 （経営学部経営学科） 62 2 2 4 2
理科 （理工学部物理学科）

（理工学部生物学科）
（理工学部機能分子化学科）

66
2 2 4 267

66
数学 （知能情報学部知能情報学科） 66 2 2 4 2
情報 （知能情報学部知能情報学科） 62 2 2 4 2
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免 許 状 の 種 類 基礎資格 最低修得単位数

中学校教諭
専修免許状

高等学校教諭
専修免許状

国　　語
英　　語
社　　会

地理歴史
公　　民

理　　科

数　　学

（人文科学研究科日本語日本文学専攻）
（人文科学研究科英語英米文学専攻）
（人文科学研究科応用社会学専攻）
（人文科学研究科人間科学専攻）
（社会科学研究科経済学専攻）
（社会科学研究科経営学専攻）
（人文科学研究科応用社会学専攻）
（人文科学研究科応用社会学専攻）
（人文科学研究科人間科学専攻）
（社会科学研究科経済学専攻）
（社会科学研究科経営学専攻）
（自然科学研究科物理学専攻）
（自然科学研究科化学専攻）
（自然科学研究科生物学専攻）
（フロンティアサイエンス研究科生命化学専攻）
（自然科学研究科知能情報学専攻）

修士の学位を有
すること。又は
大学院に 1 年以
上在学し 30 単
位以上を修得す
ること。

上記に加え、24 単
位以上を大学院修
士課程の授業科目
中それぞれの教科
及び教職に関する
科目のうち、大学
が独自に設定する
科目について修得
すること。

第 4 条　「教育職員免許法施行規則第 66 条の 6」に定める科目として、基礎共通科目の日本国憲法、

基礎体育学演習、中級英語 Speaking 又は中級英語 Presentation、並びにそれぞれの学部学科で指

定した数理、データ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作に関する科目を履修しなけ

ればならない。

第 5 条　中学校教諭一種免許状及び高等学校教諭一種免許状を取得するために必要な教科及び教職に関

する科目のうち、教科に関する専門的事項の科目の単位の修得方法は、次の表の第 1 欄に掲げる免許教

科の種類に応じ第 2 欄に掲げる科目についてそれぞれ第 3 欄に掲げる単位を修得するものとする。
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免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

国　

語  

（
中　

学
）

（文学部日本語日本文学科）
日本語学概論Ⅰ 2
日本語学概論Ⅱ 2
日本語表現法Ⅰ 2
日本語表現法Ⅱ 2
日本文学史Ⅰ a 2
日本文学史Ⅰ b 2
日本文学史Ⅱ a 2　26 単位必修
日本文学史Ⅱ b 2　 
漢文学Ⅰ a 2
漢文学Ⅰ b 2
漢文学Ⅱ a 2
漢文学Ⅱ b 2
書道 2
日本語史Ⅰ 2
日本語史Ⅱ 2
日本語文法論Ⅰ 2
日本語文法論Ⅱ 2
日本文学概論Ⅰ 2
日本文学概論Ⅱ 2

計　26 単位

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

国　

語  

（
高　

校
）

（文学部日本語日本文学科）
日本語学概論Ⅰ 2
日本語学概論Ⅱ 2
日本語表現法Ⅰ 2
日本語表現法Ⅱ 2
日本文学史Ⅰ a 2
日本文学史Ⅰ b 2　
日本文学史Ⅱ a 2　24 単位必修
日本文学史Ⅱ b 2
漢文学Ⅰ a 2
漢文学Ⅰ b 2
漢文学Ⅱ a 2
漢文学Ⅱ b 2
日本語史Ⅰ 2
日本語史Ⅱ 2
日本語文法論Ⅰ 2
日本語文法論Ⅱ 2
日本文学概論Ⅰ 2
日本文学概論Ⅱ 2

計　24 単位

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

英　

語  

（
中
学
・
高
校
）

（文学部英語英米文学科）
英語学入門 4
英米文化・文学入門 4
英作文Ⅰ a 1
英作文Ⅰ b 1
イングリッシュ・フォーラムⅠ a 1
イングリッシュ・フォーラムⅠ b 1　20 単位必修
英米文化探訪Ⅰ 2 
英米文化探訪Ⅱ 2
英米文化研究Ⅰ 2
英米文化研究Ⅱ 2
英語の文法 2
英語の意味 2　4 単位以上
英語の音声 2　選択必修
英語の獲得と理解 2
英語の歴史 2
英語のレキシコン 2
イギリス文学思潮史Ⅰ 2
イギリス文学思潮史Ⅱ 2
アメリカ文学思潮史Ⅰ 2
アメリカ文学思潮史Ⅱ 2
英作文Ⅱ a 1
英作文Ⅱ b 1
イングリッシュ・フォーラムⅡ a 1
イングリッシュ・フォーラムⅡ b 1
ブリティッシュ･ スタディーズⅠ 2
ブリティッシュ･ スタディーズⅡ 2
アメリカン･ スタディーズⅠ 2
アメリカン･ スタディーズⅡ 2

計　24 単位

教科に関する専門的事項の科目表
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第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

社　

会  

（
中　

学
）

（文学部社会学科）
日本史概説Ⅰ 2
日本史概説Ⅱ 2
アジア史概説Ⅰ 2
西洋史概説Ⅰ 2　 
地誌Ⅰ 2
人文地理Ⅰ 2　20 単位必修
自然地理学 2
法律学概論 2
社会人間学 2
社会学概論 2
哲学 2
倫理学 2
宗教学 2　2 単位以上
哲学入門 2　選択必修
倫理学基礎論 2　 
アジア史概説Ⅱ 2
西洋史概説Ⅱ 2
日本史研究Ⅰ 2
日本史研究Ⅱ 2
アジア史研究Ⅰ 2
アジア史研究Ⅱ 2
西洋史研究Ⅰ 2
西洋史研究Ⅱ 2
地誌Ⅱ 2
人文地理Ⅱ 2
地域社会論 2
政治学入門 2
政治学原論 2
社会調査法 2
フィールドワーク研究 2
文化人類学 2
多文化共生論 2
文化社会学 2
家族社会学 2
現代家族論 2
都市空間論 2
ＮＰＯ／ＮＧＯ論 2
ソーシャル・キャピタル論 2
応用倫理学 2

計　22 単位

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

社　

会  

（
中　

学
）

（文学部人間科学科）
日本史概説Ⅰ 2
日本史概説Ⅱ 2
アジア史概説Ⅰ 2
西洋史概説Ⅰ 2　
地誌Ⅰ 2　 20 単位必修
人文地理Ⅰ 2　
自然地理学 2
法律学概論 2
社会人間学 2
社会学概論 2
哲学 2
倫理学 2　 
宗教学 2　 2 単位以上
哲学入門 2　選択必修
倫理学基礎論 2　
アジア史概説Ⅱ 2
西洋史概説Ⅱ 2
哲学思想史 2
倫理思想史 2
西洋美術史 2
日本美術史 2
心理学史Ⅰ 2
心理学史Ⅱ 2
文学思想史 2
芸術社会史 2
地誌Ⅱ 2
人文地理Ⅱ 2
政治学入門 2
政治学原論 2
文化人類学 2
多文化共生論 2
ヒューマンライツ 2
平和学 2
応用倫理学 2

計　22 単位
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第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

社　

会  

（
中　

学
）

（文学部歴史文化学科）

日本史概説Ⅰ 2

日本史概説Ⅱ 2

アジア史概説Ⅰ 2

西洋史概説Ⅰ 2　 

地誌Ⅰ 2　 

人文地理Ⅰ 2   20 単位必修

自然地理学 2

法律学概論 2

社会人間学 2

社会学概論 2

哲学 2

倫理学 2

宗教学 2   2 単位以上

哲学入門 2   選択必修

倫理学基礎論 2　 

アジア史概説Ⅱ 2　 

西洋史概説Ⅱ 2   

日本史研究Ⅰ 2

日本史研究Ⅱ 2

アジア史研究Ⅰ 2

アジア史研究Ⅱ 2

西洋史研究Ⅰ 2

西洋史研究Ⅱ 2

日本文化史 2

アジア文化史 2

地誌Ⅱ 2

人文地理Ⅱ 2

地理と情報Ⅰ 2

地理と情報Ⅱ 2

政治学入門 2

政治学原論 2

応用倫理学 2

計　22 単位

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

社　

会  

（
中　

学
） 

（経済学部経済学科）

日本史概説Ⅰ 2

日本史概説Ⅱ 2

アジア史概説Ⅰ 2

西洋史概説Ⅰ 2

地誌Ⅰ 2　 

人文地理Ⅰ 2　24 単位必修

自然地理学 2

法律学概論 2

中級マクロ経済学 4

中級ミクロ経済学 4

哲学 2

倫理学 2

宗教学 2　2 単位以上

哲学入門 2　選択必修

倫理学基礎論 2

アジア史概説Ⅱ 2　　 

西洋史概説Ⅱ 2

経済学の歴史 4

日本経済史Ⅰ 2

日本経済史Ⅱ 2

西洋経済史Ⅰ 2

西洋経済史Ⅱ 2

地誌Ⅱ 2

人文地理Ⅱ 2

政治学入門 2

政治学原論 2

統計入門 2

経済政策 4

財政 4

金融 4

公共経済 4

国際経済 4

産業経済 4

応用倫理学 2

計　26 単位



― 248 ― ― 249 ―― 248 ―

教
　
職
　
等

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

社　

会  

（
中　

学
）

（法学部法学科）

日本史概説Ⅰ 2

日本史概説Ⅱ 2

アジア史概説Ⅰ 2

西洋史概説Ⅰ 2

地誌Ⅰ 2　 

人文地理Ⅰ 2　20 単位必修

自然地理学 2

法律学概論 2

社会人間学 2

社会学概論 2

哲学 2

倫理学 2

宗教学 2　2 単位以上

哲学入門 2　選択必修

倫理学基礎論 2　　

アジア史概説Ⅱ 2　 

西洋史概説Ⅱ 2

日本法史Ⅰ 2

日本法史Ⅱ 2

日本政治史Ⅰ 2

日本政治史Ⅱ 2

西洋法史Ⅰ 2

西洋法史Ⅱ 2

西洋政治史Ⅰ 2

西洋政治史Ⅱ 2

地誌Ⅱ 2

人文地理Ⅱ 2

政治学入門 2

政治学原論 2

憲法Ⅰ 2

憲法Ⅱ 2

行政法総論Ⅰ 2

行政法総論Ⅱ 2

刑法総論Ⅰ 2

刑法総論Ⅱ 2

民法総則Ⅰ 2
民法総則Ⅱ 2
応用倫理学 2

計　22 単位

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

社　

会  

（
中　

学
）

（経営学部経営学科）

日本史概説Ⅰ 2

日本史概説Ⅱ 2

アジア史概説Ⅰ 2

西洋史概説Ⅰ 2　

地誌Ⅰ 2

人文地理Ⅰ 2　20 単位必修

自然地理学 2

法律学概論 2

初級マクロ経済学 2

初級ミクロ経済学 2

哲学 2

倫理学 2　　

宗教学 2 　2 単位以上

哲学入門 2　選択必修

倫理学基礎論 2

アジア史概説Ⅱ 2

西洋史概説Ⅱ 2

経営史 4

地誌Ⅱ 2

人文地理Ⅱ 2

政治学入門 2

政治学原論 2

経営管理論 4

国際経営論 4

アジア経営論 4

経営労務論 4

金融論 4

応用倫理学 2

計　22 単位
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第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

地
理
歴
史  

（
高　

校
）

（文学部人間科学科）

日本史概説Ⅰ 2

日本史概説Ⅱ 2

アジア史概説Ⅰ 2

西洋史概説Ⅰ 2　14 単位必修

人文地理Ⅰ 2

自然地理学 2

地誌Ⅰ 2

日本美術史 2

心理学史Ⅱ 2

芸術社会史 2

アジア史概説Ⅱ 2

西洋史概説Ⅱ 2

哲学思想史 2

倫理思想史 2

西洋美術史 2

心理学史Ⅰ 2

文学思想史 2

人文地理Ⅱ 2

地誌Ⅱ 2

計　20 単位

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

地
理
歴
史  

（
高　

校
）

（文学部歴史文化学科）

日本史概説Ⅰ 2

日本史概説Ⅱ 2

アジア史概説Ⅰ 2　

西洋史概説Ⅰ 2   14 単位必修

人文地理Ⅰ 2

自然地理学 2

地誌Ⅰ 2

日本史研究Ⅰ 2

日本史研究Ⅱ 2

日本文化史 2

アジア史概説Ⅱ 2

西洋史概説Ⅱ 2

アジア史研究Ⅰ 2

アジア史研究Ⅱ 2

西洋史研究Ⅰ 2

西洋史研究Ⅱ 2

アジア文化史 2

人文地理Ⅱ 2

文化地理学 2

実践地域学 2

地誌Ⅱ 2

地理と情報Ⅰ 2

地理と情報Ⅱ 2

計　20 単位
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第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

地
理
歴
史  

（
高　

校
）

（経済学部経済学科）

日本史概説Ⅰ 2

日本史概説Ⅱ 2

アジア史概説Ⅰ 2

西洋史概説Ⅰ 2　14 単位必修

人文地理Ⅰ 2

自然地理学 2

地誌Ⅰ 2

日本経済史Ⅰ 2

日本経済史Ⅱ 2

日本の経済思想家 2

アジア史概説Ⅱ 2

西洋史概説Ⅱ 2

経済学の歴史 4

経済史 4

西洋経済史Ⅰ 2

西洋経済史Ⅱ 2

社会経済思想Ⅰ 2

社会経済思想Ⅱ 2

人文地理Ⅱ 2

地誌Ⅱ 2

計　20 単位

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

地
理
歴
史  

（
高　

校
）

（法学部法学科）

日本史概説Ⅰ 2

日本史概説Ⅱ 2

アジア史概説Ⅰ 2　

西洋史概説Ⅰ 2　14 単位必修

人文地理Ⅰ 2

自然地理学 2

地誌Ⅰ 2

日本法史Ⅰ 2

日本法史Ⅱ 2

日本政治史Ⅰ 2

日本政治史Ⅱ 2

日本政治思想史Ⅰ 2

日本政治思想史Ⅱ 2

アジア史概説Ⅱ 2

西洋史概説Ⅱ 2

西洋法史Ⅰ 2

西洋法史Ⅱ 2

西洋政治史Ⅰ 2

西洋政治史Ⅱ 2

西洋政治思想史Ⅰ 2

西洋政治思想史Ⅱ 2

人文地理Ⅱ 2

地誌Ⅱ 2

計　20 単位
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第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

公　

民  

（
高　

校
）

（文学部社会学科）

法律学概論 2

社会人間学 2　6 単位必修

社会学概論 2

哲学 2

倫理学 2

心理学 2

宗教学 2　2 単位以上

哲学入門 2　選択必修

倫理学基礎論 2　

心理学概論 2

こころの科学 2　

政治学入門 2

政治学原論 2

社会調査法 2

フィールドワーク研究 2

文化人類学 2

多文化共生論 2

コミュニケーション研究 2

メディア研究 2

文化社会学 2

家族社会学 2

現代家族論 2

都市空間論 2

NPO/NGO 論 2

ソーシャル・キャピタル論 2

社会心理学 2

社会意識論 2

応用倫理学 2

計　20 単位

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

公　

民  

（
高　

校
）

（文学部人間科学科）

法律学概論 2

社会人間学 2　6 単位必修

社会学概論 2

哲学 2

倫理学 2

心理学 2

宗教学 2　2 単位以上

哲学入門 2　選択必修

倫理学基礎論 2

心理学概論 2

こころの科学 2　 

政治学入門 2

政治学原論 2

文化人類学 2

多文化共生論 2

コミュニケーション研究 2

メディア研究 2

ヒューマンライツ 2

平和学 2

臨床心理学概論 2

力動的心理学 2

トラウマ学 2

現代思想 2

応用倫理学 2

計　20 単位
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第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

公　

民  

（
高　

校
）

（経済学部経済学科）

法律学概論 2

中級マクロ経済学 4　14 単位必修

中級ミクロ経済学 4

国際経済 4

哲学 2

倫理学 2

心理学 2　2 単位以上

宗教学 2　選択必修

哲学入門 2　

倫理学基礎論 2

心理学概論 2　

こころの科学 2

政治学入門 2

政治学原論 2

統計入門 2

経済政策 4

財政 4

金融 4

公共経済 4

産業経済 4

応用倫理学 2

計　20 単位

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

公　

民  

（
高　

校
）

（法学部法学科）

法律学概論 2

社会人間学 2　6 単位必修

社会学概論 2

哲学 2

倫理学 2

心理学 2

宗教学 2　2 単位以上

哲学入門 2　選択必修

倫理学基礎論 2

心理学概論 2　

こころの科学 2

政治学入門 2

政治学原論 2

国際法Ⅰ 2

国際法Ⅱ 2

憲法Ⅰ 2

憲法Ⅱ 2

行政法総論Ⅰ 2

行政法総論Ⅱ 2

刑法総論Ⅰ 2

刑法総論Ⅱ 2

民法総則Ⅰ 2

民法総則Ⅱ 2

法社会学Ⅰ 2

法社会学Ⅱ 2

応用倫理学 2

計　20 単位
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第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

公　

民  

（
高　

校
）

（経営学部経営学科）

法律学概論 2

初級マクロ経済学 2　10 単位必修

初級ミクロ経済学 2

国際経済 4

哲学 2

倫理学 2

心理学 2

宗教学 2　2 単位以上

哲学入門 2　選択必修

倫理学基礎論 2

心理学概論 2

こころの科学 2

政治学入門 2

政治学原論 2

経営管理論 4

国際経営論 4

アジア経営論 4

経営労務論 4

金融論 4

応用倫理学 2

計　20 単位

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

商　

業  

（
高　

校
）

（経営学部経営学科）

財務諸表論 4

経営財務論 4

経営組織論 4　　

マーケティング管理論 4　20 単位必修

職業指導Ⅰ 2

職業指導Ⅱ 2

入門簿記 4

経営戦略論 4

中級簿記 4

工業簿記 4

原価計算 4

管理会計 4

監査論 4

証券論 4

　 計　20 単位



― 254 ― ― 255 ―― 254 ―

教
　
職
　
等

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

理　

科  

（
中　

学
）

（理工学部物理学科）

基礎物理学Ⅰ 2

基礎物理学Ⅱ 2

ラボラトリー・フィジックスⅠ 2

ラボラトリー・フィジックスⅡ 2

化学通論Ⅰ 2

化学通論Ⅱ 2　
29 単位必修

基礎化学実験 3　

生物学通論Ⅰ 2

生物学通論Ⅱ 2

基礎生物学実験 3

地学通論Ⅰ 2

地学通論Ⅱ 2

地学実験 3

力学Ⅰ 2

力学Ⅱ 2

熱力学 2

電磁気学Ⅰ 2

電磁気学Ⅱ 2

原子物理学 2

統計力学Ⅰ 2

量子力学Ⅰ 2

物理学実験Ⅰ 2

物理学実験Ⅱ 2

計　29 単位

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

理　

科  

（
中　

学
）

（理工学部生物学科）

物理学通論Ⅰ 2

物理学通論Ⅱ 2

ラボラトリー・フィジックス 3

化学通論Ⅰ 2

化学通論Ⅱ 2

基礎化学実験 3

基礎生物学Ⅰ 2　 45 単位必修
基礎生物学Ⅱ 2

生物学専門実験及び演習Ⅰ 5

生物学専門実験及び演習Ⅱ 5

生物学専門実験及び演習Ⅲ 5

生物学専門実験及び演習Ⅳ 5

地学通論Ⅰ 2

地学通論Ⅱ 2

地学実験 3

生態学 2

植物生化学 2

遺伝学概論 2

発生学概論 2

生物物理化学 2

環境生物学 2

比較生理学 2

植物細胞生物学 2

微生物生理学 2

計　45 単位
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第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

理　

科  

（
中　

学
）

（理工学部機能分子化学科）

物理学通論Ⅰ 2

物理学通論Ⅱ 2

ラボラトリー・フィジックス 3

化学基礎Ａ 2

化学基礎Ｂ 2

基礎化学実験 3　28 単位必修

生物学通論Ⅰ 2

生物学通論Ⅱ 2

基礎生物学実験 3

地学通論Ⅰ 2

地学通論Ⅱ 2

地学実験 3

物理化学Ａ 2

物理化学Ｂ 2

無機化学Ａ 2

無機化学Ｂ 2

分析化学Ａ 2

分析化学Ｂ 2

有機化学Ａ 2

有機化学Ｂ 2

機能分子化学実験Ａ 3

機能分子化学実験Ｂ 3

機能分子化学実験Ｃ 4

化学コンピュータ演習 1

計　28 単位

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

理　

科  

（
高　

校
）

（理工学部物理学科）

基礎物理学Ⅰ 2

基礎物理学Ⅱ 2

化学通論Ⅰ 2

化学通論Ⅱ 2

生物学通論Ⅰ 2　
16 単位必修

生物学通論Ⅱ 2

地学通論Ⅰ 2

地学通論Ⅱ 2

ラボラトリー・フィジックスⅠ 2

ラボラトリー・フィジックスⅡ 2

基礎化学実験 3　 2 単位以上

基礎生物学実験 3　 選択必修

地学実験 3

力学Ⅰ 2

力学Ⅱ 2

熱力学 2

電磁気学Ⅰ 2

電磁気学Ⅱ 2

原子物理学 2

統計力学Ⅰ 2

量子力学Ⅰ 2

物理学実験Ⅰ 2

物理学実験Ⅱ 2

計　20 単位

ただし、ラボ
ラトリー・フ
ィジックスⅠ
を選択する者
はⅡも必ず履
修すること。
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第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

理　

科  

（
高　

校
）

（理工学部生物学科）

物理学通論Ⅰ 2

物理学通論Ⅱ 2

化学通論Ⅰ 2

化学通論Ⅱ 2

基礎生物学Ⅰ 2　
16 単位必修

基礎生物学Ⅱ 2

地学通論Ⅰ 2

地学通論Ⅱ 2

生物学専門実験及び演習Ⅰ 5

生物学専門実験及び演習Ⅱ 5　

生物学専門実験及び演習Ⅲ 5　

生物学専門実験及び演習Ⅳ 5　3 単位以上

ラボラトリー・フィジックス 3　選択必修

基礎化学実験 3

地学実験 3

生態学 2

植物生化学 2

遺伝学概論 2

発生学概論 2

生物物理化学 2

環境生物学 2

比較生理学 2

植物細胞生物学 2

微生物生理学 2

計　21 単位

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

理　

科  

（
高　

校
）

（理工学部機能分子化学科）

物理学通論Ⅰ 2

物理学通論Ⅱ 2

化学基礎Ａ 2 　 

化学基礎Ｂ 2　

生物学通論Ⅰ 2　
16 単位必修

生物学通論Ⅱ 2

地学通論Ⅰ 2

地学通論Ⅱ 2

基礎化学実験 3

ラボラトリー・フィジックス 3　3 単位以上
基礎生物学実験 3　選択必修
地学実験 3　

物理化学Ａ 2

物理化学Ｂ 2

無機化学Ａ 2

無機化学Ｂ 2

分析化学Ａ 2

分析化学Ｂ 2

有機化学Ａ 2

有機化学Ｂ 2

機能分子化学実験Ａ 3

機能分子化学実験Ｂ 3

機能分子化学実験Ｃ 4

化学コンピュータ演習 1

計　20 単位

ただし、生物
学専門実験及
び演習を選択
する者は、Ⅰ、
Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ全
てを履修する
こと。
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（第 5 条第 2 項については、『大学院履修要項』を参照すること）

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

数　

学  

（
中
学・高
校
）

（知能情報学部知能情報学科）

代数学Ⅰ 2

代数学Ⅱ 2

幾何学Ⅰ 2　

幾何学Ⅱ 2　16 単位必修

解析学Ⅰ 2

解析学Ⅱ 2

確率統計学 4　

プログラミング演習Ⅰ 2

プログラミング演習Ⅱ 2

コンピュータサイエンス 2　2 単位以上

数値プログラミング技法 2　選択必修

最適化プログラミング 2　

離散数学 2

グラフ理論 2

集合と論理 2

情報解析 2

計　20 単位

第 1 欄 第　2　欄 第 3 欄
免許
教科

教科に関する専門的
事項の科目

最低修得
単位数

情　

報  

（
高　

校
）

（知能情報学部知能情報学科）

情報社会と情報倫理 2

コンピュータアーキテクチャ 2

オペレーティングシステム 2

データ構造とアルゴリズムⅠ 2

データベース 2　

情報通信ネットワークⅠ 2　20 単位必修

情報通信ネットワークⅡ 2

メディア情報処理 2

画像工学 2

ＩＴと組織・管理 2

人間工学 2

データ構造とアルゴリズムⅡ 2

コンパイラ・インタプリタ 2

ソフトウエア工学 2

アドバンストプログラミング演習 2

経営情報システム 2

自然言語処理 2

実験計画法 2

ヒューマンインタフェース 2

計　20 単位
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第 6 条　教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項の科目を除く。）の単位の修得方法は、
次の表によるものとする。

教科及び教職に関する科目表（教科に関する専門的事項の科目を除く。）

� 免許状の種類
科　　目

中 学 校 教 諭
一 種・ 専 修

高等学校教諭
一 種・ 専 修 備　　　　考

教 育 原 論 2 2

必　修

ただし中学校教諭一種免許
状取得には教育実習Ⅰ、高
等学校教諭一種免許状取得
には教育実習Ⅱ、中学校教
諭一種・高等学校教諭一種
免許状取得には教育実習Ⅰ
を選択すること。

教 職 入 門 2 2
教 育 社 会 行 政 論 2 2
教 育 心 理 2 2
特 別 支 援 教 育 論 2 2
教 育 課 程 論 2 2
道 徳 指 導 法 2
総 合 的 な 学 習 の 時 間 指 導 法 1 1
特 別 活 動 指 導 法 2 2
教育の方法・技術（ICT の活用含む） 2 2
生徒指導法（進路指導含む） 2 2
教 育 相 談 2 2
教 育 実 習 Ⅰ 5
教 育 実 習 Ⅱ 3
教 職 実 践 演 習（ 中・ 高 ） 2 2

各
教
科
の
指
導
法

国 語 科 教 育 法 基 礎 Ⅰ 2 2
取得希望免許教科に対応し
て、次のとおり修得しなけ
ればならない。

1．国語科は、国語科教育法
基礎Ⅰ・Ⅱ、国語科教育
法Ⅰ・Ⅱ計 8 単位必修。

2．英語科は、英語科教育法
基礎Ⅰ・Ⅱ、英語科教育
法Ⅰ・Ⅱ計 8 単位必修。

3．社会科は、社会科・地
歴科教育法Ⅰ・Ⅱ、社会
科・公民科教育法Ⅰ・Ⅱ
計 8 単位必修。

4．地理歴史科は、社会科・
地歴科教育法Ⅰ・Ⅱ計 4
単位必修。

5．公民科は、社会科・公民
科教育法Ⅰ・Ⅱ計 4 単位
必修。

6．商業科は、商業科教育法
Ⅰ・Ⅱ計 4 単位必修。

7．理科は、理科教育法Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ計 8 単位必修。

8．数学科は、数学科教育法
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ計 8 単位
必修。

9．情報科は、情報科教育法
Ⅰ・Ⅱ計 4 単位必修。

国 語 科 教 育 法 基 礎 Ⅱ 2 2
国 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2
国 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2
英 語 科 教 育 法 基 礎 Ⅰ 2 2
英 語 科 教 育 法 基 礎 Ⅱ 2 2
英 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2
英 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2
社会科・地歴科教育法Ⅰ 2 2
社会科・地歴科教育法Ⅱ 2 2
社会科・公民科教育法Ⅰ 2 2
社会科・公民科教育法Ⅱ 2 2
商 業 科 教 育 法 Ⅰ 2
商 業 科 教 育 法 Ⅱ 2
理 科 教 育 法 Ⅰ 2 2
理 科 教 育 法 Ⅱ 2 2
理 科 教 育 法 Ⅲ 2 2
理 科 教 育 法 Ⅳ 2 2
数 学 科 教 育 法 Ⅰ 2 2
数 学 科 教 育 法 Ⅱ 2 2
数 学 科 教 育 法 Ⅲ 2 2
数 学 科 教 育 法 Ⅳ 2 2
情 報 科 教 育 法 Ⅰ 2
情 報 科 教 育 法 Ⅱ 2

教 育 史 2 2
自由選択科目

人 権 教 育 論 2 2
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大学が独自に設定する科目表

� 免許状の種類
科　　目

中 学 校 教 諭
一 種 ・ 専 修

高 等 学 校 教 諭
一 種 ・ 専 修

学校経営と学校図書館 2 2
学習指導と学校図書館 2 2
学校図書館メディアの構成 2 2
読書と豊かな人間性 2 2
情報メディアの活用 2 2
道徳指導法 2

　

　「大学が独自に設定する科目表」に定める科目、又は最低修得単位数を超えて履修した第 5 条に定

める免許教科の種類に応じた「教科に関する専門的事項の科目表」の第 2 欄に掲げる科目若しくは前

掲「教科及び教職に関する科目表（教科に関する専門的事項の科目を除く。）」の科目について、併せ

て中学校は 4 単位、高等学校は 12 単位以上修得しなければならない。

第 7 条　教育実習に関する内規は、別にこれを定める。

第 8 条　この規程の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が決定する。

附　則

　1�．この規程は、令和 4 年 4 月 1 日から施行する。

　2�．令和 3 年度以前の入学生については、改正後の第 3 条、第 4 条、第 5 条及び第 6 条の規定にか

かわらず、なお従前の例による。
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教職課程履修者登録に関する内規

平成 30 年 3 月 5 日　教育職員養成課程カリキュラム委員会承認

 1　教職課程の履修は、「教職入門」の履修から始まるものとし、その履修には 4 年間を要する。

 2　教職課程履修者登録は、以下の条件に従って行うものとする。

（1）1 年次の GPA が 2.00 以上であること。

なお、1 年次の GPA が 2.00 未満のため 1 年次末に課程登録ができなかった場合、2 年次

1 年間の GPA が 2.00 以上あれば、2 年次末に課程登録が可能。ただし、教職課程の履修には、

登録してから 3 年を要する。

（2）「教職入門」を修得していること。

 3　教職課程履修者登録をする者は、誓約書を提出するものとする。

 4　前項の誓約書の内容を遵守できない場合は、教職課程履修者登録を取消すものとする。

 5�　�教職課程履修者登録をした者は、教職課程履修者登録時及び教育実習予備登録時に教職課程費（教　

員採用試験対策費等に充当）を納めるものとする。

 6　教職課程履修者登録をした者は、教員採用試験を受けるものとする。

 7　教職課程履修者登録をした者は、各年度末のＧＰＡが原則として 2.00 を下回らないものとする。

 8　教職課程履修者登録をした者について、「履修カルテ」を作成するものとする。

 9�　�教職課程履修者登録をした者に対して、教職科目担当教員、教職教育センター教員、教職教育セ

ンター指導員等は、「履修カルテ」を参考にしながら、適宜指導を行う。

　　　附　則

 1　この内規は、平成 30 年 3 月 5 日から施行する。

 2�　�この内規の施行に伴い、教職課程履修者登録に関する内規（平成 23 年 10 月 17 日　教職教育セ

ンター運営委員会承認）は、平成 30 年 3 月 4 日をもって廃止する。　
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教育実習に関する内規

平成 31 年 1 月 24 日　学長決定

 1　実習学校は、原則として出身中学校又は出身高等学校とする。

 2　教育実習の指導者は、次のとおりとする。

教 育 実 習 主 任 ── 教職教育センター所長

教育実習指導主任 ── 教科教育法、教育実習担当の教員

教 育 実 習 指 導 員 ── 実習学校の教員

 3�　各実習生は、1 名の教育実習指導主任に配属され、実習学校において教育実習指導員の指導のも

とに教育実習を行う。

 4�　中学校教諭一種・専修免許状の取得を希望する者は教育実習Ⅰを、高等学校教諭一種・専修免許

状の取得を希望する者は教育実習Ⅱを履修するものとし、その両方を取得希望する者は、教育実習

Ⅰをもって充てる。

 5�　教育実習Ⅰは、5 単位とし、観察・参加・実地授業（4 単位）及び事前・事後指導（1 単位）を

もって充てる。

 6�　教育実習Ⅱは、3 単位とし、観察・参加・実地授業（2 単位）及び事前・事後指導（1 単位）を

もって充てる。

 7�　事前・事後指導を遅刻・欠席により一部又は全部を受けなかった者は教育実習の単位を修得する

ことができない。ただし、遅刻・欠席者への補講を「学修に関する取扱い」7（1）～（10）を準用

して行う。なお、7（3）の適用は教員採用試験のみとする。

 8�　観察、参加及び実地授業は中学校 3 週間（120 時間）、高等学校 2 週間（80 時間）とし、その実

施については実習学校の教育実習実施計画に基づいて行う。

 9　観察は、実習学校における授業等の見学とする。

10　参加は、実験準備及び補助、考査の問題作成及び採点その他校務の見習、補助等を含む。

11　実地授業は、教育実習指導主任又は教育実習指導員の指導の下に行う。

12　随時合同参観、研究会及び実習学校以外の見学を行う。

13�　事前指導は、教育実習の意義・目的、教育実習の内容、模擬授業（演習を含む）、授業の評価等

について行う。

14　事後指導は、教育実習日誌・学習指導案についての講評、反省会・座談会等を行う。

15　教育実習の成績評価は、教育実習指導員の意見を参酌して教育実習指導主任が行う。

　　　附　則

　この内規の改廃は、平成 27 年 4 月 1 日から学長決定により行う。

　　　附　則

　この内規は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。
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図書館学に関する専門教育科目
　
　本大学の図書館学課程は、図書館および学校図書館に関する知識・技能を修得し、図書館法（第４

条）に定める「司書」の資格又は学校図書館法（第 5 条）に定める「司書教諭」の資格を得ることを

目的として開講されている。

（1）　図書館司書は、公共図書館、大学図書館、研究機関などの図書館で、資料・情報を提供したり、

本を選び整理したり、図書館を経営したりする専門職である。司書の資格を取得するためには、

文部科学省令に定める司書資格取得に要する所定の授業科目の単位を修得し、大学を卒業する

ことが条件になる。（「図書館法」第 5 条第 1 項第 1 号）

（2）　司書教諭は、小学校・中学校・高等学校で、学校図書館に関する公務をつかさどる専門的な

職能として求められている。司書教諭は、教諭をもって充て、当該教諭については、文部科学

大臣の委嘱を受けて行う大学等の司書教諭の講習を修了した者と定められている。（学校図書

館法第 5 条）本大学は、この講習に対応する科目を開設しているので、司書教諭の資格を取得

するには、これら科目の単位を修得し、教育職員免許状を取得することが条件になる。

Ⅰ．図書館司書
 1．授業科目

［2011 年度（平成 23 年度）以降の入学生に適用］

　①　図書館法施行規則に定める科目

群 授業科目 単　位 配当年次 備　考

Ａ　
　
　
　
　
　
　
　

群

生 涯 学 習 概 説 2 2

図 書 館 概 論 2 2

情 報 図 書 館 学 2 2

図 書 館 行 政 学 2 2

図書館サービス概論 2 2

情 報 サ ー ビ ス 論 2 2

児 童 サ ー ビ ス 論 2 2 （注）2.（3）参照

情 報 サ ー ビ ス 演 習 2 3

図書館情報メディア論 2 3

資 料 情 報 組 織 法 2 2

資 料 情 報 組 織 演 習 2 3

図 書 館 情 報 学 研 究　 2 3

12 科目 24 単位必修
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②　大学が加える科目

群 授業科目 単位 開講学部・学科 備　考

Ｂ　
　
　
　

群

コミュニケーション論 2 基礎共通科目

社 会 調 査 法 2 文学部社会学科

情 報 社 会 論 2 文学部社会学科

知 的 財 産 法 Ⅱ 2 法学部

4 単位以上選択必修

　必 修 科 目　　　　　　　12科目　　24 単位

　選択必修科目　　　　　　　　　　　　　4単位以上　

　　 合　計　　　　　　　　　　　　　　28単位以上

2．授業科目の履修について

（1）単位の認定について

①　Ａ群の授業科目は、卒業必要単位に算入することはできない。

②　Ｂ群の授業科目（「コミュニケーション論」を除く）は、各学部各学科により単位の扱いが

異なるので、それぞれ各学部各学科の項を参照のこと。

③　Ｂ群の「コミュニケーション論」は、基礎共通科目として取り扱う。

（2）授業科目の配当年次および履修条件について

①　B 群の授業科目は、それぞれの学部学科の配当年次に従って履修すること。所属する年次を

超える配当年次の授業科目は履修できない。

②　下表の科目については、各科目の履修条件に従って履修すること。

授業科目 履　修　条　件

情報サービス演習 ｢情報サービス論｣ の単位を修得していること。

資料情報組織演習 ｢資料情報組織法｣ の単位を修得していること。

（3）所定の学修による単位の認定について

　「図書館法施行規則第 5 条第 3 項及び第 6 条第 3 項に規定する学修を定める件」（平成 21 年文

部科学省告示第 127 号）により、司書教諭講習の「読書と豊かな人間性」を修得した場合、司書

講習科目の「児童サービス論」の科目の単位を修得したとみなされる。

3．「司書資格取得証明書」の交付および「司書資格単位修得証明書」の交付申込みについて

　司書資格取得に要する条件を備えた者には、卒業時に「司書資格取得証明書」を交付するが、こ

れは、本大学において司書となる資格を得たことの証明として発行するものである。実際に司書と

なるためには採用試験に合格しなければならないが、受験の際に求められる「司書資格単位修得証

明書」は、教務部に申し込めば交付する。
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Ⅱ．学校図書館司書教諭（注意：別に教育職員免許状取得に必要な科目の履修が必要）

１．授業科目

［2004 年度（平成 16 年度）以降の入学生に適用］

　　必修科目

授業科目 単　位 配当年次 備　考

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 2 2

学校図書館メディアの構成 2 2

学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 2 2

読 書 と 豊 か な 人 間 性 2 2

情 報 メ デ ィ ア の 活 用 2 2

5 科目 10 単位必修

※�司書教諭に加え、司書資格取得も目指している者は「読書と豊かな人間性」を修得すれば「児童サー
ビス論」の科目の単位を修得したとみなされるため、別途修得する必要はない。

２．司書教諭の資格取得

詳しくは『教職ガイドブック』を参照のこと。
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公認心理師に関する専門教育科目
　

　本学の公認心理師に関する専門教育科目は、公認心理師に求められる役割、知識および技術を整

理してデザインされたもので、公認心理師法第二条における公認心理師が業として行う行為につい

て適切に実践できる能力を養成するために開講されている。

公認心理師資格について

（1）　「公認心理師」とは、公認心理師登録簿への登録を受け、公認心理師の名称を用いて、保健医療、

福祉、教育その他の分野において、心理学に関する専門的知識及び技術をもって、次に掲げる

行為を行うことを業とする者をいう。

①心理に関する支援を要する者の心理状態を観察し、その結果を分析すること。

②�心理に関する支援を要する者に対し、その心理に関する相談に応じ、助言、指導その他の援

助を行うこと。

③�心理に関する支援を要する者の関係者に対し、その相談に応じ、助言、指導その他の援助を

行うこと。

④心の健康に関する知識の普及を図るための教育及び情報の提供を行うこと。

（2）　公認心理師の受験資格を得るためには、一般的に 2 種類の方法がある。

①�大学において心理学その他の公認心理師となるために必要な科目として文部科学省令・厚生

労働省令で定めるものを修めて卒業し、かつ、大学院において心理学その他の公認心理師と

なるために必要な科目として文部科学省令・厚生労働省令で定めるものを修めてその課程を

修了する。

②�大学において心理学その他の公認心理師となるために必要な科目として文部科学省令・厚生

労働省令で定めるものを修めて卒業し、かつ、文部科学省令・厚生労働省令で定める施設に

おいて文部科学省令・厚生労働省令で定める期間以上（1）における①〜③の業務に従事する。
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1． 授業科目

   ［2019 年度（平成 31 年度）以降の入学生に適用］

科目群 分野 授業科目 科目
区分 単位 配当年次 備　考

心
理
学
基
礎
科
目

心
理
学
基
礎
科
目

公認心理師の職責

必　

修

A 2 1 資格科目

心理学概論 B 2 1 文学部人間科学科

臨床心理学概論 B 2 2 文学部人間科学科

心理学研究法 B 2 2 文学部人間科学科

心理学統計法 B 2 1 文学部人間科学科

心理学実験 選
択
必
修

A 2 1 資格科目

心理学実験実習　 B 2 1 文学部人間科学科

　

心
理
学
発
展
科
目

基
礎
心
理
学

知覚・認知心理学

必　

修　

B 2 3・4 文学部人間科学科

学習・言語心理学 B 2 1 文学部人間科学科

感情・人格心理学 C 2 1 基礎共通科目

神経・生理心理学 B 2 2 文学部人間科学科

社会・集団・家族心理学 B 2 2 文学部人間科学科

発達心理学 B 2 1 文学部人間科学科

障害者・障害児心理学 B 2 3・4 キャリア創生共通科目

心理的アセスメント B 2 2 文学部人間科学科

心理学的支援法 A 2 2 資格科目

実
践
心
理
学

健康・医療心理学 B 2 3・4 文学部人間科学科

福祉心理学 B 2 2 キャリア創生共通科目

教育・学校心理学 B 2 2 文学部人間科学科

司法・犯罪心理学 B 2 3・4 法学部

産業・組織心理学 A 2 3・4 資格科目

心

理

学

関
連
科
目

人体の構造と機能及び疾病 C 2 1 基礎共通科目

精神疾患とその治療 B 2 2 文学部人間科学科

関係行政論 A 2 3・4 資格科目
実
習
演
習

科
目

実
習
演
習

科
目

心理演習 必　

修

A 2 2 資格科目

心理実習 A 2 3・4 資格科目

演
習

科
目

演
習

科
目

公認心理セミナーⅠ 選　

択

A 2 3・4 資格科目

公認心理セミナーⅡ A 2 3・4 資格科目

心理学基礎科目の必修科目 10 単位、選択必修科目 2 単位以上、心理学発展科目の必修科目 34 単位、
実習演習科目の必修科目 4 単位、計 25 科目 50 単位以上を修得すること。
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2． 授業科目の履修について

（1）　単位の認定について

①科目区分 A 群の授業科目は、卒業必要単位に算入することはできない。

②�科目区分 B 群の授業科目は、所属する学部学科により単位の扱いが異なるため、所属する

学部学科のページを参照のこと。

③�科目区分 C 群の授業科目は、基礎共通科目として取り扱う。

（2）　履修登録について

　「心理演習」、 「心理実習」および 「公認心理セミナーⅠ・Ⅱ」は、事前登録を行う必要がある。

公認心理師養成センターが行うガイダンスに従うこと。

（3）　授業科目の履修条件および配当年次について

　下表の科目については、各科目の履修条件に従って履修すること。

授業科目 履　修　条　件

心 理 演 習
｢公認心理師の職責｣・「心理学概論」・「心理学統計法」の3科目なら
びに「心理学実験」・「心理学実験実習」のいずれか1科目の単位を修
得していること、またはそれと同等の専門知識を有していること。

心 理 実 習
1・2 年次配当の必修科目すべて（17 科目 34 単位）ならびに「心理学実
験」・「心理学実験実習」のいずれか 1 科目の単位を修得していること、
またはそれと同等の専門知識を有していること。

①�公認心理師に関する専門教育科目は、1．授業科目の配当年次に従って履修すること。所属

する年次を超える配当年次の授業科目は履修できない。

②「公認心理セミナーⅠ」「公認心理セミナーⅡ」は文学部人間科学科以外の学生が対象の科

   目である。

③「心理学実験」「心理学実験実習」については、所属する学部学科の履修指導に従うこと。

3． 公認心理師に関する専門教育科目についての各種証明書について

　公認心理師に関する専門教育科目についての各種証明書は、教務部に申請すること。
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日 本 語 教 員 養 成 課 程
　日本語教員養成課程は、日本語を母語としない人に日本語を教授する教員を養成するための課程で
ある。
　国内外における日本語学習者の数は、日本の経済発展や漫画・アニメや音楽・映像といった方面の
日本文化に対する海外における評価の高まりにともなって着実な増加をみせている。海外諸国での日
本語学習の目的は、留学や日本の学問・芸術研究のほか、実務知識や科学技術の習得、そして日本企
業への就職のためと、ますます広がりをみせている。国内においても、外国人留学生に対する日本語
教育機関での教育ばかりでなく、地域社会における児童・生徒を含めた外国人への日本語学習支援な
ど必要性を増している。
　このような日本語教育に対する国内外の高い関心と要請をふまえ、また今後の需要に対応するた
めに、本大学でも 1990 年度から日本語教員養成課程を国文学科（現・日本語日本文学科）に併設し、
全学部の学生に開かれた課程として開設されている。日本語教員養成課程に関する課程修了必要単位
は別表に示す 36 単位である。修了者には卒業時に本学の「修了証書」を交付する。
　なお、新基準における要件を満たしていることが必要となった平成 29 年 4 月以降に入学した者で、
本課程にかかる単位修得証明書の発行を希望する場合は、教務部窓口で申込みをすれば交付する。

Ⅰ．科目履修上の諸注意
１． 下記の科目については、履修条件に従って履修すること。

授業科目 履　修　条　件

日本語教授法実習Ⅰ
日本語教授法実習Ⅱ

「日本語文法論Ⅰ」・「日本語文法論Ⅱ」・「日本語教育概論Ⅰ」・「日本
語教育概論Ⅱ」の 8 単位ならびに、「日本語学概論Ⅰ」・「日本語学概
論Ⅱ」もしくは「日本語教授法研究Ⅰ」・「日本語教授法研究Ⅱ」の 4
単位と併せて 12 単位を修得していること。

 2�．「日本語教授法実習Ⅰ・Ⅱ」のクラスについて
　「日本語教授法実習Ⅰ・Ⅱ」は①国内実習、②国外実習のうち、いずれかのクラスを選択して履
修する。②クラスは、後期分の授業を夏期休暇中に海外で集中的に行う。海外での実習に参加でき
ない者は①クラスを選択すること。なお、各クラスの説明は 4 月の第 1 回目の授業で行う。

 3．国外実習参加者の渡航費、宿泊費は自己負担とする。

日本語教員養成課程に関する申合せ

平成 30 年 3 月 9 日　学長決定
　この申合せは、日本語教員（日本語を母語としない者に日本語を教授する教員）を養成する
ための、日本語教員養成課程（以下「課程」という。）について定める。

1　�この課程を修了するためには、本大学を卒業し、かつ、別表に定めるところに従い、必要な
単位数を修得しなければならない。

2　この課程を修了した者には、願い出により、本大学所定の修了証書を授与する。
3　この課程に関する事務は、教務部が行う。
4　この申合せの改廃は、部局長会議の審議を経て、学長が決定する。

　附　則
1　この申合せは、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。
2　この申合せは、平成 30 年度入学生から適用する。
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別　表
日本語教員養成課程に関する科目　　　　　　　　　［2018 年度（平成 30 年度）以降の入学生に適用］

区分 授　業　科　目 単位 必修・選択必修 開講学科

社
会
・
文
化
・
地
域

日本事情 2 2 単位必修

日本語日本文学科

日本語史Ⅰ 2

4 単位以上選択必修

日本語史Ⅱ 2
日本文学史Ⅰ a 2
日本文学史Ⅰ b 2
日本文学史Ⅱ a 2
日本文学史Ⅱ b 2
日本文化史 2 歴史文化学科民俗学の諸問題 4
文化人類学 2 社会学科多文化共生論 2
英米文化探訪Ⅰ 2

英語英米文学科英米文化探訪Ⅱ 2
英米文化研究Ⅰ 2
英米文化研究Ⅱ 2

言
語
と
社
会

社会言語学Ⅰ 2

4 単位以上選択必修

日本語日本文学科社会言語学Ⅱ 2
情報社会論 2

社会学科コミュニケーション研究 2
メディア研究 2
現代文化論 2

言
語
と
心
理

日本語教育研究Ⅰ 2

4 単位以上選択必修

日本語日本文学科日本語教育研究Ⅱ 2
発達心理学 2 人間科学科発達臨床心理学 2
社会心理学 2 社会学科社会意識論 2
英語のレキシコン 2 英語英米文学科英語の獲得と理解 2

言
語
と
教
育

日本語教育概論Ⅰ 2 2 単位必修

日本語日本文学科

日本語教育概論Ⅱ 2 2 単位必修
日本語教授法研究Ⅰ 2 2 単位必修
日本語教授法研究Ⅱ 2 2 単位必修
日本語教授法実習Ⅰ 2 2 単位以上選択必修日本語教授法実習Ⅱ 2

言　
　
　
　
　

語

日本語文法論Ⅰ 2 2 単位必修

日本語日本文学科

日本語文法論Ⅱ 2 2 単位必修
言語学概論Ⅰ 2

8 単位以上選択必修

言語学概論Ⅱ 2
日本語学概論Ⅰ 2
日本語学概論Ⅱ 2
日本語音声学Ⅰ 2
日本語音声学Ⅱ 2
日本語語彙論Ⅰ 2
日本語語彙論Ⅱ 2
現代日本語研究Ⅰ 2
現代日本語研究Ⅱ 2
対照言語学Ⅰ 2
対照言語学Ⅱ 2
英語の文法 2

英語英米文学科英語の音声 2
英語の意味 2

必修 14 単位
選択必修 22 単位以上
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外国人留学生対象科目

日 本 語 特 設 科 目
国 際 交 流 科 目
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日 本 語 特 設 科 目
　本大学では、外国人留学生を対象として日本語特設科目を次のとおり開設している。

Ⅰ．Year-in-Japan プログラム参加留学生対象

 1．授業科目表

授業科目 単位数 開　講　形　態

日 本 語 Ⅰ
日 本 語 Ⅱ
日 本 語 Ⅲ
日 本 語 Ⅳ
日 本 語 Ⅴ

10
10
10
10
10

秋学期・春学期の各学期に授業を行う。
開講する科目は、学期毎に定める。

2．各授業科目のレベル・修了時の能力等

授業科目 レベル 内容 修了時の能力

日本語Ⅰ 初 級

会話

文法

聴解

読解

作文

簡単な日常会話が可能、漢字約 150 字習得。
日本語能力試験 N5 程度。

日本語Ⅱ 初 中 級
日常生活の中で必要な「話す」「聞く」ことと、平易な内
容について「読む」「書く」ことが可能。漢字約 300 字習得。
日本語能力試験 N4 程度。

日本語Ⅲ 中 級
大学生活の中での円滑なコミュニケーション能力、日本で
の生活に必要な情報を得るための読解力と聴解力の習得、
漢字約 500 字習得。日本語能力試験 N3 程度。

日本語Ⅳ 中 上 級
社会生活の中での円滑なコミュニケーション能力とエッセ
イや小説などの読解力の習得。手紙文やエッセイを書くこ
とが可能。漢字約 700 字習得。日本語能力試験 N2 程度。

日本語Ⅴ 上 級

高度なコミュニケーション能力と豊かな表現力、専門的な
内容についての文章の読解力を身に付け、レポート・論文
の作成が可能。漢字約 800～1000 字習得。
日本語能力試験 N2～N1 程度。
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Ⅱ．一般交換留学生対象

 1．授業科目表

授業科目 単位数 開　講　形　態

中 級 日 本 語 Ⅰ
中 級 日 本 語 Ⅱ
上 級 日 本 語

2
2
2

半期科目として前期又は後期に開講する。一般交換留学生
(Year-in-Japan プログラム参加学生以外）は１科目を履修
するものとする。

日 本 の 文 化 Ⅰ
日 本 の 文 化 Ⅱ

2
2

半期科目として前期又は後期に開講する。一般交換留学生
(Year-in-Japan プログラム参加学生以外）は１科目を履修
するものとする。

 2．各授業科目のレベル・修了時の能力等

授業科目 レベル・内容

中 級 日 本 語 Ⅰ
論説文やエッセイなどを正確に読み取ることができ、要旨をまとめ、
内容について感想を述べることができる。JLPT・N2 レベル程度の留
学生対象。

中 級 日 本 語 Ⅱ
論説文、エッセイ、小説などを正確かつ一定の速度で読み込むことが
でき、要旨をまとめ、内容について自分の考えを述べることができる。
JLPT・N2 レベル程度の留学生対象。

上 級 日 本 語
より高度な文章を、より速くより正確に読んだり書いたりでき、また
高度な内容を聞き取って、自分の考えをまとめ、口頭発表等を行うこ
とができる。JLPT・N1 程度の留学生対象。

日 本 の 文 化 Ⅰ

日本の文化や慣習について詳しく調べ、インターネットやパワーポイ
ントなどを使用して分かりやすく説明できる。また、それに対する自
分の意見を簡潔かつ分かりやすく述べることができる。JLPT・N1 レ
ベル以上の留学生対象。

日 本 の 文 化 Ⅱ

現代日本事情について詳しく調べ、インターネットやパワーポイント
などを駆使して分かりやすく解説できる。また、調べた事柄に関する
資料を収集し、レポートが作成できる。JLPT・N1 レベル以上の留学
生対象。
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国際交流科目
　国際交流科目である「ジャパンスタディーズ」は外国人留学生を対象にした科目であり、秋学期（9

月～12 月）と春学期（翌年 1 月～5 月）に開講している。各科目の甲南大学生の履修可否については、『履

修ガイドブック』を参照すること。各科目のテーマ、詳細内容、開講日時については、シラバスを参照

すること。

［2017年度（平成29年度）以降の入学生に適用］
授業科目 単　位 配当年次 備　　考

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 1 3 2 言語・文学・教育①
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 2 3 2 言語・文学・教育②
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 3 3 2 言語・文学・教育③
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 4 3 2 言語・文学・教育④
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 5 3 2 歴史・宗教・地理①
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 6 3 2 歴史・宗教・地理②
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 7 3 2 経済・経営①
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 8 3 2 経済・経営②
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 9 3 2 芸術・文化・社会①
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 10 3 2 芸術・文化・社会②
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 11 3 2 国際関係・法学・政治①
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 12 3 2 国際関係・法学・政治②
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 13 2 1 Joint Seminar
ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 14 2 1 Joint Seminar

 1．「ジャパンスタディーズ 1～12」について、秋学期に開講する科目に限り、甲南大学生は履修す

ることができる。ただし事前登録科目となるため、履修条件・申込み方法については『履修ガイド

ブック』を参照すること。

 2．「ジャパンスタディーズ 13・14」は外国人留学生と甲南大学生を対象とした科目である。ただし

事前登録科目となるため、履修条件・申込み方法については『履修ガイドブック』を参照すること。

 3．『履修ガイドブック』およびシラバスを参照したうえで質問がある場合は、国際交流センターに

問い合わせること。
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